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本卷 は、 「柿 本人 麿」 總論篇 に 載せた 「鴨 山考」 を 中心とする 諧雜記 を 以て その 大部分 を うづ 

めて ゐ るが、 「鴨 山考」 はい まだ 假說 で學界 一般の 認容す ると ころと はならない。 ただ 從來 學界 

を 横行して ゐた 空漠た る 通俗 說 から 旣に 一 步を 出で たもの だと 謂 ふこと が出來 ると 自分 はお も 

ふ。 從 つて 「鴨 山考」 結論の 背後に は 幾つかの 根據と 思惟すべき ものが ぁづ て、 煩 を 避けて 考 

の 本文に 入れなかった の も あれば、 考の發 表 前後から ぼつぼつ 得た 新しい 根據も あり、 それ 等 

を 取纏めて 「鴨 山考 補註」 を 作った ものである。 無 系統に 書 流した 備忘 記の 如き もの だけれ ど 

も、 やはり 公表して 置く 方が いい。 約め ていふと、 「鴨 山考 補註」 は 「鴨 山考」 の證據 として 役 

立つ あらゆる 事柄 を 記述した もの だとい ふこと になる。 種々 學問 上の 事 は 私の 力で はお ぼっか 

ない けれども に 角 記して 置いた。 
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二 

次に、 私の 「鴨 山考」 と對 立して ゐる 諳說、 例へば 高津說 とか、 國府說 とか、 出雲說 とか、 

或は 石 見 以外の 歿處說 とか、 さう いふ 說に對 する 私見 をも更 めて 述べて 置いた。 かう しな けれ 

ば 私の 新說を 積極的に 主張す る ことに はならない からで ある。 卽ち 私の 說 よりも 相 待 上 もっと 

有力な 根據を 有する 新說が 出現す るまで は、 自分の 說を 主張す る ことが 最も 至當 だとお も ふか 

ら である。 

次に、 人 麿に は 彼に 關 する いろいろな 傳說 • 附會が 纏 絡して ゐて、 人 麿を傳 する に は それら 

を 洗ひ淨 めねば ならぬ ほどで あるが、 先進 は 其 等 を單に 嘲笑し 去らす に盡く 丁寧に 取扱って 居 

るので、 その 態度 を學ん で本卷 では それ 等 を も出來 るかぎ り 多く 收錄 して 置いた。 

それから、 數篇の 紀行文 を も 載せた。 これ も 極めてつ まらぬ もの だが、 「鴨 山考」 結 象の 機緣 

となった ものであるから 私自身に とって は 執著が あり、 また 平 福 • 中 村の 二 氏 は旣に 逝去 せら 

れてゐ るから その 記念と しても 役立つ とお もった ので ある。 また、 實地 踏査の 妙味 は 時に 文獻 

W 考察に 優る 場合が あると いふ 點 にも 存じて 居る。 例 へ ば 人 麿が 角の 里なる 依 羅娘子 へ 通 ふ M 


と を 想像しつつ その 通路 を 吟味す るが 如き は、 文獻の 上の みで は 難いので ある， 

附錄の 人 麿 肖像 補遺 は、 その 方面の 全くの 素人た る 私が 自分の 參考 のために 集めて 置いた も 

のに 過ぎない。 併し 一面に は、 「人 麿 百貨店」 の 特徴 を 保った めに、 現在 歌壇の 狀態 は斯る こと 

を も 私 をして 敢て行 はしめ ると いふ ことになる。 

本卷は I 體に是 の 如く 些事 を 取扱った に 過ぎぬ が、 昭和 九 年 歳末に 原稿 を 纏めて 印刷所に ま 

はして より、 隨緣隨 時の 改良 增補 などしつつ 辛うじて 今に 至って 出來 あがった ものである。 而 

して はじめの 意圆は 「柿 本人 麿」 の 主要部 を 占める つもりの 評釋篇 の附錄 にしようと したので 

あるが、 分量に 隨 つて ー卷に する ことと したの だから、 この 鴨山考 補註 篇は 「柿 本人 麿」 とし 

て は 外篇の 如き ものである。 

然 かも 本卷を 作る のに 實に 多くの 先輩 • 友人 諸氏の 敎訓 助力 を 得た こと 寧ろ 總論篇 以上で あ 

る。 それら は 本 卷の個 處個處 に 明記して 置いた。 而 して ここに 深き 感謝の念 を 捧げる ので ある 

また、 本卷の 印刷. 校正. 索引 作製に 關 して は、 柴生 田稳. 佐 藤 佐 太郞 • 出口 茂吉三 氏の 力 
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を 忝う した。 

私 は 滿ーケ 年 何もせ すに、 かかる 果敢ない 事ば かりして ゐ たこと となる の だが、 主觀 的に い 

へば 現在の 私に は 「鴨 山考」 の ごとき もの を 弄んで ゐる ことが 飮食 以外の 唯一の 慰樂 であり、 

業餘消 遣の 唯一 の途 であった とい ふこと になる ので あらう か。 昭和 十 年 十月 吉日 ■ 藤茂吉 
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鴨 山 考稀註 


s 原 • 龜 • 吾鄕 あたり 1 帶 の江ノ 川の こと を、 人 麿 時代に は 石 川と 稱 へて ゐ たので、 依 1..^ 子 歌 

に、 『石 川に 雲た ちわ たれ』 云々 と あるので はなから うかと いふ 說を私 は 立てた。 そして、 他の 旁リ 

を 以て この 想像 說の 根據 としたの であるが、 なほ それよりも 積極的な 證據が 無から うかと おも ひ 調 

査を續 けて 居た。 

然るに 小 野賀榮 氏より 昭和 九 年 九月 九日 附の 手紙 を 受取った。 その 手紙の 次第 はかう である。 f し 

月 八日に 村長 會議 があった。 そのと き 話の ついでに、 『石 川』 のこと が 出た ところが、 村長の 一 人， > 

云った。 古老から 聞いて ゐ るのに、 今の か  町 (今より 七 年 前 町制 實施) とか I く 村 あた 6 を 元は^" 村と 

云って ゐた。 然るに 今から 約 六 百年 前 三 瓶 山 噴火の 時 江ノ川 一時 流れ 止り、 次で 大水 其 崩 土 を 破壊 


,  四 

して 流出した ため 沿岸に 大 被害あって 石 川 村と 云った 村の 流域が 全く 變 化した。 その後に 今の 二 村 

が出來 た、 云々。 とい ふので ある。 そして この 話 を 知って ゐ るの はた だ 一人の みではなかった。 小 

野 氏 云。 『依而 小生 案す るに、 過日 も 御 話せし 如く、 江川の 舊名は 石 川と 稱 せし 時代 あ， 9 しゃも 知 

れ すと 存じ 候。 以上 話 を 聞きた る 儘 御 報 申 上 候。』 

そこで、 川 本 町の 舟 木 資宽 氏に 調査 を依賴 したと ころが、 九月 十四日 附の 返書 を 受取った。 舟 木 

氏 は、 「河 本 川下 兩邑之 您社石 水 山弓峯 八幡 三 社 大神宮 緣起之 記」 から、 この 『石 川 村』 のこと を 書 

取って 報告 せられた。  . 

» 舊傳仁 曰。 石 州 邑智郡 河 本乃鄕 波。 疇 昔 川下 邑乎相 添。 石 河邑止 云。 亦 世 說仁建 久八年 六月 乃 

洪水 與利 地形 毛替 利。 河流 毛替利 天。 ー邑乎 ニ津仁 割久。 依 之 東 乎 河 本 止 號止謂 利。 是古幾 河 跡奈禮 波。 

本 津河止 云 牟加爲 h は。 故 仁 西 波 水流 爾隨 布她形 奈禮波 tr. 川下 止號世 利。 又 古老 乃傳仁 曰。 洪水 波 建 

久 年中 仁 非須。 真 永 天福 乃 頃 也 止つ (後略) 

于時永 正 十三 W 子年 

弓峯 神人 大宮司 

從 五位 下山 田 伊豫 守 平 朝 道 治 


(邑 河 石のへ 古） 町 本 川 と 川 ノ 江 


江ノ 川の 洪水 を 建久八 年と せば、 昭和 九 年から 

七 百 三十 七 年 前で、 後鳥羽 天皇の 御代で、 源賴朝 

が 未だ 生きて 居た。 桌永 天福 年中と しても 後堀河 

天皇の 御代で 七 百 二 年 或は 七 百 三年 前で ある。 さ 

うすれば、 鎌 倉 初期まで は、 其處に 『石 河邑』 と 

いふ 部落の あつたと いふ ことが 分かる。 緣 起の 文 

は、 永 正 十三 年に 書いた とせば 四 Hii 十八 年 前で、 

鎌 倉の 建久を 去る 三百 有餘 年で あるから、 傳說と 

その 間の 時の 距 りがい まだ そんなに 古く はない。 

卽 ち大體 信用 を 以て 相對し て 差 支な いとい ふこと 

になる。 

さて、 鎌 倉 初期 以前まで、 江ノ川 沿-:； i に 『石 河 

邑』 があった とい ふこと は、 人 麿の 歿處に 關係ぁ 

る 『石 川』 が 江" 川と 密接な 關係を 有って ゐる ベ き 

五 


六 

最も 有力な 證據 となる ので ある。 そして、 その 密接な 關 係と いふの は、 突きつ めて 行けば、 人 磨の 

當時そのぁた，.^の江ノ川を石川と稱へ ただら うとい ふ說の 最も 積極的な 證據 となる ので ある。 卽ち、 

萬 葉の 『石 川』 は 川の 事で あり、 それよ.^ 後の 命名と 看做すべき 『石 河邑』 は 部落の 名で あるから、 

その あたりの 『石 川』 とい ふ 川の 名が 鄕川 或は 江川と 變 化してから も その 川の 名の 名殘 をと どめて 

ゐる ものと 解 樺 する ことが 出來 るからで ある。 由來、 部落の 名から 川の 名の 出來る こと も あり、 川 

の 名から 部落の 名の 出來る こと も ある。 天然に 何 か 特色が あれば 先 づ山ゃ 川に 名が 附 いて、 そこに 

出来る 部落の 名と なる ことがある。 最も 簡單な 例 は、 温泉が 山に 湧いた から 高 湯で、 其處に 出來た 

村が 高： t となる。 川が 二つ 合する ところ は 川 合で 其處に 出來た 村が 川 合と なる。 松の木の 群生して 

.  なる さは 

ゐ るの は 松原で 其 處に出 來た村 は 松原で ある。 山の 川の 瀨の 音す ると ころ は嗚澤 で、 其處に 出来た 

村が 鳴澤 (或は 變 じて 成 澤) である。 さう いふ 實例は 江ノ川 沿岸に もなかな か あるから、 石 河 邑は石 

川と いふ 川の 名から 來 たと 考 へて 決して 不道理で はない。 況ん や、 人 麿 時代の 萬 葉の 歌に 石 川が あ 

つて、 また 此處の 江" 川 沿岸に 石 河と いふ 地名の ある 以上、 そして 石 見の 他の 筒處、 特に 山峽を 流る 

る 大きい 川の 近くに 石 河と いふ 名 稱の發 見出 來 ない (II) 以上、 濱原 • 川 本線の 江ノ川 は、 古へ 石 F 

いふ 名で 通って ゐ ただら うと 結論す る ことが 最も 自然 的な 最も 無理の ない 行き方 だとお も ふので 


それから、 もう 一 つ、 萬 葉の 依羅娘 子の 歌の、 『石 水』、 『石 川』 は 二つと もィ シ 力 、ノ と訓 ませて ゐ 

る。 そして 橘 守 部 を 除いて は、 この 石 水 を イシ 力 ハと訓 むのに 異說を 立てて ゐ ない。 卽ち、 依羅娘 

子の 歌の、 石 水 も 石 川 も 同じ もの だとい ふこと になる ので ある。 そし. て 、大神宮 緣 起の、 『兩 邑之惣 

社 石 水 山弓峯 八幡 三 社』 の 『石 水』 をィ シ コ クと訓 み 馴ら はして ゐる。 おも ふに、 此は イシ カクで 

イシ カハ、 イシ カフ、 イシ カクと なった こと、 カハ クチ、 力 ハチ、 カスチ、 力 クチと なった のと 同 

様で ある。 さすれば、 『石 水 山』 は イシ 力 、ノ から 來た、 イシ コ クザン で、 萬 葉 集で 『石 水』 と 書いた 

のと 合致し、 大に舆 味が あるので ある 

以上の ごとく、 ただの 旁證 でな く、 記錄 的の 資料 を 得た 以上、 私の 想像 說は もはや 想像 說に とど 

まって はゐ ない。 先づ 證據だ てられた 事實と 看做して いいので ある。 

それから、 この 资 料の 貴重な 點は、 村長が 石 河 村の » 說を 話した の も、 舟 木 氏が 緣 起から 筆窝し 

て くれたの も、 私が 人 麿の 歿處卽 ち 鴨 山に ついて 考證 して ゐ ると いふ 豫備 知識が 全く 無くして 報告 

された 點 にある。 f4?_?f ，、あ 一 P 少しで も 私の 鴨 山考に 牽強の きら ひが あると 具合が わるい の 

であるが、 毫も さう いふ 點 がなくて 得た 資料で あるので、 私 は 非常に 喜んだ ので ある。 


八  一 

なほ、 萬 葉の は ，石 川』 或は、 『石 水』 であるのに、 神社 緣 起の は、 『石 河』 であるの は 如何と い 一 

一 

ふに、 この 川. 河 は いづれ でもよ からう。 伴 信 友の 瀨見小 河 を 見る に、 『賀茂 川の 川ノ 字、 本 系 帳に i 

.  一 

河と 書り。 その 下なる 石 河 二つ、 また 彼 河の 河ノ 字、 風土記に みな 川と 書り。 いづれ にても あるべし』，： 

とい ふこと を 云って ゐる。 以て 參考 とすべき である。 (ic 兩^ 薪 励 1 ^一 稀 名)  ，ー 

なほ 次に、 この 大神宮 緣起を 鴨 山考の 資料と して 信用して いい か 奈何と いふ 問題で ある。 これ は： 

根本の 問題で、 これ を 信用して のうへの 立論な ので あるから である。 併し、 この 懸念 はた だの 一事 i 

で 解決が 出來 る。 卽ち、 この 緣 起の 記事 は、 昭和 九 年に なって 齋藤茂 吉の鴨 山 考に牽 强附會 せしめ 

むがた めに、 態々 永 正 年間に 書いて 置いた もので は 無い こと をよ くよ ぐ 考慮す るなら、 考證學 者に 

時々 あ b 勝な 消極的 懷 疑の 雲霧が おの づ から 晴れ 行く ベ き箬 なので ある。 また 當 時の 神に 奉仕す る. 

もの は、 現代の 如き 勝手な 淫祠 邪宗 を恣に 建立 もせす、 また さう 圖々 しく もなかつ たこと を 念頭に j 

置いて 差 支 はない こと は、 日本の 神祇 史の條 々に 於て つぶさに 之 を證據 立てる ことが 出來 る。 私が： 

大神宮 緣起 のこの 資料 を 取上げた の はた だ 漫然と した 感情に 本づ いた もので ない こと を 世の 人々 が： 

肯定して いい。 また、 人 麿の 歿處は 石 見 人に とって は、 髙津の 鴨 島說で 殆ど 決定 せられて ゐる 如く 一 

,  一 

に 思 はれて ゐ るので あるから、 緣 起の 文が 人 麿と 關係 せしめる やうに 意識して 誊ぃ たもので ない こ 


と は斷定 していい。 この资 料の 與味 あるの はさう いふ 點 にも 存じて ゐ るので ある • 

』n で、 依羅浪 子の 歌の 石 川が 江ノ 川の 一 部で あらう とい ふことの^ 據を 記した が、 その 石 川と いふ 

命名が 普通名詞 的な 特徵を 持った もの だとい ふ 私 說に關 係した 小事 項 を 次に 記載し、 ついで 賀 茂の 

ことに も 自然 及ぶ ことと なる ので ある。 この 項 は 直接、 鴨山考 補註と して 役立たない と 謂っても、 

參考 資料と なるべき 箬 である。  . 

石リ とい ふ 名 は 『石 川の 瀨 見の 小川』 は 山城に あり、 河 內に石 川が あって、 姓と なった。 この 河 

內 のま 東 條出を 主流と して 石 川と な.^ 大和 川に 合流して ゐ るので、 嘗ての 石 川 郡 はこの 川の 名に 本 

づ いて ゐる。 それが 大和に も 移った。 古事記 傳に、 『今 大和 國高市 郡に も石& ある は、 此 氏に 就て 

出來 たる 名 にゃあら む』 と 云って ゐる。 正倉院 文書に、 石 川 年 足、 石川奧 麿、 石川宮 衣な どと ある 

の は、 姓で あるが、 天平 感寶 元年の 同文 書に 敦我石 川と あるの は 名 だから、 名 ともなって ゐ るので 

ある。 石 川と いふ 地名 は、 その他、 丹 後 • 加賀. 越後 • 信 濃. 武藏 • 上總. 下野 • 常 陸 • 岩 代. 等に 

あるが、 恐らく は 石 ある 川、 石 原 ある 川と いふ やうな 普通名詞 的な 名から 發 達して 來 たもの の やう 

九 
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に 想像 せられる • その 如くに、 石見國 でも 『石 川』 とい ふの が、 普通名詞 としても 用 ゐられ て 居り- 

また 固有名詞 になった 場合 も殘留 して、 二つと も記錄 的に 證 明せられ たので ある。 

なほ、 詞林采 葉抄第 一 、 貧 茂の 條に、 萬 葉卷十 一 の、 『力 モ山 ノ後セ シッケ 一一 後 モア、 ノ ムィモ  一一 、ノ 

我ョ ケフナ ラス トモ』。 卷 十一 一 の、 『神 山ノ ャマ下 トヨミ ュ ク 水/水 尾シ タエ スハ 後モ我 ツマ』 の 二 

(深 ィ) 、 

首 を 記し、 それ を說 明して、 『賀茂 山、 神 山、 同 山 名 也。 抑 賀茂大 明 神の 御 事、 社家 ノ課祕 一一 テ 兩 

マレ  t ム カノ ソ 

氏人々 モ被， 申 旨 ナキ故 一一、 上古 ノ哥モ スク ナク、 子細 ヲシ レ 〃人 稀ナグ 者歟。 愛一 一 或 書 云、 日向 襲 

ノ タケ 二 アマ クタ リマ， ン く- ン タケ ッノ ミノ，.， n ト  カン ャ マト. 1 ハレ ヒ n  ノミ マへ タ， ァ カリ ヰ マシ玉  ャ トリマ スォ ホヤ マト カツ ラ キノ ミ. リ つ r  :i リマ、 ス, I 

之峯、 天降 坐 建 角 4- 命 也、 神 倭 石彥之 御前 立 上 坐、 而宿， i 坐大倭 葛 木峯： 自 X 彼ぎ 遷 n 坐 山 

二  ヨリ  口 フタ チマ シ  ミ クラシ テ  ヲノ玉 (ク  セ ハク 

城 ノ國岡 田 之 賀茂ハ 隨山代 河 下リ、 葛 河 與ニ賀 茂 河 一所， 會立坐 玉ヒ、 見 n 廻 賀茂河 T 而 言. 雖二狹 

スコ. ン キ也ト  .^ャ ョ  ク  セ ミノ ヲト  .  一  0  ,o  ？  一 

少 r 然モ石 河淸河 一一 在 ケソ。 仍號 一一 石 川 瀨見小 河 一』 云々 と 云って ゐる。 この 文中に 『然モ 石河淸 

00000  イシ カハキ 3 カハ  _ 「 , r 1 _ 一-、 - 「 

河 一一 在 ケリ』 とい ふの が ある。 この 石 河、 淸河 は、 普通名詞 として 云って ゐ るので 石が 河床に あ 

る 河、 - 石 川原の ある 河、 また 水の 淸麗な 河と いふ 意味で ある。 さう いふ 普通名詞から、 『石 川 瀨見小 

河』 とい ふ 固有名詞が 出來 たので ある。 これ も 鴨 山考の 中の 石 川の 由來 についての 說の 註と して 書 

きと どめて 置く。 なほ、 この 石 川が 普通名詞から 發 達した とい ふ說 について は、 伴 信 友の 瀨見小 河 

一 之卷 に、 『並べ ての 淺 川の 瀬の 底の 見 ゆる ごとく、 石 川の 底まで 淸く 澄みて 見 ゆる 由なる ベ し』 云. 


云と あるの が 参考と なる ので ある * 

三 

私 は、 本年 11 七月 原に 滯 在中、 備後 三次と 江.' 川 川口の 江津に 至る までの、 江， 川の 處々 に 名 

のつ いて ゐる その 名に、 カモ、 或は イシ 力" とい ふ 名が 無いだら うかと 思って、 年老ぃハ^^船頭を呼 

んで聽 いたので あつたが、 積極的な 資料 を 得なかった。 

いじ 

次に、 澤谷" 濱原、 粕淵 方面の 村の 小字な どに さう いふ 名稱を さがした が、 鴨 山考で 書いた、 石 

み いし はら  > 

見、 石 原 等 以外に はなかった。 

ついで、 歸. -:: もしてから、 舟 木賢寬 氏の 手 を ゎづら はし、 川 本、 川下、 矢 上、 阿須那、 中 野、 高原 

の 諸 村に も 手 を 延ばして 調査して もらった。 これ は隨分 面倒な 調査であった の だが とうとう 遂 (S: し 

た。 その 結果、 小字に も、 カモ、 力 マ、 カメと いふ やうな もの はなく、 又 イシ 力" とい ふところ も 

なかった。 川 本 町 あたりに、 石 河 村が あつたの も、 今 は その 名が 小字に も 無/、 なって ゐ るが、 計ら 

や も 別な 方面 (神社 緣起 及び 口碑) に傳 にって. Q て、 今囘の やうな 有力な 资料 となった ので ある。 

ただ、 中 野 村の 賀茂 神社の-^ ると ころ を賀茂 山と いひ、 俗稱 カメ ナリヤ マと もい ふと 云 ふこと で 

1 1 


ニー 

ある。 また、 矢 上 村の 賀茂祌 社の あった 處に は賀茂 • 賀 茂 神 田の 名が 殘 つて ゐる。 併し、 これ は 人 

麿 時代よ， 0 も 後で あるから、 人 麿の 歌の 鴨 山 そのものと は 違 ふ ベ きで ある。 

さう して 見れば、 この 界隈 範圍の 町村に は、 カモに 類似の 音の 名の 土地 はなく、 また、 イシ 力、 ノ 

とい ふ 土地 もない ので あるから、 これ は 私の 鴨 山考を 破る ベ き反證 が擧 がらない とい ふこと になる 

ので ある。 

なほ、 舟 木 氏の 通信に 據 ると、 高原 村 は 江ノ川 支流 出 羽 川の 沿岸で 阿須那 村の 隣接 村で あるが、 其 

處 にも 亦 類似 名の 土地 はない。 ただ その 中の 一 部落に 石 川 姓の 者が 可な り あると 云 ふ ことで ある。 

川下 村長、 濱原 村長の 通信に、 石河邑 のこと は旣に 記載した が、 なほ 記す に、 今の 川 本 町 は 昔時 

は 川下 村の 仙 岩 寺 (專岩 寺) 下に 接績 し、 江 ノ川は 川 本 八幡宮の 前 を 向原の 谷川 邊へ 流れ 居た もので 

ある。 それが 建久 (或は 負 永) 年間の 洪水の ため、 川 本 村 (現今の 川 本 町) と 仙 岩 寺 下 現今の 如く 變 

化し、 其 以後 川下 村の 名稱 が出來 た。 

石見國 名跡 考を讀 んでゐ ると、 浮 沼 池のと ころに、 『辨才 天 は式內 なる 邇幣 姬祌 社な りと いふ 意に 

て 同 神と したる ものな り。 其 は 此邊の 風と して、 天津神 社、 本 座大明 神。 また 霹靂 祌社、 石 川大明 

. 神 など $s す 類に て るべ し』 と ある、 その 『石 川大明 神』 に 注意 を ひき、 遍摩郡 仁 萬 村. • 今の 明； i 


山の 同社、 それから 同 郡 湯 里 村の 同社に つき、 調査 を 舟 木 氏に 依賴 したので あつたが. 返事に は、 

霹震 神社の こと を、 石 川大明 神と いふかと いふのに、 さう は 現在 云 はぬ とい. ふこと である。 また、 

川 も，^ さい 川ば かりで、 『石 川に 雲た ちわ たれ』 云々 とい ふやうな 氣 持の もの は. 一 つもない とい ふこ 

とで ある。  、  ， 

旣に屬 云った ごとく、 龜 村の 龜は、 古く は賀茂 (鴨) と稱 した ものの 殘留 だら うと 想像す るので 

f, 卽ち旣 念轉 移、 意味 移動、 Bedeutungswandel として 取扱 ふべき 性質の ものである けれども 

この 意味 移動 も、 音韻 移動 (Lautwandel) と 或 程度まで： a 行して 行 はれるべき もので おり、 つまり #、 

味 移動への 親和力 -  Affinity) とも 謂 ふべき もの は、 音韻 通行の 實際を 全然 否定して は 行 はれない。 

具體 的に いへば、 現在の カメ を 第二次-的 (sekundwr) の ものと 假定 するなら、 何 かそれ と 類似の 音、 

通行すべき 可能の 音韻、 例へば カモ、 カム、 力 マな どの こと を 全然 否定して は 成立し 得ない ので あ 

る。 そこで 私 は 稍廣汎 にわた つて、 さう いふ 類似 音の 名稱の 有無 を 町村の 字 名に ついて 調べた ので 

あるが、 さう いふ 名稱は 無い。 賀茂 神社、 或は 賀茂 神社に 因む、 賀茂 • 賀 茂 神 田な どの 字 名 は ある 

が、 これ は 鴨 山考の 文章に 旣に 言及した ごとく、 數 tt 處 あって 差當り 勘定に 入れ 難い。 

斯 くの ごとく、 カモに 類似 音の 地名が、 現在の 邑智 郡の カメ 以外に 無い とせば、 人 麿 時代の カモ 
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をば 想定すべき 地 を カメ を 中心とした 界隈 以外に 求める ことが 困難で ある。 さう いふた だ 一 つの M 

だけで も、 現在の 龜 村の カメが 如何に 大切な 名稱 だかと いふ ことが 分かり、 況して、 その他の 諸條 

件が 具 はって ゐ るの だから、 なほ 貴重な もの だとい ふこと が 分かる ので ある。 現在の 川 本 あたりが 

往古 石 河と いったと いふの だから、 人 麿の 歌 を その あたりに 移動せ しめて 想像し 得る かとい ふに、 

やはり 其處に はカモ とい ふ 類似 音の 地名が 見當ら ない の だから、 結局 根據が 薄弱と なり、 その他の 

諸 條件を 顧慮 すれば、 濱原. 龜の 方が すっと 有力と なって 來 るので ある。 

若し、 人 麿の 歌の カモ とい ふ 地名が、 現在に は、 意味 移動 を經た 地名 をも殘 さすに、 總て 消滅し 

て しまったと 假定 するなら、 力 モと いふ 材料 を 全然 勘定に 入れす に 考證を 進める ことと なる の だが、 

それにしても、 『石 川』 が大體 現在 川 本 あた b の江ノ 川の 名であった だら うとい ふこと は 殆ど 確定 的 

であ. os、 『石 川の 峽』 とい ふこと、 『石 川に 雲た ちわ たれ』 云々 とい ふこと を 考慮に 入れるならば、 

これ だけの 材料 範園 でも、 濱原 あたりと 考察す る 方が 自然な ので ある。  • 

この 言 は、 人 麿の 歌の カモ とい ふ 地名が 湮 U 激に歸 したと 想像しての 言で あるが、 湮滅に 歸す るに 

は 湮滅に 歸 すべき 相當の 理由がなければ ならない。 私の 想像で は、 人 麿が わざわざ 歌に 詠み 込む ほ 

ぶの 地名であるなら ば、 さう 平凡に 湮滅に 歸 する こと はないだ らう。 何 かの 樣 式で その おもかげ を 


留めて ゐる だら う。 現に 妻に 別れて 上來 するとき の 長歌の 地名、 角の 里で も 高角 山で も、 屋上の 山 

でも 辛の 硫 でも 大體 保存せられ、 又 石 川 もこの た び發 見せられ ハ へ 程 な のであって 見 れ ば、 カモ とい 

ふ 名 稱も何 か Q 形で 殘留 して ゐ るに 相違 ない。 そ れが 意味 移動 Q 作用 を經た 現在の 龜村 だら うとい 

ふこと になり、 この 論理 は 決して 荒」 S 無稽で はない。 この 出来るだけ 舊名を 保存しょう とする 傾向 

卽ち舊 地名 採擇 保存の 實 際が、 柳 田國男 氏の 「地名の 話」 (昭和 七 年、 地理 學 評論) に 精し い。 

次に、 ー體 現在の 龜 村の 如きが、 人 磨 時代に あ 得た かとい ふの は、 私の 鴨 山 考を讀 み、 鴨山考 

の 談話 を 聞いた 人々 の 抱く 考 であるが、 これ も 鴨 山考に 一寸 觸れ てゐ おごとく、 現在の 龜村 は、 上 

代人で も 住みつ くべ き 場處な ので ある。 江ノ 川に のぞんで なて、 然 かも 一 段と 高く 氾 濫 被害の 虞が 無 

く、 前面に は 大河が あり、 後に 小山 を 背負うて ゐ るので 直ちに 敵の 襲擊を 受ける ことがない。 また 

東に 向って、 朝早くから 日光 を 受けて 居り、 生活 資料 は 江.' 川 南岸の 土地から 得られる ので、 原始的 

まと は 

な 部落と して は 諸 條件を 有して ゐ ると 謂って いいので ある。 昭和 九 年 七月の 實地 踏査の 節に、 的 場 

の 横穴 を 見、 其處 から 勾玉 だの、 刀劎 などの 出た 話 を 聞いた が、 委しい こと は 誰も 知らなかった。 

私 を案內 せられた 小 野 氏が 澤谷 あたりの 會ふ 人每に たづね たけれ ども、 や は，.^ 知る 人が 無かった。 

ただ、 勾玉と 土器と 腐蝕した 刀劎が 出た とい ふこと だけで、 その後の 成 行な ど は 全く 不明であった 
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. が、 十月に なって 私 は 石見國 名跡 考 から 次の 如き 文章 を 見つけた" 美 濃 郡 遠 田 村の すく も 塚の 條に 

從屬 的な 事柄と して、 『同 郡 邑智郡 熊 見 村の 的 場と いふ 所より、 明治 戊辰 年 八月 十六 日、 武 助と 云 ふ 

者 古 墓 を 掘る に、 陶器 大刀 曲玉 また 金の 镡を 出せり。 鏍は官 に 差 出せり』 と 書いて. Q るの はつ まり 

それであった。 さう して 見れば、 現在の 數 個の 横穴と は 別に 古墳が あって、 人 麿 時代よりも 古い や 

うな 器物 を 掘 出して ゐる ことが 分かる。 そして、 その 的 場 は 現在 はた だ 一軒、 多久 小太郞 氏の 家が 

あるば かりで ある。 『ここ はお だ この 家 一 軒で 字に なって ゐ ます』 と 小 野 村長が 說 明して くれた。 

この 土地 も、 熊 見 も、 原始 部落と して はいろ いろの 條件を 具へ て 居り、 いい 場處 だが、 住宅が 增加 

しない。 さう いふ 點で 同時に 龜村を も 聯想す る ことが 出來 る。 卽ち龜 村、 往古の 力 モには 極めて 單 

純な 二つ か 三つぐ らゐの 家が あつたの かも 知れす、 小舟で わたる 濱原 (ハマ) も、 また そんな 狀態 

であった のか も 知れない ので ある。 或は、 鴨山考 では 濱 原に 重き を 置いて 書いた が、 人 麿 時代に は 

カモ (龜) の 方が 對 岸の ハマよりも 大切な 處 であった かも 知れない ので ある" 約め ていへば、 人 磨 

時代に 的 場の 古墳が 旣 にあった と 看做して い いから、 それより 程近い 濱原 • 龜 あたりに 部落が 無 か 

つたと いふ 證據 はどうしても 擧 がらない わけで ある。 なほ 序にい ふに、 現在の 熊 見と いふ 字 も 石 見 

八重 释 に は 熊に 因んだ 地名の やうに 書いて ゐ るが、 これ はク マミ (隈ミ ) で、 やはり 力. モ、 ハマ、 


フ チ、 ミナトな どの 江ノ川 沿岸の 地名で あつたと 想像す る ことが 出來 るので ある。 これな ども 君 味 移 

動の 一つの 好い 實 例で、 力 モ • カメの 移動の 說を 支持す る ことが 出來 る。 

或は、 ク マ が柬雅 の、 『カミ とい ひし 語。 韓 じて ク マ とも い ひけり』 とい ふ說、 佐 藤 仁 之 助 氏の 

古語の 新 研究の 說、 肥 後 和 男 氏の 賀茂傳 說考の 說に從 ひ、 力 ミ • クマが 同根で ありと せば、 同じく 

力 ミ* カモが 同根 だから、 ク マミと いふ 村と カメと いふ 村と が 何 かの 緣が あるか も 知れす、 その 

0  0  0  0  0  0  0 

因緣 をば 川 本 町 あたりの 神奈備 山の 力 モ ナビまで 延長す る ことが 出东 ない まで も 人廢 時代の 力 モ 

0  0  0000  00030000000000000000  0  00  ,  >  ^  I  ( 

を も、 現在の 象 • 濱 原 一箇 處 よりも 範 圍を廣 める こと も 亦 可能で ある これ も 可能の 一 假說と 看做 

し， ：5： る。 ただ 暖 云った 如く、 現在 殘留 して 居る カモ 類似 音 0 カメ を 中心として 論せ なければ ならぬ 

と 思 ふので あ.. >、 力 モの槪 念 地域が 廣 まっても、 人 麿. の歿處 として は動搖 しない ことと なる。 

詞林 采^ 抄の文 を 上に 引いた が、 その 文中に、 『^茂 山、 神.^、 同 出 名 也』 とい ふの は 一 つの 暗 指 

を 有つ 材料で ある。 采葉抄 引用の この 文意 は、 貧 茂緣 起、 賀茂舊 記、 山城 風土記に も 同じ やうな こ 

とが あり、 また 顯昭の 袖中抄 にも 旣に 引用 せられて ゐる。 人 磨の 歌に 鴨 山が あり、 依羅娘 子の 歌に 
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石 川が あるが、 この 賀茂緣 起に も賀茂 (鴨) が あり、 石 川が あるの を 見れば、 その 類似の 間に 何 か 

の關 係が なから うかと いふ 想像 は 容易に おこり 得る ので、 私 も そのこと を 鴨 山考の 中に 書いて 置い 

た。 そして、 その 時には 主として 現在の 石 見 國賀茂 神社の 所在地 を 云々 したので あつたが、 今、 賀 

茂の 意味 を稍廣 くと つて、 少しく 補記して 置かう とお も ふので ある。 

賀 茂に 就いての 論述 は、 前に も 少しく 手抄した 伴 信 友の. 「瀨見 小 河」 (全集 第二〕 は 精細で あり、 考 

證學 者の 貫祿を 示した もの だが、 近くに は、 肥 後 和 男 氏の 「賀 茂傳 說考」 C 東京 文理 科大學 文科 紀耍笫 七卷リ 

が ある。 後者 は 信 友の 考證に 加 ふるに、 近代の 學 術を驅 使した もので、 種々 廣汎な 問題 を 解決し よ 

うとして ゐる。 兩 者の 說は 同一 ではない が、 共に 晴 指に 富んだ 論述で ある。 

信 友 は、 文中に、 諸 國の賀 茂と 稱 する 神 名. 地名 • 氏名 等 を 記し、 『叉 石 見 國に鴨 山と いふが ある 

事、 萬 葉集柹 本人 麻呂が 歌に みえたり。 其 地. の來由 はい まだ 考 へす』 と あるが、 信 友の 心中に は 人 

麿の 歌の 鴨 山と 賀 茂と 何 かの 關係 を豫感 して ゐ たので は あるまい か。 其處. が、 私の カモ • カメの 說 

と關聯 して ゐ るので ある。 ただ 信 友 は 神社の こと を 主にして 考へ、 石 見邑智 郡の カメまでに は考が 

及ばなかった だけで ある。 

肥 後 氏の 論文 中に、 カモ タケ ッヌミ の カモの 語原に 言及した ところが ある。 カモの 語原 は、 普通 


の說では地名から來てゐるとぃふのでぁるがノ鈴木^^^！が日本書紀傳卷ー 一十 八で、 『鴨 は 本、 神の 言 

なる を曉る 可き 者な り』 と 云って ゐ るの を 參 照し、 隱 岐周岐 郡の 賀茂 那備 神社 は神奈 備の義 たらう 

から、 力 モとカ ミとは 同義 だら うと 云 ふので ある。 ここに、 詞林 采葉抄 の、 『賀茂 山、 神 山、 同 山 名 

也』 とい ふの が 相關聯 してく るので ある。 さう して、 私の 鴨山考 とどう 關 係が あるかと いふに、 現 

在の カメ は 往古 はカモ で、 その カモ はや はり 賀茂 氏族と 關係 ある ものの 地名の 殘留 で、 人 磨 代に 

あって は、 現在の 津目 山よりも もっと 廣 ぃ範圍 にして、 あの へんの 石 川 (江川) に のぞんだ 山 を、 

かみや ま か 6 やま かも やま  000000000000000 

祌山、 賀茂 山ノ鴨 山と 呼んだ と 想像しても いいので ある。 併し、 人 麿の 歿處 はさう 幾つ も ある わけ 

00000  0000000  00000000000000  000000000  00000 

は 無い から、 歿處 として は 龜 • 濱 原 あた、 りと して 動搖 しないが、 當 時の 力 モの範 園が、 現在の 6i よ 

0000000000000000000000000000 

b も範 圃が廣 かった だら うと 想像す る こと も 亦 可能な ので ある。 つまり、 賀茂山 • 神 山な ど を 主に 

して 考へ れ ばかう いふ 想像 も 成立ち 得る とい ふので ある。  . 

氏族 祌 としての 賀茂神 を 奉じた 賀茂 族が、 人 麿 時代よ， 0 すっと 以前から 邑智 郡に 移住した ので あ 

り、 その 名殘 として、 神社に は 中 野 • 矢 上 • 阿須那に 賀茂祌 社が あり、 地名と して は、 龜 (當 時の 

賀茂) が あると 想像し 得る ので ある。 そして、 上の 神社の 建立 は 人 麿 時代よりも もっと 後で ある 

から、 現在 その 賀茂神 厥の ある 場處 よりも、 現在の カメと いふ 名の 殘 つて ゐ る場處 を 以て、 人 麿 時 
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二 〇  ， 

代の 鴨 (賀 茂) であった だら うと 想像す るの が妥當 だとした ので ある。 カモ とい ふ 音に 類似の 地名 一 

の殘 つて ゐ ない、 中 野、 矢 上方 面 を 除去した の はさう いふ 理由に 本づ いて ゐ たので ある。 なほ、 カー 

モ • カメ 轉音 のこと は 後段に 記述して ある。  一 

現在の 中 野の 賀茂 神社 社 司 天津 百 一氏の 詠に かかる 「貧 茂の 御山 五十 首」 とい ふ もの を 舟 木 賢 寬氏ー 

から 送って もらった。  - 

邑知曰 本鄕。 邑 智の鄕 上に は 矢 上下 は 井原 間の 中 野ゃ鄕 の本鄉  一 

邑 智三ケ 村。 今 も 猶邑智 三 村の 名 ぞ殘る 元は 一 の 同じ 古鄕  一 

賀茂氏 移民 地。 京より 邑 智の鄉 のうれ しさに 開き 始し賀 茂の 氏人 

上賀 茂領久 永庄。 都なる 賀 茂の 御園の 名 も 高く 仰ぎ まつれ.^ 久 永の 民  -ー 

昔話 山。 賀茂 山の 昔 を 語る 西の 嶺に 遠き 宮居の 事 を 聞ば や  一 

氏神社鏡座。 宮柱建初しょり 一 千にも百五十年は猶餘.=^けり  ，  一 

村 開明。 中野鄕 開けし 始人問 はば 一千 二百 昔な るら む  一 

右の 歌 は、 邑智郡 中 野 あた b の 歷史を 物語って ゐる ものである。 そして 此 等の 歌の 中に 、『貧 茂 山』 一 

云々 とい ふの があって、 これが、 どうい ふ 具 As になる だら うかと 思って 調査した が、 いま 寫眞 を此. 一 


肚祌 茂賀村 野中 


處に载 せて その 說明 を附 加へ て 置く。 說明は 舟 木 K 

寬 氏の 通信に 據 つた。 

賀茂祌 社の ある. E は、 この やうに 低い 丘陵で、 向 

つて 右手の 建物 は 社務所、 それよ.^ 稍 左手 森の 中に 

社殿が 見える。 左下の 大きい 建物 は小學 校で ある。 

賀茂 神社の 丘陵の 後方の 高い 山 は 天津 氏の 歌に も あ 

むかし はなし や i 

る 昔 話 山 (或は、 向齒無 山) と 云って 居.^、 昔 は 

賀茂 神社の 山と 山續 であった のが、 砂 鐡採収 のた め 

中間 を 洗 流した もの だとい ふ 言傳も ある。 一 說に、 

それ ゆ ゑ この 昔話 山 を もく る め て 元は 賀茂 山と 云 つ 

たので はなから うかと い ふ 一一 一一 n 傳も ある。 

人 麿の 歌の、 『鴨 山』 と 似て ゐ るが、 時代が 人 麿よ 

,0 も 後で あ， o、 且つ 貧 茂 神社の 祀っ て ある 小山 を さ 

して 賀茂 山と いふので あるから、 人 麿の 歌の 鴨 山と 

U 1 
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同 一 で 無い ことが 明瞭で ある。 

賀茂 神社、 賀茂 氏族 を 主にして 考 へれば、 人 麿の 

歌の 鴨 山と 似て 居り、 また、 この 中 野の 昔話 山 を も 

昔 は 引 籠め て賀茂 山と も 云った だら うとい ふこと に 

なれば、 この 邊を人 麿の 歿 地と 想像しても、 却って 

具合が よく はなから うかと も 思へ るし、 私 も 1 たび 

は 此考を 持って 見た ので あるが、 賀茂 神社の 建立 は 

人 麿 時代よりも 下る し、 祌社を 建てた 山 はかくの 如 

き 小山 だし、 昔話 山 は 相當に 高くて いい 山 だが、 神 

社の 建立が 人 麿よりも 後 だとせば、 昔話 山 を 賀茂山 

といった としても、 人 麿の 歿處 には當 嵌まらぬ し、 

また 石 川の 峽を 彷彿せ しめる やうな 川の 峽 がない の 

であるから、 この 中 野の 賀茂 神社の 山、 昔話 山 を 人 

麿の 歌の 鴨 山と 想像す る こと は、 先づ棄 てた 方が ュ 
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からう と 私は考 へ たので ある。 

邑智郡 矢 上 村の 字 名 を 調査した るに、 K 茂、 賀茂 

神 田の 名が ある。 これ は賀茂 神社に 關係 ある もので 

あるが、 矢 上 村で も、 賀茂祌 社は數 囘移轉 して ゐる 

ことが 分かった ので、 その 場處を 示す ために 地！： を 

添へ る ことにした。 なほ 當 地に は 家號賀 茂と いふの 

が殘 つて ゐる。 此處の 賀茂山 を 人 麿の 歌の 鴨 山と せ 

ば 奈何と いふに、 神社 綠起は 承 和 六 年と いふ ことに 

なり、 時代が 後れる ので ある。 また 依羅娘 子の 歌の 

石 川 を 矢 上 川 だとしても、 鴨 山が 津目 山の やうな も 

ので はなく やはり 不適 當に おも へ る。 

かう いふ 具合に して、 高原 村 高見の 賀茂 神社、 同 

村 伏 谷の 賀茂 神社、 阿須那 村の 賀茂 神社 を も、 人 

の 歌の 力 モと同 一 でない やうに 考へ て、 除去して 行 


二 四 

つたこと、 總論篇 でも 層 述べた ごとくで ある (f®y= 

次に、 二た び 前に 灵 つて、 川 本 町、 川下 村の こと 

になる が、 この 邊は 昔、 石 河邑と 云った とい ふこと 

は 明かに なり、 從而 この 邊の 江.' 川 を 石 河と 云つ；： i 

だ らうと 想像して もい いとい ふ こと も大體 間違が 無 

川 くな つた。 そこで、 この 邊を人 麿の 歿處 としたら ど 

うかと 思って 調査した のであった。 

本 

そして 寫眞を 撮った。 一は 川 本 町の 琴 平 山から 對 

町 岸の 川下 村谷戶 方面 を 撮った。 ここ も 山が 重疊 して 

, 山峡の 感じで ある。 二 は 川 本 町の 農蠶學 校の 方面 を 

斜に對 岸 を 撮った。 ここに も 相當に 高い 山が ある。 

三 は 琴 平 山から 江ノ 川の 下流 を 撮った。 これ は此處 

に载 せた もので、 何となく 『石 川の かひ』 の 感じで 

ある こと^も 濱原 あたりと 似て ゐる。 四 は 川下 村の 


仙お 寺から 川 本 町 を 撮った。 これ はも 一 つの 川 木 町の 寫眞と 同樣、 相當の 山と や は..^ 『石 川の か： 

ひ』 の 感じが 出て ゐる。 五 は 琴 平 山から 仙 S 寺 方面 を 撮った。 其處は 相當の 山で ある。  ： 

さう して 見れば、 此處も 江ノ川 沿岸で、 古への 石河邑 であった だけ、 『石 川の かひ』 と 結 付けて ん 

へて よく、 山 も 相當に 高い のが 重なって ゐ るので、 人 麿の 歿處 として 全然 不適 當と いふ わけで はな - 

いが、 カモ とい ふ 音 « 似の 場 處の 無い ことが、 龜 • 濱 原の 根據ょ も 不足して ゐる。 私の 鴨山考 で】 

この 川 本 町 を 否定しょう とする 理由 は其處 にあった ので ある。 

以上 は、 鴨 山の 力 モに關 係した こと をい ひ、 從 つて 中 野 村の 賀茂 神社の ことに 及び、 また 古への 一 

石河邑 のあった 川 本 町方 面の 調査 をし、 いろいろ 綜合 考察した すゑに、 や は.. 龜. 濱原說 よりも 根 一 

據の 薄弱 點を 示した ので ある。 また、 矢 上. 阿須那 方面の 調査 も、 や は，.^ 餘り 材料が 無い とい ふ 結 一 

果 になった ので ある。  〈 

五  一 

石 見 八重 揮から、 濱原 • 龜 • 川 本 あたりの 記事 を抄錄 して 參考 とする。  一 

^原本 鄕。 抑濱 原本 鄕と號 る 所以 は、 江川へ 河 戶川衝 き 出て 濱 となりた る 里 ゆへ 名と す。 此鄕ー 

二 五 


の 由 來を尋 るに 舊事記 曰、 櫛 八 玉 ノ神を 以て 八重 事 代 主命 天下 大祌へ 御靝を 奉ん とて、 此 川に 漁.^ 

玉 ふに、 魚網より 拔け 去りければ、 右の 御 神 鱸の 鰭 佐 波く として 逃げ失せ，.^ と宣 ふに 由り、 佐 波 

鄕と號 くと 古老の 云傳へ あり。 尙舊家の勝錄にも記せ^^。 此鄕 和名 抄には 安濃 郡の 中に 在、 何れの 

時より 此鄕に 入りし や 知らす。 

龜村。 抑龜 村と 號る は、 古へ 此 里の 河に 年經 たる 龜の 居し 故名づ くと 云傳 ふ。 ー說に 古へ 此河 

の 中 嶋に蓍 の 一 株よ、 り 芽 を 百 本 生す る あり。 此メド "ギを 生す る處に は、 年 古き 龜 ありて、 是を守 

也と 和漢と もに 言ふ處 なり。 故に 龜 村と 名づ くと 云へ り。 一 龜大明 神、 祭神 多紀 里比賣 命、 河の 中 

嶋に縯 座す。 村老の 言に 江川 筋に 三 所 ありて) 二 女神 鎮座し 玉 ふ。 龜村、 湊村、 江 田 村、 右三 村 三嶋。 

£ 丸屋、 城主 佐 和 善 七 郞善四 7 ラ弟 也。 

川 本 村。 抑、 川 本と 號る 所以 は、 往昔 此里專 岩 寺の 麓に 在りて、 川 舟漸々 此 地まで 登，.^ しと 也。 

夫 故 川， 本と 云 意に て 川 本 村と 號 けし 也。 然る 處 往昔の 洪水に て此里 を壓し 流し 土砂 を 川の 向なる 

弓 之 原と 云處へ 移し、 其處 廣濱， こなる。 因て 川 本の 人民 愛に 來り 住む と云傳 ふ。 又此 里へ 往古 川上 

よ.^ 弓 流れ 來り 川畔の 松へ かかりて 有る を兒童 ども 持ち 遊びけ るが、 一時 夢に 吿て宣 く、 我 は 弓矢 

A 際な り。 永く 此 里の 寸 たる. べしと 有し 故、 里人 淸淨の 地 を擇み 安置し、 弓矢 八幡宮と 稱す。 此 


を 弓 之 原と 名づ くと 也。 其 後川 本 村の 人 衆く 來， - 住む 故、 川 本 村と 號す。 此 里の 下の 村 を， ラく 原. 村 

，，- 號す。 後神 龜 三年 村 號御改 の 節 弓 之 •  原 を 因原と 書 上げし なり。 今 世に 至る まで 因原と 號す。 今に 

て も 弓 山 八幡宮 を鄕 村の 產 神と 祝 ひ 奉る。. (卷 A、 邑智郡 下) 〇 但し、 川 本 村 も 昔 は 今の 川下 リ村、 專岩 

寺と 申す 禪 寺の 前の 鄕、 右 萬 壽の大 變に此 村 も 右川 南岸、 弓の 原へ 土砂 まき 上げ、 又 渡 利 村と もつ 

けられす、 元の 名 其 儘に 今以て 川 本 村と 號す。 當分 南の 地に 我 山な き 故、 古里の 專岩 寺の 方の 山、 

皆 今の 川 本よ， 0 支配 仕、 夫 故 寺 共に 其 云 ひなら わし を 以て、 今 は 川下 リ村 なれ ども 諸方と も 川 本山と 

も 川 本の 專岩 寺と も 當時ー 同に 申す にても 知べ し。 (I 針 ま、 上) 

= ^下リ 村。 抑、 リ下リ 村と 號る 所以 は、 往古 は 大木 を 彫りて 川 舟 を 作りし ゆへ、 當 今の 板 舟の 如 

く 自由なら ざるが 故に、 多分 川上へ 上す 事 叶 はす、 漸々 今の 川 本 村專岩 寺の 前まで 登る 故、 愛を大 

川の 本と 云 意に て 川 本 村と 民 部 卿 號け玉 ふ。 其 川 本萬壽 三年 五月 廿 三日の 大津 浪に變 動せられ、 大 

川の 南の 地へ 渡れ-、 其ル 本の 下 なれば 川下 リ村 と號 く。  ？|、 ー麵は 仁き ま， 

なほ、 石見國 名跡 考を 見る に、 邑智郡 甘南備 寺の 條 下に、 『然 ども、 神奈備 神社と やうに 打 まかせ 

にある は、. 鴨の 神奈 価の 神に 申す が 多し。 然は祭 祌は事 代 主命に て、 上の 隱岐國 なる を贺茂 那備神 

社と あるに て 登るべし。 山陽 道に 加 茂と 云 郡、 また 鴨 神社 あまた 見え、 式 外ながら も 備後國 に 加 茂 
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神 を祀れ るが 多き を 思へば、 本 國邑智 郡に 賀茂祌 社の 數多 ある は、 彼國 よ. 9 移れる もの 也。 曰 igg+k 接 

此を 山城 國加 茂よ h 遷 として、 別 雷神と 申 は 非す』 云々 とい ふこと が 書いて ある。 

この 文章から 二つの 大切な こと を考 へる ことが 出來 る。 一つ は、 邑智郡 川下 村に ある 甘 南 備寺は 

卽ち、 『鴨の 神 奈備の 神』 を 祭神と するとい ふこと である。 さすれば、 や は，.^ 鴨の 社で、 むかし 其處 

が 『石 河邑』 であった とすれば、 何 か、 人 麿の 臨終 地と 關 係が あるので はなから うかと 想像せられ 

る ことで ある。 これ は、 說を樹 てるのに、 諸種の 可能の 場合 を 考慮に 入れる ので あるが、 これ も そ 

の 一 つで ある。 併し、 廿南備 寺の 創立 は 人 麿の 晩年よりも おくれて ゐる ことによって、 人 麿の 歌の 

『鴨 山』 と 同一 でない とい ふこと が出來 る。 卽ち、 現在の、 龜*濱 原 をば 當 時の 力 モに當 てた 方が 

自然 だとい ふこと になる ので ある。 二つ は、 邑智 郡に 賀茂 神社の 多 いのは、 山陽 道 特に 備 後から 移 

つて 來 たもの だとい ふ解釋 である。 此は 興味 ある ことで 且つ 私の 說を 支持す る 大切な ことなの であ 

る。 私 は 人 麿 時代に 備 後と 石 見との 交通が 旣に活 潑に行 はれ、 然 かも 石 見から 都へ 上來 するとき に" 

赤 名 越 をして 備 後へ ぬけた こと もあった、 縱ひ 全部で なくと も、 一 部 はさう いふ 道順 をも經 たもの 

ではなから うかと いふ 說を 立てた の を 支持す る說 である。 

なお、 襟 川 時代の 駄賃 帳の 中に、 京都から 石 見邇摩 郡まで 來た畤 の 記 錄が殘 つて ゐ るの を、 舟 木 


&寬 氏が 通信せられ たから 次に 揭げ る。 

印鑑 ® 

覺 

1 人足  三人 

內 贰人 用意 

右 者、 御當 院内 隆乘 要用-一 付、 石 州 小 濱村極 樂寺迄 罷越候 間、 道中 人足 並 船 川 渡 之 所. <、 無 滞樣頼 入お 

候。 以上。 

知恩院 役人 

中 村 雄 次 郞©  , 

寅 七月 

, 從伏見 石 州 小 濱村迄 

問屋 役人 中 

三人  •  ； . 

1  用々 人足 置 人 

右 ハ從伏 見濱迄 
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三 o 


寅 七月 十八 日 

一 丁錢 百 四 文 

右 者 尾 道より 市 村 迄 

七月 廿 四日 

1 丁錢 百 四 文 

右 者 市 村より 甲 山 迄 

七月 一 一十 五日 

一丁 錢 百 三十 六 文 

右 者 從甲山 吉舍迄 

七月 廿 六日 

一 丁錢 百 四十 五 文 

右 者 從吉舍 三次 迄 

寅 七月 廿 六日 

一 丁錢 百 四 文 

右ハ 三次より 布 野 迄 


人足 竟人 


人足 壹人 


人足壹 人 


人足 童 人 


人足 愛人 


伏 見 © 


IL 毛 道 問 屋 © 


市 村 問屋 ® 


甲 山 驛@ 


吉 舍 驛@ 


布 野 三衞鬥 ® 


赤 名 © 


寅 七月 廿 七日  三 次 驛© 

一丁 錢 百 三十 六 文  人足 置 人 

右 者 從布野 赤 名 迄 

寅 七月 廿 七日 

1 ^ 贰拾壹 文  人足 置 人 

右 從赤名 酒 谷 迄 

び 七月 廿 七日 

一 び 八 拾 七 文  " 置 人 

右 者 從酒谷 宿 九日 市 宿 迄 

同  日 

1 " 百 贰拾五 文  人足 壹人 

右者從 九日 市 濱原宿 迄 

寅 七月 廿 八日 

ー錢 三 拾 五 文  人足 置 人 

右 者 從濱原 村 釉淵迄 


酒 谷 宿 目 代 所 


九日 巿宿目 代 所 ® 


三 


コ三 

,  七月 廿 八日  - 濱原村 目 代 所 ® 

1 錢 九 拾 文  人足 壹人  ， 

右 者 從粕淵 村 一 s¥ 一  (I) 迄  • . . ， 

七月 廿 八日  粕淵村 @  , 

大體 右の 如くで ある。 粕 淵から 次の 宿 は字體 不明な の を 舟 木 氏 は 補充した。 なほこの 駄賃 帳の 年代 

は 不明 だが、 『乍 恐 書付 を 以て 奉 願 上 候』 とい ふ 手形 下附 願の 控に、 『御 代官 鍋 田 三 郞右衞 門 殿 印鑑 

頂戴 仕 候』 と あるから、 德川 末期 だと 舟 木 氏が 通信して 吳れ た。 德川 末期 を 以て 人 麿 時代 を 律す る 

こと は、 單 にこの 事の みを考 へる ときには 不合理 だけれ ども、 京都から 石 見の 邇摩 郡に 來 るのに、 

出 雲 路を經 すに 尾 道から 備後を 經て石 見 へ 越して居.：^、 そして 廿 四日に 尾 道 を 立って 廿 九日に は 小 

濱に 著く の だから、 その 間 は 六日に 過ぎない。 これ は徒步 でさう であるから 若し 馬 だとせば 四日ぐ 

らゐの 行程で ある。 それから 船路 は 伏 見から 尾 道まで や は， 0 六日ぐ らゐで 著いて ゐる。 合せて 十二 

日で 著ぐ の だから 非常に 便利な 行程で ある。 人 麿 時代の 旅人 は盡 くこの 備 後路 を 越した と は 云 はぬ 

が、 その 一部 は 必す備 後路 を經 ただら うとい ふこと は、 時代が 違 ふが この 德川時 はの 實際を 以て 類 


推す る ことが 出來 るので ある。 

驛制 公布の はじめは、 大化ニ 年 春 正月 改新の 詔に あるが、 實際 はすで に欽明 天皇の 頃から 徐々 に 

行 はれて ゐ たもので ある。 また 反對 に、 大 化の 公布が あつたから 諸國 がー 齊 にこの 驛 制を實 行した 

かとい ふに 決して さう ではない。 延喜 式に よ • って考 へれば、 石 見 國府と 中央政府と を 通す る 官道は 

大枝 を 出發點 として 丹 波 • 但馬 . 因幡 • 伯耆 • 出 雲 • 石 見と いふ 順になる ま") が、 ん磨時 

代に はこの 驛制は 未だ 完成して ゐ なかつ たと 考 ふべ きで ある。 さすれば 旅人 は 石 見から 備後 にいで 

て 海路 を 取る 便法に 從っ ただら うと 推測す るの は 決して 無理で はない。 また、 大同 元年 六月 十一 日 

の官符 (ll^ll^) は、 .E 陽 道 新任 國司は 無理に 山谷險 深の 陸路 を經 なく ともよく、 海路 赴任 をすべし 

とい ふ 令 を 公布して ゐる。 これ は 一旦 陸路 赴任で ある やうに 公布 實 行して ゐ たので あるが、 却って 

不便で あるた めに、 海路に よる ことと したので ある。 此 令の 布告 はどうい ふこと を陪 指す るかと い 

ふに、 .4- で强 制しなければ、 人々 は 便利な 海路に よるとい ふこと を 示す ものである。 もう ー步 進ん 

で 云へば、 令の 强制 がい まだ 無かった 人 麿 時代に は、 出 雲 • 伯 耆 • 因幡 • 但 馬. 丹 波と いふ 山國の 

難儀な 旅 をせ すに、 石 見から 直ぐ 備 後に 出て、 便利な 海路 を 取る 方が 人間の 最も 自然な； 打 動で あつ 

ただら うと 云つ ていい こと を 示す ものである。 
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.  三 四 

參考。 和名 抄。 延喜 式。 類聚 三代 格。 令義 解。 大日 本 帝國驛 遞志搞 (靑江 秀)。 驛路通 (大槻 如 電)。 上代 驛 制の 研究 

(坂 本 太 郞)。 

『龜』 村と 蓍 との 關 係が 問題に なった から、 煩 を も 厭 はす、 此處に 一纏に して 記述して 置かう と 

おも ふ。 

二た び 石 見 八重 蕃 の 記事 を 書く と、 『抑龜 村と 號る は、 古へ 此 里の 河に 年經 たる 龜の 居し 故名づ 

くと 云傳 ふ。 ー說に 古へ 此 河の 中 嶋に蓍 の 一 株より 芽 を 百 本 生す る あ，.^。 此メ ドハ ギを 生す る處に 

は、 年 古き 龜ぁ て、 是を守 也と 和漢と もに 言ふ處 なり。 故に 龜 村と 名づ くと 云へ り』 とい ふので 

ある。 

この 蓍の ことが 何 かほ かの 記事に 無い かとお もって ゐた ところが、 續隨筆 索引に よって、 二つば 

か， 0 見付けた。 一つ は 山 口 幸 充の嘉 良？ 咅隨 筆で、 『大龜 谷 ノ上ノ 城 山 一一、 蓍萩 ァリ。 メトギ U 母 年 新 

クス〃 ガ吉』 と ある。 もう 一 つ は、 渡邊 幸庵對 話と いふので、 『 1 、 蓍は 日本に て は、 常 陸筑波 山に 

生、 凝て 龜の 甲の 形 也。 眼 口 手足 も 龜の形 也。 此 甲に 蓍 十三 本 づっ 生す。 髙さ 三尺 計、 姻管 のらう 


の 太 さ 也。 葉に 野菊の 樣也" 此根は 芹な どの 根の 樣 にして、 彼 甲に 生る を龜 共に 掘て 取る 也。 龜は 

瓦な どの 燒 たると 同じく 急 度 龜の形 也。 尤幾 所に も 生す。 唐に も蓍 の生樣 如斯。 日本に て は 筑波山 

也』 、と ある。 幸 庵は駿 河に 生れ 攝津 にゐ た。 天 正 十 壬 午年に 生れ、 寶永八 年に 死した。 百 三十 歲に 

なって ゐた 害で ある。 (f, ば 一お あ 「g。 この 話 は、 寶永七 庚 寅年 正月 對 話と いふので ある。 

私が 「鴨 山考」 を 昭和 九 年 十月の 雜誌 「文 學」 に發 表し その 別 刷 を 諸家に 寄贈した 時、 仙 臺の土 居 

光知 敎 授から 書信が あって、 『龜 山のお 考へ 小生に は 特に 興味が ありました。 丹 波、 常 陸筑波 等の 龜 

山に ま、 蓬 萊を聯 S されて か、 蓬と かめと はぎの ごとき 藥 草が 求められ るとの 傳 へが ある やうで あ 

ますが、 それ はいかが でせ うか。 十月 二十 二日』 とあった。 これ は 全く 期せす して、 龜 村の 石 見 

八重 锋の 記事 や 幸庵對 話な どの 記事と 合致す るので、 私 は 犬に 興味 を 持った のであった。 

さて、 この 著 はどうい； 植物 かとい ふに、 今の 植物 分類 書に は 次の 如き 說 明が ある。 メド" ギ、 

一名 メ  ♦ トキ ま 豆科の 植物で、 鐡掃 草と も稱 へる。 學名 は、 Lcspedcza  juncea  ./ V ト である。 また 支那 

の 近頃の 植物 書に、 高 二三 尺、 生 處如蒿 作 叢、 室 多 者 一 株 五十 餘室、 形皆條 直、 古人 用爲 占筮、 葉 

細長 分裂、 秋 後 枝 端 開， 花、 色白 或 淡 紅、 略 似 菊花、 結實 如艾、 與葉皆 可療疾 云々 と あり、 薬用植物 

としての 效能は 蕃葉は 痞疾を 治す と あり、 蓍實 は、 益氣、 明 目、 聰慧、 充 肌膚、 久 服-. ^飢、 . 不老、 
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三 六 

輕 身と ある。 卽ち、 蓍の幹 は占筮 にも 用ゐ られ、 藥用 として は 不老、 輕身 であるから、 さう. いふ 點 

か ら蓬萊 山 卽ち龜 山と 關聯 し、 龜と 關聯す る やうに なった ごとくで ある。 

なほ、 和名 抄を 見る に、 『蘇 敬 本草 注 云、 蓍 以其莖 爲筮者 也』 古名 錄草 部に は、 『女 止 II。 

漢名、 蓍 t。 今 名、 "ゴ" モ。 證類 本草 曰、 圖經 曰、 蓍實。 其 生 如， 蒿作， 叢、 高 五六 尺、 一本  一二 

十 室、 至 多 者 三 五十 莖、 生梗條 直、 所，， ， 以異， 1 於衆窩 1 也。 秋 後 有 J 化、 出 二 於 枝 端； 紅 紫色 形 如ノ， 菊、 

八月 九月 採 n 其實？ 一名、 女止久 佐。 本草 類 編。 新撰 字錢 曰、 蓍。 式 脂 反、 信 也。 蒿也。 女 止。 倭 

名 類聚 鈔曰、 蓍。 和名 女 止。』 云々 と あり、 なほ、 これに は、 安之 久佐、 のこぎり 草、 かんぎ 草、 

はごろも、 等の 名 も あるら しぐ 書いて ある。 卽ち 古名 錄 記載に 據 ると、 ■  メド 或は メド クサと は ある 

が、 メド" ギとは 云って ゐ ない。 新 井 白 石の 東雅に は、 『メド の義詳 ならす。 古に メド とい ひし もの 

如何 にゃあり けむ。 これ も 又 不ぃ詳 。今の 俗 メドを もて 呼ぶ もの 三種 あるな. り。 メド "ギ とい ふ は、 

酉陽雜 姐に、 合歡 草、 狀 如：， 蓍と いふ ものな り。 メ、 ドキ とい ふ は、 陳藏器 本草に 見えし 小檗 也。 又 一 

種 メドキ とい ふ は、 李東璧 本草に 見えし 齊頭蒿 也。 是等 はハギ とい ひ、 キ といへば 眞の蓍 と. は 見え 

す』 云々 と 書いて ある。 

. 以上 は 本草、 漢方 方面の 事柄で あるが、 民族 學的 方面の 解釋は 殆ど 付かぬ ので、 柳 田國男 先生の 


翁 を レた 

一、 善と メド r キとは 別 ものです。 盆に 盛んに 用ゐら るる ミソ ハギが 本名 蓍 萩からの 訛 だとい ふ 

說は 古くから あ-.^ ますが、 それ もま だ 確かと は 申され ませぬ。 何故に 此 植物が 盆に 用ゐら るる か 

は、 それ こそ 日本の 民間 傳承 中の 神秘です が 私に はわ か.^ ません。 是が もし 支那の 蓍 と關聯 して 

e たと すれば 偸 快です。 從 つて 御 示しの 一 說は 有力な 暗示です。 

一、 善 は 何故に 和訓 メド であるか は、 辭 書類に は 出て 居る かも 知れ ませぬ が、 私に は不番 です。 

支那の 蓍はト 筑に使 ふ 小さな 棒で その 分 は 今日の 易者の 筮 竹の やうな もので あらう と 思 ひます が 

如何なる 植物で 製す るの か 知りません。 支那 學の 人に 聽 いて 見なければ なりません が、 日本に そ 

の 物： ^有る かどう か、 有る にしても 盆の ミソ "ギ では 無から うと 存じます。 

一、 龜は蓍 に 伴な ふ 支那の 占 具です が、 我 邦で も 早くから クラべ カタ ャキに 鹿の 骨の 代りと して 

用ゐ (られ て 居ました。 ただ その 龜は 海龜 であります。 故に 蓍 萩の 株の 下に 石龜が 居る とい ふ說に 

は、 やや 書卷 の臭氣 があって、 平民の 間の 俥 承， こ は 思 はれません。 卽ち 易の 書 を 學んだ 人々 の 問 

に 起った 空想でしょう。 或は 漢土の 書に 見えて 居た の を 誤って、 蕃を蓍 萩と 解した のでしょう。 

私は是 以上 何の 知識 も 持ちません。 十一 月 十日。 
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三 八 

石 見 凡 重 * の 記事 は、 日本の 古い ころからの 民間 傳說 に本づ いた. ものと すると、 鴨 山 考の說 も 一考 

を 要する ので あるが、 『やや 書卷 の臭氣 があって、 平民の 間の 傳 承と は 思 はれません』 とい ふ 結論 を 

得て、 私の 說の 動搖 しない こと を 知った。 卽ち、 石 見邑智 郡の 龜は 恐らく 後代の 命名で、 人 麿 時代 

には龜 ではなかった だら うとい ふ 私の 想像が 矢張り 動搖 しない ことと なる ので ある。 因に 云。 私の 

質問 は、 鴨山考 補註の ためとい ふこと をい はぬ ので あるから、 先生の この 結論 は 私に とって 更に 貴 

重な ものであった。 

部落 を 作る 場合に は、 同 血族 或は 沿革 職業 等 を 一 にす る もの，. が、 便宜の 地點に 住みつ く、 そして 

その 地 點には その 部族の 長の 名 を 取， 9、 或は 職業に 本づく 部族 名 を 取って 命名す る 場合が 多い。 そ 

の ほかに、 男女が 一定の 人數 かたまって、 爲 事に 出 懸ける ことがある。 それが 山 或は 川 或は 原野 等 

に 一 定の 目標 (Merkmal) をつ ける ために 命名す る こと も ある。 それが 軍に 標 のみに 止まらす、 その 

標を 中心として 假小墜 の 出來る ことの 實 例が 多く、 その 假 小屋 を 本と して 部落 を 形成す る ことがあ 

る。 

かう いふ 原始的 地名に 就いては、 前記の 「地名の 話」 などが 有益で、 鴨山考 中の 參考 となる 箇處 

が 多い。 『獨， - 地名の 起り に は 限らす、 大 よそ 物の 名の 入用 は それが 眼前に 撗 はらす、 指で さし 鰓 


でし やくって 問題 を 明示し 得ざる 際に も、 之 を 相手の 胸に 描かせる 必要から 始まって 居る。 占 

の 地名が 利用の それにお くれて 居る は 勿論、 同じ 利用の 地名で も 耕作 は 最後の もので、 一番 古いの 

は 恐らく は 通過 行旅であった。 時々 の 採収ゃ 捕獲な どに 關 する 地名 も、 それより は 後の 發生 であつ 

たらう』 と 云 ふ 如き、 新撰 字 鏡 や 倭 名 類聚 鈔、 伊呂波 字類抄 などの 地名に つき、 『其 三分の 二 以上 は 

單 純な 利用 地名、 卽ち 遠望の 目標と して、 又は 交通の 難易 等に よって、 旅人の 話題と なった 言葉で 

ある』 と 云 ふ 如き、 地形 語に 就き、 『山 • 岡 • 谷. 澤 • 野 • 原な どと いふ 語 を 下に 持った 地名 は、 大 

體に^ 開發の 以前から 有った ものと 見ても よから う』 とい ふ 如き、 また、 舊 地名の 採擇 保存の 倾， M 

ある こと 等、 いろいろ である。 私が 現在の 龜 村が、 昔 はカモ で、 それ も 鳥の 鴨と 關 係が 無かった だ 

らう かと 一た び 鴨 山考で 想像した の は、 さう いふ 目標 地名、 利用 地名と したためであった。 さう い 

ふ考 から 行けば、 賀茂 氏族、 賀茂 神と 關係 せしめて 解釋 しょうと する の は、 稍 時代 を經た 時の 考と 

いふ ことになる。 

さう して 見れば、 石 見 八重 報の 龜 村の 命名 來歷， 蓍云々 とい ふやうな こと は、. もっと 後世 的な も 

の だとい ふこと が考 へられる し、 上に 論述した とほ，.^ だとい ふこと になる ので ある。 

111 九 


現在の 村の 『龜』 から、 麻 行の 通 音、 謂 ゆる 同內相 通、 或は 音韻 相 通 (Lautwandel) の 道理で、 力 

マ、 カム、 カミ、 カモを も考へ 得る とい ふこと を 云った が、 その 註解と して 少しく 實例を 記入して 

〔ao 相 通】。 加 萬 目 (鴨 妻)。 思 ふ (ォ マウ)。 

，  とどめ  かね に ひなめ に ふなみ  みづ  しらみ  た <  りかみ  66 

【ie 相 通】。 等等 尾 Q) 迦禰。 新嘗 (爾 布奈 未)。 水 (メジ)。 通 (シ ラメ)。 雷 (ナリ カメ)。 敬 (アミ )o 

こめ  つめ  め わらべ  まめ  め、 りく  JH さ 

米 (コミ )。 爪 (ッミ )。 女 童 (ミヤ ラビ、 琉球語 )o 豆 (マミ、 琉球語 )o 迷惑 (ミ ー ヮグ、 琉球語 )o  II 

すナ め  しじみ 

め (ゥ サミ、 琉球語)。 雀 (ス ズミ、 伊呂波 字類抄 )o 蜆 (シ ジメ) 

つき も  さかりて おい も  しなず て  ゑ とも ゑ とも  けめ と か はむ  な ひ  1 f  . 

【ou 相 通】。 月牟 CS) 離而。 老牟 不死 手。 惠伴 (惠 曇トト わ。 消 跡 可 曰 毛 p〈w  。南き 一 (ナモ )。 Km0 

(コ モソゥ リ。 無 W) 止 女 佐！： 世 波。 漏る (ム ルリ。 きい： is  ( モリ リ。 歡げ C モク ゲ)。 まろ (モシ 船め (モシ 

む *»  むつ  さ』 

メ)。 麥 (モギ )。 六つ (モ ツチ)。 もの (ム ン、 琉球語)。 助辭 ナム. ナモ。 侍ら ふ (サム ラフ )o 無々 木 

(モ モキ、 和名 抄)。 夜 無 乎 (ャ モヲ、 和名 抄)。 之 無 佐 加 (下坂、 和名 抄 )o 

〔ai 相 通】。 これ は 原則として 相 通し 難い。 若し あれば、 中間の 音韻が あると 解釋 すべき か。 tt^^l^sflFfs? 


輒の： >o  s> 法王 帝說。 字 彙に宜 音 我と ある 飞 麻 行 相 通の 例 は 未だ 求めない。 

T  e 相 通】。 i め 麻 S に爾 る 流。 あ 天 V 下た。 $  S お。 1 こ (め 目の 子 i か)。 きげ (目つ 毛)、 ET  M 

は 目の 音から 通じて ゐる。  . 

【oi 相 通】。 まま so? お Ife  (モ カン)。 愛 i 石 (ァ タギ )o  . 

【iu 相 通】。 ふ 布み 牟 (C 。^ふ (ミ カウ)。 11 一が せ 線ん (サム セン)。 寂しい (サム シィ) 。峯 (ムネ )。 祌 (力 

ム) 。船 (^-|.乃木、 新撰 字 鏡 )o 

【e.o 相 通 T 此は音 聲學上 相 通 は 困難で あるが、 やはり 相 通し 得る ので、 ココ P をば、 古今 集の 東歌で はケ 

ケレと 云って 居り、 實 朝な ども、 『ケ ケレ あれ や』 などと 使った が、 琉球 語に ク クルと いふから、 ケケレ になる 

まで 一旦 0 から U を 通過した のか も 知れない が： 鬼に 角 實例は 有る ので ある。 萬 葉 集の 例で は、 『日が 刀 鱧 波』 

(照れば の 意 『あしがき のが k ずノ にたちて』 {；1  て 手の 意 S 『山 多 都 禰迎へ か 行かむ』 (古事記の ヤマタ ヅノか 

らの變 化で あらう) 。『さきく  V 禮 k いひし』 (幸く あれと いひし の 意)。 r ぎ (吾妹 子の 轉)。 曰本紀 に、 

『ソ，ネ 禰& つなぎて』 dl めつな ぎての 意)。 i (へソ )。 SK へへ)。 鶴 (ヒェ ドリ )。 萌黄 (モ ヨギ)。 吉 

Ik ェシヌ )。 (ョ ハラ )。 居 (キヨ、 コ、 ケ) 。擧 (コ、 ケ )。 女 (ヂ ョ、 ジョ、 ゼ )。 所 (シ ョ、 ソ、 

セ)。 かう いふ 例が ある。 麻 行の 例 は、 ヮギ モコ、 J ギメ コの 例で ある。 また、 ゥッ シミ、 ゥッ ソミ、 ゥッセ 

ミ等は が 原形で あらう か。 また、 If! をノシ とい ふ處も あり、 ネシ とい ふ處も ある。 又、 言語 語尾に、 ナン 


シ ノン シ、 ネンシ ナ、 ン ノシ， ネ シと附 ける 處が ある。 長 崎縣の 一部、 東北 地方 等に 殘留 して ゐる C また 虹 

でも、 ヌジ、 ノジ、 ネジ、 -1 ジな どが あり、 靜岡縣 の 薩埵 峠から 西の方、 近 江國へ かけて ネジと 云 ひ、 薩埵 峠 

から 東の 方 はノジ で、 これ は關 東から 東北へ かけ、 私の 鄕 里な ども ノジ (ノズ ) であった。 そして 京都 あたり 

は 古くから- 1 ジ であり、 萬 葉で は ヌジで 意から、 此は 野で も、 ヌ から ノに轉 じた ごとくに、 ヌジ から ノジこ 

なり、 ノジ から ネジ となり、 -ー ジと轉 じたと も考 へられる。 f これ は、 ？系統 (f とか、 母 昔 

三角 (vokaldreieck) などの 點 から 行けば、 直ぐに ヌジ から ニジ となり、 ニジ から ネジ となった とも 考 へられ 

るが、 實 際の 歷史 は、 ノジ、 ネジが 古いの だから、 ノジ： 不ジ 間の 相 通 を 肯定して よく、  0 と e との 相 通の 例 

とする ことが 出來 る。 もっとも、 0 と e との 直接 相 通で なく、 中間 音 1^551  J で を假定 しても ぃハ。 

西洋 語で も、 des,  dos;  pes,  pos;  I  nos などと 變 する 例 も あるが、 は 日本； I 在の e  o と發音 

が 幾分ち がふ やうで ある。 

以上の 如ぐ、 麻 行の 通 昔が あるから、 カモが カメと 變 つたと 考 へても、 音韻 通行の 理論から？ 

必す しも 不道理で はない ことが 分かる。 併し、 この 石 見の f の 場合 は、 單に 音韻 通行の 理論、 例 

へばへ レノ フ，. ク (C.  F.  Hellwag)、 フイエ トレ ノ  (W.  vie.tor) 等の 母音 圖表、 母音 三角と か、 便利 說、 Be- 

lllf とか、 ついで、 同化 (きき I とか、 異化 pslation) とか、 叉 は接觸 


o  o  o  o  o  o  ooooooooo  Ooooooooor6 

(Rontakt) 說 とかい ふ 作用 以外に、 もっと 聯想 的、 社會 的の 要素 を經 て、 カメに 變 化して 來てゐ る 

と考へ るので ある。 づ まり、 カモが 同意義の カメに 變 じたので なく、 音 も 違 ひそして 意味 も 違った 

とい ふこと になる ので ある。 卽ち單 純な 音韻 移動でなくて、 意味 移動 (Bedcutllngswandel; 一 の 部類に 

懕 する ものである。 それ を 少しく 次に 註釋 しょう。 

『力 マ』 とい ふ 地名 は.、 珂磨鄕 (備前 磐 梨 郡) は 今 は 可眞と 書いて なる。 鎌 間 (出 l_g 川 郡) は 今 は签と 

書き、 そのほか、 釜(備中？^ク郡) が あり、 賀萬 (長 門 美 翻 郡) が あり、 此は嘉 万と も 書いた。 麻 郡 (.筑 

前嘉穰 郡) は 加 萬と も 書いた。 力 マの 語原 はー單 位で は 無い やう だが、 山間 谿ハ介 巖石鑛 ^などと 何等 

かの 關係 ある 如くに おも はれる。 そして、 この 語 は 存外 古い もので 愛 奴 語な どに もこの 語の あるの 

は その 證據 である。 意味 はいろ いろで、 釜 *竈* 鎌. 蒲 等、 愛 奴 語の ！！：！ 厳の 意 も あり、 釜が 淵な ど 

の名稱 はや はり 愛 奴 語な どの 混入 を 想像せ しめる。 

『力 モ』 は 全國に 地名が なかなか 多い。 この 語原 も亦必 すし も 軍 元 的で は あるまい。 一 つ は、 賀 

茂 族、 賀茂 神社から 來て. Q る 場合が 多く、 まお、 カミ (祌) からの 轉も亦 多い やうで ある。 大和 ^上 

郡 鴨、 因幡 八 頭 郡 賀. 茂、 遠 江 磐 田 郡 加 茂、 上 總山武 郡 加 茂鄕、 常 眞壁郡 加 茂 部、 伯 者 西 伯 郡 鴨 部 

お ほ .:  か ら さと 

鄕等は 何 かさう いふ 關 係から 來た 地名と 看て いい。 武藏北 多 麼郡大 神 村 は、 古名 鴨の 里であった e 
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靈異 記に 古志 大麻 呂者武 藏國多 麻 郡 鴨 里人 也と ある。 この 鴨と 大神 村の 神と は、 カミ • カモは 音韻 

相 通と して 說 明して ゐ るから、 この 鴨 は 神から 來 たもので あらう か。 武藏入 間 郡 § 田 や、 相 模足柄 

郡鴨澤 など は、 鳥の 鴨の 群居す るのから 來た とも 思 ふが、 三 河 額 田 郡 鴨 田 は 大同 方に は 可 無 多と 書 

き、 三 河 設樂郡 鴨 谷 も 鳥の 鴨と 關係 ある やうに 思 はれる が、 遠 江濱名 郡で はま 谷と 書いて ゐ るから、 

やはり 神から 來た とも 考 へられる。 併し、 鳥の 鴨が 先で、 神が 後 だとい ふこと も必 すし も 否定す る 

ことが 出來 ない。 また、 筑 前嘉穗 郡の 鴨 生 は 蒲 生が 語原 かも 知れぬ が、 力 マから 力 モに轉 する 二 例 

を 示して ゐる。 約め ていへば、 カモ は、 力 マから も カムから も轉 じて 居， o、 本來 のカモ (氏族. 賀茂祌 

肚* 鳥) も あると いふ ことになる。 

，  、  ， - :c  ,  ,  - 1 —かめ さき  かむ さき  かめく ま 

『カメ』 も これ もー樣 でない。 尾 張 知 多 郡 龜崎は 古く は祌 前であった。 常 陸 眞壁郡 龜熊は 和名 

抄の 神代 鄕 である。 越後に 龜隈と あるの も 亦 同じ 種類の もので あらう。 天武 紀に備 後ぎ 石 郡 は、 桓 

武紀に 神 石に 作， o、 和名 抄に神 石 I 女と ある。 常 陸 鹿 島 郡の 神谷戶 をば 龜谷 田に 作った。 また 池龜 

をば ィケガ ミと訓 んでゐ るの は 元は 池 神. 池 上であった のか も 知れぬ。 萬 葉 集の 東歌に は、 神と 書 

いて カメと 訓 ませる。 陸 前 栗 田 郡 龜山は 神 山であった とい ふ說： ^あり、 常 陸久慈 郡の 龜作は 神佐久 

であった かも 知れす、 龜 田と いふ 地名 は 神 田であった かも 知れない。 以上 は カメが カミ. カムから 


變 じた 例で ある。 そして 龜と 書いた について はや は.^ 人間が 幸福 を 希 ふとい ふ 社會的 要素が 入って 

ふきそ 

ゐ るので あらう。 富龜曾 村な どと 書く のと 同樣 である だら う。 

かまと  かめ か は  かま か は  かめ あり 

豊後速 見 郡 竈 門の 隣に 龜 川の あるの は 古く は 竈 川であった らしい。 武藏 r 現在 東京 市) の 龜有は 元は 

かめな し  か 力なし  ま な し 

龜無 (龜 梨な どと も 書いた) であった の を 幸福 希求の 念から 龜 有と 改名した。 この 龜 無の 古，、 は、 签無 

(甲き などと 同 語原で はなから うか。 (W きま 3;^(1)。 肥 前 西彼杵 郡の 龜浦 も签 浦に 似て ゐる。 これ 等 

は 力 マ と關係 あるら しい カメで ある。 

大和 北 葛 城 郡の 龜瀬 越、 龜瀨山 は、 賀茂 神社の 鴨 建 角 身に 關係 あると ころ だから、 これ は 古く は 

鴨であった らしい。 また、 龜 川と いふ 地名で 鴨 川であった らしい 處も ある。 此 はカモ から 改名した 

カメで ある。  , 

龜 山と いふ 地名 は、 前言した 如く、 古くから 支那の 故事に 本 づき、 また、 龜 山城、 龜出大 神な ど 

とも 關 係し、 上 總君津 郡の 龜澤 など は、 動物に 因んだ 原始的な 名の やう だが、 實は 文龜ニ 年に m 見 

義豊が 佐 贯に城 を 築き、 鶴の 城に 對 して 龜の 城と 號 したのに 本づ くの だから や は，. > 後世の 名で ある。 

そのほか、 龜の 形に 似て ゐる 石の 名な どから 來 たもの、 緣 起から 來た龜 井、 龜井 氏から 來た龜 井 等、 

龜島、 龜 ！：、 龜塚、 龜 井塚 等 いろいろ あるが、 多く は、 聯想 的 • 社會 的の 命名で、 後世の ものが 大 

•  四 五 
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部分 を 占めて ゐる。 試に 正倉院 文書の 天平から 天平 寶字 あたりまでの 人名 を 見ても、 鴨 筆 (鴨 書 手， 

加 茂 筆、 賀茂 筆)、 鴨 部 筆、 鴨 牛 甘、 鴨 田 主、 鴨 部^ 万呂、 鴨 僧麻呂 などの 名が 見える が、 龜の附 い 

た 姓名が 見つからな いの を 見ても 大體 想像す る ことが 出來 る。 

島根 縣史を 見て ゐる うちに、 邑智 郡の 『龜』 をば、 『龜 井』 と 記載した ところがあった。 此は ひよ 

つと せば、 出 雲 飯 石 郡の 龜井氏 な^から 來た 名で はないだら うかと も 疑って 見た が、 その後の 調査 

で、 龜は やはり 龜 であった とい ふ 方が 正しい やうで ある。  - 

龜 卜の 事 は旣に 鴨山考 中に 書いた が、 龜 甲の 不思議な 力 を 前提と する から、 地名 人名な どに 一般 

化する までに は 至らない。 また、 元 正 天皇の 年 號靈龜 は、 續 日本 紀に、 『乙 卯 八月 丁 丑、 左 京人、 大 

初 位下、 高 田盾久 麿、 獻 靈龜、 長 七寸、 濶 六寸。 乙 卯ル月 三日 辛 巳 改元』 と ある 如くに、 支那の 文 

ジ ン ギ 

獻 に關聯 し、 聖武 天皇の 年 號神龜 も、 續 日本 紀に、 『養老 七 年 九月、 神龜 出。 八 年 甲子 二月 四日、 改 

テン ビヤ ゥ 

元 神龜』 と ある 如き 由來が あり、 ま 一」 天平 も、 續 日本 紀に、 『神 龜六年 五月 己 卯、 左 京 職 獻龜、 長 五 

寸 三分、 澗四寸 五分、 其 背 有 文 云、 天 王 貴 平 知 百年、 八月 癸 亥、 改元 天平』 と あ， り、 光仁 天皇の 寶 

龜も、 續 日本 紀に、 『神 護 景雲 四 年 八：： 五日、 肥後國 葦北 郡 人、 日 奉部廣 主责、 獻 白龜。 十七 日、 同 

B 益 城 郡 人、 山稻 王、 獻白 龜.』 とぁるごとき因緣がぁるのでぁ.^、 支那 文獻 に本づ いて 一種の 慶徵 


として 命 > ；: して ゐる。 仁 明 天皇の 嘉祥 など も、 耩 H 本紀に 「豊 後國 大分 郡、 獻 白龜』 と ある 如き 因 

綠 があった。 また、 浦 嶋傳說 にも、 『水 江 浦 a 子、 乘 舟-, r 川 釣、 遂得 大龜、 便化爲 女』 (日本 S. 札」。 『喚 

子獨乘 小船、 汎出 海中、 爲釣經 三日三夜、 不得 一魚、 乃^ 五色 龜， 一一 (丹 後 風土記) 等と あるの も、 や は 

り龜に 一種の 能力 を賦與 して ぬるので ある。 また 正倉院 文書、 經囊 注文 「天平 突 字 四 年」 に、 『十八 ロ龜 

甲 錦 表』 と あるの も、 寫實に 本 づく圖 案と いふよりも 支那 偉 來の圆 案に あった だら う。 以上の 如く、 

龜に關 係して ゐる 事柄が あるが、 大陸 文化に 接觸し 得る 階級の 範圍 にと どまって ゐて、 未だ 民 問 ま 

でに 一 般 化した と は li へない から、 石 見國の 如き 邊 土の 土地の 古名に 龜の 字の 附 くもの が 兑附け 難 

く、 姓に 龜の 字の 附く人 を 見附け 難かった のは當 然と 云 はねば ならない。 

ャ n 記。 正倉院 文書 (大日 本 古文書 所載) など を 忙しく 見て、 入の 註に 『龜』 の附 くの を 見出し 兼ねた こと を 書いた ので あ 

つたが、 其 後、 前 田太郎 氏の、 「外来語の 研究」 (岩波 書店、 大正 十 一 年) 中に、 「動物 名に 因んだ 古代の 人名」 とい ふ 論文が 

載って ゐる こと を 知った。 此 論文 は、 大正 六 年、 歷史 地理 第 廿九卷 第 四號に 載った もの だが、 その 論文 を讀 むに、 鴨に 關係 

したの が、 五つ (§_f)、 日本書紀、 正倉院 文書、 日本 後紀、 續 日本 後 紀 中に 發 見され、 龜に關 係した 人名が 一 例 (男) 日本 

書紀 中に 發 見せられて ゐる。 これ は 恐らく、 孝德天 皇紀に 見、 义てゐ る 『難 波ノ II 龜， i とい ふ 名で あらう か。 この 訓 にっき、 

販田武 鄕の通 釋 に は、 ii 龜で 錢龜と 同じ 義だ らうと 云って ゐる。 それ だから、 當 時の 人が 龜を 地名と する こと も 亦 可能 

ハ m や glich) だと 考へ 得る が、 鴨 やその 他の 動物に 比して 甚だ 稀 だとい ふ 結果になる から •、 石見邑 智郡龜 村に する 私見の 
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^論に は， 1 搖を來 さない とお も ふので あるか 

序に 此處に 記し 置く の は、 前 田 氏の 此 論文 を讀 むと、 虎、 龍に 因んだ 人名が なかなか 多い ことで ある。 虎に 關し たもの 1 

〇  一 (£ お) で、 日本書紀、 播磨 風土記、 續曰 本紀、 正倉院 文書、 日本 後紀、 東大寺 耍錄、 萬 葉 集、 類聚 國史、 績 日本 後 紀中 

にある。 また、 龍に 因んだ 人名 一 〇  一 (|5^3が、 日本書紀、 正倉院 文書、 苗 i 集、 續曰 本紀、 績曰本 後紀、 弘福 il- 領 SIS 流 

記の 中に 記されて ある。 これ を 見ても 分かる 如く、 虎に 因んだ 人名が なかなか 多い。 虎 は 日本に ゐ ない 動物 だが、 旣に國 民 

. の 間に 一般化され つつあった 動物 だとい ふこと が 分かる。 この 論文 は 人 磨 時代より ずっと 下る 時代までの 調査で あるが、 人 

is 時代 を も大體 さう 想像して いいと 思 ふ。 そこで、 人 麿の 歌の 中の 『虎 かほ ゆる』 云々 の 句 は、 必ずしも 漢文 學を讀 みっつ 

この 句 を 採って 来たと 解釋 しな くもいい ことと なる。 私 は 「柿 本人 磨」 總論篇 で この こと を も 論じて 置いた が、 前 田 氏の 論 

文の 結論 は、 私の 說を 證據 だてる もの だから、 序を2^てここに書きしるすのでぁる。 . 

以上 『カメ』 のこと を 約め ていへば、 最初からの カメと いふ 地名 は、 後世の 命名の Si 合が 多い。 

それから、 はじめに 1 つの 地名が あって、 それが 中途で 變 じた 場合、 卽ち、 第二次 的 (sckund^ir) の 

場合に は、 力 マ、 カモ、 カムな どから 轉 じて 居る。 今ュ、 れを 表に 示せば 次の 如/、 になる。 

\s 力 マ (釜. 竈. 淵. 愛 奴 語 力 マ 等) より 轉す 

②カモ (鴨 • 賀茂) より 轉す 

龜 { s: 力 ム • カミ (神) より 轉す 


ゅ龜 山は莊 子に 蓬萊山 だとい ふ 出典に 本 づき、 鼷は 緣起嘉 きもの だとい ふに 本 づき、 氏族. 城廓 等に 

本づ いて ゐる。  _ 

これ を 以て 見ても、 カメと いふ 地名の 變化 命名 は、 恐らく 平安朝 以後で、 人 麿 時代の もので ないだ 

らうと 大體 結論す る ことが 出來 る。 

卽ち、 もう 一度 約め て 云 ふと、 現在の 石見邑 智郡龜 は、 若し 人 麿 時代から あった 小 部落 だとせば 

(脑 総き、 し J_」ss)、 その 名 は カメで はなく、 何 か 他の 類似 音の 名であった だら う。 その 音 は、 恐らく 力 

マ かカモ などであった だら う。 そして 人 麿の 歌 を 念頭に 置いて 想像す るなら、 地名と して 最も 多い 

カ乇 であった と 結論す る ことが 出來 る。 そして その カモが カメに 變 つたの は、 恐らく 平安朝 以後で 

幸福 希求^ 聯想から 來た、 社會的 (sozia 一) 命名 變更 である だら う。 或は 一時 力 メイと 延し たこと も 

あるの かも 知れない。 モジを モク ジと 延ばす 如きで ある。 これ は 誰かの 後 考を俟 つ。 

追記。 以上の 如くに 記した 後、 石 見方 面の 地名の 調査 を績 行して ゐ たが、 石 見 八重 释を 見る に、 

邑智 郡、 岩屋 鄕之 內、 龜谷村 は、 古名 神 谷であった とい ふ 記事が ある。 『往古 神武 天皇 天下の 政 を 

巡 見し 玉ん， 三し、 ，1 此處も 御 通， 0 有しに 由り 神 谷 村と 云し を 後世に 至， り 龜谷村 ヒ云ひ 來れる 由 云 へ 

り』 云々 と あるが、 傳說の 內容は 措. いても、 古く は 神 谷と いって ゐ たのが 中途から 龜れ となった こ 
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とが 先 づ事實 と考へ てよ く、 愚 按の龜 村の 古名 を賀茂 • 鴨と 云った だら うとい ふ 一 つの 根 據と考 へ 

て もい い 好い 實 例で、 然 かも それが 石 見に あ.^、 石 見 も邑智 郡に あるの など は 興味 あるので ある。 

なほ、 昭和 九 年 十月 五日 附、 舟 木 賢 寛 氏の 書簡 中に 一 っ參考 になる ことが 書いて あった。 邑智郡 

中 野 村の 賀茂 神社 所在の 山 を賀茂 山と も 云 ふが、 なほ 俗稱 カメ ナリヤ マと も 云 ふ。 卽ち 漢字で 書け 

ば龜成 山で ある。 これな ども、 カモ (賀 茂) から、 カメ  (龜) に轉 じた、 よい 例で、 然 かも 同じ 邑智 

郡の 濱原 • 龜 あた，.^ から、 そんなに 遠くない ところな ので ある。 また 舟 木 氏の この 通信 は カモ、 力 

メ の 問題に つき 質問した その 返事で なく、 ほかの 事の 質問に 答 へ られた 通信 中に 偶然あった ので あ 

る。 さう いふ 點で もこの 一例 は、 私の 說を 保證 する に 足るべき 貴重な もの だとお も ふので ある。 

次に、 序に 日本語の カメ  (龜) の 語原に つき 諸 書 を 見お ことがあ つたから 書と どめ 置く。 柬雅 に、 

『日本 紀 私記に、 龜兆傳 を 引て、 天 香 山の 龜津比 女 命、 天孫 この 國に 天降ります 時に、 御前に 立て 

降り 來れ り。 今 は 天津 詔戶太 詔 In, 命と いふ。 これ 我國龜 卜の 事の 始 なりと 見えたり。 倭名鈔 にも、 

神龜の 字讀て カメと いふ。 さらば カメと はカミ とい ふ 語の 轉 じたるな り』 云々 と ある。 大 言海に は 

『龜、 殼體 の略轉 か』 と あり、 井口 丑 二 氏の 日本語 原に は、 古 土器の 瓶に 似た ところに 本づ くと な 

し、 松 村 任 三 氏の 溯源 語彙に は、 te(Kam) から 來てゐ ると なし、 與謝 野宽氏 はどう 考 へて ゐ るかい 


まだ 聽 かない。 

周防國 造の 加 米 意 美 (舊事 本紀) にっき 松 岡靜雄 氏の、 日本 古語 大 辭典に は、 『カメ は 地名と 思 はれ 

るが 所在 を 明に せぬ』 と ある。 この カメ は 龜か瓶 か 不明で あるから 後考を 待つ。 

日本 紀の龜 石 郡の ことにつ き旣に 記した が、 松 岡 氏 Q 前揭 書に は、 『語義に 字の 通りで、 龜に 似た 

石に 因って 名 を 負うた ので あらう』 と ある。 これ も參考 とすべく、 なほ もっと 廣く、 かう いふ 實例 

を 拾 ひたいと 思って ゐる • 

島根 縣史に は、 石 見に 於け る 諸氏 族の 分布の 章が あって、 愚 按の鴨 山考の 資料と なる 部分が 多い 

から、 次に 少しく 抄 記して 置かう と 思 ふ。 

石 見 は、 出 雲と 比較して、 石斧 • 石 鎗 • 石鏃な どの 發見 は少 く、 また 古墳の 發 見も少 い。 そこで 

先 注 民の 狀態 は、 所謂 社 會的集 圑の狀 態に あった もので なく、 散在 性の 小 部落と してあった ものら 

しく、 先史 時代に 於け る 石 見の 氏族 は 出 雲に 比して 寡少 且つ 矇昧の 域に あった ものの ごとくで ある。 

先史 時代の 末期から 歴史 時代に 連續 する、 國造 政治 時代に 於け る 石 見の 狀態 は、 神社の 分布 幷に 
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祭神 御 事赓と 氏族 分布と を 比較 すれば、 その 開拓 植民の 大 S を 知る ことが 出來 る。 卽ち、 式內 及び 

現在の 神社の 分布、 その 祭神、 和名 抄の 地名、 石見關 係の 古史 古 傳說を 相互に 參 照しつつ 考 へれば • 

大體 次の 如き 結果と なる。 

^ 東部 II 出 雲 族、 物 部族、 尾 張 族 

石 見の 氏族 一 中部 11 忌 部族、 紀 氏族、 春 日 族 

严 西部 11 小 野 族  ■ 

物 部族の 植民 は 川 合 村の 物 部 神社 (祭神 可 美眞手 命) がその 證據 であるが、 尾 張 族に ついては、 邑 

智郡 布施 村 宮內田 立山、 日 貫 村 櫻 井山、 阿須那 村 羽 尾 山、 矢 上 村に 大原 神社が あ， -、 や は.^ 邑智郡 

和 田 村 重 富 岡 田 山、 同村 本 鄕松泊 山、 木 田 村濱松 山に 大原 神社が ある。 かくの ごとく 江ノ川 流域に 固 

まって この 神社の 鎮座 ある は、 尾 張 族の 一 派なる 石 作 連の 一 族が ここに 移住し 來 つて 發展 した 證據 

となる ので ある。  . 

なほ、 賀茂 神社 は邑智 郡に 多ぐ 散在して ゐ るの は、 山城に 貰す る 鴨武津 身命から いでた 一族で、 

こ 巾が 邑智 郡に 移住して 來てゐ る ことが 分かる。 邑智 郡に つき、 島根 縣史 に、 『邑智 は ％ 川 支流 

の 沿岸 なれば、 以て 此等河 海 沿岸の 地が 地味 肥沃に して、 人生 栖息に 適應 せる を 知るべきな， 5』 と 


云って ゐる. - 

邑智 郡に 住んだ 氏族 は、 軍に これ のみでな く、 春 日 族 (小 野 族、 柿 本 族、 久米 族、 猪 甘 族、 都努 

山 族、 津門 族、 櫛 代 族、 和邇 族)、 忌 部 (齋 部) 族、 霹靂 (カム トケ、 ビヤ グャク ) 神社の 國造 族、 大 

家族、 それから、 川 合 氏、 出 庭 氏、 布 勢 氏、 甘南備 氏、 膳 伴 氏な どもあって、 それ 等の 氏族が 間に 

散在しつつ 住んだ ものの 如ぐ である。 

約め ていへば、 文武 天皇 治世に、 柿 本人 麿が 石 見の 國府に 役人と して 赴任して ゐ たと 想像せられ 

る ころに は、 以上の 氏族が 移住して から 相當の 年月 を 經てゐ るから、 ただの 遊牧 的な 假 小屋な どで 

なく、 一  定の 部落 を 形成しつつ あった ものと 想像す る ことが 出來 る。 

それから、 石 見に は歸化 族が 住んで ゐた。 それ は、 島根 縣史 に、 『歸化 族 は、 漢韓 族に して、 其 分 

布^ 域 は 邑智郡 最も 濃厚に して、 美 濃、 安濃 兩郡 之に 次ぐ と雖 も、 其 色彩 は薄微 なり。 而 して 邑智 

郡に 在りて 最も 移住の 顯 著なる は鄕川 流域な， 0,。 蓋し 鄕川は 一 の耍津 にして、 由來韓 地と 交通 閥 係 

緊密に して、 彼の 樱井 津、 甘 南 備津、 鄕津の 如き は 安全なる 碇泊 地と して 重要視せられ たる こと は 

彼の 海 東諸國 記に 見 ゆる 應永 文明 時代の みに あらざる べし』 slir 『石 見に 散在せ る歸化 族の 分 

布に 邑智郡 最も 濃厚な，..^。 而 して 邑 智郡內 に 於ても 鄉川 流域 尤も 顯著 なり。 之れ 主として 地理 的關 

五三 


五 四 

係に 基く ものな，.^』 (第五 篇) と あるの を 見ても 分かる。 そして 歸化 族の 移住 は、 直接 海 を 渡っても 來 

たし、 また 一た び 大和に 來て、 其處 から も 移住した。 今に 殘 つて ゐる 地名 は都賀 氏、 櫻 井 氏、 阿 素 

奈氏、 檜 原 氏、 谷 氏、 山 田 氏、 檜 前 氏、 市往 氏、 中 野 氏、 秦氏、 百濟族 等の 氏族に 本づ くもの が 多 

、 0 

九 

邑智郡 は 和名 抄に邑 知 郡と あり、 延喜民 部 式に 邑知、 拾芥 抄に邑 知と ある。 今、 和名 抄の鄕 名 を 

註釋 すれば 次の 如くになる。 

二) 神稻鄕 和名 抄に 神稻 ^1 で、 クマシ 口と 訓むぺ く、 上田 所、 下田 所、 龜谷、 罇淵、 出 羽- 

三日 市、 山 田、 淀 原、 岩 谷、 和 田、 原 村、 高見、 雪 田、 木津 田、 阿須那、 上 口羽、 下 口羽、 上田、 

S; 河內、 原、 久喜、 大林 等の 地域に 相當 する ので ある。 

(二) 邑美鄕 和名 抄に邑 美 I 布と あって、 區域 は、 總森、 小 松 地、 別府、 小 林、 檐谷、 京覚 原、 

久喜 原、 內田、 小 原、 川內、 馬 野原、 地頭 所、 湯 谷、 三 俣、 三 原、 南 佐 木、 北 佐 木、 田 窪、 大貫、 

住 江、 川 本、 川下、 因原、 鹿賀 等に 鴛る。 


(三) 櫻井鄉 和名 抄の 櫻井經 ^ で、 海 柬諸國 記の 石 見 州 櫻 井津、 本 鄕は小 田で あらう。 井澤、 

淸見、 後山、 長 谷、 江 尾、 市 山、 今 田、 小 田、 川戶、 田津、 渡 利、 日和、 日 貫、 中 野、 矢 上、 井原 

市 木 等の 地域 を 含んで ゐる. - 

(四) 都賀 和名 抄に 都賀醫 加と あり、 ッガハ と訓ん だもの だが、 略して ッガ となった もので あ 

る。 本 鄕は都 賀本鄕 あた， で、 上野、 都賀、 細 田、 井 u; 谷、 埋谷、 長 藤、 潮、 都賀 西、 宮內、 比 敷 

伏 谷、 村 之鄕、 布施、 八 色 石、 都賀 行、 今 井、 宇津井の 地域に 當 つて ゐる。 

(五) 佐波鄕 和名 抄の 佐波鄕 で、 のち、 澤 又は 佐 和と も 書いた。 後世の 上 佐 和、 下 佐 和 は その 

本鄉 であらう。 酒 谷、 九日 市、 石 原、 千 原、 片山、 熊 見、 川 濱原、 久保、 柏 淵、 湯 抱、 志 君、 

髙畑、 臭 山、 吾鄉、 野 井、 瀧 原、 築瀨、 乙 原、 明 塚、 龜、 信 喜、 高山、 等の 地域 を 含んで ゐる。 島 

根縣史 には龜 のこと を龜 井に 作って ある。 なほ 佐 波鄕は 安濃 郡に もあった。 此は大 森 附近の 地域に 

屬 して ゐる。 

次に、 鄕 の範圍 は大體 右の 如くで あるが、 部落の 存在 も 決して 右の 如き 集團 的な もので なく、 も 

つと 散在 性の もので あつたに 相違ない。 そして 鄕の 下に 里が あり、 里の 下に 村が あった。 もっとも 

里と 村との 關係 はさう 簡單 でな く、 1 里で 數村を 含む こと も あり、 一村で 一 一 里 以上に 跨る こと も あ 
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り， 村と 里と 同一 のこと も あるが、 大體は 村の 上に 里が あると いふ 順序で ある。 

ぐ それから 鄕 の戶數 と、 一 片の 人員の ことで あるが、 一 鄕の 月數は 五十 B; とい ふこと になって ゐる 

が、 下總大 島鄕の 月 數記錄 は 百 三十 とい ふの もあって 必す しも 一定で ない。 併し、 謂 ゆる 官 liT 

房 月の 稱で 調節し、 官戶は 五十 月 を 以て ー鄉 とするとい ふこと になって ゐ るが、 それ だから、 ー鄕 

の實 際の In, 數は 五十 戶 よ，.^ も 多い ことがあ るので ある。 

それから、 IB, の人數 であるが、 一 S; は 家長 を 中心として、 其 直系 旁 系の 尊屬親 及び 卑屬 親 を 初 

め、 同 黨寄ロ 寄 人 乃至 家族 各自に 屬 する 奴婢 等 も あるから、 其 等 を 合せれば 一月の 人數 が百餘 人に 

及ぶ ことがある。 延喜ニ 年 阿波 田上鄕 戶籍の やうに  一 III, の 人數が 二百 四十 人 居て、 それが 皆 女ば か 

6 である 實例も ある。 

さう いふ 實例 を參考 して 石 見邑智 郡の 戶數と 人 數とを 推定す るに、 島根 縣史 に據れ ば、 鄕數 五つ 

1 鄕 五十 月と して 二百 五十 月、 總人數 五 千 二百 五十人と したから、 一 to^ の 平均 人數 二十 一人と なる 

ので ある。 また、 ー鄕 五十 In, と 推定した が、 時には 五十 li; に滿 たない こと も あり 得る ので、 其 等 は 

相 模國封 B; 租 交易 帳に 實 例が ある。 また 邑智 郡の 場合な ど は ひょっとせば もっと 多い 鄕も ある 可能 

性が あり、 歸化 族の 場合な ど は 一 月の 人數が もっと 多い 場合 を も考へ 得る ので あ， る。 


以上 は その 大體 である。 約言 すれば、 人 麿 時代の 石 見邑知 3 郡 佐 波 鄉には 相當の 部落が あり、 相當 

の數の 人が 住み、 特に 歸化 族が 江.^ 川 沿岸に 土 著して、 日本 族と 相 同化しつつ 生業 を營 んでゐ たこと 

が事實 間違 ひがない とい ふこと になり、 人 麿が 濱原 あたりで 歿しても、 そんなに 不合理で はない と 

いふ ことになるの である。 

なほ、 島根 縣史 に據れ ば、 石 見の 田 積 は、 和名 抄の田 積 四 八 八 四。 和名 抄鄉數 三 七、 鄕別田 積 一 

H 二と なる。 田 積の 單位 は町步 である。 

大寶の 令に ある やうに、 中央政府と 地方 政廳 (國府 ) との 交通、 それから、 國府 から 國府 への 交通 

. は驛を 置いて、 馬匹 を 使用した。 厩牧 令に、 『凡 諸道 須置驛 者、 每 三十 里 置 ー驛』 と あるが、 今の 

里數に 直せば、 四 里 三十 二 町每に ー驛を 置く の を 原則として ゐ るが、 地勢に よって 特に 阻險 であつ 

たり、 水草の 無かった りする 場合に は、 變則を 許した から、 驛と驛 との 間 は 三 里の こと も あり、 四 

里の こと も あり 五 里の こと も ある。 それから 驛馬は 大路 • 中 路 • 小路に よってち がふが、 出 雲 • 石 

見 は 小路 だから、 各 驛に驛 馬 五 匹と いふ ことになる。 この 驛馬は 幹線道路の ための 設備で、 國郡内 
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等の 交通に は傳 馬の 制度 も あ. o、 官 人の 場合に は その 傳 馬に 乘 つて 用 を 足して ゐる。 

令義 解に、 『關者 撿判之 所、 刻 者 St 柵 之 所』 と あるが、 出 雲 も隣國 通路に は 劉が 設けられて あった。 

常設 的の 剗は意 宇 郡に ー處、 仁 多 郡に ニ處、 飯 石 郡に ニ處、 島根 郡 ー處、 神 門 郡 ー處、 合計 七處で 

ある。 なほ、 臨時 的 劃 は、 仁 多 郡 一 處、 飯 石 郡 三處、 祌門郡 ー處、 合計 五處 である。 

これ を 見ても、 諸國 への 通路 は單 にー處 のみでなかった とい ふこと が 分かる。 こ.？，、 あ 愚 按に何 か 

の 關聯を 持って ゐる だら う。 

私 は、 人 麿 上來の 道筋 を、 備 後へ 越させて 想像した が、 さう いふ こと は、 想像 を 是非とも 固守せ 

すと も、 濱原 あた.^ の 地點に 部落が あって、 人 麿が 臨終 時に 來てゐ て も 不思議で ない ことが 人々 の 

腑に 落ちれば 濟 むので あるから、 今 試に 出 雲路を 通る とせば どうなる か を 想像 すれば 次の 如くに な 

る。 それ は國々 の驛を 記して 見れば わかる ので ある。 

い かむ かう さい かう とう つ ぢ  たくの  は ね 

石 見 伊 甘、 江 西、 江 東、 津道、 詫 農、 波禰 

た き  さ ゆ ふ しん. ち  くろ だ  の ざ 

出 雲 多岐、 狹結、 宍道、 黑田、 野 城 

あ ひみ な わ  くつが 

伯耆 相 見、、 奈和、 淸水、 松原、 賀 

あ ひ を  しきみ  つのぬ 

因幡 相 尾、 敷 見、 徒 尉、 出 崎 


伹馬 而治、 射 添、 養耆、 高 田、 養父、 粟鹿 

さ ぢ  いそ ふ ，-<  から  をの  の ぐら 

丹 波 佐 治、 石 負、 長柄、 小 野、 野 口 

山城 大枝、 京都 

京都の 西 七 條に丹 波 口が あり、 其處 から 西の方へ 向って 桂 川 を 渡って、 堅木 原から 山路に かか.^、 

國 境の 老 坂を踰 えて 丹 波に 入る ので、 これが 卽ち出 陰 道で ある。 右が 平安 初期に 於け な驛路 の大體 

であるが、 今、 石 見の 國府を 立って 京に 著く 里程 は、 百 四十 里ぐ らゐ である。 一 日 平均 十里步 むと 

して、 十四日 かか-.^、 一日 平均 五里步 くと して 二十 八日 かかる わけで ある。 大和に 著く のに は先づ 

一 ヶ月の 旅程で ある。 

調 物 を 京師まで 輸送す るに、 石 見の 行程 は、 上廿 九日、 下 十五 日と なって ゐ るの は、 調を收 める 

ために 輸送 上 來の時 は、 1 日 平均 五 里と 計算し、 歸 還の ときには 一 日 平均 十 里と 計算した ものと 見 

える。 人 麿 は、 妻と わかれて 上來 とい ふの は輸 調の ためであった かどう か。 その へんの こと を も 想 

像しても かま はない ので ある。 

調 物 輸送 は、 諸國 から 上る 調 物 は、 每年 八月 中旬から 調 を 京に 輸し、 出 雲 は 十五 日 一れ，；^ i 五 石 見 

は廿 九日 (WB せ ^ は 隱岐は 三十 五日！ ^gls の」 行程 を 以て 京に 上せ、 十 一 月 三十 H 迄に 輸し 終る ベ 

五 九  • 
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き 大體の 制で ある。 賦役 令に、 凡調庸 物、 每年入 月 中旬 起輸、 近國 十月 三 卜 日、 中國 十一 月 三十日、 

遠國 十二月 三十日 以前 納訖、 其 調 糸 七月 三十日 以前 輸訖 云々 と あるの は卽 ちそれ である。 

十一 

人 麿 傳に關 係 ある 答の 石 見國府 は、 那賀郡 伊廿鄉 にあった として (Igll-t 郡國 む、 私 も 記載 をつ づけ 

て來 た。 り まり、 私の 鴨 山 考も亦 石 見 國府が 伊 甘に あつたと して 理會 せらるべき である。 これ は、 

眞 淵の、 『上府 村、 下府 村と 云 在。 是 古の 國府 なり』 と 云 ふの や、 岡熊臣 の、 『古の 國府 は、 今那賀 

郡 濱田狨 下よ，^ 東北 一里 餘の 地な り』 とい ふ 事蹟 考辨の 說等皆 さう である。 然るに、 島根 縣史 を讀 

むに、 人 麿 時代の 石 見國府 は、 邇摩郡 仁 萬に あった やうに 記載して 居る。 卽ち、 縣 史に據 ると、 石 

見の 國府は 前後 ニケ 所に あつたと いふ ことになる。 

第一 の國府 は、 邇摩郡 仁 萬 村 字 御門で、 この 名 は 今でも 殘 つて ゐる。 また、 國守 官邸の 址は 別で、 

や は ミカ ドと 云って 居た が、 現今 は字淸 名と なって 御門の 名 は 無くなって ゐる。 縣史 に、 『位置 は 

今の 大國村 境に 近く、 大森 街道と 仁 萬 川と 挾まれた る地點 にして、 田地と 變じ 居り、 此地を 國府址 

と むる 所お は、 其 字 名 御？： の 殘れる は 其ー證 にして、 „ ^れに R 接して 郡家址 あり。 當 時の 國道線 


は 國府の 北方 數 町に 位する 大平山 雷 峠の 間 を 過ぎり、 國府の 附近に 至り 西に 向て 弧線 を 描き、 國" 5 

及 郡 家の 前面 を 通過す る 適當の 位置に あ，..'』 云々 と 記載して ゐる。 卽ち、 雷峙 附近に 國分寺 址がぁ 

り、 國分寺 霹靂 神社 は寶 永年間の 震災に 燒 失し、 今の 明 神 山に 移轉 した ものである。 

第二の 國府 は、 當 時の 伊甘鄉 で、 現在の 那賀郡 下 府村字 御所と 稱 する 地 點で、 伊 甘 神社に 隣接し 

た 田地で ある。 その 西北 邊の丘 下の 泉 を、 『御所の 川』 と 言 ひ傳へ てゐ るの も！： 府 のあった 名殘 であ 

る。 縣史 に、 『其の 長く 國府の あ b しょ， 0 此她方 を 終に 國府 と稱 し、 後世 又 上 國府、 下 國府の 二 村に 

分れし が、 國の字 を 省きても 尙 元の 如く 呼びた h^。 卽ち 今日の 上府、 下 府のニ 村 之な，^』 云々 と 記 

载 して ゐる。 人 麿が 晚年 石見國 府にゐ ただら うと 想像 せられる 國府の 所在 は、 この 那賀郡 伊 廿鄕の 

方と 考 へて、 記述 を 進めて 來 たので ある。 然るに、 縣史に は、 この 移 轉は承 和の 頃でなかった らう 

かと 考 へて ゐ るが、 さう すれば 時代が すっと 下.. >、 人 麿の ゐた 國府 とい ふの は、 邇摩郡 仁 萬と いふ 

ことになる。 さう すれば、 人 麿 作の 歌に 對 する 解釋は 違って 來 るので ある。 

また、 仁 萬の 國分 寺址も 現在 は 不明で、 た. だ 國分寺 霹靂 神社が あるので 證據 として ゐ るに 過 ざな 

い。 遺物 も 掘 出されな いので、 『按 する に 代用 寺 を 以て 之に 充てられ しも 後に 廢滅 せし なるべし』 

s£ と 考察して ゐる。 那賀 郡國分 村の 方 は 存在が 確かで 遺址が 明かに 幾って ゐ るので ある。 人 麿 
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を考 へる 場合に は、 このへんの 事 を ももう 少し 細かぐ 調べる 必要が あ..^、 御門な どの 名と 共に、 別 

府 などの 名 も 何 かの 關 係が あらう とも 思 ふけれ ども、 私 は、 .< 麿 時代の 國府を 伊 甘 鄕と考 へて ゐる。 

そのこと を 次に 少しく 述べる。  . . 

延喜神 名 式に は、 邇摩 郡の 條に、 國分寺 霹靂 神社と して 載って 居り、 信 友の 神 名 帳考證 にも これ 

を註釋 して 居る。 また、 石 見 八重 報に は、 『仁 萬 村に 國分 霹靂 祌ぁ， 。卽、 那賀 郡、 伊 甘 鄕の國 分 寺 

へ 移した る 社の 舊地 なり』 と說 明して ゐ るが、 いま 特選 神 名 牒を檢 する に、 その 記事 中に、 『宗雄 云、 

I 今此 社の 式 帳邇摩 郡の 內に混 ひ 入た る 所以 は、 郡の 次第 古書み な 安濃 邇摩 那賀と 置け り。 斯て當 

00000000000000000  0000000000 

社 を那賀 郡の 首に 載せられ たるが、 適 摩 郡の 尾に 混 ひたるな らんと 說 へり。 此說 恐く は是に 似たり。 

なほ 實 地に 就て よく 訂正すべきな， o。 されば、 通 摩 郡 仁 萬 村 磯 竹 村？ 1 里 村な どに 此 社名 を唱 ふる 所 

に、 帳の a 摩 郡に 收 記した るよ. の附會 ならん か。 ともかく、 國分 寺と 云稱 は、 國府 附近に あるべ 

き實 地な らんと こそお ぼ ゆれ。』 と あるし、 また、 石見國 名跡 考 にも、 國分寺 を 那賀郡 伊甘鄕 中に 

記载 し、 そこに、 『又 式なる 國分寺 霹靂 神社 も あり』 と 云って ゐる ところ を 見る と、 適 摩 郡の 方の 式 

內國分 寺 霹靂 神社 をば 寧ろ 否定して ゐる 傾向に なって ゐる。 (I 雌 §lmj。 また、 石見國 名跡 考 

では、 國府を 記載す るに、 直ちに、 『國府 は 和名 抄に 國府在 一一 那賀郡 一と あり。 是は伊 甘 鄕の上 府下 


府 村に 當る』 と 云って、 仁 萬の 國府に 就いて 言及して ゐな いところ を 見る と、 仁 萬の 國府 について 

は 少しく 考慮す る餘地 はないだら うか。 

人 麿の 歌 を 本と して、 人 麿の 傳を 想像す るに 際して は、 和名 抄に、 『國 府、 在 一 1 那賀 郡： 行程 上 二 

0  0  0  0000  0000000  000000000000000000000  0  00000 

十九 日、 下 十五 日』 と あるに 從 つて、 國府が 伊甘鄕 にあった とする 方が 自然に 解釋 がっくの である。 

私の 說も 常， にさう であった が、 偶、 縣史を 讀んで 仁 萬 國府說 を 得た から、 抄 記した ので ある。 また、 

延喜 式の 石 見 國驛馬 記載に も、 波 編、 託 農、 樟道、 江 東、 江 西、 伊 甘までで 止まって 居り、 毫も 仁 

萬と いふ 地名の 驛を 記載して 居ない。 

なほ、 昭和 九 年 七月、 大島 幾太郞 翁に 會 つたと き、 石 見 國府は 人 麿 時代に、 都農鄕 (角の 里) に 

あつたと いはれ た。 ついで 二宮 村 史を閲 したに、 人 麿 記事の 中に、 『任地 角の 鄕惠 良の 國府に 赴い 

た』 と あり、 また、 『大化 改新の 後、 暫く は 角の 鄕に石 見の 國府 (コ フ) や 那賀の 郡 家 (グ ゥケ、 コ 

ホゲ) のあった こと は、 古から いふ ことで あるが、 いつ 移轉し たかは 書いた ものがない』 と番 いて 

あり、 伊甘鄉 への 移轉 は聖武 天皇の 國分寺 造 管 を機緣 とした やうに 想像して ゐる。 これ も 亦 一 說と 

して 手抄す るに とどめる。 

.Kill 
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砂鐡 採集の こと は旣に 神代の 時代から 行 はれたら しく、 山 田 新 一郎 氏の 研究が ある。 (錢 難壩 £5 麟 

雜 f 一一 一一 針卷) そして、 その 採鐡 をな した 人民に ついて 山 田 氏 は 次の 如く 臆說 をな して ゐる。 第一 は 先 

住民 族で 川邊に 住んだ ものが 之に 從 事した。 第二 は足椎 族で、 足 名椎、 手 名椎を 中心とした 種族 は、 

大鐡業 豪族であった だら う。 第三 は 古志 之 八 俣 遠呂智 で、 ヲ？ 1 チ族、 卽ち鐡 山 族 だとい ふので ある。 

大 島湊聲 氏も大 體同說 である。 それから、 砂鐡 業の こと は 旣に出 雲 風土記に も 記載が あ， <>、 

, 仁 多 郡 

三 處鄕、 布 勢鄕、 三 津鄕、 橫 田鄕、 

以. 4»鄕 所 出 鐡堅尤 堪造雜 具 

飯 石 郡  、 

波 多 小川 云々 北 流入 三屋川 § 

飯 石 小川 云々 北 流入 三屋川 I 

また、 鐡山 根元 錄に、 官に 答へ た 文書の 寫が载 つて ゐる。 『鐡山 之 儎何之 頃より 初り 申 事の 語り 


傳 にも 知不 申、 粗 往古よ. -鑪 鍛冶 茂 御座 候と 相 聞 候』 云々 • 

この 乎呂 知はヲ チ族 だとい ふ說の ある こと は 前記の 如く だが、 近時 平 竹傳三 氏の ォ チイ 族 研 

究 (昭和 六 年 十 一 月) が 出た。 これ は 口 パ ー チン 氏の ォ tl チ ィ族硏 究を參 照した ものである。 それに 據 

ると、 ォ & チイ 族 は ッング I ス 民族 系 諸人 種の 中で 最も 東部 地方に 居住せ る もので、 其 分布 區域 は、 

シ ホテ. ァリ ン 分水嶺 以東の 日本海 沿岸に 跨って ゐ る。. この種 族 は 今でも 原始的 生活 をして ゐ るが、 

この種 族の 一 部が 古い 日本に 渡って 鐵 採集に 從 事した ものであった かどう か、 もう 少し 研究が 必要 

の やうで ある。 

十三 

以上で、 鴨山考 補註の 大體が 終った としてい い • 

今の 川 本 • 川下 は 往昔 は 石 河邑と 云った ので、 それから 考證 して その 邊の 江. - 川の こと をば 往昔 

は 石 河と 稱し ただら うと 謂って いい。 卽ち 依羅娘 子の 歌に あ. る 石 川と いふの は、 その 邊の 江.' 川の 

ことで ある。 それから 現在の 龜 村の 龜 とい ふ 命名 は 第二次 的の 階段 を經 たもので、 石 見 八重 锋の著 

の 說は贊 成出來 ないから、 恐らく 人 麿 時代に はカモ とい ふ 名であった だら う。 そして その カモ とい 

六 五 
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ふク 「稱は 現在の 龜 村よりも 範 圍が廣 かった だら うとい ふこと も 亦 可能で ある。 神賀 氏族の カモ、 祌 

山の カム などから 轉 じたと 考 へ る ときには こ の考 も亦絕 待に は棄 てられない。 この 範圍 を廣 める に 

ついては、 濱 原の " マ は 往昔 は 力 マ であり、 なほ カモ であった かも 知れぬ とい ふこと も 云 へる。 加 

行と 波 行と 相 通す る こと も あるから である。 

人 麿 臨終の 地 を、 濱原 • 龜 あたりの 地と 看做して、 さて その他の 土地の 關 係が 奈何と いふに、 川 

本 • 川下 • 中 野 • 矢 上 • 高原 • 阿須那 方面 及び 仁 萬の 方面 を も 調査した が、 土地 臺 帳に 力 モ 類似の 

字 名 は 無く、 ただ 賀茂 神社に 因んだ カモが あるが、 神社の 勸請は 皆 人 麿 時代よりも くだる。 さう い 

ふ關 係で、 濱原 • 龜 以外に 考 勘に 入る ベ き 場處が 見つからな いと 謂って いいやう である。 

石 見に 人 麿當時 住んで ゐ たらしい 種族の こと を も 記入し、 その 生業の こと を も 想像 すれば、 人 麿 

が濱原 あたりで 歿しても 毫も 不思議で はない とい ふこと が 分かる。 

人 麿 時代の 石 見 國府は 邇摩郡 仁 萬に あつたの ではなく、 那賀郡 伊 甘に あつたので あちう。 さう す 

れば人 麿 上來の 時の 長歌 を 無理な く解釋 する ことが 出來 る。 

人 麿の 上來の ときには、 や は，.^ 仁萬邊 から 東へ 折れ、 濱原 あた b を 過ぎて 備 後路に 出で、 尾 道 あ 

た，^ から、 海路 をと つた ものである だら う。 


約め ていへば、 現在のところ、 石 見國屮 にあって は、 鴨 出 をば 濱原. 龜 あた，. >  以外に は考 へる と 

ころが 見つからな いとい ふこと に 落 著く ので ある。 そして、 未来に、 私の 「鴨 山考」 に 興味 を 持 たれ 

る學 者に よって、 もっと 精細に 考證が 補充せられ、 假說の 域を脫 せない 部分の 私の 文章が、 追々 事 

實 として 證據だ てられて 行く ベ き 豫感を 私 は 持って ゐ るので ある。 

鴨山考 に關聯 した 石 見の 踏査 は 主に 邑智 郡、 那贺 郡、 邇摩 郡に その 主點を 置いた の は、 その 結論 

が 江" 川 沿岸と いふ ことにな つたた めで ある。 

美 郡の 高 津には 二度 行った が、 その 近くの 小 野に は 行かなかった。 この 小 野 村 月 田 は 語 家の あ 

る處 で、 島根 縣史 にも、 『柿 本人 麿 誕生 地 傳說が 小野鄕 中に 存す るの みならす、 此鄕に は 小 野 神社 を 

存 する 等 は、 偶 以て 小 野 氏よ， 9 分れた る 柿 本 氏が その 本宗 と共に 當 地方に 繁衍 したる こと を 察す る 

に 足るべし』 と ある ごとく、 この 邊の 調査 もして 見た く、 また 高 津川を 溯って 鹿 足 郡の 方面に .i-p 人 

界を ひろめて、 私の 鴨 山考の 根據を 得たい ので ある。 高 津川は 上流へ 向って 吉賀 川と なり 55 和 野 川 

となり、 一方 は 匹 見 川と なって 山峡の 間 を 流れる。 その 沿岸に 柿 原と いふ 村が あり、 士：： 贺 川の 上流 

に 行く と、 柿の 木と いふ 村が あ，.^、 龜 田と いふ 村 も ある。 美 濃 郡 高 津を人 麿 終焉の 地と したい 希望 

あ 人 は、 さう いふ 名 稱をも 顧慮し、 人 麿と 關聯 せしめたい ところで あらう。 また、 田の ある 小 野 
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村の ほかに、 匹 見 川に 近く 小 野 村が あり、 那賀郡 三 隅 町の 北方に 小 野 村が ある。 これ 等 も 小 野 族と 

關聯 せしめ、 從 つて 柿 本 氏と 關聯 せしめ、 從 つて 人 麿と 關 聯 せしめた. いところ であり、 實 際さう 考 

へて ゐる人 も 居る ので あるが、 高津鴨 岛說に はいろ いろ 無理が あり、 牽强 の點が 多い ので、 最初、 

鴨 山を考 へた 時に、 先づ この 鴨島說 (高 津說) から 出發 した 私 も、 今 は それ を 否定して ゐる こと 旣に 

「鴨 山考」 で 記述した 如くで ある。 その 結論 は、 また 未來 に忠實 なる 學者 によって 補充して 貰へ る 

豫感を 私 は 持って ゐ るので ある。 その 邊 のく はしい 實地 踏査 は 現在の 私に は 差 迫っても はやむ づ か 

しい。 よって、 鴨山考 補註の 文章 もこ こで 一先 づ打 切る ことと した。 

鴨山考 補註 は、 鴨 山考の 合理的 論據と 私考す る 點を對 者になる ベ く 知らし めんがた めの 文章で あ 

るから、 その 文章の 模樣 がお のづ からにして 斯の ごとく 煩 S となる ので ある。 それ だから、 この 不 

必要と 思 はれる までに 煩 はしく 書いて ある 個處 にも、 縱ひ； i 批輕 蔑の 氣持を 以てして でも、 立ちと 

どまって 貰 ひたい 念願が 含まって ゐ るので ある。 

十四  . 

私 は、 人 麿が 石 見で 痢 疫に權 つて 歿した ので はなから うかと いふ 說を 立てた (ill 葡)。 そして 人 麿 


臨終の 時の 歌と、 績 日本 紀の 記事と が大體 その 論據 となった のであった。 

昭和 十 年 三月 一 日、 神 奈川縣 稻田町 尾 崎恒雄 氏から、 根 岸 鎮衞の 「耳 袋」 第 六卷の 中の、 『誠心に 

よって 神驗 いちじる き 事』 とい ふ 一文 を寫 して 送って 貰った。， これ を 見る と、 人 麿 神 は痢疫 に靈驗 

が あり、 また 痢 病の 奇藥が 人 麿と 關係 ある、 柿 本社、 柿 本 « など， で 作られて ゐる こと を、 實話 風に 

書いた ものである。 『最愛の 枠、 痢 疾を患 ひ、 諸醫 手を盡 せど も、 甚 難症に て、 臀療 更に 驗 なかつ 

た』 ものが、 その 奇藥を 服した ところが、 『薄紙 をへ ぐ 如く 其 病 癒しと 也』 とい ふので、 私に も與味 

ふかい ものであるから、 左に その 儘载 せる ことと した。  . 

誠心に よって 神驗 いちじる き 事 

これ は 少し 年 も 古き 事の 由に て、 享和ニ 戌年 七月の 事の 由、 中 國方藩 中の 士  (腐 報^ |^) にて、 石 州 

を 旅行、 或 寺院と 出會、 心安な せし が、 右 寺院に 破壞 なせし 小 堂 ありし を、 何の 堂に やと 尊し に、 ^本人 磨の 

堂の 由に て、 右 像 を も 見せけ るに、 いかにも 殊勝の 古 像な りけ るに、 かく： 零落な し 置ん も 恐れ ありと て、 歌道 

など 心 懸し事 はな けれども、 一 體有德 なる 仁 故、 同士の 者杯勸 進して、 新規の 堂 を 造り かへ ければ、 住 黻の僧 

犬に 抬、 右謝禮 とて 右 堂の 古木 を以、 人 麾の像 を 刻て 與 へしと 也、 然るに 彼士 其後關 東に 下り、 御 直 勤の 列に 

も 加り、 妻子な ども ありし が、 最愛の 粋 || 松 痢 疾を患 ひ、 諸醫 手を盡 せど も、 甚 難症に て、 醫療： にしる し 

、  .1 ハ九 


七 o 

なく、 一人の 子 なれば、 其 悲歎 申 もお ろか なれ ど、 十 計盡て せんかた なし、 藥も諸 醫を盡 して 驗し なければ、 

此上は 神仙 を 祈る の 外な し、 然れ ども 我等 知らざる 神仙 を 祈りし とて、 俄に 頼て は 人 も 聞 ざれば、 神 も 利益の 

覺束 なしと、 色々 思案な せし に、 先年 か. -る 事に て、 人 丸の 堂 を、 造 立せ し 事 あれば、 人 丸へ 願 ひて 利益 を 得 

んと、 彼 僧の あたへ し 人 丸の 像 を 取 出し、 齋戒 沐浴して、 一心に 彼 像 を 念じけ るが、 其 夜の 夢に、 南の 方へ 遠 

で 、 

く 行て、 尙神仁 を 祈るべし と、 うつ. -に覺 えければ、 翌日 品 川の 方へ 至りて、 神社 を拜 みま はり、 右 夢に 右の 

邊の醫 師を賴 ば、 療養 奇特 あるべし といへ る 事故、 よき 醫師も ある や、 茶店 其 外にて 聞 合 ぬれ ど、 可 然と 思 ふ 

事 もな し、 八丁 堀まで うかく 歸 りけ る 道に、 玄關 由々 敷醫師 I.J 《？^ 文の 宅 有て、 今 出 宅の 體 にて、 藥箱駕 杯 

ならべ ありし 故、 右 玄關へ 至りて 案內を 乞、 御 目に 懸り 度と 申入ければ、 彼醫師 出懸と 見へ て、 程なく 立 出、 

何 御用 やと 申に 付、 しか-^ の 事に て、 御 願 申な りと、 一部始終 を荒增 しに 語り 賴 ければ、 職分の 事 安き 事な 

れど、 格別の 遠 所 御 見廻 も 申觳候 也、 殊に 今日 も 主家 同様の 方へ 召れ、 只今 參り候 得ば、 御 見廻 も 難 成、 折角 

頼み 給 ふ 事と、 暫く 思案な しける が、 痢 病と あり、 諸醫 手を盡 したる 上 は、 爱に ひとつの 咄 あり、 我等が 只今 

罷越 諸侯の 家より 出る 痢 病の 奇藥 あり、 我に 隨ひ來 り 給へ、 是を申 乞て 御身に 與ふ べしと 申け る 故、 大きに 怡 

び、 右駕に 付て 彼 諸侯の 象に 至りし に、 醫 は玄關 より 通り、 右士！ tr 玄關の 脇に 控へ 居し が、 程なく 彼 醫ニ阽 の 

藥を持 出て、 彼 士に與 へけ る 故、 怡 び持歸 りて 是を 見る に、 石 州 濱田怖 本 庵と 記し ある 故、 大きに 驚て、 彌信 

、.？ を こらし、 彼藥を 悴に與 へしに、 薄紙 をへ ぐ 如く、 其 病 癒しと 也、 右 諸侯 は 松 平 周 防 守 屋敷の 由 語りぬ。 


石見國 E '田 村の 柿 4f 社 Q 由、 右 社 地に 昔 人 丸の 筆 柿と いふ ありし が、 今 は 枯朽て 土中に S あ 

りし を、 翁 井 隱岐守 家老 龜 井一 學、 掘 得て 神 像 を 彫刻し、 今 は龜井 愛之助 屋敷に 安 ！®Q 由。 

三月 四日、 備 前の 正宗 敦夫 氏から、 尾 崎 氏の 通信と 全く 無關 係に、 1 通信 を 貰った。 これ は、 「怖 

本人 丸の 御 守」 とい ふので、 人 麿の 御 守 は 痫疫に 靈驗が あると いふので ある。 それに 就き 正宗 氏 云 

ふに、 『流行病で 死んだ 處 から、 流行病に 靈驗 あらた かな，. > との 傳說を 生じた もので は あるまい か： ：0 

の 思 ひ 付きで ある。 其 病に なやんだ 人が 死後 其 病 を 治す る 神に 祭られる と 云 ふ 事 はよ く ある 例で あ 

る』 云々。 それから、 人 麿が 痢疫に 靈驗が あると いふの は、 歌聖 だからと いふので は あるまい。 其 

は 同じ 歌聖の 赤 人に も 貫 之に もさう いふ 傳說が 無い からだ。 とかう 正宗 氏は考 へて ゐ るので ある。 

計らす も 得た 正宗 氏の 通信 は、 尾 崎 氏の 通信 同樣、 人 麿と 痢疫 とに 關聯 して ゐ るので 私 は 益々 典^ 

を 深めた のであった。  • 

称 本人 丸の 御 守 (正宗 敦夫) 

梯 本人 丸の 像 を 御神體 とせる 和歌 社が あり、 神 像 入の 御 守 を 我が 岡山縣 下の 久 米の 皿 山の 社に 頒布して ゐた 

ことがあった。 是れは 史料と して 何等の 價値 ある もので もな く、 又 面白味 も ある わけで はない が、 御 守が 流行 

病に 靈驗が 有る と 云 ふこと が、 齋藤 茂吉君 研究の 人 丸 流行病 死說と 何等かの 關 係が 有り はすまい かと 考 へたの 

で、 其 事 を 書き 拔 いて 見る ので ある。 
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y  サチ，  ； 

播磨國 佐 用 郡 佐 用 驛に平 田 都 九 良 源 幸 夫と 云 ふ 人が あって、 美 甘 坂 ノ國、 久米" 皿 山、 和哥社 「倭 謌乃 浦風」 一 

と 云 ふ 引 札 やうの、 表紙と もで 半紙 九 枚の もの を 出版して ゐる。 其の 目的 は 謌詩連 俳 を 四方の 風流 士に乞 ひて 一 

其の 原本 は 人 丸 様へ 手 向けて 神 祠の玉 榧に 納め、 摺本 は 世間へ 頒布す ると 云 ふので ある。 さて 其の 人 麼の像 は、 一 

蒙 房の 夢 像 系で、 『顯季 卿 奏請して 畫師に 摸 さしめ、 大學 頭敦光 卿に 贊をこ ひ、 神祇 伯顯仲 卿の 筆して 影 供を設 一 

け 賜へ しと ぞ ば 隱 鍵；^ 駐ま ^域 後默威 IS 腿 麵ノ美 作 守に 任ら れ名 だた る久 米の 服 山の 國廳に 移らせ 玉 ひて， 

かの 神 像を鎭 守に 齋ひ、 皿 山" 和 哥宮と 崇めた まひし となむ。 さて 今 I 津山 1|¥ 城下なる 德守 社の 神主 從 五位 

. '下絲 小 原 近 江 守 藤 原 千 座主 (〇 此の 人 は 歌人と して 相當に 世に 知られた 人) の 遠祖 彼 皿 山 倭 哥宮の 大神ー 

に久敷 仕え 來 りて』 云々 と 云って ゐ る。 r 滅 II 鄉 寄り 來 る濤」 として 集 を 出版す る 積り であったら しいが、 ： 

-  一 

出來 たか、 出來 なかった か 不明で ある。 築の 益金が 出來 たら 倭謌社 修理 造營 云々 とも 云って ゐる。 さて 此 集の 一 

廣告に 添へ て 人 丸の 像に 本居大 平の 長歌の 贊を乞 ひて 竪幅 半切に 指って 弘め ると 云 ふのと、 『姊本 大神御 夫婦 一 

の 萬 葉 集中の 短謌、 但シ 反歌 幷 挽歌 部を洩 して 唐 11^ 横 半切 指 長 額 又は 卷 物に 仕 立 置て資 る』 と 云うて ゐる。 是 

れは出 來てゐ るら しいが まだ 見ぬ。 此外 にある 神 像 入御 守が 今 問題に せる 物で 『御 守 は津山 神主 小 原 氏より 出 ， 

來り申 候 也。 流行病の 時 も 立願す るに 靈驗利 勝い ちじる しと 是亦 櫃齋 (〇 卽ち平 田 幸 夫で 榧ノ 舍と號 した。 又 一 

古 榧 齋と云 ふ 印を捺 して ゐる) に 取次 居 申 候。 御 初 穗銀壹 匁貳分 也。 外に 箱 代 銀 八步に 御座 候。 但 シ金壹 朱に 一 

は 御守り 箱 添 ひ 甙鉢宛 御 渡し 可 申な り』 と誉 いて ある。 流行病で 死んだ 處 から 流行病に 靈驗 あらた かなりとの 一 


傳說を 生じた もので は あるまい か、 との 思 ひ 付きで ある。 其 病に なやんだ 人が 死後 其 病 を 治す る 神に まつられ 

ると 云 ふ 事 はよ く ある 例で ある。 其で 私は斯 かる 例が 諸國に 有る ので は あるまい かと 思って、 こ \ に 其 事を拔 

書して 問題 を 提出した ので あるが、 石 見邊が 殊に か. -る 俗信が 濃厚で あるならば 一 き は 面白い がと 思 ふので あ 

る。 然し 或： る 友人 は 其 は 唯 だ 歌聖 だからと 云 ふに 過ぎぬ ので あるまい かと 云った。 萬能膏 であり、 赤 人 も、 貫 

之 も 流行病に き. - めが あると 云 ふの ならば、 一向 問題に も 成らぬ 事で あるが、 赤 人、 貫 之の 流行病の 御 守 札 も 

聞いた 事がない ので、 一 っ齋藤 君に 御 報告に 及ぶ ので ある。 此御守 も 進 じたく、 自分 も 持ちたい と 思 ふが、 ま 

だ 手に入らぬ。 今 は 此御守 は 出して ゐぬ とか 聞いた。 (昭和 十 年 三月 初 四)  . 

1 二月 十二 日、 私 は 石 見 美 濃 郡高津 町、 縣社柿 本 神社 社 司 中島 匡彌 氏から 手紙 を 貰った。 只今 中島 

氏 ま 神社の で 上京中で ある、 中島 氏 は 拙著 「柿 本人 麿」 を讀 まれ、 鴨 山に 就ての 說は違 ふが、 石 見 

の 一 傳說を 報じたい 希望 を 有って 居られる とい ふこと であった。 そこで 十四日 中島 氏 を 引見した。 

その 時 中島 氏 云 ふに、 柿 本 神の 御靈驗 は澤山 あるが、 土俗 的 信仰のう ち、 腹 病 特に 痢疫 をお 癒し 下 

さる、 難病 除ケ の神樣 として 參拜 者が 多い。 特に さう いふ 疾病の 流行 時に 參拜 者が 多く、 石 見 は 勿 

論、 司 防. 長 門 • 安藝 • 備 後の方に も 及んで ゐる とい ふこと であった。 また 柿 本 神の 分靈が 諸.^ に 

あつ N の は、 さう いふ 痢疫の 如き 難病 除ケ の神樣 として 祭った のが 多い とのこと であった。 

. 七三  ， 


右の 如く、 私 は 三月に 入って から 二週間の あ ひだに、 計らす も相關 係なくて， 三 氏から 同じ やう 

な 報告に 接した ので、 不思議で も あり 偸 快で も あ ，0/ 人 麿 瘌疫說 は 他の 根據 から 立てた ものである 

が、 民間 偉 承が、 その 事實を 今に 傳 へて ゐ るの だとす ると、 益々 偸 快 だとい ふこと になる ので ある。 

或は、 さう いふ 時代からの 事實傳 承で なしに、 歌聖と して 人 麿 を禮拜 する よりも、 難病 除の 神靈 

として 人 麿に 祈願す る 方が、 人間に とって は 切實な ことに 相違ない から、 さう いふ 方面からの 傳說 

であるの かも 知れない。 卽ち 可能性 は 二と ほり ある 訣 である。 

それから 間もなく、  土屋 文明 氏に 逢うた。 その 時、 土屋 氏の いふに は、 『それ は、 ヒ • トマ 〃です 

よ。 ヒリ. トマ 产。 つまり 下 病 止まる です よ』 と 云った。 土屋 氏の この 說 によると、 人 麿が 實 際ど 

うい ふ 病氣で 歿しても、 それ はかま はない のであって、 ただ、 ヒ トマ 〃とい ふ 語呂からの 類音 聯想 

によって、 さう いふ 靈驗が ある やうに なった ものである。 それから、 また、 山 ロ茂吉 氏に 逢うた と 

ころが、 山 口 氏 話して いふに、 山 口 氏の 少年の 頃、 鄕 里の 播磨國 多 可 郡 杉 原 谷 村に 縣廳 から 講演に 

來 たこと があった。 そのと き 何 かのこと から 講演 內容 が、 明 石の 人 丸 神社の 事に 及び、 ヒ* トマ ダ 

だから、 『火. 止まる』 で、 火難 除け の 神で あ，.^、 また、 ヒト. クマ グ だから、 『人 • 生まる』 で、 

安産の 神で あると して、 さう いふ 靈驗 のおめ に參拜 する 者が 多い と 云 ふこと を 話された さう であつ 


たか 

かう ハふ 民間 言 仰 を 顧慮 するとき は、 入 麿の 靈驗 は、 必 すし も痢疫 除け の 神と いふに 限らぬ こと 

となる け 1- ども、 石 見 を 中心とする 信仰 は、 やはり 痢 疫に關 係す るの が 主で あるから、 私 はこれ を 

に はかに 棄 てようと は 思 はない。 


愚案 「鴨 山考」 を發 表する と、 間 もな ぐ 世間に 反響の あった こと は 私の 感謝す ると ころで ある。 從 

來の人 麿傳が 多くの 俗說、 妄譚 によって 穢く なって ゐ たの を、 洗った だけで もい ぃ爲 事の 一 つ だと 

私 はお もった。 

大 村吳樓 氏が、 昭和 九 年 十月 十三 日の 大阪每 日 新聞 島根 版 を 送って 吳れ たの を 見る と、 次の 如き 

記事が 載って ゐた。 

虚說 に對し 神社 側が 猛然 立つ 

歌聖 人 丸の 遣 詠と して、 百 人 一 首 その他 を 通じて 古くから 人口に 膾炙され てゐ る、 『ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧 

杧 しまが くれゆく 舟 をし ぞ おも ふ』 の 名歌が、 萬 葉 調 を 破って ゐる ところから、 この 誤聞 を 改める ために、 わ 


が國 歌壇の 有力者 間に、 人饔 自作の 代表的 作歌 を 宣揚す る檫識 建設の 運動が 起って ゐる こと は、 母紙旣 報の 通 

りで あるが、 さらに 人 麿の 終焉 地と して 古くから 傳 へられて ゐる、 島根 縣美濃 郡 高 津町鴨 山、 および 同地に 祠 

る 縣社柿 本人 丸 神社が、 後世の 偽造な りと 〇 學說が 昨今 一部で 唱 へられる に 至って は、 最早 ゃ默視 できない と- 

柿 本 神社で は、 幾多の 有力な 資料 を 提示して、 これら 虚 說に對 し、 學界の 考慮 を 求める ことにな つた。 

すな はち、 人 磨が 美 濃 郡 小 野 村、 柿 本に 生れ、 石 見 人で ある こと は、 當 時の 民族史 を 総いて 見れば 明かな こと 

で、 縣 下に 殘る人 II の 遺跡 那賀郡 二宮 村 都野鄕 が、 一部 學界の 僞造說 を 生む に 至った 有力な 原因で あるが、 姉 

本 族の 石 見に おける 分布 狀態、 および 神 階 御 贈位の 御沙汰、 さらに 當時 偉人の 墓標に 代るべき 神社 を 創建した 

民族精神から 見る も、 鸭 山が 終焉の 地で あり、 同社が 人 麿 を 記念す るた めに 建てられた ものである こ. と は、 動 

かす ことので きない 事實 であると いふ 立 前から、 虚說を 反駁 するとと もに、 十一月 來高 する 佐々 木 信 綱 博士の 

意見 を徴 して、 人 丸 碑 を 建設、 人 麿 終焉の 地に 對 する 學界の 確認 を 仰ぐ ことにな つたが、 遣 詠 問題が 萬 紫 研究 

學者 間に は、 あまりに 明白な事 柄と して 論議され てゐる だけに、. これと 同 論に 扱 はれた くないと いふの が、 同 

社の いひ 分で ある。 

これで 見る と、 や は，.^ 美 濃 郡 高津を 以て 人 麿 終焉の 地と 做し、 佐 佐 木 博士の 意見 をも徵 して、 學界 

の 確 t§ を 得ようと 企てて ゐる ことが 分かる。 

私 は、 鴨山考 でも、 鴨山考 補註で も、 人 麿 歿處高 津說に は 根據が 無い とい ふこと を 述べた ので あ 

.  七 七 


るが、 もう 少し 此處 でも 繰返して 置かう とお も ふので ある。 正直 をい ふと、 この 高津の 高角 山で 人 

麿が 歿した とい ふ說 は、 俗說 で、 し 眞劎に 人 麿の 歿處 について 考察しょう とする ものに とって は 

誠に 困る ので ある けれども、 或は ひょっとせば、 萬 葉 學者を 以て 任じ. てゐる ものに も 未だ この 說に 

從ふ 人が 居ない とも 限らぬ と假定 して、 次に 數言 を费 さう と 思った ので ある。 

人 麿が 高津 あたりで 歿した とい ふ說 は、 人 麿 は 石 見の 美 濃 郡 小 野 郷月田 あた. に 生れ、 其 處に生 

育した の だとい ふ說 と關聯 して ゐ るので ある。 その 說は語 家傳說 に本づ くと いふ こと は旣に 總論篇 

に 記載した 如くで あるが、 石 見 八重 蘀に は、 さう いふ 人 麿 傳記を 書いて ゐ るから、 念のために 抄記 

する ことと.^ る， 

「石 見 八重 «」 針 濃 郡 下 柿 本人 丸 朝臣 « 記 g 中 評に。 『人 丸ノ 出生 r 石 見 國美濃 郡 古名 山野 村 

ト云。 大化 元年 御改ァ リテ小 野村ト 云。 文武 帝大寳 三年 三月 遣唐使 一一 粟田 眞人 ヲッカ ハサ ダ時 一一、 

唐土  "則 天皇 后ノ代 一一 ノ、 皇后 日本 朝 ノ事ヲ 尋ネラ ,。 眞 人人 丸ノ 和歌 一一 絕妙 ナグ事 ヲ演ラ レケ レ 

< 皇后 感嘆 セ ラレ、 人 丸へ 封 月 一万 ヲ遣 サン トノ言 也。 此使慶 雲 元年 七月 一一 歸朝シ 此趣ヲ 人 丸へ 


吿ケ レ"、 人 丸 帝へ 如何 可. 有 ャト伺 ヒ奉リ ケレハ 、帝宣 フ樣、 卿カ德 一一 依テ 異朝 ヨリ 封 戶ヲ 與ラ 

グ事 古今 ノ 珍事 ナレハ 卿 力 故鄕ノ 村號ト ナシ、 永 ク焚名 ヲ傳フ べシト 詔リ玉 フー 一 ヨリ、 封 i:V 村ト改 

メラ 产。 後 f 蛾 帝 弘仁ー 一年 一一 又 月 田村ト 改グト 云。 此村 ノ錢部 氏ノ窭 戶ノ方 一一 或 朝 不思議 一一 天童 子 

ァラ ハダ。 年 ノ頃八 九歲ハ 力 リナ, 力、 古 キ柿木 ノ下ニ 立 テリ。 童子" イカ ナグ 人/御子 ナリヤ ト 

問へ 、ノ、 吾ハ父 モナ ク母 モナ シ、 唯 風月 ノ情 一一 テ 出生 セリ。 何某 等 ヲ賴ム ソト有 ケグ。 由 テ此家 二 

養育 セ シ由 一一 モ 云 偉 フ。』 云々。 

『人 丸傳 記幷」 一 御 系 圖詞之 花 ト申ス 歌書 祕傳 書、 當國那 賀郡角 野本鄕 井上 氏ノ 娘、 人 丸公 ノ妻 依羅 

娘 子へ 傳" リ、 此家ノ 重 賈ナレ トモ、 後 此家ノ 菩提寺 曉眼寺 Mil へ上ラ レシ 由 也。 故 一一 右ノ 品々 

此寺ニ 在 リシ ヲ、 住僧 天 隨師市 村 ノ三佛 寺 方， 丈へ 見 セラ レシ ヲ、 吾等 幼年 ノ時其 寺 二 侍 リテ拜 シ、 

系圓ト 傳記ハ 荒々 寫 シ置シ 力、 其 後 貸 失 ヒ悔レ トモ 爲方 ナシ。 然疋， 略 諳記 セ グ故此 書 ヲ作产 一一 ツキ 

思ヒ 出シッ 、十一 一六 七ヲ記 セリ。 後 ノ見グ 人 其 粗漏 ヲ恕 シ玉ヒ テ補ヒ 玉" ン事ヲ 乞フ。 柿 本人 丸公 

御 神 輝 永ク世 一一 傳つ フン 事 ヲ願ノ ミ。』 云々。 

小 野 村 月 田の 傳說 はかくの 如くに 奇妙で 小說の 如くに 面白い ものである。 昔 はかう いふ 荒唐無稽 

め 物語 を 以てしても 人々 は 承知して ゐ たが、 今 は 誰も 承知し なくなった。 そこで 近頃 は、 小 野 族と 


柿 本 族と 關係 せしめ、 その 小 野 村 (和名 抄の小 野 I, 鄕) に 人 麿が 生れた の だと 附會 する やうに なつ 

てゐ る。 

島根 縣史に は、 『小 野 族の 住居に 墓き、 今も^ 田 村に 小 野の 里 あり。 其 地に 式 社 小 野天 大神之 多 初 

阿 豆 委居命 神社 ありて 其 族 神 を 祭れり。 又 小 野 族に 關係 ある 梳本 族の 繁衍 せる 狀は、 已に 前に 說明 

せる が 如し。 此鄕 の區域 は、 it; 田、 高津、 須古、 飯 田、 持 石、 白 神、 內田、 蟲追、 城 九郞、 喜阿彌 

等の 地に 當る』 とい ふ 記載が ある。 卽ち、 小 野の 里、 '田 村に 殘 つて ゐる人 麿に 關 する 傳說 を考に 

入れつつ ある ことが 分かる ので ある。 

なほ、 その 小野鄕 にっき、 大日 本 地名 辭 書の 記述 を 左に 轉载 して 參考 にす る。 

小野郷 和名 抄、 美 濃 郡 小 野鄕、 訓乎 乃。 〇 今 小 野村是 なり、 高津の 西に して、 海岸 ニ里餘 にわたり、 長門國 

阿武 郡 田 万 村に 至る。 延喜 式、 小 野天 大神之 多 初 阿 豆 委居命 神社、 幷に櫛 代 賀姬命 神社の 二 座 は、 今 小 野村大 

字戶 田の 小 野 山に 在り、 此社は 蓋 小 野 臣櫛代 造の 祖を 祭る 者に して、 那賀 郡久代 社と 相參考 すべし、 姓氏 錄に 

よれば、 天 足 彥國柙 人命 を 小 野 姓の a とし、 柿 本 氏 も 同族と す。 

月 田 . 今 小 野の 大字たり、 高 津の西 一里 半。 八重 萚云、 柿 本人 麿 も、 小 野臣と 同祖の 人に して、 小野鄕 戸田村 

の 綾部 某の 宅 をば、 人麻呂 の誕產 したる 所と 傳ふ、 又延喜 式、 菅 野天 財 若 子 命 神社 は戶田 村に 在り。 I 


かう いふ 記載が あり、 小 野 族と 柿 本 族と が 同族 だとい ふこと を 承認し 得る にしても， 小 野と いふ 

土地 は 石 見 以外に も 多く あるので あり、 また 人 麿の 萬 葉の 歌を资 料と して 考察 するとき に、 人 S がー 

石 見に 出生し 其處に 生育した とい ふこと を 承認す る ことが 極めて 困難に なって 來る。  一 

上田 秋 成な ども 旣に、 『先 其 1 に、 石 見國に 生る、 事 は、 彼 秘抄に 因 たるべし。 是れ是 に 非す』。 ： 

『中古よりの 偽妄 にて、 事 好む 者の 作り出た るな.. >』 と 論じて ゐ るので あるが、 ー步讓 つて、 人 it 

を 石 見の 出身者 だと 假定し 得る としても、 人 麿が 歿する 時に 高津 あた. りに 來てゐ なければ ならぬ 必ー 

然性は 甚だ 薄弱に なって 來る。 そこで それ を 無理に 解釋 する ために、 人 麿 は 晚年石 見に 歸 省して ゐ 一 

たので あると か、 國府の 官吏と して 鑑務 等の ために 出張して ゐ たので あると か、 想像 を 達う する， の 

であるが、 生 處と歿 處と略 一致せ しめる あた， 9 に、 通俗的な 人情味の 混入 もあった りして、 その他 

の 具合の 惡 ぃ牽强 材料 I， と共に、 どうしても 承服す る ことが 出來 ない ものになる ので ある。 また- 

小 野鄕の 出身 だとして、 上來の 時の 長歌の 解釋 がどうして 出來 るか、 また 角の 里の 妻との 關係、 上 一 

來の 理由 等の 解釋 はどうして 出來 るか。 其 處には 無理が あって 到底 出來 ない ので ある。 なほこの こ！ 

と は 旣に總 論篇、 人 麿の 生地 本 鄉の條 下で 論じた から 參 看せられ たい。 

.  八 一 


.  八 二 

美 濃 郡 高 津を人 麿 臨終 地と する 說は、 古來 最も 有力で あるに も拘ら す、 贊 成出來 ない こと は旣に 

鴨山考 及び 上述の 鴨山考 補註の ごとくで あるが、 この 高 津說の 不自然な. S を 指 樋した 藤井宗 雄の 石 

見國 名跡 考の 文章 をもう 一 度 左に 引用して 置かう と 思 ふので ある。 それ はこの 藤井宗 雄の 折角の 文 

章 も、 石 見國の 人々 自身が 知らす にゐ ると せば、 正 當な判 斷が出 來ぬ箬 だから、 もう 一度 引用して 

置かう と 思った のであった。 

『き是 はもと、 那賀 郡に て 和名 抄の都 農より 出た る を、 長歌に 那賀 郡の 都 農 を 詠み、 反歌に 上の 

歌 は 詠れ たる か。 遙に 道程 を 隔たる 西方の 美 濃 郡の 高津を 詠まるべき 道理な し。 是は彼 歌と 地理 を 

合せ 見れば 三歲の 童子 も覺 るべき も のぞ。 【註。 歌人 は 地理に 晴く、  土人 は 歌 を 知らす、 故に 似 た- 

る 地名 を 採て  强て 宛た  る  ものな り。  また 高角の 角 は 都 農と も 都 奴と も訓て 直に 都との みは 訓が たく、 

高 津の津 は 今 もた かつと 呼び、 高津 川な ども 唱 へて 能 は 加へ す。 偶た かつの 川な ど 呼と き は、 の 字 

は 助 字と な，.^ て 角の 能と は 異なる を や】。 然を、 文治 以來 の亂 世のと きの 歌人 等の 地理に 暗き は 便 

なき を、 當今 文明の 世に は是 ばか.^ の 事に 心つ かざる に 非す。 然る を尙此 高津を 高角と して、 柿 本 


朝臣の 沒 しられし 地と 心得、 從て鴨 山 も 石 河も此 所と して、 うるさき まで 書ち らし たれ ど、 鴨 山と 

いふが なき ゆ ゑ、 萬 壽の海 溢に 託て 遁詞 し、 遂に 舊染を 洗 ふこと 能 はざる はいかに ぞゃ。 宗 雄は那 

賀 郡なる は、 高角と 書き、 美 濃 郡なる は高津 としる して 是を 別つ。! J:;s:-〕。 此高津 を 柿 本 朝臣の 古跡 

と 云 ふを按 るに、 高角と 高 津と唱 の 似た るより、 彼の 歌を此 所の 歌と 誤りて、 小祠 など を 建た，^ け 

むが、 遂に 名高くな りて 名所と はなれる ならむ。 ^』。 

この 說は、 同じく 石 見の 學者 である ことに 世人 は 氣を靜 めて 注意せ なければ ならない。 そして、 

岡熊臣 でさへ 言 ひ 得なかった こと を、 思 ひ 切って 論斷 して ゐ るの を 尊敬し なければ ならない。 けれ 

ども、 熊 臣は津 和 野 藩士であった から、 事蹟 考辨の 如き 說を 出し、 宗雄は 津和野 藩士でなかった か 

ら、 名跡 考の 如き 說を 出した の だと も觀 察する ことが 出來 る。 

いづれ にしても、 人 麿 歿處高 津說は 感心し 難い 說 である。 これ は 幾た び 繰返しても 同樣 であるが、 

ー體、 拙著 「柿 本人 麿」 の 人 麿歿處 の文獻 を讀ん で、 なほ 高津說 など を 固執しょう とする 學者 は、 現 

代に あって 誰と 誰と であらう か。 


八 四 

右の 如くに、 繰返しつつ 高 津說を 否定し、 先づ 大槪、 物の 道理が 分かった だら うと 思って ゐ ると、 

三月 十五 日發 行の 短歌 新聞に 次の やうな 記事が 載って ゐる。 そして これ は 石 見の 新聞からの 轉 載の 

, 別 きもので あるら しい。 

人 麿 終焉 地爭ひ 

齋藤 茂吉氏 の 鴨山說 否定に 石 見高津 町から 挑戰 

齋 藤茂吉 氏の 著 『柿 本人 麿』 は 學界、 歌壇に 於て 著る しい 反響 を 呼んで ゐ るが、 人 麿 終焉の 地と して 知られて 

ゐる、 縣社柿 本 神社 を 有する 島根 縣美濃 郡高津 町で は、 右の 齋 藤氏 著書 中 人 麿 終焉 地 考證に 付いて 誤謬 ありと 

し、 三月 上旬 地方 歌人 歷史 研究家 を 糾合して 人 麿 研究 批判 會を 開き、 これが 結果 を 全 國に發 表、 齋 藤氏に 對し 

て斷 然挑戰 する ことにな つた。 右は齋 藤氏が 終焉 地 を邑智 郡濱原 村と する の は、， 氏の 推理と 想像から 斷定 した 

ので、 高 津町侧 では 同町 鴨 山が 眞の 終焉 地に 間違 ひない こと を 幾多の 引證 によって 確立し 齋 藤氏 說を 覆へ さん 

とする にある。 その 何れに 軍配が あがる か、 成行き は 興味 を もって 見られて ゐる。 

大槪 この 邊で、 ものの 道理が 分かった だら うと 思って ゐ ると、 依然としてこのとほh^でぁる。 まま 

よ。 もう 一遍 同じ こと を 繰 返さう か。 

高 律に 人 麿の 歌の、 高^^山がぁ ると解釋したのは、 『タ カツ』 と 『ク カツ ヌ』 と 音が 似て ゐ るか 


ら、 それに 牽 强附會 した ものに 過ぎない。 つま，.^ 俗に 云 ふこ じつけ に過ぎないの である，^ 然るに、 

たかつ ね や i  つぬ さと 

入 麿の 歌の、 高角 山と いふの は、 角の 里に ある 山、 卽ち ッヌャ マの 中の 高い もの だから、 タカ ッヌ 

ャ マと 云った ので、 タカ は 形容詞で 固有名詞 ではない ので ある。 之に 反して、 高 津の方 は 語原 は 普 

つ ぬ さと 

通 名詞 的な もの だが、 タ カツが 獨 立した 地名で、 語の 成立が 全く 違って ゐ るので ある。 特に 角の 里 

は那賀 郡に あ h.、 髙津は 美 濃 郡に あるの だから、 場處も 全く 違 ふところに あるので ある。 高 津說は 

かくの 如く、 根本が 間違って 居り、 出 發點が 間違って ゐ るの だから、 あとが どんなに 細かく 論 せら 

れ ようと も 到底 救 はれない ので ある。 

第二に、 人 麿の 辭 世と いふ ものが 傳 はって ゐて、 それ は、 『石 見の や 高 律の 山の 木 間より 此 世の 月 

を 見 はてつ るかな』 とい ふので あるが (隨は 龍 m 計^^。 に)、 この 歌 は、 實 は出鳕 目な ので、 辭 世の 歌な 

どで はなく、 人 麿が 妻に わかれて 上來 する 時の、 『石 見の や 高角 山の 木の間より 我が 振る 袖 を 妹 見つ 

たかつ ぬ やま  たかつ  やま 

ら むか』 とい ふの を 勝手に 變 へて、 『高角 山』 をば、 『髙津 の 山』 とし、 下の句の、 『此 世の 月 を 見 は 

てつる かな』 など は 出 纏 目に 附け 加へ たものに 過ぎない ので ある。 一 體、 入 磨の やうな 歌人が、 『こ 

の 世の 月 を 見 はてつ るかな』 などと いふ 歌 句 を 作る かどう かとい ふこと を 一考したならば、 かう い 

ふ 俗說が 如何に 世間 を 欺かう として ゐる もの だかが 分かる。 それ をば 昭代の 進步 した 今日な ほ 固執 

八 五 
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しょうと する に 至って は、 同罪 を 以て 取极 ふべき である。 そして、 この 俗 說は旣 に正徹 物語に 載つ 

てゐる こと 次の 如くで あるが、 私 は 事が 餘り 虚妄な ので 總論篇 では 取扱 ふこと を 欲しなかった 程で 

ある。 

此事傳 へて 二三 ケ國の もの ども、 みなみな これへ 參 りたり ける よし、 人の かたりし を 承り 侍りし。 此高津 は 人 

麿の 住た まひし 所 也。 萬 葉に 

石 見の やた かつの 山の 木 間より 我 ふる 袖 をい もみつ らん か 

と 云 歌 は、 こ.. - にて よみた まひし 也。 是 にて 死去 有け る 也。 自 逝の 歌 も 上句 は 同 物 也。 

石 見の や 高津の 山の 木 間より 此 世の 月 を 見 はてつ るかな 

と ある 也。 人 丸 には子 細 ある こと 也。 和歌の 絶ん とする 時、 かなら す 人間に 再來 して、 此道 を績給 ふべき 也。 

神と あら はれし 事 もた びく 也。 

かう いふので、 『此高 津は人 麿の 住た まひし 所 也』 とか、 『是 にて 死去 有け る 也』 とか 云って、 斷定 

して ゐ るの だから、 後世の 者が 皆 欺かれて しまったの である」 45 顯 常の、 臨 入お 有：， 歌、 嘆 二 山間 之 月、 

溘焉爲 P 別 云。 とい ふの を始 とし、 皆然ら ざる ものがない。 ただ、 上田 秋 成が 評して、 『是は 事實を 

おさす して、 妄談 のみなる は、 此 僧の 世 頃の さま 也と して、 聞べき にあら す』 (欲 聖傳 追考) と 云つ 


てゐ るの は、 眼力が 確で あり、 その他に も 秋 成 は從來 の妄談 俗說を 批評 訂正して 吳れて 居る 個處が 

多い。 この 人 麿の 辭 世の 歌に ついても、 『いつの 世の 人の 僞言 にや、 朝臣の 臨 死 時の 歌な りと て、 石 

見の や 高角 山の 木 間よ， 0 浮世の 月 を 見 はてつ る 哉と 云 事 を、 專ら云 はやせ. T -。 此歌は 石見國 よ， 0 妻 

に 別れて 上る と 云 長歌の 末の 反歌に、 石 見の や 高角 山の 木 間 ゆ も 振る 袖 を妹兑 つらむ かと ある 末 

をと りかへ たる ものに て、 古歌 しらぬ 人の い たづら 事 也。 浮世の 月 を 見 はてつ ると 云詞 は、 其 世に 

は^ 尼 だ もよ むま じき 也。 徹 書記 物語に は、 此 世の 月と 有り。 ことわり 聞 ゆるが 如く、 猶 古歌の 詞 

に 非す。 此歌勘 文に も 載ざる は、 顯昭の 頃に はさる 僞言 まだ 云 はざる ことと 思 ゆ。 かゝる 拙き 詞を 

以て、 御名 を稳 さん 事い とも かしこし』 (s^ 聖傳) と 云って 居る。 高 津說を 固執しょう とする 人々 は、 

此文 など を 先づ靜 かに 讀 むべき である。 

僧顯 常の 人 丸事 跡考 は、 人麿傳 についての 知識に 足りぬ ところがあった 爲 めと 解 釋 していい。 そ 

れ から、 岡 熊臣の 如き 相 當の學 者が、 高 津說を 打破し 得なかった の は、 熊 臣は津 和 野 藩の 學者 であ 

り、 高 津の柿 本 神社 は 津和野 藩主 龜井 氏の 尊崇す ると ころであった とい ふこと を、 世の 人々 は顧盧 

せねば ならぬ ので ある。 それ は敢 て曲學 とい ふので はない。 知らす 識ら すのう ちに、 暗 指 を 懸けら 

れ たやう に、 眼力の 鈍る ことがあ ると いふ 心理 狀態を 私は觀 察して 居る からで ある。 

八 七.  . 


石 高津 町の 有志、 柿 本 神社 社 司、 石 見の 歌人、 石 見の 歷 史家 等が 揃 も 揃って、 人 麿 終焉の 地 は 

髙津 だな どと 固執す る ことがあっても、 私 は 別に 驚かう と は 思 はない。 岡 熊臣の 如き 學者 でも 眼力 

が 鈍った のであって 見れば、 現代の 平凡な 諸氏の 眼力の 及ばな いのは 攀ろ當 然と 謂 はねば ならぬ か 

ら である。 

五 

昭和 十 年 三月 十四日 私 は 高 津町柿 本 神社 社 司 中島 g 彌 氏の 來訪を 受け 引見した。 このたびの 中島 

氏の 上京 は、 柿 本 神社 をば 別格 官幣 社に # 格せ しめたい 念願で あり、 趣意書 は 天下 多くの 名士の 贊 

成 を 得つつ あった。 私も亦 趣意書の 贊成 者の 一 人と して 署名した が、 これ は高津 終焉 說に贊 成した 

ので は 無論 無い。 

その 時 中島 氏 は、 やはり 人 麿 歿處高 津說を 固執したい 口吻 を 漏した。 そして 云 ふに、 昔、 鵜 鼻の 

處に柿 本 神社が あった。 今でも 鴨 島の 瀨と稱 へる 暗礁が ある。 高津 川の 流域に は 石 川と いふ 姓が あ 

たかしろ 

KV 高 城 村に は 石 川と いふ 姓が 多い。 また、 淸水 眞三郞 氏の 石 見 祌祇史 稿に 據 ると、 石 見に は 大和 

系統の 神社が 多く、 特に 小 野 系の 神社が 多い。 云々。 


けれども、 中岛 氏の 話された やうな 論據 は、 私 は旣に 調べて ゐた。 特に 淸水 眞三郞 氏の 石 見祌祇 

史 稿の 說は、 古田 東 伍 博士の 神 村 說に贊 成して ゐ るので 決して 高津說 ではない ので ある。 淸水 氏の 

說は縣 史が旣 に 抄出して 居り、 『彼の 柿 本人 丸が 鴨 山の 岩根し まける と 歌 ひし 鴨 山 は 神 村の 山地な 

るべ く、 神 村 はカモ 村の 轉訛 にして、 鴨君祌 君と 同一 類例 なれば なり。 萬 葉 集 人 丸の 歌に 見 はれた 

る 角の 浦 回、 角の 里、 高角 山 は 都農鄉 (和名 鈔) に 屬し祌 村と 隣地帶 にして、 鄕內を 流る る 敬 川の 

ほとりに、 小 野の 地名 を存 し、 小 野 族た る 人 丸の 緣故を 物語る もの »し とせす。 而 して 鴨 村— 神 村 

(上 村) は、 石 見に 植民せ る 大和 葛 城の 尾 張 族に よりて 推移した る 葛 城 鴨 村— 神 村なる を 想 はしむ る 

もの あり』 云々 とい ふので あるから、 高 津說の 辯讒に はならぬ ので ある。 また、 小 野 族 小 野 族と い 

ふけれ ども、 美 濃 郡 小 野 村 月 田の 傳說 が、 那賀郡 二宮 村 敬 川の 字に 小 野が あるとまで、 飛んで 來て 

ゐ るの だから、 根據 にも 何にも ならない ので ある。 鴨 島 は 中島 氏の 話で は 暗礁に なって しまって ゐ 

たが、 これ も 地質 學方， 面の 專門 家の 說を聽 くなら ば、 輕々 しく は 云 ひ 難い 事柄で ある。 また 鶴 鼻の 

こと は 今までの 傳說に は 無い ことで あり、 鴨 島の 傳說 は、 高津 川と 益 田 川との 間にあるの だから、 

賴 鼻と は 大分 場處 はは づれ てゐ るので ある。  ， 

私 は その 時 中島 氏に 云った。 『柿 本 神社の 昇格 はまこと にね が はしい ことで あ，. > ます。 ただ 高津 

八 九  ， 
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を 人 麿の 終焉 地と 固執な さる こと はいかが な もので せう か。 現代で、 少しで も眞 面目に 萬 葉 集を讀 

み、 それに 本づ いて 人 麿傳を 考慮す る もの は、 髙津の 山の 木 間，^, 0 浮世の 月 を injP よて つるかな でよ、 

なん ぼ 何でも 承知 はしないで せう。』 

なほ、 石 見から 共同して 私の 鴨山考 にむ かって 『挑 戰』 して 來 たなら、 またも 繰返して、 t んで 

くくめ る やうに その 蒙 を 啓く の も 人 麿 尊敬の 一端と はお も ふけれ ども、 鴨山考 補註が、 それほど ま 

で 調子 をお ろし、 道草 を 喰 はねば ならぬ 義務 は 無い とお も ふから、 この 邊で 筆を擱 くこと とする。 

鴨 山考の 中に、 松 岡 氏の 日本 古語 大 辭典 は、 高津鴨 島說の やうに 記した が、 それ は 引用で、 寧ろ 吉田 氏の 祌村說 に 傾いて ゐ 

る やうで あるから、 訂正して 置く。 
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諸氏から 同情に 滿 ちた 紹介 をた ま はった が、 武 田祐吉 博士 も いちはやく 短歌 研究 新年 號で、 「柿 本人 

麿讀 後烕」 を 書かれ、 極めて 同情 深い 言葉 をた ま はった こと を 私 は 心から 感謝す る。 また 以上の 諸 

家の 文中、 過褒で 敢 て當ら ぬと ころも あるが、 これ は 等しく 萬 葉 を 尊敬し 人 麿 を 敬愛す る 同志の 會 

釋 だとして、 私 は 忝く 拜受 する ことにした。 

また、 武田 博士の 文 は 私の 鴨山考 に觸れ られ、 鴨山考 立論の 缺點を 指 樋せられ ると 共に、 博士 年 

来の 國府說 を も 附記せられ たの は、 最も 有益 を おぼえた ものであった。 然るに、 私 は新說 として 鴨 

山考を 立てて ゐ るので あるから、 勢 ひ 博士の 國府說 に そのまま 從 ふわけ に は 行かぬ によ，.^、 玆に 1 
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言 を 述べて 博士 並に 學界の 批判 を あ ふぐ ことと した。 それ ゆ ゑ、 この 一文 は 私の 鴨山考 補註の 一部 

と 看做す こと も出來 るので ある。  . 

文中 私 は 種々 の 萬 葉の 歌 を例證 として 揚げて ゐる。 これ を 萬 葉 專門學 者た る武田 博士 一  人に 讀ま 

しめる の だとす るなら、 恰も 聖賢に むかって 實踐 倫理 を談 する が 如き もので なければ ならぬ。 併し 

この 小 文を發 表する 以上、 萬 葉 學專門 家で ない 多くの ァ ララ ギの讀 者 をも豫 想の 中に 入れる ので あ 

るから、 私 はな ほこの 煩瑣 をも敢 てしたの を 認容せられ たい。 

理會を 容易に する ため、 武田 博士の 文 を 次に 轉载 し、 それにつ いて 私見 を 述べる 方が いいやう で 

ある。 

鴨山考 は、 本書 中で も 特に 著者の 力 を 用ゐた 考證の 1 であると 思 はれる。 これに 就いては 著者 

の考の 基礎 條 件に 重大なる 一 項 を 漏して はゐ ないかと 思 ふ。 著者 は、 論證を 進めて ゆく 甚 礎と 

して、 

第一、 人 麻 呂が石 見國で 死んだ とい ふこと を 認容す る こと。 


第二、 石 見 娘 子、 依羅娘 子が 同一人で あ.^、 且つ 人 麻呂歿 時に 依羅娘 子が 石 見に 居った。 この 

二つ を，？ S める こと。  . 

第三、 人 麻 呂は晚 年、 石 見 國府の 役人と してな たこと。 

の 三 項を條 件と して ゐる。 それに 全然 異論 は 無い。 しかし これが 爲に人 麻呂が 國府を 離れた 地 

で 死んだ とい ふ 結論 は 出て 來 ない。 從 つて 鴨 山 を國府 から 相當 距離の ある 處に 求める とい ふ議 

論に は 進行し ない。 

それ は、 當 時の 婚姻の 習俗 を 考慮 せらる ぺ きであった。 人麻呂 はかって その 妻 輕の娘 子が 死ん 

だ 時に も その 臨終に 接しなかった。 纔に、 黄葉の 過ぎて 往 にきと 玉 梓の 使が 云った ので、 居る 

にも 居られす して 輕の 市に 出 懸けて 行った。 女子 は 普通 自家に 居り、 男子 は 夜々 これに 通 ふ。 

その 間 は 相當に 距離の ある 場合が ある。 石 見 娘 子 こそ は 角の 里に 居た ので、 人麻呂 はむしろ 國 

府で 歿した と 見る 方が 順當 である。  . 

子等が 家 道 やや 間遠し ぬば たまの 夜 渡る 月に 競 ひ あ へむ かも 

これ も 人 麻呂の 歌で は 無い が、 當時 妻の 家へ 行く のに、 やや 距離の ある ものが あった 事 を 歌つ 

てゐ る。 それで、 鴨 山の 場合に 地名の 龜 から 聯想せられ てこれ を 求める の は、 差 支 無い として 


も、 國府 から 離れて ゐ なければ ならぬ とい ふ 根據は 首肯し 得ない ので ある。 

かう 云 はれて ゐる。 なほ、 柿 本 朝臣 人麻呂 歌集に 關 する 武田 博士の 研究に ついては、 私の 記載が 

總論篇 では 省略した 姿で あつたが、 これ は 評 釋篇の 方で、 大體 摘記して ゐた 害で ある。 

右の 武田 博士の 文が 示す 如く、 私が 鴨 山考を 進めて 行く のに、 三つの 條件 を先づ 認容して 貰 ふこ 

と を 約束して 居る。 それ をば 博士 は、 鴨 山と 國府 との 距離 を 相當に 遠くす るた めの 要約 だと 看做し 

0  0  00000000000000000000000 

この 三 項の 條 件に は 全然 異論 は 無い が、 『しかし これが 爲に人 麻呂が 國府を 離れた 地で 死んだ とい 
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ふ 結論 は 出て 來 ない。 從 つて 鴨 山 を國府 から 相當 距離の ある 處に 求める とい ふ 議論に は 進行し な 

い』 と 批評して 居られる ので ある。 

併し、 これ は 博士が、 雜誌 原稿の 締切が 切迫して ゐ たために、 私の 文章 を精讀 せられる 暇が無く- 

見落しせられ たので ある。 私が 鴨 山考を 立てる に 際し、 先づ この 三 項の 要約 を 論じた の は、 『鴨 山と 

國府 との 距離 を相當 遠くに する』 とい ふ 結論に 導く ための 前提で はなく、 もっと 別な 大切な 意味が 

あつたの である。 人 麿が 國府 から 十 數里隔 つた 濱原 あたりで 歿した と考 へる 私の 新說に は、 ほかの 

理由が いろいろ あるので、 單 にこの 三 項の 要約から 導引歸 結せられ たもので はない。 この 事 は 煩 を 

いと はす 以下に も 少しく 說明を 繰 返す が、 私の 鴨 山 考には それが 說 明して あった 替 である。 從 つて- 


その 三 項 を 認容して 置きながら、 直ぐに、 『しかし これが 爲に人 麻呂が 國府を 離れ. た 地で 死ん たとい 

ふ 結論 は 出て 來 ない』 と 批判 せられた 博士の 言 は、 稍 非論理的 だと 謂 はなければ ならない。 

一 、 人 麿 が 石 見で 死んだ とい ふこ と を 認容す る こ と。 こ れは萬 葉 集 の 人 麿 の 歌 を 認容す る こと 

で、 これが 鴨 山考の 根源 をな す ものである。 なせ かとい ふに、 若し 人 麿が 山城の 賀茂 社に 關係 ふか 

い 石 川の 濑見 小川 あた， 0 で 死んだ などと 想像す るなら、 解釋が 毫も 面倒で なくなって 來 るからで あ 

る。 併し、 これ は 飽くまで 人 麿 は 石 見で 死んだ として、 考を 進めて 行かねば ならぬ ので ある。 併し- 

この 條伴は 毫も 國府 • 鴨 山 遠隔の 結論 を 要求して はゐ ない。 
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一一、 石 見 娘 子、 依羅娘 子が 同一人で あり、 且つ 人麿歿 時に 依羅娘 子が 石 見に 居った、 この 二つ を 

認める こと。 なせ こ の 條件を 立てた かとい ふに、 石 見 娘 子と 依羅娘 子と が 別人 だとい ふ說が あ.^ - 

又 人 麿が 歿した 時、 依羅娘 子が 大和に 居た とい ふ說が あるので、 かう いふ 事 を 皆 認容して ゐては 鴨 

山考は 成立し ない。 よって 其 等の 說を 淸算 しつつ この 條件を 立てた ので ある。 そして 私 は 依 羅娘子 

は 人 麿の 死んだ とき、 國府 或は 角の 里 (都 農鄉) に 居た だら うと 想像した けれども、 この 條 件から 直 

ちに、 人 麿と 娘 子との 場處の 距離 を 遠 く J - ようと は 企てて ゐ ない。 卽ち國 府 • 鴨 山 遠隔の 結論 をば 

卞， J の條 件から 導出 さう として ゐ るので はなや。 そして 私 は 大和 說を 否定して ゐ るの だから、 人 麿^ 
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時に 娘 子が 大和に 居た だら うとい ふ從 來の說 よりも 寧ろす つと 近くな つた 訣 である。 卽ち、 國府. 

鴨 山 遠隔 說へ の 要約と はならぬ ので ある。 

三、 人 磨 は 晚年石 見 國府の 役人と して ゐ たこと。 この 條件 をな せ 立てた かと 云 ふに、 人 麿は晚 

年 石 見で 何 をして 居た だら うかと いふ 問題に 對 しての 說は、 第一 はこの 役人 說。 第二 は 人 麿 は 石 見 

高 に 近い 小 野鄉の 出身で 晩年に 石 見に 歸 つて ゐ たの だとい ふ說 であるが、 この 第二の 說に據 ると 

人 麿は必 すし も 國府に 住んで ゐ なく ともよく、 高角 山が 今の 高 津の山 だとして、 依 羅娘子 も 高津の 

近くに 住む ことと なって、 解釋が 違って 來、 『角の 里 見む』 云々 の 歌の 解釋 など は出來 なぐな つて 來 

るので おる。 第三 は 高 崎 正 禿 氏 等の、 人 麿 は 巡遊 伶人であった だら うとい ふ說 である。 この 說 によ 

ると 人 磨が 筑 紫に 行ったり 石 見に 行った， 0 したの は、 采詩官 として 旅した の だら うとい ふこと にな 

る。 さすれば 無論 人 麿 は 國府に 固定して 住まな く ともよく、 高 崎 氏 等の 所謂 巡遊 伶人と して 巡遊し 

てゐ るので ある。 さう いふ 種々 の說の あるの を 私 は、 國 ，5 役人 說に 定めて、 さう 約束して、 それ を 

條件 として ゐ るの だから、 つまり 人 麿 を 國府に 住ませて 居る 說 なので ある。 ゆ ゑに、 この.^ 件から 

は、 直ぐに 國府 • 鴨 山 遠隔の 結論 は 導 かれられな いので ある。 卽ち私 はこの 條 件から さう いふ 結論 

を 誘導し ようと は意圖 せない ので ある。  • 


右の 如くで ある。 よって、 武田 博士が、 この 三條 件から は、 鴨 山 は國府 から 離れた 處 だとい ふ說 

に 進行 しないと いふの は、 寧ろ 當然 自明の 事であって、 私の 鴨 山考の 急所 を は づれた 批點と 謂 はな 

OOOOOOODOOOOOOOOOOOOOOO  000000000 

ければ ならない。 私が、 鴨 山 は國府 から 離れて ゐ なければ ならぬ とい ふの は、 如是の 三條 件よ，. > も- 

0000000000000000 

ほかの 理由に 基づいて ゐ るので ある。 

t, 

私が、 人 麿の 歿處鴨 山と 石 見國府 とが 相 當に隔 つて ゐ ただら うと 結論した の は、 以上の 三條 件で 

なくて、 他に 理由が あつたの だとい ふこと を 云った。 その 大體は 次の 如き ものである。 

それから、 『知らに と 妹が 待ちつつ あらむ』 であるから、 妻が 國府 にゐ たと して、 少く とも、 十 

里 以上、 十四 五 里ぐ らゐ隔 つた 場處 でなければ ならない。 なせ かとい ふに、 假に人 麿が 急性の 

病に 權 つて.^ した (私 は、 慶雲四 年の 石 見の 疫病 大 流行 時に 人 麿が 歿した と考 へる ので ある) 

としても、 數 日手當 をして、 そのうち 容態が 險惡 になり、 それから はじめて 妻に 通知 するとい 

ふ 手順になる ので あり、 併し 其 も 間に あはす、 人 麿の 死去 を 通知した 趣の 歌で ある。 それ だか 

ら、 人 麿の 歌から 見て、 どうしても 距離が そんなに 近い 箬 はない。 若し 距離が 三 四 里 或は 四 五 

九 七 
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里のと ころと せば、 直ぐ 妻に 通知し、 直ぐ 妻が 來る箬 である。 それが 出來 なかった 事が この 歌 

で 分かる の だから、 少 くと も國府 から 十四 五里隔 つた 處と考 へねば ならぬ。 さう いふ 點で、 從 

來の 濱田說 も、 神村說 も、 惠良村 說も餘 り 距離が 近 過ぎる。 次に 依羅娘 子の 悲しんだ 歌に、 『石 

川の 貝に 交，.^ て』 とい ふの が ある。 これによ つて 諸 學者は 多く、 海濱 にある 川、 或は 海濱 にあ 

る 山 を 捜し求めて、 適當の 場處が 見附から なかった ので あるが、 橘 守 部、 近 藤芳樹 等の、 『石 川 

の 貝』 は、 『石 川の 峽』 の 意 だとせば、 必 すし も海濱 でな くと もい い。 狹間 であるから 却って 海 

濱で 無い 方が いいと いふ ことになる。 下略。 (柿 本人 麿 三 五一 頁) 

かう いふ こと を 私 は 云って 置いた ので ある。 この 文章に は、 未だ 脚註 を 要する 點が ある けれども、 

それ を 私が 省いた の は、 鴨 山考を 書く ころに は、 もはや 國府說 は 除去しても いいと 思った ぐら ゐに 

重き を 置かなかった からで ある。 なほこの 國府 說に關 する 文獻は 後に 纏めて 記す つも， 0 である。 

さて、 若し、 私の 說の、 國府と 鴨 山との 距離が 十四 五 里ぐ らゐ なければ ならぬ とい ふの を 否定し 

ようとす るに は、 ここに 書拔 いた 理由 を 打破る だけの 有力な 根據 がなければ ならぬ。 ただ 漫然と、 

人 麿が 國府の 役人であった から、 國府で 死んだ とい ふ 如き 理由で は 根據が 薄弱で、 綜合して 鴨 山^ 

ち灝府 の. a とい ふわけ i,,! は 行かな.；，。 


そこで、 武田 博士 は 國府說 を 守るべき 論據 として、 同時に 私の 國府 • 鴨 .H 遠隔 說を 破るべき 唯一 

の 理由と して、 人 麿 時代の 婚姻 習俗と いふ 事實を 提出せられ たので ある。 さりながら、 『女子 は 普通 

自家に 居り、 男子 は 夜々 これに 通 ふ』 とい ふこと は、 大體私 も 知って ゐ たが、 この こと は 鴨 山考を 

立言す るに 當 つて、 人 麿の 歿 時と、 依羅娘 子との 關 係に 餘り 重大な 役目 を しないと 思った ために 特 

に 鴨 山考の 中で は 詳述し なかった ので あるが、 今武田 博士が この 習俗 を 非常に 大切な 事柄と して 提 

出せられ たから、 それにつ いて 次に 愚見 を 述べ、 國府說 を 否定す ると 共に、 私の 鴨 山考を 確立す ベ 

き 論據の 補註と しょうと 思 ふので ある。 

人 麿が 國府で 歿した として、 歿する に は 歿する までの 過程がなければ ならぬ。 ゆ ゑに 先» が、 頓 

病と か 溺死と かいろい ろ 空想した ので あつたが、 それが 皆 不自然で、 その 說 では 人 麿の 歌 や 依綠娘 

子の 歌の 解釋が 第一 附 かない。 そこで 私 は 疫病 說を 新しく 立てた ので あり、 これなら ば 解 釋が附 き、 

先づ 動かない 說と謂 ふべき である。 

さて、 人 麿が 痢疫の 如き 疾で 歿した として、 私 は その 歿處を 現在の 濱原 あた. と 考察した の だが- 


一 〇〇 

今假に 國府說 に據る ことと して、 人 麿が 國府で 歿した とすれば、 國府で 篤い 病氣に 罹って ゐる人 麿 

と、 人 麿の 妻の 依羅娘 子との 關係は 奈何と いふ ことが 考察の 對 象になる。 

武田 博士 は、 『女子 は 普通 自家に 居り、 男子 は 夜々 これに 通 ふ。 その 間 は 相當に 距離の ある 場合が 

ある。 石 見 娘 子 こそ は 角の 里に 居た ので、 人麻呂 はむしろ 國府で 歿した と 見る 方が 順當 である』 と 

云って 居られる が、 博士の 國府說 の根據 となった この 文章で 見る と、 重篤の 病氣に 罹って ゐる人 麿 

を その 妻の 依羅娘 子に 通知し ない ことにな つて ゐる。 これで はまる で 鳥獸の 世界に 等しい。 七面鳥 

など を 飼って 見て ゐ ると、 雄鳥が まさに 疾 のために 死なむ として ゐ るのに、 雌鳥 は 別に 歎 かう とも 

しない。 

つね さと 

それから、 人 麿の 妻の 家 は 角の 里に あった こと は、 人 麿 上來の 時の 長歌で 大體 分かる が、 人 麿が 

國府に 居た とき、 特に 人 麿の 臨終の 時に、 妻が 國府に 居た か 角の 里に 居た かもさう 簡單に は 斷定出 

來 ない 群 人)。 併し、 武田 博士の 說に從 つて 妻が 其 時假に 角の 里に 居た として 論 を 進める。 

人 麿が 國府で 死なむ として ゐる 時、 妻の 依羅娘 子が 角の 里に 居た として、 伊 甘の 石 見 國府と 角の 

里 (都 農の 里、 都 農鄕、 都 農 七 浦) との 距離 は 二 里 かせいせ い 三 里に 過ぎない。 海岸の 具合 は 人 麿 時 

代と 現在と は 違 ふらしく、 これ は 長歌の 評釋の 方で 觸れ た箬 だが、 都農鄕 の場處 にもよ るから、 二 


i 乃至 三 里の 距離と 看做して よく、 普通の 徒 步でニ 時間 か 三時 間、 いそぎ 足 乃至 _軀步 で 一時間 か 二； 

時間、 馬で 三十 分 乃至 一時間で 到 著す る場處 である。  一 

次に、 當 時の 習俗と して、 通知の 使者. が 有った か 無かった かとい ふこと が 問題になる が、 これ は 一 

萬 葉 集 を 見れば わかる。 

もも へきし 

百 重に も來及 かむ かもと 思へ かも 君が 使の 見れ ど 飽か ざら む (卷 『 四 九九)  ： 

. 一 

つ ね  一 

常 やま や 通 ひし 君が 使 來す今 は 逢 はじと た ゆた ひぬ らし SST 五 ョ 一)  一 

いで たち 

我 背 子が 使來 むかと 出立の この 松原 を 今日 か 過ぎな む へ卷 九。 ニハ七 5 

.  まづ かひ 

立ちて 罟て たどき も 知らに 思 へ ども 妹に 齿げ ねば 間 使 も來す S 一十  一。 二三 バ. 八) 一 

家人 は路 もしみ みに 通へ ども 吾が 待つ 妹が 使來 ぬか も (卷 十一。 二 五 二 丸) 

吾が 戀 ひし 事 も 語ら ひ 慰めむ 君が 使 を 待ち やかね てむ (卷 十一。 二 五 S 三)  ， 一 

，誰 そ 彼と 問 はば 答へ む 術 を 無み 君が 使 を 還し つるか も (卷 十一。 二 五 四 五)  一 

こころに は 千 重し くしく に 念へ ども 使 を 遣らむ 術の 知らな く  (卷十  一。 二 五 五一 一) 

人 言 を繁 みと 君に 玉 梓の 使 も 遣らす 忘る と 思 ふ な (卷十  一二 一  五八 六」  " 

逢 はなく は 然も あ なむ 玉 梓の 使 を だに も 待ち やかね てむ (卷 十二。 三 一〇 一 5  ： 


.  .  -  一 〇 二 

是等は 多く 戀 愛に 關 係した 使者の 例で あるが、 かう いふ 使者と いふ ものが 實際行 はれて ゐ たこと が 

分かる。 戀 愛の ための 使者が あつたと せば、 戀愛 以外の 實 生活に、 この 使者の 行 はれた こと は 云 ふ 

まで もない。 

もみ ぢは  い  おと 

奧 つ 藻の 靡きし 妹 は 黄葉の 過ぎて 去に きと 玉 梓の 使の いへば 梓弓 聲に 聞き 

て (卷 二。  二 〇 七) 

もみ ぢ は 

黄葉の ち ，0, ぬるな べに 玉 梓の 使 を 見れば 逢 ひし 曰 念 ほ ゆ (卷 二。  二  0 九) 

家 知らば 行きても 告げむ 妻 知らば 來も問 はまし を 玉 禅の 道 だに 知らす 欝悒 

しく 待ち か戀 ふらむ 愛しき 妻ら は (卷 二。  ニニ  0) 

さみ  ぬ  うは * き 

妻 も あらば 採み て たげ まし 佐 美の 山野の 上の 宇 波 疑 過ぎに けらす や (卷 二。  ニニ 一) 

つま 

草枕 旅の やどりに 誰が 夫か國 忘れた る 家 待た まくに (卷 一一 一。 四 三ハ) 

た+ 二つ さ  こと 

いつしかと 待 つらむ 妹に 玉 梓の 言 だに 告げす 往 にし 君 かも (卷 三。 四 四 五) 

いつしかと 吾 待ち 居れば 黄葉の 過ぎて 行きぬ と 玉 梓の 使の 云へば 螢 なす ほ 

のかに 聞きて 大地 を 炎と 踏み (卷 十一 一一。 三 三 四 5 

おも ちち まな ご 

いねた る. < は 母 父に 愛子に か あらむ 若草の 妻 か あ， 9 けむ 思 ほしき 言 障 て む 


，やと 家 問へば 家 を も 吿らす 名 を 問へ ど 名 だに も 吿らす (卷 十三。 1111 一二 11 六) 

お も ち ち  た 力た 力 

母 父 も 妻 も 子ども も 高々 に來 むと 待ちけ む 人の 悲し さ (卷 十三。 三 111=1 七) 

あ り t て  ま  ふ  きみ  ， 

家人の 待 つらむ もの を つれ もな き 荒磯 を 纏き て 偃せ る 公 かも S 十一 11。 三  一一 51) 

つら ふち  こや  きみ 

枘 潭に假 せる 公 を 今日 今日と 來 むと 待 つらむ 妻し 悲し も (卷士 一一。 三  一一 5  二) 

柄 浪の來 寄す る濱 につれ もな く 偃した る 公が 家 道 知らす も (卷ナ 1 一一。 三 三 gniD 

かう いふ 歌が ある。 これら は、 人の 死んだ 時に その 通知の 來た 使者の こと。 それから、 この 死人に 

いき 

も 父 も あれば 母 も ある だら う。 また 妻 も ある だら う。 若し 自 I の あるう ちに 知ったら、 來て 介抱 もし 

ただら う、 看護 もした だら う。 然るに それが 間に あはす、 また 家 も 不明で かう して 死んで ゐ るの は 

憫然で ならない とい ふこと を 歌 つて ゐ るので ある。 『妻，^ らば 來も問 はまし を』 とい ひ、 『妻 も あら 

ば 採み て たげ まし』 とい ふの は、 明瞭に 看護の こと を 云って ゐ るので ある。 決して、 鳥獸の 如き 態 

度 を 採って ゐな いこと を 明示して ゐ るので ある。 併し、 それの 出来なかった やうに 歌って 居る の は- 

病人 乃至 死人と その 家人 或は 妻な どの 關 係が、 看護な ど をす る やうな 條 件に 置かれなかった、 卽ち 

遠くに 隔 つて vQ ると か、 或は 行旅 病 者の やうな 有樣 であった ためだと いふ こと を 示して ゐ るので あ 

る。 人 麿が 證岐 狹岑 島の 死人 を 見て 詠んだ の も、 大伴三 中が 丈 部 龍麻呂 の自經 して 死んだ 時に 詠ん 

1 〇 三 
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だの も、 皆 さう いふ 狀態 にあった ので ある。 それから、 男が 女 を 悼んで 歌った 歌の 場合 も あるが、 

卷 十三 (三 三 四 四) の 歌な ど は、 女が 男 を 悼んで 歌って ゐ るので、 明かに 當 時の 女が 七面鳥の 雌の やう 

な 態度で 平然として 居なかった こと を證 明して ぬるので ある。 

以上 は當 時の 事實 である。 さすれば、 人 麿が 國府で 篤い 病に 罹って ゐる 時に、 徒步で 二三 時間、 

馬で 一 時間 足らす の 距離の 角の 里に ゐる 妻に 使 を 出さぬ とい ふこと が腑に 落ちない ので ある。 使 を 

出した と考 へる 方と、 使 を 出さなかった 方と、 どちらが 可能性が 多い か、 どちらが 道理に 叶 ふかと 

いふに、 使 を 出す とい ふ 方に 可能性が 多い。 使 を 出さない とい ふ 方 は 寧ろ 特別の 場合 (Mg^ 考) と 看 

做さねば ならない。 これに は 批點の 打ち どころ は 無い 替 である。 

批點の 打ち どころ が 無い にも 拘ら す、 人 麿 自身の 歌に 據れ ば、 人 麿の 臨終に 妻が 間にあって ゐな 

い。 この こと は武田 博士 等の 人 麿歿處 國府說 では、 奈何に しても 說 明が 附 かぬ ので ある。 卽ち、 人 

麿が 國府で 歿した とい ふ說に 大きな 疑問が あるので ある。 端的に いへば、 國府歿 處說は 駄目 だとい 

ふこと になる ので ある。 


國府 歿處說 は、 聯想が 向き 易く、 誰でも 一度 は 通過す る說 だが、 かくの 如き 缺陷が あるので 私の 

如き はは やくから 國府說 は 除去して ゐ たのであった。 同時に、 人 麿の 臨終 時に 妻が 間に合 はな かつ 

た 原因 をば、 兩 者の 距離の 關係 にして 考 へるなら、 人 麿と 妻の 依羅娘 子との 距離 は、 もっと 離れて 

ななければ ならぬ、 少く とも 急性 疾患で 歿した 人 麿に 逢 ふ 間の 無かった ぐら ゐの 距離で なければ な 

らぬ。 とい ふこと になって、 考證を 進めて 行った ので ある。 卽ち、 『妻 知らば 來も問 はまし を』 であ 

る けれども、 それが 叶はなかった 狀態 を、 主として 距離に 主點を 置いて (S き 腿體， ^r) 考察した 

ので あるが、 その. 場處の 距離 を濱原 あた， 0 と見當 をつ けた 私考の 奈何に 自然で あるか は、 この 一事 

を 見ても 分かる ので ある。 

この 距離の こと は、 事蹟 考辨、 名跡 考、 人 麿と 其 歌の 著者ら も考 へて はゐ たが、 其處 まで は考が 

及ばなかった。 ただ 豊田 八十 代 氏が 不思議に もこの 距離の 問題に 觸 れてゐ たの は、 卓見と 謂 はねば 

ならぬ。 

また、 この場合に 依羅娘 子が 大和に 殘 つて 居た とすると、 單に 距離の 問題の みならば、 よく 解釋 

がっくの である けれども、 それ を 否定して、 石 見に 居た として 論じて ゐ るの だから 此 處に當 嵌まら 

ない ので ある。 ここに 於て 私の 鴨 山考の 立論の はじめに 約束した 條 件が 有力に なって 來る こと を 注 

1 〇 五 
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意して 欲しい ので ある。 

人 磨が 重篤な 病に 罹って (？ i 說) ゐた 時、 妻に 知らせ 得す 間に あはなかった の は、 つま， 9、 當時 

の 風習 事實 として 當然 間に あ ふべき 箬 なのに 間に あはなかった とい ふの は、 距離が 遠いた めで あつ 

た。 それ ゆ ゑに、 餘り 距離の 接近して ゐ る國府 歿處說 は根據 薄弱と して 捨てねば ならぬ とい ふこと 

を 前言した。 

そんなら、 人 麿が 假に 國府で 死んだ として、 二三 里の 距離に ある 妻に 通知の 出來 なかった 理由 は 

ほかに あるか 奈何。 私が、 『特殊の 場合』 または、 『その他の 狀態』 と 云った の はつ まり それで あるか 

ら、 ここに 少しく 論じようと おも ふ。 

1 つ は、 人 麿が 妻 を勝密 にして ゐて、 そのために 府の 役人と して は 通知し 難いと いふ やうな こと 

である。 かう いふ こと は實 際に 萬 葉の 歌に も あり、 前揭 の、 『誰 そ 彼と 問 はば 答へ む 術 を 無み』 とか、 

『人 言を繁 みと 君に 玉 梓の 使 も 遣らす』 云々 とい ふの を 見れば その 趣が よく 分かる。 つまり さう い 

ふ狀 態に あり、 時た まに 通 ふ 程度に あった 男女の 中で 死んだ 場合な どに は、 死んだ の も 知らす にゐ 


ると いふ こと も あり 得た ので ある。 前に 示した 歌の 中に も それが 示されて. Q る。 

其處に 引用した、 人 麿が 妻 を 悲しんだ 歌の、 『黄葉の 過ぎて 去に きと 玉 梓の 使の い へば』 とい ふの 

は 死んで から 使者が 知らせた ので ある。 武田 博士 は、 この 例 を 以て 依 羅娘子 を も 律しょう とし、 そ 

れゅ ゑ、 人 麿の 臨終 を 妻に 知らせなかった の も、 同じ 例で 解 釋が附 くと 云 ふの らしい ので ある。 

併し、 この 前の 妻 £s 子) の 場合 は、 歌に も 示して ゐる 如く、 『ね もころ に 見 まく 欲しけ ど 止ます 

行かば 人目 を 多み 數 多く 行かば 人知り ぬべ みさね かづ ら後も 逢 はむ と』 云々 とい ふ 如き 關係 にあつ 

たもので ある。 卽ち祕 かに 通じて ゐた、 內證の 妻な ので ある。 『人知り ぬべ み』 とい ふ 句の 裏に は、 

人に 知られて は 具合が 惡 いとい ふこと を 明かに 示して ゐる 句で ある。 さう いふ 關 係であった から、 

縱ひ 子まで 生んで ゐて も、 堂々 と 人 麿に 通知 も 出来す になる うちに 死んだ ので あらう。 卽ち この 場 

合 は 私の 謂 ふ 特殊の 場合で、 敢て必 すし も兩 人の 距離の 問題で はない e 

そんなら 依羅娘 子の 場合 はどう かとい ふに、 妻と 別れて 上來の 妻と 依羅娘 子と 同一 人と 看做して 

いへば、 あの 時には 相 通じてから 未だ 間が なか つたら しく、 『さ 寢し夜 は 幾 だ も あらす』 とい ふので 

あるから、 人に 見せびらかす 程の 公々 然とした ものではなかった と 思 ふけれ ども、 ん麿も 非常に 氣 

に 入り、 且つ 歌 を 作り 得る 女で ある。 且つ 人 麿 は 上 來の時 長歌 を 二つ も 作って 居り、 國府 からの 見 

.  1 〇 七 
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おくりな どもあった と 想像 すれば、 その 時旣に そんなに 祕密の 女ではなかった だら うと 想像す る こ 

とが 出來 る。 そして その 時から、 人 麿の 死す るまでに は 1 ニ年經 過して ゐる 害で あるから、 もはや 

そんなに 秘密の 狀 態に 置かねば ならなかった と考 へる こと は出來 ない。 特に 人 磨 自身 も、 大和に ゐ 

た 時と は旣に その 生活 も 稍 趣 を 異にし、 國府の 官吏と 想像せられ るし、 また、 山 田 博士 は、 『字義に 

よれば、 齊 也と あ， 9 て、 嫡妻に のみ 用ゐ るべき 字に して、 妾 を も 妻と かく こと は、 この 時代 旣 にあ 

るべき にあら す』 (講義 卷 第二) と ある ごとく、 旣に 嫡妻であって 見れば、 通信 も出來 なかった 程の 祕 

密狀 態に あつたと 考 へる ことが 出來 ない。 また 縱ひ 共婚供 住の 狀態 にあった としても、 嫡妻で ある 

以上 は 親の 許可 を受 くべき で、 これ は旣に 令で 定めた 事實 である。 また 令の 嫁 女な どの 文字が 妻妾 

を も 共に 含める としても、 依羅娘 子と 人 麿との 關係 は、 ただ 漫然たる 私通 關 係でなかった だら うと 

想像し 得べ く、 また 雜色婚 を 禁じた 令の もとに 良民 婚と考 へて よく、 依羅娘 子の 歌 柄から 見ても た 

だの 性欲の ための みの 私通ではなかった ごとくに 思へ る。 時代が 下る が、 大伴家 持が、 史生 尾張少 

咋 を敎喻 した 歌 (卷 十八。 四 一〇 六) に 於て、 嫡妻と 遊行 女との 取极 方の 差別 を 見るならば、 嫡妻 は 公然 

たる ものであった。 

• よって、 武田 博士の、 『女子 は 嗇通启 家に 居り、 男子 は 夜々 これに ふ』 だけの 理由 を て、 人 麿 


臨終 時に 妻に 通知し 得なかった 證據 とする ことが 出來 ない。 と 私 は 信す る。 

卽ち、 通知し 得す、 また 通知しても 間に あはなかった 理由 は、 どうしても 距離の 關係 になければ 

ならぬ とい ふこと になる ので ある。 結論 すれば、 國府說 は論據 薄弱 だとい ふこと になる ので ある。 

次に、 そのほかの 特殊の 場合で、 考へ 得らるべき ことがあり 得る か。 例へば 妻 も 人 麿 同様 疫病に 

でも 摧 つて ゐて、 通知しても 來られ ないやうな 場合で ある。 併し それなら、 『知らに と 妹が』 と は 云 

はれない 箬 であるから、 この場合の 如き は旣に 除去して かま はない。 

私が 鴨 山考を 立てた 時、 人 麿の 妻の 依羅娘 子が、 國府か 或は 妻の 鄉里 らしき 角の 里 (都 曲 鄕) に 住 

んで 居た だら うと 考へ たのであった。 『娘 子が 國府 (或は 都 農 あたり) にゐ たと 看做して』 (五 〇K}。 

『妻が 國 府にゐ たと して』 (一一 一 五 一 頁)。 『娘 子 は 人 麿が 死んだ 時 石 見に ゐた とせば、 國府 或は そこ から 

しも こふ 

數里 離れた 都野津 (角の 里) あた，..^ にゐ たと 想像して いい。 恐らく は國府 (今の 下府) に 居た ので あつ 

ただら う』 (三 六 五 頁) とい ふの が卽 ちそれ である。 

この國府か^？：の里か、 その いづれ かの 一 つに 斷定 する ことが 私に 出來 なかった ので 二つ 書いて 置 

1〇 九  ， 


いた。 私 は" 武田 博士が 云 はれた やうに I 『女子 は 普通 自家に 居り、 男子 は 夜々 これに 通 ふ』 とい ふ 

こと も大體 知って 居り、 さう いふ 歌 は 萬 葉 集に 幾つ も ある のみでな く、 單に 『住む』 などと 云って 

も、 現代の 如き 家庭生活 狀 態でなかった こと は、 本居宣 長の、 古事記 傳 第二 十三に 共 婚供住 を 解い 

* ョ>  -モ トキ カヨ  メチ カタ ラヒ  スム  キミ ガイへ ニヮ ガス ミサ カノ ィへヂ 

て 『古 は 男の 女の 許に 來通 ひて、 夫婦の 交會 する を 住と 云， 0 き。 萬 葉 四に、 君 家 爾吾住 坂 乃 家 道 
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乎 毛と よめる も、 通 住 こと を， 墨 坂に 云 かけた るな り』 と 云って ゐ るの を 見ても 分かって ゐた。 1 

夫 多妻の 現象 はかう いふと ころから 起る ので、 この 夫婦 別居 は先づ 原則であった。 

併し、 憶 良の 歌に、 『憶 良ら は 今 は 罷らむ 子 泣 くらむ その かの 母 も 吾 を 待 つらむ ぞ』 (卷 三。 三 一 1 一七) 

や l 一 

とあった り、 『父母 は 枕の 方に 妻子 等 は 足の 方に 圍み 居て』 (卷 五。 八 九 一一) とあった り、 また 萬 葉卷十 

はっせ  よは ひ  おく どこ  ね  と どこ 

三 (一一 一三  一 二) に 『穩 口の 長 谷 小國に 結婚せ す 吾が すめろぎよ 奧 床に 母 は睡 た， 0 外 床に 父は寢 たり 起き 

立た ば 母 知りぬべし 出で 行かば 父 知りぬべし』 とい ふの があった り、 『出で て 行きし 日 を數へ つつ 

今 H 今日と 吾 を 待た すらむ 父母ら はも』 (卷 五。 八 九 0) とい ふの があった， その 也、 當 時の 月籍 帳に 

は 夫婦の 記載 せられて ゐる のが あるら しく、 また 旅人の、 『京師なる 荒れた る 家に』 C 卷ニ r 四 匹 0)、 『人 

もな き 空しき 家 は』 (卷 三。 四 五一) などの 趣 は、 どう，， f 同居の 趣で あると ころ を 見 I ば、 原則として は、 

カヨ ヒス 厶 

『通 住』 であるが、 iK 際 は、 一家に 住んで ゐて、 居處を 異にして ゐた、 居室 を 異にして ゐ たの も あ 
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つたと 看るべき である。 そして、 この 『通 住." とい ふこと は 便利 上から 出で たこと であるから、 若 

し 夫婦が 共同生活が 出来れば なほい いわけで ある。 

私 は、 異鄕の 國府の 官吏と なって 行った 人 磨が、 國府に 程近い 角の 里で 依 羅娘子 を 得た の は 極め 

て 自然 だとお も ふし、 はじめは 謂 ゆる 『通 住』 の狀 態に あつたと おも ふが、 或は ひょっとせば 伊廿 

あた，. >  に 一 處に 住んで ゐても かま はない と 思った ので ある。 當 時の 宫 吏の 夫婦生活の 細かい こと は 

私に はよ く 分からぬ ので、 二つの 場合 共 書いて 置いた のであった。 卽ち、 娘 子が 父母の 家に ゐて人 

麿が 通 ふとせば 角の 里 (都 農鄕) に 居た し、 同居と せば 國府 にゐ たこと となる。 併し いづれ にしても、 

この 二 箇處は 程近い ところで あるから、 私の 鴨 山考に はたい した 影響 はない。 

武田 博士 は、 娘 子が 角の 里に ゐ たと 極めて ゐ るので あるから、 假に 全然 博士の 說に從 つて、 娘 子 

が 角の 里に 居り、 人 麿が 國府 にゐ て、 いは ゆる 通 住の 狀態 にあった としても かま はぬ ので ある。 そ 

れ でも、 私の 鴨 山考に 影響 しないと いふの は、 私の 考 へる 鴨 山 は、 國府 からすつ と隔 つて ゐ なけれ 

ばなら ぬの だから、 二 里 や 三 里ち がっても、 たいした 影響 は 無い ので ある。 

參考。 藤 岡 作 太 郞. 平 33 楚 ニ郞、 日本風 俗史。 江 間務、 始姻 の 沿革。 江 間務、 奈良朝 時代の 風俗。 折 口 信 夫、 古風 Q 婚嬗。 

中 山 太郎、 日本 婚姻 史。 中 山 太郎、 神代 史 の 構成と 婚姻 相。 柳田國 男、 聲 入考。 西 村 UM 次、 萬 葉 集の 文化史 的 研究。 大日 本 
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古文書。 萬 葉 集。 其 他。 

八 

由來、 人 麿が 國府で 死んだ だら うと 想像す る說、 從 つて 鴨 山は國 府か少 くと も！！ 府の 近所の € だ 

らうと 想像す る說 は、 鴨 山に 關心を 持つ 人の 誰でも 先づ 通過すべき 說の やうで ある。 一番 分かりよ 

く單 純な 聯想の 向け かたで あるた めで、 これ は 人 麿が 晚年石 見の 國 司の 一 人だった らうと いふ 前提 

に 本 づき、 それならば 國府で 死ぬ の は 最も 自然 だとい ふ考に 導かれる からで ある。 

契 沖の 代 匠 記で も、 眞 淵の 考 でも 皆大體 はこの 國府 歿處說 である。 代 匠 記で、 『石 見守の 屬官と 成 

て 彼國に 居住の 間』 と 云って、 『鴨 山 は 海邊の 山に て 其 谷川 を 石 川と は 云なる べし』 とい ふの だから、 

自然 國府 或は 國府 近邊 の海濱 とい ふこと に考が 落 著く ので ある。 考で、 『こ は 常に 葬す る 出な ら ん ， 一 一 

とい ふの も、 國府で 死す る 人 を 葬す る 山と いふの だから、 鴨 山 は 國府か 國府の 近邊の 山と いふ こと 

に 落 著く ので ある。 

事蹟 考 辨 の 著者 岡熊臣 の說 は、 高津 の 鴨島說 だが、 そ の 熊臣 の 文中 に も 11 府說 の 參考 に な る こ と 

が睿 いて ある。 熊臣は 前後の 歌 柄から 見て、 『今 按ズ \ 一一 、 此歌ド モ ノ意 一一 テ. モ、 人 R 呂パ 致仕 隱棲 


7 人 ナラズ 。在官 ノ人ナ ダコト ヲ可察 ナソ』 と 云って 居って、 それから 或 場處で 『サ テ府務 ノ官人 

ナ ラバ、 國府 一一 テ死ス ベ キコト ナリ』 と 云って ゐ るの を 見れば、 熊 臣も當 然先づ この 國府歿 處說を 

おも ひついて ゐ るので ある。 併し 石 見 人で ある 熊臣 が、 國府 について 實際當 つて 見る と、 11 府說で 

はどう も解釋 のっかぬ 點が あるので、 直ぐ、 『然产 ヲ其歌 一一 鴨山ノ 岩根 シ マケ, トァレ バ必其 鴨出ノ 

二 テ 死給 へ グハ ウタ ガ ヒナ シ。 サレ バ 先 其 鴨 山ノ地 ヲ論ズ ベ シ』 とい ひ、 それ か ら、 『又 ー說ニ  "- 

鴨 出 トイ フ ハ 古代 ノ葬地 一一 テ、 府ノ官 人 ナドモ 在 國ノ間 一一 死タ产 ハ此處 一一 葬 リシ 一一 ャト云 ヘリ。 今 

桉ズ だ 一一、 此後說 ハ 孝德ノ 御世 ノ制ョ リ 墓處ハ 諸國ト モ 一一 宜下定 一一 一 所- 而使 * 收 埋上不 得 ョ汙穢 散 一一 埋 

處處- トァダ ヲ思テ 歌ノシ マケ〃 トイ フ詞 ヲ葬ト 見ショ リ此說 ヲナ セリ。 然レド モ 此說ノ 如 クー ーテ 

、ノ、 鴨山ノ 岩根 シ マ ケ ,ト 作 玉 へ〃 ハ國府 二 テ病玉 へ 产ホ ドノ 作 一一 テ、 我 身 死 タラ バ鴨山 一一 葬ラ レ 

ム ト兼 テ宣へ 产ト見 ザ レ バ合ヒ 、ガ タシ。 サテ 、ノ鴨 山ノ地 高角 二 テ ハ 少シ イカ、、 カナリ。 1: 府ョ リ 高角 

ノ 地、 今 道 十 餘里ヲ 隔テ葬 地ァラ ム コ トモ イカ 二 ゾャ。 宜定 一 所ト ハァ レドモ 一 國中必 一 所ト云 二 

、ノ ァー フジ。 凡 便宜 ノ 地方 一一 コソ定 メラ レケメ 。サ レバ 此御歌 "鴨 山ノ アクソー 一 テノ作 ナラデ "解 難 

シ』 と 云って ゐ るので ある。 熊臣 は、 國 府の官 人なら 國府で 死ぬ の は 自然 だと 云 ふ考が あり、 また 

この 鴨 山 葬 處說を 顧慮す るなら、 鴨 山 は國府 あたりに なければ ならぬ とい ふ考が あり、 そして 一方 

二三  . 


には實 際に 當 つて 見る と 國府に はさう い.^ 遺跡ら しい ものがない の に、 一 方に は 高 律說が 有力な た 

めに、 その 高津 說に歸 著して ゐ るので ある けれども、 かくの 如くに して 熊臣も 一た び は 國府說 を 通 

過して ゐ るので ある.。 

石見國 名跡 考の 著者 藤 井宗雄 は、 『故按 るに、 柿 本 朝臣の 石 見に 在る や、 萬 葉の 外 は 所見 ざれば、 

是は必 す 石 見守に て那賀 郡の 國府に 在留け む。 されば、 鴨 山 は 府の邊 の 山なる を 知るべし つ かれ、 

伊 甘の 邊 にて 求る に、 鴨 山と 云な く、 據 とすべき ものな し』 と 云って、 つ ひに 濱 田の 城 山 說に落 著 

くので あるが、 宗雄も 一た び は國府 說を考 へて ゐる。 併し 國府 として は解釋 が出來 ぬので、 國府か 

ら 比較的 距離の 近い 濱 田の 方に 移動して ゐ るので ある。 

： 禹葉集 註疏の 著者 近 藤芳樹 は、 『され ども 人 麿の 石 見に 下れる は、 はやくい へ る 如く 國司 のうちな 

るべ ければ、 必す 國府に すむべし。 國府は 和名 抄に在 二 那賀郡 一と 見えて、 今い ふ 高 律と ははる かに 

隔たれる 東の 方な.^。 されば 此鴨島 を 鴨 山な りと いふ は 疑 はし』 とい ひ、 なほ、 『石 水 は國府 近邊の 

ャ マノ 力 t 

山間の 谷川なる ゆ ゑに、 その 谷川の ある 山と 山との 峽に まじりての 意な り』 と 云って ゐ るの は、 な 

る ベく 人 麿の 歿處を 國府に 結 付けよう とする 意圜が 見えて ゐる。 卽ち國 府歿處 說を唱 へ ようとして 

ゐ るので ある。 併し 前後の 歌 等 を 顧慮 すれば 解釋 のっかぬ 點が あると 見え、 荒 浪爾の 歌の 解の 條で、 


『上句 も 人麻呂 の^ 衙に てみ まがれる を 作る さまなら す』 と 云って， Q るので ある。 併し 大體に 於て 

芳樹說 は！！ 府に 接近して ゐ るので ある。 芳樹は 賓地を 踏ます に先づ 常識 を 以て 通り 得る らしい 說を 

立てて ゐ るので ある。 

大日 本 地名 辭 書の 著者 吉 m 博士 は、 鴨 山 は 神 村に あると いふ 說 であるの は、 依羅娘 子の 家 は 角の 

里 (都 農鄕) にある とい ふので、 人 麿の 歿處を も それに 接近せ しめた ものであるから、 看 方に よって 

は 國府に 接近して ゐ るので ある。 併し 博士が 國府 說を唱 へなかった の は與. ^ある ことで、 博士 は史 

學の專 門 家で あり、 古来の 風俗 習慣な どに 熟 通して 居りながら、 なほ 國」 き 說を唱 へなかった のは國 

府說に 博士の 腑に 落ちない 點 があった のか も 知れない。 

人 麿と 其 歌の 著者 樋 口 功 氏 は、 人 麿が 官務に 居った とい ふの も 疑が あるが、 『官 務の爲 とすれば 國 

府に 居る ベ き は當然 である。 然るに 所謂 妻の 住居，， ^自分の 歿地 も國府 でな か つたと いふ こと は 何と 

しても 不自然に 感 せられる』 と 云って、 鴨 山 不明 說に落 著く ので あるが、 樋 口 氏 も 1 たび は 國府說 

を 通過し て 來てゐ るので ある。  - 

以上の 如く、 鴨 山に 就いて 注意す る 諸 學者は 一た び は 國府說 に 心 を 向けて ゐ るの は、 國府說 は 第 

1 に 常識的 だからで ある。 けれども、 國府說 では 解釋が 不自然になる ので、 多く は 國府と 鴨 山と が 
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別々 になる 結論に なって ゐる。 また 實 地に ついても 國府跡 (下府 村) に 鴨 山の 聯想の 及ぶ 處が 未詳な 

ので 石 見の 學 者と 雖國 府說を 認容し 得す にゐ たもので ある。 

武田 博士の！； 府 說は當 時の 婚姻 習俗 を根據 とする もの だが、 やはり 解釋の 困難なる 點 では 毫も か 

はり はない。 

九 

私の 鴨山考 では、 人 麿の 葬 は 土葬だった らうと なし、 人 磨の 歌の、 『磐 根し 纏け る』 を、 死んで ゐ 

る 狀態を 心中に 畫 きつつ かくの 如く 云った ものと 解した のであった。 

併し、 私 も 一た び は、 人 磨 をば 國府で 歿した やうに 考へ たこと があった ので、 その あたりの 事 を 

も 記述して 參考 にしようと おも ふので ある。 

依羅娘 子の、 『石 川の 貝に まじ，.^ て』 は、 若し 人 磨が 國 で 死んだ とせば、 國府は 海濱に 近かった 

から、 この 『貝』 は、 貝殼の 貝で、 不思議な く 解釋が 出来、 また、 丹比眞 人の、 『荒浪 に 寄りく る 玉 

を 枕に 置き』 とい ふ 歌 も 容易に 解釋 がっくの である。 さう すれば、 石 川 は 現在の 下府 川に 當 るので 

この 川の 海に 入る あたりの 貝 を 歌った と考 へられた ので ある。 この 川 は 小さい 川で あるが、 石 原の 


ある 川 だから 石 川と 云 へない こと はない。 この 川 は 陸地 測量 部の 地圆 にも その 名 は 無い ぐら ゐの小 

さい 川 だが、 享 保の 石 見地 圆には その 名が 载 つて 居る。 私 は 昭和 九 年 七月に 實地 踏査した が、 その 

時には もはや 鴨 山考の 結論 は 出 來てゐ たので、 この 川に は 重き を 置かなかった ので ある。 

鴨. E を 國府の 中と 考 へて ゐ たころ、 『石 川の 貝に まじりて』 とい ふやうな 歌が 萬 葉 集に その他に あ 

るか 否か。 つまり さう いふ 天然 物の 中に 死んだ 人が 籠って ゐる やうな 趣の 歌が あるかと 思って 搜し 

たこと があった。 そして 次の 一 首を發 見した。 

潮滿 てば 水沫に 浮ぶ 細 砂に も 吾 は 生ける か 戀ひは 死なす て (卷十 一 。 二 七三 四) 

これ は、 細 砂と 關係 ある 氣持 であるから、 海 濱の石 川の 貝殼の 中に 人 麿が 未だ ゐる やうに 感じて も- 

さう 不自然で はない  ので  ある。  なほ、 『相 模路 のよ ろぎ の 濱の細 砂な す兒等 はかなし く 思 はるる か 

も』 (卷 十四。 三三セ 10 とい ふ 歌 も ある。 

，玉 枠の 妹は珠 かも あし ひきの 淸き 山邊に 蒔けば 散 b ぬる S 七。 一四 一 五) 

玉 梓の 妹 は 花 かも あし ひきの この 山 かげに 蒔けば 失せぬ る へ 卷セ。 ISMS 

この 二 首な ども、 IS ハ穀說 を 支持し 得る 實 際の 例で、 特に 挽歌の 例で あるから、 都合が いいので ある 

が、 -石 川の 峽， 一一 說と相 比較し、 その他の 條件を も 熟考す るに 及んで、 『石 川の 峽』 說が やはり 自然 


1 一 八 

だと 私 はお も ふやう になった。 

目 7 ょ槪 ね海濱 で、 『酵、 を 拾 ふと 血 沼の 海に 1 (一 一四 五ヾ 『貝 を 拾 ふと 沖邊 より』 (三 七 〇 九ヽ 『奈吳 

の 浦 廻に 寄る 貝の』 (四 0 三 三) 等 皆 さう であるから、 依羅娘 子の 歌の 貝が 貝殼の 貝 だとせば どうして 

も海濱 になり、 山間から 出る 化石の 貝、 或は 淡水の 川の 蜆 貝な どで は 無い と 看ねば ならぬ。 ゆ ゑに 

これ は, t か かどちら かに 落 著く ベ きで、 私は峽 說に贊 成して ゐる こと 幾た び も 繰返した 通りで あ 

る 0 

次に、 人 麿の 歿處 を國府 だとせば、 『石 川に 雲た ちわ たれ 見 つ つ ばむ』 とい ふ 句の 解釋 はどうな 

るかと いふに、 私 は、 ある 時分に は、 これ はた だ 雨雲が 川の 上に 立ち 渡る のではなくて、 火葬の 煙 

のこと ではなから うかと 思った ことがあった。 

隱 口の 泊瀨の 山の 山の 際にい さよ， ふ 雲 は 妹に かも あらむ (卷 一二 。ヨス) 

. 山の 際 ゆ 出 雲の 兒等は 霧な れゃ吉 野の 山の 嶺に 棚引く  (卷 三。 ョ 一丸) 

昨日 こそ 君 は 在りし か 思 はぬ に濱 松の 上に 雲と 棚引く  (卷 一一 一。 四 四 四) 

- 佐 保 山に 棚引く 霞 見る ごとに 妹 を 思 ひいで 泣かぬ 日 はなし (卷 一一 「四 七 一一 一) 

秋津 野に 朝ゐる 雲の 失せ ゆけば 昨 a? も 今日 も 亡き人 念 ほ ゆ (卷 七。 一四 2ハ) 


こ ねれ 

あし ひきの 山の 木末に 白雲に 立ち 棚引く と 吾に 告げつ る (卷 十七。 三 九 五 七) 

ま 幸く と 言 ひて しもの を 白雲に 立ち 棚引く と 聞けば 悲し も (卷 十七。 三 九 五八) 

是 等の 歌の 多く は、 火葬の 烟 のこと を、 雲と 棚引く。 或はい さよ ふ 雲。 白雲に 立ち 棚引くな どと 云 

つて ゐ るので あるから、 人 麿 も 國府で 火葬に 附 せられ、 その 煙の ことの 聯想から、 『石 川に 雲 立ち わ 

たれ』 と 云った とも 解釋 が出來 ない こと はない。 現に 近 藤芳樹 は、 『ただに あばば』 の 歌の 解の 條で、 

チサ 

『せめて 石 川の 葬め し 處に雲 だに 立 わたれ。 さらば 煙の 餘波 とだにみ つつしぬ ばむ.。 とよめ るな り。 

當時旣 に 都鄙と もに、 火葬の 行 はれし 事 知るべし。 さて、 此歌は 人 麿 死れ りと ききて、 依羅娘 子の 

石 見に 下り 來て よめるな-^』 (註疏) と解釋 して 居る くら ゐ である。 けれども、 單に 『白雲』 のこと を 

のみ 考慮に 入れても いかす、 人 麿の 歌の、 『磐 根し 纏け る』 を も考に 入れて、 いろいろと 綜合す ると 

きに は、 

がく  こころ ど 

家 離り います 吾妹 を M: めかね 山隱 りつれ 情 神 もな し (卷 一一 一。 四 七 一) 

奢 

上 そ  は 

昔 こ そ 外に も 見し か 吾妹 子が 奧津 城と 思 へ ば 愛しき 佐 保 山 (卷 一一 一。 四 七 四) 

ことと  よ \， 亡  , 

言 問 は ぬ ものに は あれ ど 吾妹 子が 入..^ にし 山 を 所緣と ぞ 念 ふ (卷 三.) 四 八 一 ) 

うつせみの 世の 事 なれば 外に 見し 山 を や 今 は 听緣と 思 はむ (卷 三。 四 八 二) 


一 二 〇 

大 鳥の 羽 易の 山に 汝が戀 ふる 妹 は 坐す と 人の 云へば 石 根 さくみ て (卷 一一。 ニニ 二) 

衾 道 を 引手の 山に 妹 を 置きて 山路 を 行けば 生けり ともなし (卷 二。  二 一 二) 

秋 山の 黄葉 を 茂み 迷 ひぬ る 妹 を 求めむ 山道 知らす も (卷  一一。 二  OA) 

秋 山の 黄葉 あはれ，^ うら ぶれて 入りに し 妹 は 待て ど來 まさす (卷 七。 一四 〇 九) 

い は き 

事し あらば 小泊瀨 山の 石 城に も隱 らば 共に な 思 ひ 吾 背 (卷 十六。 三 八 0 六) 

人 麿の、 『磐 根し 纏け る』 を 顧慮し、 是 等の 歌 を も 顧慮し、 當 時の 石 見の 社會狀 態から 見て、 火葬よ 

b も 土葬の 方に 可能性が 多いだら うとい ふこと になれば、 『石 川の 峽』 が活 きる ので あり、 『雲た ち 

おも  しだ  はふ ね  しぬ 

わたれ』 も 火葬の 煙で はなく、 『あが 面の 忘れむ 時は國 溢り 峰に 立つ 雲 を 見つつ 傯 ばせ』 Q 一 五一 五) 

ね したぐ も  かむ ね  しぬ  おもがた  しだ 

『對 馬の 嶺は下 雲 あらな ふ 上の 嶺 にたな びく 雲 を 見つつ ffi ば も』 (一一 一 五一 六) 『面 形の 忘れむ 時 は 大野 

ろに たなびく 雲 を 見つ つ IS ばむ』 a 一一 五 二 0) 『み 空 ゆく 雲 も 使と 人 はい へ ど家づ とやら むた づき 知ら 

す も』 (四 四  一 0) などの 歌 も あり、 この 歌 も 自然の 雲霧と いふ やうに 解釋 すれば、 どうしても 國府の 

0  00000000000000000  0  0  0  OOOOOJOOOOOOOO  0  0  0  00 

川、 卽ち 現在の 下府 の下府 川で は 物 足らす、 結局、 江ノ 川ぐ らゐの 川で なければ 解 釋が附 かぬ とい 

0000000000 

ふこと になる ので ある。 

私が 國府 說を棄 てた の は、 さう いふ いろいろの 事柄に 對 する 不満が あつたた めで ある。 


參考。 江 間 i$、 奈良朝 時代の 風俗。 折 口 信 夫、 古代 研究 (民族 篇 )o 中 山 太郎、 H 本 民俗學 。 柳 W 國男、 葬 制の 沿革。 中 山 

太^、 內 地の 風 葬に 就て。 柳田國 男、 生と 死と 食物。 喜 田 貞吉、 本邦 古代 喷墓 Q 沿革。 洞 富 雄、 古代 日本に 於け る 死後 生 

の 二重 sr ヴ ント、 K 族 心理 學 (神話 宗敎 篇〕。 

右に 記述した 如く、 園府說 のみなら す、 高津鴨 島說 でも、 益田說 でも、 a 田說 でも、 祌村說 でも _ 

惠良說 でも、 部分的な らば、 解 釋の附 かぬ こと はない。 けれども 全體 として 着る ときには 何處 かに 

無理が 出來 て、 どうしても 解 釋が附 かないの である。 その 缺點の 一 々は 大體 拙著で 述べた ぐら ゐに 

して、 それ以上の 註釋は 要らぬ ことと おも ふ。 

この 國府說 にしろ、 武田 博士が 唯一 の 有力な 根據 として 揭 げた、 人 麿、 依羅娘 子の 通 住の 事柄で 

も、 ヒに 述べた やうな 缺點が あるので、 それ を强 ひて、 歿處 を國府 にしよう とすれば、 却って 萬 葉 

の 歌の 事實を も破壞 する ことと なって 具合が 惡ぃ。 

よって 私 は、 契 沖、 眞淵 以来の 國府 說を棄 てて、 他の 說に 移行しつつ、 自說を 立てた のであった 

が、 私の 說の いい 點は、 すべてが 無理な く解釋 のつ く點 にある ので ある。 

ニニ  . 


一二 二 

^vして私の說が全體として無理なく解釋の つくと いふの は、 實 際の 場處を 明示して ゐる ためで、 

これほど 積極的な 學說 はない。 そして、 逆に カモ から 導かれる カメが あり、 イシ 力" が 江ノ川 だと 

いふ 證據も あが， o、 石 川の カヒ はこの 江ノ 川の 峽で あり、 石 川に 雲た ちわ たれの 實境 であり、 人 麿 

とその 妻との 距離 も 最も 自然で あり、 其 處は當 時た だの 山峡で なく、 備後石 見の 唯一の 通路で ある 

等々 の、 全體 としての 綜合 的、 實 際と 理窟との 融合 を 具備して ゐ るので ある。 

世の 學者 は、 『常識』 として、 『人情』 として 國府說 等に 傾き 易い から、 私の 新說 で、 濱原 あた， に 

鴨 山を發 見した のにつ いて、 直ぐに、 この 『人情』 と 融和す る こと は 困難で ある。 暫くの 時間 的 過程 

を經る ことが 矢張り 必要の やうに 思へ るので、 私 は 心 しづ かに その 到來の 時機 を 待つ つもりで ある.。 

鲁 

十一 

以上 は 石 見 國府を 那賀郡 伊 甘に あった ものと しての 論述で ある。 卽ち 和名 抄の 國府在 ニ那賀 郡， に 

據る もので、 武田 博士の 國府 とい ふの もや はり 其處 だら うと 思 ふし、 從來の 諸 先進の 說も皆 さう で 

あった。 

然るに、 石 見の 國府は 安濃 郡 仁 萬に もあって それが 承 和の ころ 那賀 郡の 伊 甘に 移った とい ふ說が 


ある。 この こと は 鴨山考 補註の 方に.^ 肇錄 して 置いた が、 若し この 說が 認容 出來 ると すると.， 人 麿 

時代の 石 見國府 はこの 仁 萬に あった ことと なる。 

人 麿が 死ぬ とき、 この 仁 萬の 國府 にゐ たと せば、 妻が 臨終の 問に あはなかった こと を、 距離の 關 

係から も說 明の 出來 ない こと はない。 伊 甘の 國府と 都農鄕 ほど 接近して ゐす、 七 八 里の 處 であるか 

ら間 にあはなかった と 云っても 差 支 はない わけで ある。 併し さう すれば 人 麿が 夜々 通 ふ 妻の 家と し 

て は 遠過ぎる のみなら す、 間に 江ノ 川と いふ 大川 があって、 說 明が 困難に なって 來る。 また この 仁 

萬 國府說 に は 未だ 疑ふ餘 地が いろいろ あるので、 私 は 差當り 除去して ゐ るので あるから、 結局、 石 

見の 國府 は伊廿 にあった ことと なり、 鴨 山の 所在地と して は腑に 落ちない ものなる こと 前述の 如く 

なので ある。 


以上で 大體人 麿歿處 國府說 の腑に 落ちない 點を說 明した つもりで ある。 そして、 その 一 つの 要約 

として 依 羅娘子 をば 人 麿の 嫡妻と 見立てての ことで あり.、 『嫡妻に、 のみ 用ゐ るべき 字に して、 妾 を も 

妻と かく こと は、 この 時代 旣 にあるべき にあら す』 とい ふ 山 田 博士の 說明を も その 論據 としたので 
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一 二 四 

あった。  f 

然るに 武田 博士に は 依羅娘 子に ついての 新說が あるから 此 項に は それ を 論す る ことと する。 

『社 彼と その 妻との 關 係に ついては、 解釋 に數說 あるが、 わが 解す ると ころで は、 依 羅の娘 子 は、 

つぬ 

名 を 娘 子と 云へ るに て 知らる る 如く、 遊行 女婦の 類であって、 角の 里に 住み、 人 麻呂と 親しん 

だもので あらう。 さて 人麻呂 は國府 にて 病 づき、 鴨 山 は その 墓地と 思 はれる が、 娘 子 は 人麻呂 

の 病 を 看るべき 地位に 居なかった もので あらう』 (上代 日本 文 學史、 第 四 章、 姊 本人 麻 呂と 高市黑 人と) 

私 は 「柿 本人 麿」 を 作， 9、 人 麿の 妻の 記述 をした とき、 武田 博士の この 新說を 手抄し なかった から、 

鴨山考 補註の 一 部と 看做す ベ き 此の 文章 中に 摘錄 する ので ある。 

さて、 武田 博士 は 依 羅娘子 をば、 『遊行 女婦の 類』 だと 想像して ゐ るが、 これ は新說 であ， 9 晴 指に 

富んだ 想像で も ある。 なせ かとい ふに、 依 羅娘子 は あの やうに 歌 を 作， 9 得る 女& であり、 その 歌 も 

決して 平凡で はない。 そして 娘 子が 石 見の 角の 里 出身の 女 だとい ふこと になる と、 第一 そこの 說明 

に 困難な 點が あ，.^ 得る ので ある。 どう 困難 かとい ふに、 常識的に 見て、 どうして 石 見あたりに ああ 

いふ 歌 を 作り 得る 女が 出た だら うかと いふ 疑問に 對 して 說 明が 困難な ので ある。 そこで 私 は 「柿 本 

人 麿 t で 新撰 姓氏 錄を 參考 し、 依羅 氏に 二 つの 流の ある こと を 一 寸 書いて 置いた のであった。 その 


意味 は、 依 編 娘 子 は 石 見で 人 麿と 情交 を 結んだ 娘 子で あらう が、 石 見に 移住した もの だら うとい ふ 

こと を ほのめかした のであった。 その後、 正倉院 文書 を 見つつ その 中、 越 前國司 解、 天平 神 護 二 年 

十月 二十 一 日、 野 田鄕月 主依羅 VS- 麿と いふ 依羅 氏の あるの を 見た ときに も、 石 見の 依 羅娘子 も 移住 

であらう とい ふ 考を强 めた のであった。 そこで 若し 娘 子が 遊行 女婦 として 移住して ゐた とすれば、 

其 處の關 係が 極めて 自然に 解決が つくので ある。 武田 博士の 依 羅娘子 遊行 女 婦說が 暗 指に 富んで ゐ 

ると 云った の は 如上の 意味に 於て であった。 

.  〇 

冬 十二月、 太 宰帥大 伴 卿の 京に 上る 時、 娘 子の 作れる 歌 二 首 

.if ほ  か  か  かしこ  しぬ 

凡なら ば 左 も 右 もせむ を 恐み と 振りた き 袖 を 忍びて あるか も (卷 六。 九 六 五) 

やまと Vt>  くもが く  なめし  も 

大和 道 は雲隱 りたり 然れ ども 我が 振る 袖 を 無 醴と思 ふな (同。 九 六 六) 

, 右、 太 宰帥大 伴 卿、 大納言に 兼任して、 京に 向 ひて 道に 上る。 此の 曰 馬 を 水 城に 駐 めて、 府の家 を 顧み 望む。 時に 卿 

うかれめ  こ ご i 

を 達る 府 吏の 中に、 遊行 女婦 あり。 其の 字を兒 島と 曰 ふ。 ここに 娘 子、 此の 別れ 易き を 傷み、 彼の 會ひ 難き を 嘆き、 

涕を拭 ひ、 自ら 袖 を 振る 歌 を吟 ふ。 


一二 六 

X.  I し 

天平 二十 年 三月 二十 五 日 布 勢 水 海遊覽 の 時、 遊行 4. 婦土師 の 歌 

垂姬の 浦 を 漕ぎつ つ 今日の 日は樂 しく 遊べ 言繼に せ む (卷 十八。 四 0 四 七)  . 

四月 一 日 掾久米 朝臣 廣繩の 館に て 宴せ る 時、 遊行 女 婦土師 の 歌 

ふた がみ 

二 上の. d にこ もれる ほととぎす 今 も 鳴かぬ か 君に 聞かせむ (卷 十八。 四 0 六 七) 

〇 

橘の 歌 一 首。 遊行 女婦 

君が 家の 花 橘 はなり にけ り 花なる 時に 逢 はまし もの を (卷 八。 一四 九 二) 

〇 

天平 勝寶 三年 正月 三日 介 内 藏忌寸 繩麻呂 の 館に 會集 宴樂の 時、 遊行 女婦蒲 生娘 子の 歌 . 

雪の 島 厳に 贿 ゑた る 瞿麥は 千世 に^か ぬか 君が 裤 頭に (卷 十九。 四 三 1 三) 

かう いふ 具合に 遊行 女婦が 居って、 府の 役人 等の 相手をし、 宴に 侍して 歌な ども 吟じ、 ひとの 歌 

もうた へば (IM^ の)、 自分で も 作る (ぜ ilfji) のであった から、 若し 依羅娘 子が 遊行 女婦 であ 

つたと せば、 あの やうな 歌 を 作る 女で あっても 毫も あやしむ に 足らぬ ので ある。 遊行 女婦兒 島の 如 

かぜ まも 

き は 『家 思 ふと こころ 進むな 風 守り 好く してい ませ 荒し 其の 路』 (卷 三。 11ー八 一) の 如き 心の 働いた 歌 


さへ 作って ゐ るので ある。 是 等の 婦の 作る 歌に、 情緒 纏綿た る ものが 多 いのも、 自然その生^^狀態 

から 來てゐ るので、 依羅娘 子の 歌の » 情 詩的な 點を、 この 遊行 女婦 とい ふ槪 念から 解釋し 得ない こ 

ともないの である。  ， 

石河大 夫の 任を遷 されて 京に 上る 時、 播磨娘 子の 贈れる 歌 二 首 

絕等 木の 山の 岑の 上の 稷花 かむ 春べ は 君 を 思ば む (卷 九。 一七 七 六) 

君な く 5ii 何ぞ 身裝餘 はむ 匣なる 黄楊の 小梳も 取らむ とも 念 はす (卷 九。 一七 七 七) 

.5. 'と。 

I 井 連の 任を遷 されて 京に 上る 時、 娘 子の 贈れる 歌 一 首  . 

明日より は 吾は戀 ひむな 名 欲 山 石 踏みならし 君が 越え 去な ば (卷 九。 一七 七 八) 

萬 葉に は、 明かに 遊行 女婦と 記されて ゐな いもので も かう いふ 種類の 歌が あり、 ただ 『娘 子』 とし 

て あるが、 や は 遊行 女婦と 同じ やうな 女であった だら うと 推せられ る。 武田 博士が 依 羅娘子 を 遊 

行女婦 だと 想像した とき、 『名 を 娘 子と 云 へ るに て 知らる る 如く』 と 云った の は、 如是の 理由に も 本 

づ くものと おも はれる。 

右の 如く、 萬 葉の 類例 を 顧慮しつつ、 依 羅娘子 を、 武田 博士に 從 つて、 遊行 女婦 だ， v 見立てる と 

きに、 依羅娘 子の 如き 歌 を 作る 女が なせ 石 見の 國府 近くに ゐ たか、 そして 人 磨の 如き 府の 役人と 大 
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體 想像して 問 違の ない ものと 親しんだ か、 あの やうな 纏綿た る 情緒 を 投げ かけた か、 さう いふ 點の 

解釋 をな すのに いい 說 だとお も ふので ある。 

十三 

依 羅娘子 遊行 女 婦說に は、 依 羅娘子 を解釋 する のに 有益な 點の ある こと は 上に 云った。 

然るに、 依 羅娘子 を 遊行 女婦 ふ-見立てる ときに、 人 麿 臨 死 時の 人 麿 對依羅 娘 子の 關係 を說 明し よ 

うとす ると、 其處に 都合の 惡ぃ點 がいろい ろと 出て 來 るので ある。 それ を 次に 記述し ようとお も ふ。 

第一 。 依羅娘 子が 遊行 女婦 系統の 女 だとす ると、 失づ 人麿專 有の 者で はない と 看ねば ならぬ。 遊 

行 女婦兒 a の 場合の 如く、 『卿 を 送る 府 吏の 中に 遊行 女婦 あり』 であるから、 今の 藝者 • 女給の たぐ 

ひの 心 持 だから、 決して 秘密と いふ わけに は 行かない。 縱ひ人 麿に 親しんで ゐ たにしても、 遊行 女 

婦 ならば 祕 密に隱 妻の 狀 態に 置く わけに は 行かない。 然るに 萬 葉の 歌 を 見れば、 人 麿が 京へ 上來の 

時の 長歌に も ある やうに、 角の 里に 住んで ゐる人 麿の 妻で、 先づ 人麿獨 占の 女らしく、 その 頃に は 

未だ、 『さ 寢し夜 はいく だ も あらす』 の狀 態に あった けれども、 入 麿の 死 は それよ. 0 も  一 ニ年經 つた 

と 想像せられ るので、 もはや 人 磨の 嫡妻と 見立てて 差 支ない ものと 考 へられる ので ある。 それで あ 


るから、 萬 葉の 歌 を 本と して 考へ ると、 依 羅娘子 遊行 女 婦說に は 不自然な 點が 伏在して ゐ るので あ 

る 0 

第二。 依羅娘 が 遊行 女婦 だとす ると、 大體 國府に 住むべき である。 それが 國府に 住ます に數 

離れた 角の 里に 住んで 居る とい ふの は 遊行 女婦の 生活と して は 解 釋が附 かない。 若し 國府に 住まぬ 

としたら、 せいせい 今の 唐 鏠浦か 國分村 あたりに 住む のが 順當 であるのに、 其處 あたりよりも 隔っ 

て 且つ 不便な 角の 里に 住んで ゐ ると いふの は 不自然で あ る 。 

第三。 併し、 遊行 女婦 だとしても、 人 麿と 親しんだ 以來、 遊行 女婦 とい ふ 職業 を罷 めて、 角の 里 

に隱 妻に して 居た ものと も解釋 する ことが 出來 る。 つまり 秘密に して 置ぐ の だから、 臨終の 時に も 

知らせ，. の 使 を 出す こと も出來 ない とい ふ 狀態 にある ので、 なせ 臨終に 立會 つてなない かとい ふ說明 

もつ くので ある。 けれども 此の 想像に はや は，^ 無理が 伴って ゐる。 娘 子が 遊行 女 « であった とする 

と、 人 麿 一入の ための 娘 子で 無い 時が あった， こ 看做すべく、 さすれば 角の 里 あた h に縱 しんば 隱し 

て. Q ても隱 し 切れないの である。 國府 でな く 角の 里で あるので 却って H 立って 顯れる の で あ る。 

(II- 一」：^^ 三い 1^;- ヒー 其 き^ i 一一 一) それ だから 若じ隱 妻であった とせば、 依 羅娘子 は 遊行 女婦 でなくて 寧 

ろ 普通の 女であった らうと 想像す る 方が 寧ろ 說 明し 易い ので ある。 

一 二 九 


ニー 一。 

以上 を 約 めれば、 依 羅娘子 を 遊行 女婦 のた ぐ ひであった だら うとい ふ說 はいい 點 もあって 全部 は 

C  OOOOO  000000000000000  000000000000000000000 

棄 てがたい が、 人 麿の 臨終 時の 場合 を 顧慮す ると、 解 i: に 不自然な ところが あると いふ ことになる 

0  0  0  0 

ので ある。 

十四 

依羅娘 子が 遊行 女婦 であった だら うとい ふ武田 博士の 新說に 疑問が あると して、 そんなら ば、 萬 

葉 集の、 『妻』 とい ふ 用例 はどう かとい ふに、 卷 八の 式部 大輔堅 魚の 歌 (一四 七 二) の 左 註に 『右、 神 

龜五年 戊辰、 太 宰帥大 伴 卿の 妻 大伴郞 女、 病に 遇 ひて 長逝せ り。 時に 勅使 式部 大輔石 上 朝臣 堅 魚 を 

太宰府に 遣して、 喪 を 弔 ひ 並に 物 を 賜 ひき』 と あるの は、 旅人の 嫡妻で 共に 太宰府に 行って ゐて其 

16  むろ  とこよ 

處で 死んだ と 解す ベ きで ある。 卷三 にある 旅人の 歌、 『吾妹 子が 見し ft の 浦の 室の 木 は 常世に あれ ど 

見し 人ぞ なき』 (四 四 六 ：}。 『妹と 來し敏 馬の 埼を 還る さに 獨 して 見れば 涕ぐ， しも』 (四 四 九) など を 見 

れば、 旅人 は 妻 を 連れて 太宰府に 行って ゐた。 帥な どの 生活 はさう であった らうと 思 はれる。 また 

いもうと 

妹 の 大伴坂 上 郞女も 九州に 旅して ゐる。 

黑 人の 妻の 答 ふる 歌 一 首 


まぬ  はりよら  く 

白 菅の眞 野の 榛原往 くさ 來さ君 こそ 見ら め眞 野の 榛原 (卷 三。 二八 一) 

西 海道 節度 使 判官 佐 伯 宿鑭東 人の 妻 夫君に 贈れる 歌 一 首 

あ ひで  い 6 

間 無く 戀 ふれに か あらむ 草枕 旅なる 君が 夢に し 見 ゆる (卷 a。 六 二 一 ) 

志貿の 白水 郞の 妻子の 歌、 (筑 前の 國志賀 の 白水 郞の 歌) 

あら を  いひ も 

荒 雄ら を來 むか 來 じかと 飯盛りて 門に 出で立ち 待て ど來 まさす (卷 十六。 三 八 六 一) 

かう いふ 種類の 歌が 載って ゐる。 遊行 女 婦に歌 を 作る ものが あつ 

ナ女く ま と つて ゐる 女に も 

歌 を 作る ものが あった こと は、 是 等の 例が それ を證 明し、 また それ 以外に も あるので ある。 志賀白 

水郞 妻子の 歌 は 憶 良の 代作と いふ 言傳が あ..^、 それ は 恐らく 本當 だら うと 思 ふが、 憶 良が かう いふ 

歌 を 作った の は、 人妻と なって ゐる 普通の 女に も 歌 を 作り 得る ものが あり 得る とい ふ 可能性 を 認容 

しつつ 作って ゐる ことが 分かる ので ある。 

， 妻に 與 ふる 歌 一 首 

. ,  はろ ぴ  こと 

雪 こそ は 春 日 消 ゆらめ 心さへ 消え失せ たれ や 言 も 通 はぬ (卷 九。 一七 八 二) 

妻の 和 ふる 歌 一 首 

松 反り e びて あり や は 三 栗の 中に 上り 來す麻 呂と云 ふ 奴 (卷 九。 一七 八 三) 

1 三 一 


1 三 二 

これ は 人 麿 歌集の 歌で あるが、 若し これが 實際人 麿の 妻の 歌 だとせば、 卷 四の 人 麿 妻の 歌の 如く、 

二人 か 三人 ゐる人 麿の 妻の どれ かに 編入して いいの かも 知れない。 大寶 元年に 紀 伊で 作った 人 麿 歌 

奥の 歌の 中の、 『妹』 とい ふの も 或は その 中の 一人で あるか も 知れない。 さう すれば、 人 麿の 『妻』 

と 云って ゐる 女で も 依 羅娘子 以外に 歌 を 作って ゐる ことが 分かる ので ある。 約め て 云 ふと、 依羅娘 

子が 遊行 女婦 であって 歌 を 作った のが 不思議で ない として、 その 遊行 女婦に 疑問が 起り、 若し 普通 

の 若い 女で 人 麿の 妻に なった ものと するなら どうかと いふに、 や は，^ あの やうな 歌 を 作つ て も 毫も 

不思議 はない とい ふこと になる ので ある。 もう 一度 結論 を 云へば、 依 羅娘子 は 遊行 女婦 でな くと も 

00000000000000000  . 

說明 がっくと いふ ことになるの である。  . 

十五 

き 

次に、 依 羅娘子 は、 井上と いふ 醫師の 娘だった とい ふ 傳說が ある S 論篇參 照)。 この こと は 私は涂 

り 重き を 置かなかった の は、 何も 證據 立てる ことが 出来ない からであった。 併し、 これ を も 全然 否 

定 してし ま はない とせば、 どうなる かとい ふに、 卷 五の、 天平 二 年 正月 十二 日 太 宰帥大 伴 旅人 宅の 

宴會の 時の 梅花の 歌 三十 二 首の 中に、 


薬師 張 氏 福 子 

梅の 花 きて 散，. > なば 櫻花繼 ぎて^くべく なりに てあらす や (八 11 九) 

薬師 高 氏義通  ， 

春 さらば 逢 はむ と 思 ひし 梅の 花 今日の 遊に あ ひ 見つ るか も (SI 五) 

とい ふの が ある。 この 福 子は從 來サキ 子と 訓んで 女と 解して ゐる。 さう すれば、 當 時の 醫師、 

人) 或は 醫師の 妻 或は 女 あたりに 歌 を 作る ものが ゐ たとい ふこと が 分かる ので ある。 それ だ 

から、 井上と いふ 姓と、 依羅の 姓との 調和 は を かしい が、 傳說を 全然 否定 しないと したら、 依羅娘 

子が 醫師の 娘で あっても、 どうしても 說明 がっかぬ とい ふこと はない ので ある。 言葉 を換 へて いへ 

ば、 依羅娘 子が 遊行 女婦 でなかった とせば、 或は 普通の 女で あり、 それが そのころ 大和から 移住し 

たもので ない とせば、 ひょっとせば 醫師の 娘で でもあった だら うか、 とい ふこと ぐら ゐは 云へ るの 

である。 

次に、 然 らば、 石 見 阔府の 役人に なって 赴任した 人 麿が、 その あたりの 家の 女と 結婚す る やうな 

可能の 場合、 或は 類似の 例が 萬 葉 集な どに あるか， こい ふに、 次に 記す 拔氣大 首の 場合な どが さう で 

あらう と 思 はれる。 大首は 斯く歌 を 三 首 も 作って ゐ るが、 娘 子 紐兒も 恐らく 歌 を理會 したので あつ 

1 三 三 


*  一三 四 

ただら うと 想像す る こと も出來 る。 

ねき けのお ほひ. 0  まけ  を， 0 め ひらの こ 

拔氣大 苜の筑 紫に 任ら るる 時、 豐前國 の 娘 子 紐 兒を娶 りて 作れる 歌 三 首 

とよく に か はろ わざ へ ひもの こ  つが を  わぎ へ 

豊國の 香 春 は 吾 宅紐兒 にい 交， 0 居れば 香 春 は 吾 家 (卷九 。一七 六 七) 

.S その かみ ふ る  わさ だ 

石 上布 留の早 田の 穂に は 出です 心のう ちに 戀 ふるこの 頃 (一 七 六 八) 

斯く のみし 戀 ひし 渡れば たまき はる 命 も 吾 は 惜しけ くもなし (一 七 六 九) 

そして この 紐兒 とい ふ 娘 子 は 遊行 女婦 のた ぐ ひで なく、 3S^^ 寧ろ 普通の 家に ゐた娘 子で あ 

つた だら うと 想像す る ことが 出來 る。 卽ち、 かう いふ 例から 類推して、 依 羅娘子 も當時 國府に 近い 

角の 里 あたりに ゐた 普通の 娘 子であった だら うと 想像す る こと も出來 るので ある。  ゾ 

0000000000000000000000  OOOOOOOOOOOOOOO00OO0 

若し 依羅娘 子が さう いふ 性質の 娘 子だった とせば、 そんなに 嚴 重な 隱 妻であった らうと 想像す る 

ことが 出來 ない。 從 つて 屢 前言した 如く、 人 麿の 臨終 時に、 馬で 三十 分ぐ らゐな 距離に ゐる娘 子に- 

通知し 得なかった とい ふこと は 容易に 腑に 落ちない ので ある。 

00000000  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  JO 

そこで 結論 は、 二た び 前に 戻って、 人 麿が 國府で 死んだ とい ふ 說には 無理が あって 解釋が 出來な 

0  0000000000000  0000000000000000000 

VC つま b 人 麿 國府歿 處說は 除去 (Ausschliessung) しても よから うと 云 ふこと になる ので ある。 


十六 

以上 は、 依 羅娘子 を 遊行 女婦と 見立てた ときに、 人 麿の 歿處と 娘 子との 關係 はどうな るか を 考察 

し、 結局、 遊行 女婦 としても 無理が あると いふ ことにな，.^、 遊行 女婦 でない とせば 前に 旣に 考察し 

た 如くに、 國府を 人 麿の 歿處 として は 具合が 惡 いとい ふに 歸 著した ので ある。 

從 來諸學 者が 鴨 山 を國府 以外に 考へ、 言 W も 亦 さう であるの は 典 味 ある ことで あるが、 近く は、 

井上 1^ 士は、 『おそらく は 旅に て 病に 極り て 鴨 山の 山べ に 假庵を 作りて 臥した.^ けむ を』 (新 考) 云々 

とい ひ、 山 田 博士 は、 『以上 諸說 あれ ど、 結局 は 今にして 明かなら すと いふに 止まるべきな り。 然 

れ ども いづれ の 人 も その 國府 以外の 地なら むと 暗默の 間に 認めた る點に 於て 1 致せり。 これ 自然の 

000000000000000000000000 

事ながら 注意すべき ことな.. „>』。 『かくて 上の 鴨 山が 國府 以外の 土地なる こ ともよく 考 へらる るな 

鴨 山の 地 今 明かなら すと い へ ども、 旅 中に 人 麿が 死せ しこと は 略 想像 しうべし』 (講義) と 云って ゐる 

の を 見れば、 國府歿 處說を 除去して ゐる 傾向なる ことが 分かる。 

私の 鴨 山考も 1: 府說を 除去して ゐ る の で あるが、 人 麿 歿處， として 考察の 對象 とな る ベ き 可能 (ョ ag- 

lich) の 場處の 中には 國 府說も 鴨お 說も益 田說も 演田說 も 祌村說 も 皆 這 入って ゐ たので あつ. た。 それ 

•  ニニ 五 


ニニ 六 

が考證 して 行く うちに 除去せられ たので ある。 

拙著 「柿 本人 磨」 總論篇 では、 國府說 に は餘り 重き ，を 置かぬ ので、 簡略に 一言 を 費した に 過ぎな か 

つたが、 たまたま 武田 博士の 國府說 の 再出 現 を機緣 として、 私の 除去 論法 (Ausschliessungsmethode) 

の 一端 を 暴露せ しめたの であった。  . 

十七 

附記。 昭和 十 年 一月 二十 九日、 武田 博士 を國 學院大 學に訪 ひ、 種々 萬 葉の 歌に 就て 敎示を 仰ぎ、 

ついでに 博士の 人 麿 歿處國 府說を も傾聽 したので あった。 私 は、 結論に 於て は、 右に 記した 如く、 

人 麿 歿處國 府說を 否定して 居る ので あるが、 博士との 會談に は 有益な ことが 多々 あるので、 次に 簡 

單に 記して 遺 忘に 備へ る ことと した。 

角の 里に ゐた 依羅娘 子に 人 麿の 通 ふこと は、 輕の娘 子の 歌 も參考 になる し、 人 麿 歌集 出の、 『遠く 

ありて 雲居に 見 ゆる 妹が 家に 早くい たらむ 步め黑 駒』 (卷 七。 ニー  七 一) も參考 になる。 卽ち、 相 當に遠 

ぃ處迄 通って ゐる。 

國府の 役人の 下級な ものの 生活 は 合宿であった かも 知れない。 寫經^ など は 合宿であった。 南京 


遺文に ある 寫經 生の 樂 書の 文句が その 參考 になる だら う。 舍 人な ども 合宿であった らしい。 歌に、 

『人目 を 多み』 とい ふの は、 合宿 生活の 不自由 を 云った ものが ある だら う。  -; 

輕の娘 子の 場合 もさう であった が、 依羅娘 子の 場合 も、 出て 來られ ない 事情。 遠慮し なければ な： 

らぬ狀 態に あった ことが 分かる。 つま，^ 周圍が やかましかった ので あらう。 それ ゆ ゑ、 人 磨と 依羅ー 

娘 子との 距離が そんなに 離れ、 歿處 も國府 から 離れる 必要 を 認めない。 

體、 言葉で、 『妻』 といっても、 實際は 今日の 觀 念から いへば 割り切れないと ころが あつたので i 

ある。 通 ふ 男の 方で も氣 まぐれで、 都合の つく 時 だけ 通 ふので あるから、 夫と 妻と 云っても 今日の 一 

同居 生活と は 違 ふので ある。 一夫多妻の 狀 態になる の はこ こに 本づ いて ゐる。  ぶ 

依 羅娘子 を、 『遊行 女婦』 だら うと 云った が (上代 日本 文學史 )、 これ は嚴 重な 意味の 遊行 女婦 でな くと 一 

も、 都人な どを迎 へて 世話した もので でもあった だら うか。 だから、 言葉で いへば、 妻 だが、 相手 

配偶者ぐ らゐの ものと 解釋 していい。  -  ： 

『巖 根し 纏け る』 は、 『墓の なかに 撗 はる』 ことで ある。 それ ゆ ゑ、 『鴨 山』 は 墓地で あらう。 一 

人 麿が 石 見から 備 後へ 出た のでなくて、 やはり 出 雲へ 出た ので あらう。 昔 は 山陰 道の 國を 出立し 一 

たなら ば 山陰 道の 道筋 を 通った ものである。 若し 石 見から 備後 へ 越した とせば 石 見 は 山陽 道に 屬レ 

.  二 11 七 


.  .  一三 八 

てゐ なければ ならぬ。 その 類例 は、 紀伊は 古へ は四國 と共に 南海 道に 屬 して 居った の は、 淡 路ゃ土 

佐に 行く に は 大和から 紀 伊の 濱に 出て、 それから 四國へ 渡った もの だからで ある。 併し、 增鏡を 見 

ると 後鳥羽 上皇、 後醍醐 天皇の 隱岐 行幸 は 山陽 道から 山陰 道へ 越して ゐる。 『これ は齋 藤さん の 方 

の說に 都合が いいです ね』。 

『荒波に 寄せく る 玉 を 枕に 置き』 (ニニ 六) の 作者、 丹 比 眞人は 或は 石 見の 國 守であった かも 知れな 

い。 『意に 凝へ て 報 ふる 歌』 とい ふ 題詞の 『報』 字に 注意すべく、 『和』 の 字で ないから である。 卷 

五の 大伴君 熊 凝の 歌に 擬 した 麻 田 陽春の 歌 (A 八 四。 八 八 五) に對 して は、 『敬み て 熊 凝の 爲に 其の 志 を 

述 ぶる 歌に 和す る』 と 云って ゐる、 その 『和』 でなくて、 『報』 であるから、 依羅娘 子に 會 つて ゐる 

のか も 知れない。 國 守だった らう かとい ふ 想像 はかう いふと ころから 來てゐ るので ある。 云々。 

なほ 武田 博士 は 人 麿の 妻に ついては 新說を 持って 居られる から、 此はァ ラ-フ ギに發 表せられ むこ 

と をお 願して 置いた。 

十八 

以上で 大體、 人 麿 歿處國 府說を 否定した わけで ある。 併し、 前言に も あると ほり 私 も 一 たび は國 


府歿 處說を 想像した ことがあ つたので、 古への 伊 甘鄕、 卽ち 普通 國府三 村と いはれ てゐ る、 現在の 

下 I •  .^1  • 國 分の 三 村を訪 ひ、 その後の 調査 を も 念 中に 持って ゐ たのであった から、 棄 てて しま 

ふの も 奈何と おも ひ 少しく 整理して 次に 記述して 置かう とお も ふので ある。 

(一) 石 見國府 文武の 朝 ごろの 石 見 國府が やはり 此の 伊甘鄕 にあった ものと 考證 し、 若し 人 麿が 

石 見^ 府の 役人と して 赴任して ゐた とせば、 この 伊 甘鄕に 來てゐ たものと 考 へられる。 現在の 下府 

村の 字に 上 ノ濱、 中 ノ濱、 下ノ濱 とい ふの が あるの は、 砂丘 成立の 新舊の 具合に よって 名 づけた ものら 

しく、 往昔 は 現在の 笹 山の 近くまで 海が 入，.^ 込んで ゐた證 とお も はれる から、 從 つて 現在 殘っ てゐ 

る 御所、 御門 口な どと いふ 國府の 廳址は 其 頃 は 現在よりも もっと 海 近き 狀態 にあった ものと 想像す 

る ことが 出來 る。 なほ、 現在の 淸 水口、 横 路ロも 往古 は 海であった らしい 形跡 も あるが、 これ は 人. 

麿 時代よりも もっと 溯るべき ものと 考 へられる。 仁 萬に 國分寺 霹靂 神社の あつたの は、 府 地に 寺院 

なきた め、 一 時 仁 萬 東 光寺 を 代用 寺に 宛てた もので あつたと いふの が眞に 近い。 

(II) 下府川 これ は 有 福 村の 山中に 源を發 し、 長さ 約 五 里 餘，^ 、 海に 入る 川口の 幅 約 十 間 ぐら. Q 

の 小川で あるが、 往古 は 川口 はもつ と 川上の 方に あったら しい。 若し 人 麿の 歌に ある 鴨 山が この 下 

府 村の 村內に あると すると、 この 下府 川が 石 川に 當る わけで ある。 そして 濱 田へ 通す る 道路に 近く 

，  ニー 一九 
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『石 原』 とい ふ 字 名が あり、 上府 ちかくに 

『河原』 と い ふ字名がぁ るとこ ろを見ると" 

現在ょ，o^も往古はも っと石川原などもぁ つ 

たものと 想像して よく、 人麿當 時、 『石 川』 

と 呼んで ゐた としても そんなに 不合理で は 

ない。 從 つて、 『石 川の 貝』 は海濱 にある 貝 

穀 として 充分 說 明が 出來 るので ある。 

とちのき だに さんじ ふだに 

また、 下府 川の 岸 近く、 拆木 谷、 三十 谷 

たに お ほた に い がみ だに 

谷、 大谷、 伊上 谷な どと いふ、 『谷』 のつ く 

字が あるから、 『石 川の 貝 一 云 谷』 の 『谷』 

の解釋 のっかぬ ことがない。 また 上府 村の 

境のと ころに、 『横 貝』 とい ふ 字が あるから 

これ も、 『石 川の 貝』 卽ち、 『石 川の 峽』 と 

解釋 の出來 ない こと もない から、 貝殻の 力 


ヒ でも， 峽 のカヒ でも 兩方 とも 都合の つかぬこと はない ので ある。  - 

(三) 石 川の 雲 依羅娘 子の 歌の、 F 石 川に 雲た ちわ たれ』 の 『雲』 が、 人 麿 をば 火葬に した だら う 

と考 へる 學者、 卽ち 荒木 田 久老、 上田 秋 成、 近 藤 芳樹、 關谷眞 可禰、 武 田祐吉 諸家の 說に據 ると す 

ると、 この 下府 川の 川口 近き あたりで 火葬に し、 その 火葬 時の 烟と いふ ことになるから、 これ も 解 

釋 の出來 ない こと はない。 私 は、 特に 『石 川に』 とこと わった 語感が 下府 川の やうな 小川に は ，1 和 

しないので 棄て たが、 無理に 調和せ しめれば、 解釋 の出來 ない こと はない とい ふので ある。 

(四) 鴨 山 最も 大切な 鴨 山が 下府 の何處 に該當 する か、 これの 判斷が なかなかむ づ かしい。 横 貝 

の 近くに、 『龜ノ 甲』 とい ふ 字が ある。 これ は 嘗て 藤井宗 雄な ども 一寸 顧慮した 形跡が あるが、 餘り 

無意味な 場處 なので 棄 てたら しかった。 そこで、 いろいろと 踏査して、 鴨 山と して は、 『笹山 城址』 

がどうで あらう かと 思った。 

この， 笹山は 山崎慧 氏の 記述に 據 るに 次の 如くで ある。 『笹山 は ほぼ 村の 中央に 孤立す る 高さ 六 〇 

米 程の 小さい 丘で ある。 南は斷 崖に よって、 直ちに 下府 川に 臨み、 北 は 國府の 古址に 接し、 遙 かに 

石 見 SI を 望み 得る 要害の 地で あるが、 何時頃から ここに 城砦が 設けられた もので あるか は 確かで な 

い。 利の 舊家池 上 氏の 遠祖、 京洛より 下って 築城した とも 云 ふ。 吉野 時代、 三 隅 兼 連の 二 男 兼 見が、 
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正 平 元 甲子 三月 府中 地頭と なって、 伊 甘 城 卽ち笹 山城に 居た とい ひ、 更に 官軍の 大將 新田 義貞義 氏 

石 見 城 (石 見 村大陣 平) を根據 として、 この 地に 割據 したで あらう と 想像され 得る。 |！ 其 後 尼 子 勝 

久石 見を領 する に 及んで、 この 城 を 修築した が、 やがて 毛 利 勢と 戰 つて 利な く、 遂に 落城して 以來 

荒發 今日に 及んだ ものである。』 云々。 

产 

•  この 小山 は 古代の 墓地の やうな 形跡が なから うかと 思って、 山 崎 氏と 種々 相談した ので あつたが、 

この 山の 中腹から 圓 形の 殆ど 自然 石と おも はれる 石が 多く 出で、 これ を 一 一つに 割って 家屋の 土臺石 

にしたり、 下 府小學 校の 舊 建築の 土 臺石 はや はりこの 石 を用ゐ た。 この 圓 形の 石 は 石垣 樣に積 重ね 

て あり、 或は 古代の 墳墓で は あるまい かと も 想像され たが、 或は 南北朝時代 あたりの 砦の ための 石 

垣で あるか も 知れす、 墓の 附屬 物た る 發掘物 もい まだ 見ない。 從 つて どちらと も 決定し がたい。 

鴨 山と して 餘り低 過ぎる のと、 手がかりの 類音の 名が 無い のとで 私 はこの 山 を見棄 てた ので ある 

が、 香具 山 も 耳 梨 山 も 嚼岳も 鏡 山 も あの やうに 低い ので あるから、 この 丧 山 も 鴨 山た る资 格が 絕待 

にないと は 謂 はれない。 よって、 人 麿 を どうしても 國府で 死なし めねば ならぬ とせば、 鴨 山 はこの 

使 山な どに 該當 する ので は あるまい か。 

(五) 片 山の 古墳 「下 府」 の 記事に は、 『村の 南方 片 山の 山腹 雜木 林の 中に ある。 入口 凡そ 一間 四方、 


奥行 約 三 間の もので、 兩 側と 天井と は 一 坪に も餘る 巨岩 を 以て 疊ん でゐ る。 I？ 田于信 氏の 推定に よ 

ると、 凡そ 千 二三 百年 前の もの だら うとの ことで ある。 俗に 千年 比丘と いって、 恰も 浦岛偉 說と酷 

似した 面白い » 說を もって ゐる。 その 扉と 思 はれる 大平 磐石が、 造 か 麓の 畑 中に 轉ん でゐ て、 千年 

比丘が 投げた もの だと 言ひ傳 へて ゐる。 想 ふに 何 かの 地變で 落下した もの だら う』 云々。 

山崎慧 氏の 說 では、 所謂 銅 期に 屬 する、 圓 塚で、 今 は その 丘陵の 中腹に 南面して、 前記の ごとく 

大 石を疊 んだ橫 穴の みが 存在して ゐる。 なほこの 丘陵の 麓に 家族 乃至 子供の 墓と おぼしき 小さい 横 

穴 も 存在して ゐる。  - 

人 麿が 國府で 歿した として、 鴨 山と この 片 山の 墳墓との 關係 はどうなる だら うか。 その 決定 は 私 

に は 不可能で あるが、 この 古墳 は 平安朝 以前 だとせば、 大體人 麿 ごろの 國府， はこの 伊甘鄕 であって • 

仁 萬で はなから うと 云 ふこと が 出來、 人 麿の ゐ ただら うと 想像す ると ころも 此 處と考 へ ていい^ 據 

ともな， 0 得る ので ある。 

なか  あ ？ 

(六) 中の 古墳 濱田 街道に 近く、 石 見 村に 隣った 中と いふ 字の 山中に ある 古墳で ある。 また、 そ 

の 近くの 石 見 村 字長澤 村に、 多陀 寺が ある。 それに つき 藤井宗 雄の 石見國 名跡 考に、 『長澤 村に 龜甲 

. ^多陀 寺 あり。 和 銅 年中の 草創と いふ。 是に 淸廟國 司と 云 ふ 墓 あり。 £ 墓の 樣は大 化の 制に 叶へ り』 
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と ある もみで あるか 鴨 山が 若し 共同墓地 ならば こ の邊 とも 想像しても いいが、 人 麿の 歌の、 『鴨 山の 

巌 根し 纏け る』 に ふさ はしくない。 藤 井 宗雄も それ ゅゑ此 處を棄 てて 濱 田の 城 山說を 立てた ので あ 

るが、 かう いふ 古い 墳の ある こと は、 國府が 人 麿 時代 旣に 此處 であった 證據 にもなる ので ある。 

(七) 泰 林寺趾 片山 古墳の ある あたり は、 西口と いふ 字で あるが、 其 處に泰 林 寺趾が あり、 畑の 

中に ただ 一 つの 礎石と 寳經 塔と が殘 つて ゐる。 礎石 は 五重塔 礎石で 隋尺を 用 ゐてゐ ると いふ 専門家 

の說 で、 國分寺 以前 (白 鳳 時代？) の 建物で はなから うかと 云 はれて ゐる。 泰林寺 は 和 銅の 創建と 言 

傳 へられて 居り、 また 尼 子 • 毛 利の 爭奪戰 あたりに 兵火で 亡び、 江 tl^ 中期の 石 見 三十 三番 札所と な 

つて ゐ るから、 その あた，.^ は 再建 せられて ゐ たらしい ので ある。 現今 拾 ひ 得る 瓦に も 三 四 種類 を數 

ふること が出來 る。 寶經塔 は 泰林寺 遺趾を 示す ために 寬延四 年 安國寺 住持 雪溪の 建てた もので、 も 

と 泰林寺 を國分 尼寺 趾と考 へて ゐ たこと があった ので、 そのこと を も 刻して ゐる。 現在の 泰林寺 庵 

の 千 手 觀音は 藤 原 期の ものと 考 へ ら れてゐ る。 

右の 如くで あるから、 承 和に なって 石 見 國府が 仁 萬から 移轉 して 來 たとい ふよ， 0 も、 人 麿 時代の 

國府 がすで にこ の下府 にあった と考 へ る 方が 順當 なので ある。 

(八) 諸 墓地 下府 村に は 墓地が あり、 "カン ド などと 云って ゐ るが、 其 等の 墓地 は佛敎 寺院と 關 
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係 ある もので、 人 麿 時代の 共同墓地との 關聯 について は、 豫想 する こと さへ 許されない 處 のみで あ 

る。 

そんなら、 下府を 離れて、 上 府 • 國 分の 方に 範圍を ひろげ、 有 福の 山間の 方まで 手 を ひろげる こ 

ととなる と、 面倒に なって 細かい 調査が 現在の 私に は 出来ない が、 その 有 福方而 でも、 昭和 九 年 七 

月の 一 度の 踏査の 結果 だけで は、 その 結果 は 陰性に 終って ゐる。 

十九  • 

以上の 如き 遣 跡 調査の ほかに、 村の 字 名 を 調査した ことがあ つたので、 このたび、 上府村 • 下府 

村 • 1: 分 村の 字 名 を 左に 發 表する。 私 はかう いふ 字の 名 を どう 取扱 ふべき かとい ふ學 養に 至って は、 

甚だ 不足して ゐ るので、 それ 等から 直ぐ 結論に 導く こと は 不可能で あるが、 若し、 學養 ある 人々 が 

是 等の 资 料に 相 對 するとき に、 何等かの 便利が ある だら うとお も ふので ある。 

( I ) 上 府村字 名 山 根。 山 根 木 崎。 木 崎彌兵 田。 木 崎。 市 尻。 市 堀 田。 有 田竹ノ 下。 有 田。 市。 山 

,  フ屮. 1 チト シロ  シリ  ガクジ  アン  >• マネ テラ ェキ 

根 南 田。 古巿 III 白。 古市 尻" 古市。 南 岳 寺トケ 庵。 トケ庵 門前。 トケ 庵。 山 根寺ノ 培。 門前 惣ケィ 

庵。 ト ケ庵大 梅麼。 ； I- ケィ 庵。 如意 惣ケィ 庵。 寺ノ 前。 大： i。 大梅 庵。 カケ。 臼 ロチ。 ィ モー ーャ。 岡。 
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ウス グチ タキ ゥェ ナガ チ  ス ミヨシ  スヰ モング チ 

山 田。 曰 口 瀧" 上。 長 尾。 臼 口 住吉。 住吉。 住吉 水門 口。 小 井塚 曾 根。 井塚 (伊 塚)。 千代 松 尻。 千代 

サンす一  カミ タチメ  シン，， テン  シタ トイ  ドウ 

松。 山 王。 山 王 上。 立 目 (立 女)。 立 目 樋。 神 田。 神 田瀧ノ 下。 樋 ドウ々。 ドクく 樋。 トイ。 樋 坂， 下。 

ヅ * ヂド I バラ ヨシ ワラ  ，テ アイ  ォ |( ラ  イチ サ カイ  ヒラ 

辻堂 原。 吉原。 笹ヶ 谷。 笹ケ谷 出合。 雨 崎 シリ。 大原。 大原 川端。 市 ノ界。 市ノ 平。 水，' 手。 一 ノ瀨。 

ハツ タン パラ  ェキュ I ダン  ショウ ブ ェキュ I  サン ジ ユウ 

1 ..瀨 八 反 原。 一 . ^瀨 川端。 八 反 原。 惠休 段。 城 山。 惠休。 菖蒲 惠休。 菖蒲。 八 反 原 菖蒲。 三重。 三 

ノテ  ニイ ノブ ノ カミ イシ パ  n シ タ ヲ  ク バタ 

手。 三十。 北ケ 迫。 三重 北ケ 迫。 井手 ケ迫。 出ケ 迫。 新延之 上。 石 場。 越ケ 峠。 新延。 丸 山。 久畑 

力  ー1 クラ  ッッミ モト  スギ ナガ タ-ー フル ヅッミ 

r 越ケ af. 段ノ 岡。 御藏。 久畑。 段ノ 岡。 堤ノ 本。 セバ 谷。 堤 ノ本小 林。 久畑小 林。 杉 長 谷。 古 堤。 

ガシラ ゴ タンダ  ョ no  トチキ  キヨ L ッカ  シタ i クラシン. 一 ブン  .ー 一 力 

頭。 五反田。 撗路。 久畑 横路。 坊ノ 木。 ロ屋。 京 塚。 京 嫁 土 井ノ下。 御藏 神 田。 與五郞 田。 御 加 

ハラ ヂ スシ モト  タ プチ 

。 原 地主 ノ本。 原。 原 又 造 田。 原大歲 田。 原 半 場。 原 庭 ソリ。 庭 ソリ。 宫ノ 脇。 坂 ノリ。 田 淵。 

ム&ャ シキ  ォ. 'マチ  シタ タ プチ ミチ バタ n ヤマダ  >1 ャケ トリ イノ モト 

門 田。 井ノ 尻。 室 屋敷。 原前ノ 上。 大町。 原大町 下。 田 淵 道端。 小山 円。 久五郞 田。 三 宅。 鳥 井本。 

ノ マチ イチ ギ ビラ  イワ グロ  .  イシ ヤス ミ 

野 町。 市 木 平。 市 木。 岩 黑( ィ ャゲ。 藤ケ 迫。 藤ケ迫 向平。 天神 向平。 天神 谷。 石ケ 休。 雨フリ 谷。 

-ンン  エキシ モタニ  ョコ ウメ  ヲン. デ  ナ， X サキ  ト イシ 

藤ケ 迫石ケ 休。 眞ナケ 裕下ノ 谷。 天神 岩 原。 横 梅。 釜 田。 恩 地。 並ケ 崎。 坂 ノ內。 石。 寺 田。 梨， 木。 

カヮ ナミ  サ シ 口 

宫ノ 前。 鳥井ノ 前。 ス クイ。 川 波。 東。 佐 白。 四十 二番 鳥 井。 川 波 板 居 鳥。 川 波堤ノ 本。 圑子 岩。 一.' 

ギア ィ  キ タエ キ  ド n  チヤ キ ダニ ダイ ド I バ 

谷 出合。 ーノ 合。 一 ノ合北 ノ裕。 アン 床。 反 原 下 力 イデ。 下段 原。 茶 ノ木谷 大道 場。 茶ノ木 谷。 段 原 上.， 

ミヨ I ト ガマ す.' タ- 一.. テ グチ  tn  ロク ボリ  シモ コンサ n 

裕。 女 夫 釜" 大谷 出口。 大谷。 養 六 ST 細コセ (小 瀨)。 Z イノ 木 川 波。 ハイ ノ木。 中 下 紺 迫。 


ァ ライ ガワ タ チア カメ ダ  フ十 トコ  ザヮ  サ サャィ 

洗 川" ijlf 赤目 田。 ォソゴ ュ -。 穴ケ iK.。 中 fJT ヲセ 谷。 舟 床。 ヲフ ソ澤。 穴ケ峠 小^。 瀧 ノ奧。 笹合。 

カ+ト n フルト (？) .1, テ タニ  ャナ タニ イチ カイ  す 1 ョ n ガイ 

金 床。 古153^。 出ケ 谷。 竹ケ 原。 柳ケ 谷。 一 ， 界。 クバ ガセ。 坊 ノ木大 藪。 大橫 貝。 中 見 山。 坂 辻。 大迫。 

ヲ ノ カシラ  メン rl  t ャク • テン 

大迫小 田。 馬ノ子 畑。 寺原ヌ タン ドク。 寺 原淸水 本。 寺 原。 寺 原 小 野 頭。 寺戶免 道。 カツ ^^迫e百田。 

チガィ バタ ゴ ニン ヨリ ャ. 1  .ヮ.，， ッケ 

後畑。 柿ノ木 谷。 畑。 違 畑。 五 人 寄 合。 秀藏 堀。 三百 田 尻。 三百 田。 三百 田ヒ ャケ。 イノ キ。 割付。 

山 田 岡。 段 原 違 畑。 藤 切 谷。 堂 下 堀。 伊 甘 山。 大 元裕。 山 田 ケ路。 鳥 飼 場。 辻堂 原。 大迫 尻。 狭 谷。 

カミ  アラワ  .1 ヮ ダケ カシヮ キ 

上ガ イデ。 大明神 平。 丸 山。 八幡宮 上 地。 (荒 相)。 岩 竹。 柏ノ 木。 カナ クソ 柏ノ 木。 淺井 鳥。 大畑 ST 

ャケジ チド—  タニ カミ  カミ 

ナ メラ。 段 原。 燒土 堂。 燒土 fjr 上 掛橋谷 上。 ナ メラ 本 坂。 上褂橋 谷。 褂橋 谷。 五 ぼ 田。 五 ぼ 田 新 

* シン.. テン ミチ ヂ シタ ハ タケ  フ ダニ 

開。 神 田。 森 脇。 道 地。 大道 下。 長 畑： 水" 坊。 小 迫。 府谷。 カリマ タ畑。 ハイ ノ木。 上ヲセ 谷。 

す ダ トリ チチ 

上 府接。 府谷小 迫。 赤土。 ソリ田 上。 ソリ 田畑 尻。 ハタ。 鳥 落。 ソリ小 田 鳥 落。 府 谷ソリ 田。 桑ノ 

ハ シヅメ ウノ ダ-ー  クル ザ n 

木ソ リタ。 府 谷ッ〃 ャジ。 森 ノ路。 橋 詰。 宇 野 谷。 ク 〃ミ^。 苦ミ 迫。 う ゑ こ 田。 ゥフ 小お。 竹ノ 

ゲイ ミチ シタ 

河內 ユキ。 竹ノ 河內。 藏ノ 段。 百 田。 帽子 岩。 宇 野 谷休ノ 本。 五十田。 狩ッ ドィ。 臺道ノ 下。 臺。 ヒ 

シモ  ウル シキ  コビキ ダニ  カミプ クロ  t ヒィシ 

ノ迫。 中堳 田。 七十 谷。 ヒ ノ木橋 下。 ヒノ 木撟。 漆ノ 木。 坂 根 尻。 木 挽 谷。 紙袋。 帶石。 野中。 ヲ 

コノ 原。 ャ コ ウジ。 栗 向。 大地 切。 二百 枚 C 西ケ 市。 西ケ 市ヒゲ 尻。 石 ソリ。 本フト (元 太)。 尾 

本 フト。 兵ュ衞 作。 大町 田。 大谷" 東 坊師。 長 迫。 コ モケ シリ。 水鳥。 狩ッド ヰ。 驛畑。 庵ケ 迫。 コ 

1 H 七 


一 四 八 

3 ナカ 

乇迫。 小 中ュ。 フカ 田。 サ、 ノ モト ヲモ サコ。 大町 田ヮプ 法ケ。 炭签 谷。 堀签。 

ク ブチ  サイ ト I テル t  シタ 

(二) 下 府村字 名 黑淵。 土 井 ノ內。 中ロ。 才ケ 峠。 照 日。 横 砂。 黑 淵山ノ 下。 上方。 上 寺 鎮守 森 下。 

ミヅ トリ シキ  ド. I ゲ マリ  ァテャ ギニシ ハタ  ヮ 二 ボ. I スン ギン  カネ ツキ メン 

黑淵水 取 敷。 橋 詰。 堂 溜。 土 井 ノ內靑 柳 西， 18。 岩ケ 町。 和 仁坊。 寸田。 中ノ 前。 中。 金 付 免。 金 付 免 

イシ ワラ 

北ノ裕頭長澤村サカ ュ。 後3^<本松東ノ方道下。 石 原。 石 原 上長 澤村 境。 ヘイ モチ。 市 免。 市メン 

トホ. ン  ゥシ クビシタ  力-,、 ワラ ミナミ ゥへ 

水 通。 寸田山 本。 牛ノ  Jim 下。 牛ノ 首。 ク ツギ。 ドク ド (道々)。 龜原サ 力 南 上。 才ケ峠 一一 ィャ前 畑 中。 

フ キサコ ゴショ  -I シムキ 

才ケ at 吹ケ 迫。 御所。 才ヶ at ノジノ サキ。 才ケ 朝日 鳥 出口 右 ノ路東 平 西 向。 朝日 鳥 格 出口 南裕。 才ケ峠 

ゥへ ォ —ヒラ  クッ パラ  ェキ ガシラ  ゥへ 

甲 尻。 才ケ峠 サン ガュ尻 溝.^ 北上。 大平。 才ケ^ 舟 木裕。 履 原。 履 原 路頭。 履 原 大道 ノ上。 杉ケ 平。 杉ケ 

- シ ミヅ シモ シ ミ- ッゥへ  タキ ライ  ゥへ  シモ ハタ -ンタ  ョコ 

平 溝 場。 淸水。 下淸 水上。 淸水 前。 満來。 元 瀧來ャ シキ上 道場。 横 川油屋 下畑ノ 下。 テダヒ ユキ。 横 

ガイ  力 ワラ シ ギリ  シタ  シタ 

貝。 撗貝 沖。 瀧 來冲。 近 江 屋敷。 龜.^ 甲。 山 崎。 河原。 仕切。 中廣 家敷ノ 下。 前半 場 前道ノ 下。 片山。 

ハン バ  サコタ 二 サ n  タイ リン ジ ゥへ  ゥ へ.， テラ 

半 場。 片 山冲。 迫 谷。 佐 古。 泰林寺 上山ノ 根。 ャ ジ西ノ 上。 森 脇。 上 寺 イボ カフ 南。 上 寺。 西。 西ノ 

平。 養路。 原 井ケ市 川端。 原 井ケ市 地藏堂 敷地。 原 井ケ市 土手 ソト 川端。 撗路 前。 落， <リ 城ハ 根。 t 日ノ 

メ，'  3 力 .V フ-け ヅチ- . - ゥへ， 'ミ タチプ  カミ  ツチ アナ  イチ ゥシ II 力 ヮ，： タ 

免。 土器 土。 竹 屋家ノ 上。 御 立 夫。 御 立 夫 溝 尻 上 川 添。 五反田。 土 穴。 ヒ ジャ。 市ノ 後川 端。 市ノ 後。 

ゆ 1^ つ メモ 3 ホ.; 'マチ ゥへ ハマ カキゥ チがヮ ヒがシ ゥへ i 力 ドグチ ド I モン ィ カミュ キ ミチ シタ ィ 力 ミシタ タマ リイ .1 カミ ガワ ォ ッサキ ナン 

"下 本 町。 上 ノ濱。 柿內 川柬ノ 上。 御門 口。 道 門。 井上 行道ノ 下。 井上 下ノ溜 井。 井上 川。 追 崎。 山 

ジュ I マゾ タチ ノン セン •> 'ク  ボケ サ n 

重。 松 立 免。 千 足。 漆ケ 迫。 棋ケ 迫。 追 崎 堀 越 地藏西 端。 追畸西 平。 今 田 南。 迫 谷 西.' 岡。 今 田 東 平 


一 へ-, - 1§  § 

riu  - 一  ン V つ 一. Jt^f 

ヽ 一  VxV 漆ケ迫 山 ゆ 
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4. ミ； 

ぎ , 


、v  \  f 

一 \  .r 文 t お 


卜お. る 

trtyr  ヒジャ 


、 1 才太郞 ハウ 花 土 

一 i 山砂ケ 塔 

一 3 寺 山 ィナ，^ ャマ 

/  寺 山 ハカ 二 ドウ 

5 寺山ハ カン トウ. 新開 

ncN キヒタ 

7  i 簾ノ  rpj 


ぐ ノラ 

金 计免 

石 見 村 


ノウ マン、 君 ノ%  }ズ 


一 五 〇 

ュシ ムキ  ササャ マ  ゥへ  ， 

西 向山. 1 緬。 今 田^ 頭。 笹山。 笹山 南へ 登 产道ン 上。 追 崎奧。 鬼 石。 木 田 橋。 國分 境。 小 迫。 才太 

ヒラキ  シモ  シタ 

郞" 力 花 開。 下. 1  ま。 下.' 手前 花ノ 前道ノ 下。 下.^ 大下 ヤシ キ。 中 ノ濱。 濱ノ 大師 川 辰巳ノ 方。 下 ノ濱駒 平 

ゥへ  す —ヒラ 

屋南 脇。 下ノ 金山 ヤシ キ。 才ケ at 屋敷。 濱ノ 大師 川 戌亥ノ 方。 コクギ ヒタ。 大辻 東上 墓地。 大平。 寺 山 

シタ  ゥ へ 

、ノ カン ドク 新開。 港。 港 無 緣墓ノ 前。 黑 淵山ノ 下。 鎮守 森。 水神 森。 古 竹 俗 南 平 田 上。 ク ツギ ャブ溝 

ゥ へシタ  ゥへ 

南 平畑ノ 上下。 トフ ti 出口 南 上 北 向。 龜原坂 長澤村 境。 クマ ンサ コ。 ユン ドク (延 道) 坂道 南 上 北 向 

ml 'ガイ ミナミ ヒラ 

平。 要害 南ノ 平。 寺 山 光明寺 墓處東 平。 龜原谷 南。 才ケ峠 黑川村 境。 ボ ダイ 山 ノ中。 丸 山 東 平。 丸 山 西 

平。 大濱。 

セン ダ ビック ボ  セン ダ ビヅ n ザ n 

(三) 國分村 字 名 千 田櫃久 保。 千田櫃 三階 田。 千 田 櫃久保 南側。 千 田櫃小 迫。 千 田櫃。 千 田櫃北 

t ヱダ  , ゴミ  ダウ シ & 

/ヱキ。 千 田櫃ヒ M 田。 千 田櫃ヒ H 田 南 手。 稗 ffi。 千 田櫃ヒ M 田 後。 フン 込ヒ H 田 後。 稗 田 後口。 

フン ゴ ミカ シラカ イダ  フン ゴ， X カイ ダ  オト ナ アト シモ コフザ カイ シモ n フザ カイ ッパキ モト キ 

瀧ノ上 H。 フン 込。 蹈込 頭加以 田。 蹈込粥 田。 四 拾 二番 鳥。 大人 ノ跡。 下府 境。 下府 境椿ケ 本。 木 

ダ ぺシ ぜン ヱ モン ダ  キダ パシ トウ キチ^  サン ガイ ヒガシ ゾラ  キ ツネ サ n シャゥ キン ダェ キナ ラビ ケフ 

田 橋 善 右衞門 田。 木 田 橋。 木 田 橋藤吉 田。 椿ケ^iキ。 三階 東 空。 ヲ タツマ。 狐ケ 迫。 正金 田 1.1 弁-一 敎 

プ ギヤ ゥ  イワ モト  ァゲ  シャゥ キン ダビラ 

奉行。 正金 田。 岩ケ 本。 狐 ケ迫山 ノ內。 揚ケ。 下 揚ケ。 下 揚ゲ？ 揚 ケ走リ 下リ。 大 ユキ。 正金 田 平。 

アサ ツキ  イチ ギ ジリ  9. ミナミ サ n 

淺付。 マ ナガ H キ。 眞 奈ケュ キ。 市 木 尻。 ハナ テ。 南ケ 迫.。 十 門。 南ケ 迫。 奈 古田。 ナコダ 。大 H キ 

ャ ダ 十 ナトホ ダ  n ゥャ ダ イチ ギ マ ヱ  ヂ ンデュ ウダ t ガシ マエ ナカ グラ 

田。 谷 田。 七通リ 田。 紺屋 田。 市 木 前。 家ノ前 ユキ。 家ノ 前。 甚十 田。 東ノ 前。 中藏。 布 木 ノ向气 


キヤウつ ギヤ ゥ アサ ダ  イチ ギ デリ ビラ  イチ ギ  マエ ビラ タ クチ ゥシ p タ クチ  マエ イチ ギザ シ ラニシ ビラ 

經 奉行。 淺田。 市 木 尻 平。 市 木。 市木ノ 前。 市 木ノ前 平。 宅地 ノ後。 宅地 ノ前市 木 頭 西 平。 市 木 頭。 

タ クチム 力 t ビラ  すホ ヤス，.，  ッ. ヂャパ **v  ビク 二  .， ョ アマ 二 ショ 

宅地 ノ前市 木 頭 北 平。 宅地 向平。 宅地 ノ前。 大休。 大 休ミ。 辻屋 畑。 辻屋。 比丘尼 所。 尼 二 所。 田 

アマ ニシ m ササ ワラ ヒガシ マエ  t ガン  ドウ ゥシ 口 ェキ ゥシ P 

淵。 尼々 所。 笹原。 東ノ 前。 笹原 向ィ。 東。 酒屋 往還 ノ岡。 ァ セチ。 川ノ 尻。 堂ケ 後。 熔ケ 後。 ディ ガ 

工キ  ダイ &  > 

H キ。 デヒガ ユキ。 シィガ ユキ。 チイ 力 ユキ。 シ イカ 1.1 キ。 ジィ ガ裕。 堤 尻。 酒屋。 久 保屋。 大 門。 

ハチ マイ バ タケ  ザコ ャダ ホ リグ チ ャダ ミヤ マエ 力  ャダ 

八 枚 田。 八 枚 畑。 鐘 ツキ 堂。 鐘 突 堂。 ヒャケ 力 迫。 谷 田 堀 口。 谷 田 宮ノ前 上ミ。 谷 田池ノ 後。 谷 田 

7- シド 力-マチ  J.:. マチ 3 ャ， ダ ダ ャ- ゥふロ ャ， ダチ ゾゥ ェキ シン ミチ ャ ダュダ ャ ダカ  タ -I ャダュ ゲ ガシラ ミチ 

石 堂 町 ヨリ 大町 谷 田 駄星ノ 後。 谷 田地 藏ノ 路。 新道。 谷 田 田。 谷 田 上 ミノ 谷。 谷 田 湯 田 頭道ノ 

ゥ  ャダコ ダ ガシラ 力  ャタ アカバ ネ ャダ タカ サゴ ャ ダ す.. 'マチ ガシ ラウ ケドテ 力  ャ ダヒが シィへ マエ 

上 H。 谷 田 田頭ノ 上ミ。 谷 田赤ハ 子。 谷 田 高 砂。 谷 田 大町頭 請 土手 ノ上 ミ。 谷 田 東家ノ 前。 谷 田 

, , ,  I ャ* ダ ギ ^^ィ マ ェカ ォチ アイ ャ ダ ギ アイ 力 ミ チウ  ャダ イチ ギ デリ キタ キレ 

東ノ前 上ミ。 谷 田 出 售ケ前 上ミ落 合。 谷 田 出 會上ミ 道ノ上 M  。谷 田 市 木 尻。 谷 E 巿木 尻北ノ 切。 谷 

, 、 , „  ャ ダッ バキ ヱキ ジリ ャダ ヮセダ 

田 千 田 ビッ。 谷 田瀧ノ 下。 谷 田 千田櫃 出口。 谷 田 椿ケ墙 尻。 谷 田早稻 田。 谷 田 上 ミ川畑 吉左衞 門 田。 

谷 田 杉 ノ前三 郞兵衞 田。 谷 田 竹， N 前。 谷 田 下 木 田 橋。 谷 田 木 田 橋。 谷 田 三階。 谷 田池ノ 向ィ。 谷 田 

,  ャダ， テ アイ フ^ ャ シキ  ャ ダ ヒガシ 

池 ノ向ィ 上 ノ切。 谷 田 出會古 屋敷。 谷 田 出會ノ 上ュ。 谷 田出會 ノ上ュ セン キ ユウ。 谷 田 東。 谷 田 束 

ャ ダヒガ シ.. r へ カシラ タニヒ な シ.； 一， グチ ミチ ゥ ェシタ ャ ダ .1 十リ マエ ャダュ ダヒガ シェキ ミチ シタ ャ ダ ケカサ ゴィへ ヮキ 

家ノ 後。 谷 田 東家ノ 頭。 谷 東 出口 道ノ 上下。 谷 田 稻荷ノ 前。 谷 田 ft 田 東 裕道ノ 下。 谷 田 高 砂家ノ 脇。 

ャ ダカ  *^-1ィへ シ  ャダ アサ ハタ  ゥ .t 力 スヂ ャ ダ.. チ グチキ ユウ ザ エモン パ タケ (？)  (？. - 

谷 田上ミ 谷家ノ 下モ。 谷 田 麻畑ョ ソ上 H 中ノ 筋。 谷 田 出口 久左衞 門 畑 一 丸 目。 谷 田 庵地。 谷 田 堀 口 

シン ギン  シン-テンカ ハパ ケ+ ラビ-一力 ハヒ なシ トモ ゲ バ  カネ ツキ ドウ カシ 〔な 

田ノ 上ェ。 新田。 新田 頭 ソソ。 新田 川 畑 幷 川 東 共。 下馬。 柏 田 下馬。 鐘撞堂。 柏 田。 カシ ハタ。 
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一 五 二 

ャ？ SIK  フル  ォ ホヒラ トウ ガネ トウ ガ ネガ シラ  トウ ガ ネガ シラ カハナ -I シ ヤマダ  マツ バラ シ ョ n パ タケ 

松 尾。 古 ャセ。 大平。 唐 鐘。 唐 鐘 頭。 柏 田 ノラ ガ山ソ 子。 唐 鐘 頭 川 手。 西 山 田。 松原。 下タ橫 畑。 

ダイ メゥ ジン シモ ッカ モト ッカ ダン  (？)  トウが ネナ カノ ガハ トウ ガネ ナカ ダ  ガハ ョコバ タケ 

カケ。 大 明神ノ 下。 嫁ノ 本。 塚ノ 段。 唐 境 弘法 ノ井。 唐 鐘 中 野 川。 唐 鐘 中田ャ 川。 横 畑。 下タ撗 畑。 

ニシ バラ ォホバ タケ  ォ I パ タケ テラ パ タケ マ エバ  マ エバ  サン カク パ タケ マへ ダ ビラ ホソ イリ  キ タビラ ダイ ミヤ ゥ ジン 

西 原。 大畑。 大 畑ケ。 大畑寺 畑。 前場。 前場 畑ケ。 三角 畑。 前 田 平。 細 入。 カケ。 カケ北 平。 大明神 

ミナミ ビラ  ダイ ミヤ ウジ ンゥシ p  ダイ ミヤ ウジ ンゥシ ロビラ サブ 口 ゥシ ド n  サブ 

南 平。 大明神 上ミ。 大明神 M キ。 大明神 北 平。 大朋祌 後。 大明神 後平。 三郞四 床。 三郞 四。 三 

"ャ ゥシ ォホカ ナス ゥ ダイ，. /ャ ウジ ンゴ ィハ シャマ サン タメ サン タメ  アナ クワン ノン ゥェ タタ i ダニ シ ビラ 

良 四。 大金 周 布。 大明神 后。 嫋" 山。 三ケ 瀧。 二 一 ケ瀧。 大明神 下モ。 穴 觀音ノ 上。 疊田西 平。 疊平。 疊 

タタ i ャマ ォ ハシリ (？〕  フ  本 i マチ フ  ネソネ 力 ナス ゥ n ザコ ヒ n ヂ ウタ  ハ>- 

西 平。 疊山。 折リ 走。 折リハ シ。 二 タ予。 三ッ 町。 二 タ子曾 根。 金 周 布 小 迫。 彥十 田。 小 サコ。 濱 

ゾ エダ  (？)  シン ギン シモ  シン.. テン マ エダ  マ エダ 力 ミス キ  -ー タンダ バ タケ 

添 田。 鹿 伏。 神 田下ノ ュ キ。 神 田北ノ ェ キ。 神 田。 祌田前 田。 前 田。 前 田 紙 漉。 紙 漉。 武反 畑。 

す. t モト ヒガシ  マ エダ キ タビラ マ エダ ビラオ ホ モト シモ マ エダ キタ ホウ 

大元ノ 東。 前 田 曾 根。 前 田 北 平。 前 田 平 大元ノ 下。 前 田北ノ 方。 前 田 平北ノ 方。 金 周布サ カリ。 早 

ォ. I 力 ナス ゥ ベット ゥ 力 ナス ゥニ シサコ  ノダチ  (？)  す —モト ゥシロ ッデ マエ 

稻田 平。 大金 周 布 別當。 金 周 布西ケ 迫。 西ケ 迫。 西ケ迫 野田ノ 尾。 鹿 伏 野田ノ 尾。 大元ノ 後。 ：H ノ前 

-I タンパ タケ  サカネ  カシラ  ダイ タ  ベット ゥ ドウ 

二 反 畑。 辻ノ 前。 辻。 辻ノ 後。 坂 根。 金 周 布 頭。 大元。 金 周 布西ケ 迫。 臺ノ 田。 金 周 布。 別 當道ノ 

ゥェ  クデラ  ダニ  マツ シマタ 二  サン ヂュ ウダ 

上。 別當。 宫ノ 前。 金 周 布 向ヒ。 鯨。 坂根ノ 後。 スゲガ 谷。 松 島 (嶋 )。 松 島 谷。 坂根ノ 前。 三十 田。 

アンサ n ッカ ゲン ォホ ムカヒ チ サキ マエ キ タカ ハチ  ミ ドウ ゥシロ タケ ミチ ツキ 

シタガ ユキ。 庵ケ 迫。 塚ノ 段。 大向。 尾崎ノ 前。 北 河內。 前ノ 門。 イツ ノシ ソ。 御堂 ノ後。 竹 道。 着 

シ  -  マツ， ハヤシ  チン ヂュ マエ ョ n n  ツキ コゥャ バタ ケ  キタ 

ノ 下モ。 御堂 ノ脇。 松林。 門ノ 前。 鎭主ノ 前。 橫路。 着ノ 前。 镇主ノ 門。 着 紺屋 畑。 尾崎ノ 上。 北 

.ゥ ハチ ツキ  タニ ヮセダ  バ. ャ ウダ  タニ ヒラ ナ カフ 

河內 着。 北 河內谷 頭。 谷 西 平。 谷。 早稻 田。 下モ 山。 上ミ 山。 馬乘 田。 馬乘。 谷ノ 平。 中 尾。 イツ 


ャプ -ンタ すホト n  n ザ n ハ ャマ モト 

ノ上。 平 畑 イツ ノ上。 早稻田 平。 中 尾 田。 中 尾 前。 力 ワク ドク ー シ。 藪ケ 下。 大床小 迫。 葉山ケ 本。 

カン ダ  パン デャ ウメ ン (？)  シ モド ウメ ン ァテボ ヂ リカ ハク ボ  ァガ ダ  ハン タ  ァガ ダ  ャ マノ ゥチ 

神 田。 . 日ノ 本。 番定 免。 乘守リ 免。 下道 免。 宛 母 尻川久 保。 上リ 田。 半ノ 田。 揚リ 田。 山 之內。 宛 

ァ リメ トリ ャマ ァ リダ〃 シラゴ  ァ リダ カシラ シバ ォホ バラ  ャダャ マ ゥチ 

母。 有 免。 鳥. E。 有 田 頭 后。 有 田 頭。 芝。 大原。 中 尾 田 平。 ュ キ。 谷 田 山 ノ內。 谷 田. E  ノ內 往還 \ 

ャダャ マオ ホェキ  (？)  サン ボン マツ  ャダ ミヅグ メキタ 

岡。 谷 田 山 大隘。 谷 田， 藤 山 西 平。 藤 山。 谷 田 藤 山。 谷 田 、ノ ゴ 山。 谷 田 山 三本 松。 谷 田 山水 溜北ノ 

上ェ。 谷 田 山水 溜 下ノ久 保。 谷 田 山水 溜。 谷 田 山 下府境 ソ于。 谷 田 山水 溜 中道 下タ。 谷 田 山水 溜 中 

ス十ザ カウチ ゴェ  ァネ ハマ  チヤ ク 

道 上 H 北。 谷 田 山水 溜 中道 上 南下 府境。 谷 田 山 ノ內水 溜 北。 谷 田 山 マ カリ 砂 坂 打 越。 姉ケ im。 着。 

プパキ モト  ハシォ  イチ ギ ジリ ハ ナナ 

榑ケ 本。 下府村 境。 四 拾武番 鳥。 岩ケ 本。 走リ 下リ。 大 ユキ (裕 )。 巿木 尻。 花 手。 南ケ 迫。 ナゴ 田。 

n コロ ヨシ  ャ ダ ドウ  チョウべ I ャマ アナバ タケ サン ダメ  アカバ ナ シモャ マ 

ハナ テ。 家ノ 前。 心吉。 マナ、 ガ ユキ。 谷 田堂ケ 後。 堂ケ 後。 長兵衞 山。 穴 畑。 三 ケ嶽。 赤 鼻。 下山。 

力 ミヤ マ  n ハマ ィヌジ マ 木コ ジマ  n ジマ  ォホジ マ  ヨリ 

上 山。 ァ ゼチ。 小濱。 犬 島。 猫 島。 穴觀 音。 床 ノ浦石 It  。 小島。 大島。 クー ー賴。 ヒ "ゲ。 トウ ノシ 

タキ  n ガマ  テラ ジマ  スズリ イワ トウが ネカハ バタ シラ 

マ。 瀧 ケシタ 。ウノ クソ。 小 釜。 大釜。 寺 島。 トビ。 硯岩。 唐 鐘 川邊。 白" ゲ。 

フナニ  〔  フナ -ーハ  ェキ フ ナニハ  ィへ ヮキ フナ- 一 ハツ ッミシ 

(四) 久代村 字 名 船 庭。 船 庭 ソリ。 船庭ソ リノ 路。 船庭ソ リ家ノ 脇。 船 庭 堤 下タ。 船 庭 家 後。 船 

フナニ ハイへ ヮ キイ モシ 口  フナニ ハツ ッミ ガシラ 

庭 家 脇。 船 庭 家 ノ脇芋 代。 船 庭家ノ 下モ。 船 庭 脇 弘法。 船 庭 堤 頭。 船 庭墓ノ 元。 船 庭 脇墓ノ 元。 

フナニ ハス ヰ...， リ 

船 庭 水 尻。 船 庭 山 後 濱大繩 場。 船 庭家ノ 前。 濱 添宮ノ 前。 濱添宮 ノ前芋 代 廻リ。 濱 添宮ノ 元。 濱添。 

柴 水田 麥田 下タ。 柴 水田 中。 柴 水田。 火ブリ 床。 火 ブリ曾 根。 火 ブリ西 平。 火 ブリ。 メゥガ 谷下ノ 

1 五三 
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I  '  >  ^  -  -  .  メ ウタ ニェキ ガシラ  ボウ カハ ドホリ 

床 廻ソ。 メゥザ 谷 中 曾 根 廻リ。 メクガ 谷 上 ノ裕。 明ケ谷 路頭。 明 ケ谷裕 頭 ハナ。 メクガ 谷。 坊川 通。 

坊川通 上 へ 。 坊川 通家ノ 上ミ。 坊ノ裕 下。 坊ノ ュ キ。 坊平。 坊田。 坊 平家 ノ上。 坊家ノ 上。 坊。 五 

タシダ ビラ 

反 田 平。 五反田 平 曾 根。 五反田 家ノ 上ミ。 五反田。 稻 葉森ノ 下タ。 稻 葉森ノ 上裕。 稻葉森 上ミ。 稻 

葉森ノ 崎。 稻葉森 上へ。 稻葉家 平。 稻葉森 平。 稻葉家 下モ。 稻葉 丸物签 床。 稻葉丸 物 職場 地。 稻葉 

肥シ置 場。 稻葉 部屋 地。 稻葉 職場。 稻 葉家ノ 廻リ。 稻葉 家ノ曾 根。 稻葉坊 平。 稻葉 森。 稻葉家 ノ脇。 

稻葉道 下タ。 稻葉櫛 色 地。 稻葉。 立 目壹本 松。 立 目 三百 田。 立 目南ケ 迫。 立 目 三百 田 is。 立 目 ソラ。 

タチメ  ミ-, ミタ チ.' 

立 目。 南 立 目南ケ 廻リ。 南 立 目 五十田 頭。 南 立 目 五十田 頭裕。 南 立 目尻 上 切。 南 立 目尻。 南 立 目。 

中 ケ市川 手。 中ケ市 山手。 中ケ 市裕。 中ケ 市。 菅崎下 ノロ。 菅崎 上ミ。 菅崎。 ス ゲン ゾク 尻。 ス ゲン ゾ 

ク尻堤 下タ。 スグン ゾク堤 間。 ス ゲン ゾゥ裕 頭。 ス ゲン ゾク。 上 原 尻。 カン 原 道 上。 カン 原 道ノ下 

5 カン ハラ  タ タラ  シ ラス ナ 

タ。 上 原。 is^. 尻。 13|^下ノロ。 鲈上ノ 切。 i &。 白砂 曾 根 田。 白砂 久保。 白砂 小路。 白砂。 丁子 堀上ノ 

切。 丁子 堀 上へ。 丁子 堀 西 ノ裕。 丁子 堀 東 ノ路。 丁子 堀 下モ。 丁子 堀。 井ノ 木家ノ 前。 井ノ木 上へ。 

^  ^  ■ ^ン ゲン 夕  t' ゝ r 夕 

井 ノ木曾 根。 井ノ 木。 三 反 田 川端。 三 反 田家 ノ前。 三 反 田。 沖 田 マナ 力 崎。 沖 田 口 戈 連。 沖 田。 臺 

マ ナガ 崎。 臺ノ 脇。 臺 ノ裕。 臺ノ 上。 臺。 鳥 落 堤 下タ。 鳥 落 堤裕。 鳥 落宫ノ 前。 鳥 落家ノ 前。 鳥 落 

田 平。 鳥 落家ノ 上ミ。 鳥 落 平。 鳥 落 床。. 鳥落宮 后。 鳥落宮 上ミ。 鳥 落 西 ノド。 ^15洛中ノ下ク。 


卜ゅ ヲチ ド ケメン 

落 曾 根。 鳥 i 洛。 道 免。 道 免 尻。 道 免 尻 上ミ。 道 免裕。 同 免。 トク メン. - 道 免 片田裕 J 道 免片田 下 

タ。 堂免片 田下ノ  、ノ ナ。 道 免 片田平 上。 堂 面。 道 免下ノ  H キ。 道 面 片田平 下/角。 道 面 曾 根。 道 面 

下ノ 切。 道 面 西 平。 道 免 床。 道 免 空。 道 免下タ 切。 道免大 畑ケ。 道免柬 平。 道 免中ノ 切。 棬。 椿裕。 

ソラャ シ キ 

椿ノ 前。 { 仝 屋敷。 空 屋敷 家ノ 後。 空 屋敷 ノ前。 空 屋敷 家ノ后 上へ。 空 屋敷 家 ノ！： ^上ノ ハナ。 空 屋敷 

フ カタ  サコ  ニシ イチ 

曾 根。 深 田。 深 田 下モ。 深 田 中。 深 田 上ミ。 深 田^ 西 平。 迫。 迫ノ 前。 迫家ノ 前。 西ケ 市。 西ケ 市^ 

頭ノ 平。 西ケ市 尻。 西ケ市 路頭。 庵。 庵ノ 崎。 庵 床。 庵 床家ノ 前。 アン トコ/上。 アン トコ ノ空。 庵 

ョコロ  フタ ソネ  ト& 

ノ上 大歲社 敷地。 庵ノ 前。 橫路。 撗ロ。 撗路 下タ。 札ケ曾 根。 札 ケ曾根 下タ。 札ケ曾 根上ノ ハナ。 中 

ゾ本  ノジ ゥシロ トコ  ,1 ドウ ビラ 

曾 根。 中會 根上ノ 切。 中 首 根下ノ 切。 野 地後ノ 床。 野路 墓ノ 本。 野 地^ 平。 野 地ノソ 子。 御堂平。 

十カソ 

御堂 ガイチ。 御堂平 家ノ 脇。 中 曾。 中 曾家ノ 前。 中 曾家ノ 後。 水 尻リ。 川久 保。 水 除。 家ノ 前。 戎 

ノ上ミ 。下ノ 迫。 マト バ。 奧迫。 柴 水田。 柴田ノ 上ミ。 砂 田。 土 居 ノ內。 ハサ マ。 ハサ マノ 上。 士：： 

田。 大信 田。 源 五郞。 淺門小 田。 堤。 古城 河內。 古城 ケ市。 古 屋ケ？ 价。 小 田。 宮ノ 前。 田 屋ノ前 下モ。 

田 屋ノ前 上ミ。 ィ ヤシ ゲ。 山 崎生ノ 田。 九 郞兵衞 田。 大元 上ミ。 宮尾 崎。 大本 森 口。 トヒ 川。 三生ケ 

浴。 三人 ケ浴。 ナメ  ノレ プ路。 高 丸 尻。 高 丸 廣ミ。 西 鳥 落。 宮ノ前 芋 代。 越シ マキ。 狐 城。 狐 城 床。 

n へ トク。 コ へ トク 南 平。 小 迫 平。 小 迫。 淨土 寺。 マ ナガ サキ。 古迫 平。 寺山ノ 元。 寺 山元。 包 S 

,  1 五 五 
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敷。 山 崎。 新屋。 墓ノ曾 根。 H ビス。 大元社 敷地。 權現 山。 苦 山。 松 ボコ。 旦原。 三尺 ケ路。 後濱。 

後 濱西大 曾 根 岡。 大平壹 本 松灘。 宇 和 田。 大平灘 曲川サ カイ 。大 平。 曲ソ。 市 樂花ノ 木 田。 市樂割 

付。 市樂川 通リ。 市樂 上。 市 樂七通 田。 市樂 ソリ。 市樂 下モ。 市樂。 長 免 平。 長 免 上ミ。 長 免。 ケ 

ン ドク 免 尻。 ケン ドク メン西 ノ路。 ケン ドク 免 上ミ。 ケン ドク メン 下モ。 ケン ドウ メン下 ノ裕。 ケ 

ン ドウ 免 平。 ケン ドク メン。 水 越 東上 ノ裕。 水 越久保 上ミ。 水越久 保。 水 越 久保上 西裕。 水 越久保 

尻。 水 越。 ァゲノ 上ミ。 ァゲ久 保 上ミ。 ァゲ久 保 上 ミノ 裕。 ァゲ久 保。 ァゲ久 保 上ノ小 アキ。 ァゲ 

久保畠 尻。 ァゲ久 保家ノ 上ミ。 ァゲ久 保 家ノ向 H キ上 ミ。 ァゲ家 ノ向堤 尻。 揚 ケ家ノ 前。 ァ ゲ古屋 

敷。 ァゲ久 保 尻リ。 ァゲ。 前場 田ノ ソリ。 前場 上ミ。 前場 田 上ミ。 前場 尻。 前場 下 ノ裕。 前場 上ノ 

路。 前場 向平。 前場。 長 谷 北 ノ路。 長 谷 北ノ裕 下モ。 長 谷 上ミ。 長 谷 平。 長 谷 平上ノ ハナ。 長 谷。 

モ チタ 

餅 田 尻。 餅 田 平。 餅 田。 稗 田 南 H キ。 稗 田 尻。 稗 田 上ミ。 稗 田 下モ。 稗 田 南 ノ曾根 下モ。 稗 田 曾 根 

上。 稗 田 曾 根。 稗 田 平 床。 稗 田 平。 稗 田 道 下タ。 稗 田 上へ。 稗 田 上 ミノ 下タ。 稗 田 淸水谷 平。 稗 田 

下モ 下タ。 稗 田。 道 長 谷。 道 長 谷南裕 尻。 道 長谷裕 頭。 道 長 谷 下モ。 道 長 谷 上ミ。 道 長 谷 平 曾 根。 

道 長 谷田ノ 上。 道 長 谷 平 ハナ。 道 長 谷 東 曾 根。 道 長 谷 西 平。 道 長 谷 道 バタ。 道 長 谷西ノ 平。 道 長 谷 

. 上 南。 道長谷上^r 道 長谷裕 頭中ノ 切。 道 長 谷 北 ノ裕。 道 長 谷 下タ。 道 長 谷上ノ 格。 道 長 谷 南 平。 


道 長 谷 中 A 曰 根。 道 長 谷地 藏ノ前 道 ノ下タ 。道 長 谷道ノ 下タ。 ヒッ ケヲ。 ヒッ ケヲ下 切。 ヒッケ ヲト 

切。 凉松。 ス>ミ 松 上。 ス>ミ 松ソリ 上ミ。 ス>  ミ松久 保。 ス，、 ミ松 横ケ峠 シリ。 凉松北 平。 凉松 

力 ハラ ケ 

北ノ ソネ。 土器。 土器 道 下タ。 土器 道 上へ。 土器 西ノ 空。 土器 ハナ。 河 左 古 尻。 休 石。 明戶 釜。 休 

シ ミヅタ 二 

石 ソリ。 府 迫東ノ 格。 片タ ソソ。 淸水 谷。 淸水 谷南ソ 子。 尻 長 谷。 夫婦 釜。 億 田。 府^。 府迫。 淸 

水 谷 尻。 淸水谷 上へ ソ予。 淸水 谷家ノ 空。 淸水谷 居宅ノ 脇。 淸水谷 上ノ道 下タ。 淸水谷 東 平。 淸水 

谷 家， 前 上へ。 淸水谷 5f 半。 淸水谷 道 下タ。 淸水谷 上へ 曾 根。 淸 水家ノ 下モ。 淸水ハ 介 西 平。 淸水谷 道 

マキ タテ 

上。 淸水谷 山 之內。 淸水谷 尻 道 下タ。 棋ケ 峠。 棋ケ^ ケ。 棋ケ^^曾根。 横ケ 峠 床。 横ケ 峠道 ノ 下タ。 棋ケ 

^堤ノ 上ュ。 棋ケ 峠上ノ 切。 棋ケ 玲堤ノ 下タ。 横ケ 峠下ノ 切。 構ケ ソ。 構ケ峠 平。 棋ケ^^{.^^平。 ^ケ 

玲西 平。 有 免。 有免柬 ノ路。 有 免 西 ノ裕。 有 免 堤 上ミ。 有 免 北 平。 有 免 西 平。 有 免 床。 有 免 道 下ク。 

有 免 南 平。 有免柬 平。 有 免上ミ 切。 宇津 割。 宇津 割中ノ 切。 宇津 割 尻。 宇津 割 中ノ切 下モ。 宇 es: 割 

裕堤ノ 下タ。 宇津 割 谷家ノ 前。 宇津 割 向。 宇津 割家ノ 后。 宇津 割 向道ノ 下。 宇津 割 井上。 宇津 割裕。 

宇津 割 谷 カナ クソ ハナ。 宇津 割家ノ 前。 宇津 割下 ノ切。 宇津 割 カナ クソ ハナ。 宇津 中 ノ下ノ 切。 宇 

津割中 ノ上ノ 切。 ^Jr  at ノ後。 ^家 下 ソリ。 ノ 下道 下 タ。 峠 向山 根 屋渡道 上へ。 ^向山 ノ內。 峠 

山 ソネ。 iSf 平。 isi- 家ノ 前。 iif 上家ノ 上へ。 大久 保。 大久保 井尻。 大久保 尻。 大久保 墓 下ク。 大久保 
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中部 屋家ノ 前。 大久 保家ノ 上へ。 大久保 宇津 割。 大久保 绅屋ノ 前. - 大久 保家ノ 後。 大久保 家 ノ下モ a 

ゥ マウ チヲ 口 

大久保 元屋ノ 前。 大久保 墓所 ノ下ク 北 向。 馬 打 下シ。 馬 打 後家 ノ後。 馬打ォ シ 廣ミ。 馬打ヲ ti シ 

東ノ 床。 馬 打ヲ" シ床ノ 上。 井ノ上へ。 井ノ上 道 上下 モ。 井ノ上 道 下タ。 井ノ上 道下タ 上ミ。 井ノ 

ヱキ 

上ミ/ 路キ。 井ノ上 道/上 へ。 ヲ ゥゾ、 ガ絡。 ヲクソ 力 路頭。 ヲ クソガ 堵東ソ 子。 ヲシ ソガ 路西ノ ソ 

カウ ジン  ァ カシオ 

子。 荒神。 荒神 ノ前。 荒神 北 平。 荒神 西 平。 赤嶋。 赤 嶋北ノ ユキ。 赤嶋 荒神 ソネ。 赤 嶋西ノ 曾 根 廻 

リ。 赤嶋 荒神 ノ前床 廻。 赤 嶋有免 平。 赤 嶋寺田 平。 赤 嶋下ノ 南 ノ裕。 赤嶋南 平。 赤嶋下 ノ裕道 下タ。 

路古 屋敷。 砂 田 格。 中ノ 上へ 下モ。 中 野 屋敷 地。 宇津 上ノ 切レ。 サヲカ 裕キ。 サヲカ 路下ノ ハナ。 

濱ノ 前。 黑嶋。 高 棚。 黑嶋高 棚。 平嶋。 白嶋。 小濱。 H キ。 

カメ ャ ェキ カメ ャ ェキ ゥェ カメ ヤエ キ 匕ガシ 

(五) 有 福 村 字 名 (龜. 釜 *鴨* 賀 茂に 關 する もの、 爾餘 省略) 龜屋ノ 裕ノ龜 屋路ノ 上。 龜屋裕 東 

(？)  力 マエ キカ  ゲ 力 マドコ カマド J 力 ハム カヒ 

ィケ。 力 マ ケ路。 釜ケ 路上 ミ。 力 マ 田。 釜 床。 釜 床 川 向。 


人麿歿 處に關 する 他の 諸說 


I 

人 麿が 石 見で 歿した とい ふこと は、 萬 葉集卷 二の、 『柿 本 朝臣 人 麿、 石 見國に 在， -て 死に 臨みし 

時』 とい ふ詞 書に 本づ いて 居る ので ある。 卽ち萬 葉 集の 記述 を 信用 するとい ふ 要約のう へ に 立って 

の 詮議で あるから、 萬 葉 集の 記述 を 疑 ひ、 信用し なけれ、 は、 人 麿の 歿處 など は 第一 問題に する こと 

が出來 ない ので ある。 

ゆ ゑに、 人 麿の 歿處の 詮議 をしょう とする に は、 第一 に 萬 葉 集の この 記述 を 信用して それ を土臺 

とせねば ならぬ。 そこで 私 は 鴨 山考を 立てた とき、 先づ 第一 の 約束 條件 として、 『第一 。人 e が 石 見 

國で 死んだ とい ふこと を 認容す る こと』 とい ふの を 作った のであった。 この こと はた だ 論文の 儀容 

を設 くるた めの 無用の 要約の 如くに 見えた のであった が、 その 無用で ない こと は、 此處で 明かに な 
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る ひで あるか 

若し、 萬 葉 集の 記述 を 信用す る ことが 出來 ない としたならば どうなる かとい ふに、 それならば、 

人 麿 を 第 一番に 疑 はねば ならす、 人 麿 作歌 を 疑 はねば ならす、 萬 葉 集 全 體を疑 はねば ならす、 つ ひ 

に 虛無說 に 落 著く ことと なる のであって、 人 麿 歿處の 穿鑿の 如き は、 實に 小さな 問題に なって しま 

ふので ある。  、 

學界 の歷史 は、 古來 さう いふ 考證學 者の 消極的 否定的 虚無的 態度から 成った 論文の 出現 を 報じて 

ゐる。 けれども 私の 鴨 山考の 態度 はさう いふ ものと は 稍 趣 を 異にし、 先 づ萬葉 集 を 信じ、 萬 葉 集の 

歌の 詞書を 信す る ことから 出發 して ゐる もの だとい ふこと を、 煩 はしい が此處 でも 念 を 押してお く 

ので ある。 

二 

私の 鴨 山 考の出 發點は 右の 如くで あるが、 人 麿が 石 見で 歿した とい ふ 事 實を疑 ふ學者 も、 現代に 

皆無で はない。 これ は 旣に總 論篇で 少しく 觸れ たけれ ども、 ここに 纏めて おいても いいので ある。 

折 口 信 夫 博士 は、 『人 麿 自身よ， 0 も、 後世の 傳承 者が 此 時に 死ん. だものと 信じて 傳へ てゐ たので、 


萬 葉 集に も かう 書いた こと は 明らかで ある。 事實 について は 問題 はあって も、 傳說 上の 人 麿 は兹に 

終って ゐる の だ』 (I 練 fl)。  ， 

高 崎 正秀氏 は、 『人 麿 は 其 前半生に はきつ と 巡遊 伶人と して、 地方 を廻國 したので はなから うか。 

そしてつ ひに 石 見の 國で 客死した と傳 承され たもので あらう』。 『人 麿 は 石 見國で 死んだ と W 說され 

てゐ て、 其 國には 柿 本 神社 さへ 殘 つて ゐる。 學者 はよ つて 以て、 彼の 鄕里 を此 山陰の 地の 某々 に定 

、、、、  /3n"PT£»  乂弓ー 

めたい と あせって ゐる。 が 恐らく は 大和 を 推す 說が 正しい ので あらう と 私 は 見て ゐる』 (が 射脾 ！：っ ハぉ 

第八ン  . 

號)  . 

髙崎 氏に 據 ると、 人 麿の 前半生 は 巡遊 伶人と して 諸國 を遊歷 し、 後半生 は、 宮廷 詩人と して 活躍 

し、 諸國へ 旅した の は、 采詩官 としてであった だら うとい ふこと になる ので ある。 

そして、 石 見で 死んだ とい ふの は、 さう いふ 傳說 であって、 實際は 石 見で 死ななかった かも 知れ 

ない ので ある。 『石 見に 在りて 死に 臨みし 時』 とい ふ傳說 なので、 實際は 石 見で 死なな くもいい と 

いふ こと を 暗 指して ゐ るので ある。 采詩官 或は 巡遊 伶人と して 地方 を廻國 して ゐ たと 想像す るの だ 

から、 必す しも 石 見と 固定せ すに、 その あた， 0 の何處 かで 死んでも かま はぬ ので ある。 併し、 高 崎 

氏の 說は 瞭然と 石 見 を 否定した ので もな く、 その へ んは 朦朧と して 居る。 

ニニ  _ 
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谷 本 政武氏 は、 「人 麿の 死と 傳說」 とい ふ 論文 を 書いた。 (fl 錄噺 ，和? 神寇ナ )。 その 要旨 を 次に 手抄 

する。 

『第一 に、 柿 本 族 は、 巡遊 神人で あつたと 言 ふこと である。 然 らば この 巡遊 神人なる もの 、生活 は、 如何なる 

もので あつたかと 言 ふに、 それ は 柳 田 先生 も說 かれて ゐる やうに、 小 野 神の 布敎 であった。 上代に 於て は、 一 

人 柿 本 族に 限らす こうした 一 つの 信仰 を 諸 國に持 歩いた 部族 は 非常に 多かった ので ある。 こうした 巡遊 神人の 

生活 は、 自ら その 一 生が 旅から 旅に 終る 漂泊の 生活と なった ので ある。 卽ち 漂泊の 一 部族が、 何處か 落着いた 

所に 村 を 構へ、 その 村の 分割した ものが、 更に 漂泊して 廻る と 言った 形 を 取って 移動して 行った ものである。 

第二の 問題 は 人 麼と言 ふ 名が、 極めて 類型的な ものであると 言 ふこと である。 古く 部族に 於て は、 代代 その 名 

前 を持傳 へに したと 言 ふやうな 事も考 へられて ゐる。 私 はこ こに、 人 磨の 存在 を 否定しょう とする もので はな 

い。 それに その 作品に 表れた 漢文 學的 素養の あった 事 を 以て 見ても、 實 在を證 する に、 明かな ものが ある。 た 

^然し、 人 麿と 言 ふ 名前 そのもの は、 歌聖 人 麿 一人の 個 有 的な ものではなくて、 柿 本 族の 族長と も 言 ふべき 血 

銃に よって、 代代 持ち 傳 へられた 名前で あり、 歌聖 人 麿 は、 其の 中に 突然と して 現れた 大歌 人であった ので あ 


第三の 問題 は、 萬 葉 築に 見える 人 麿の 歌で、 若干の 覉旅 歌と、 邊 土の 生活に 關係 ある 作物との ある 事で ある。 

之 等の 歌の 屮で 問題と なる の は、 これ等の歌が單に人！^自身の旅行ょりも、 もっと 昔から、 更に 後世に も 亙つ 

て 緩いて 行 はれて ゐた柿 本 族 人の 絶えざる 漂泊 生活の、 社會に 投じた 一 つの 姿で ある。 故に 萬 葉 集に 載錄 せら 

れた人 麿 作と 稱 する ものに も、 この氏人等の旅中作歌|と言ふょりも巡遊神人の詞^5|.としての吟詠ーが多く含 

まれて ゐ るので はない かと 考へ る。』 . 

谷 本 氏 は、 明らかに、 折 口 博士の 說を 祖述して ゐ ると 告白した ごとく、 巡遊 神人と しての 柿 本 族 を 

述べて ゐ るので ある。 そして、 人 麿と いふ 個人の 實在は 信じても 好から うが、 萬 葉 集に 人 磨 作と し 

て傳 へられて ゐる もので も、 人 麿と いふ 個人の 作で なく、 柿 本 族の 巡遊 神人の 詞章と して、 旅から 

旅へ 持ち 廻られた ものが 多く 交って ゐる だら うと 述べ てゐ るので ある。 また、 『人 麿と 言 ふ 名前 その 

もの は、 歌 塞 人 麿 一人の 個 有 的な ものではなくて、 柿 本 族の 族長と も 言 ふべき 血統に よって、 代々 

持ち 偉人ら れた 名前で』 あるから、 柿 本人 麿 も 複數に 存在して ゐ たとい ふので ある。 績 いて 谷 本 氏 

は、 人 麿の 歌の 『鴨 山』 について は 次の 如くに 論じて ゐる。 

『古くから 鴨 山に 就て は、 人麼が 旅に 病 を 得て 鴨 山の 峽に假 の 庵 を 建て -1 病 を 養 ひつ. - この 辭 世の 歌 を殘 して 

死んで 行った とする 說と、 考* 略解の 如く、 鴨 山 は歿處 ではなく して、 死者 を 葬る 共同墓地の 樣な處 であらう 
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と 想像して ゐる ニ說が ある。 私 はこの 後者 を 正しい ものと して 肯定したい』。 『鴨 山は卽 後者の 制に よる 共同 墓 

• 地の 樣な處 で、 古く は祌 山の 如き 名で 呼ばれて ゐ たもので あらう と 思 ふ。 人 麿が 柿 本 族 中の 一 人の 存在で あり 

柿 本 族 は 巡遊 神人と して 信仰 を 持ち 廻る 部族で あると すれば、 人 麿と 言 ふ 一 神人が 旅に 客死して 共同墓地に 葬 

られ ると いふ こと も 有り得べ き當然 の出來 事で ある』。 『要するに 今日まで 人麿辭 世の 歌と されて ゐる この 歌 は 

人 麿 自身の 作で はなく して、 鴨 山に 傳 はる 傳說 としての 人 麿の 死 を、 後人の 代作せ る ものであると 思 ふ。 更に 

之 を 合理化して 解釋 するならば、 此 等の 人 麿の 死に 關 する 歌 は、 鴨 山に 傳 はった 傳說を 詠める もので、 それ を 

人麼 以後の 柿 本 族に よって、 詞章と して 持ち歩かれて ゐ たもので はなから うかと 見ら る、 ので ある。 神人が 此 

の 如き 詞章 を 持ち歩く に はわけ があった。 それ は 神人 は 週期 的に 村々 を 廻って、 村々 の 人々 の 罪の 贖罪 をした 

ので ある。 卽ち 村人の 代參 をして 歩いた ので ある。 上代 人に は 此の 如く 旅に 死んだ 様な 不如意な 死 を 遂げた 人 

の 祟 を 極度に 恐れて、 これ 等の 魂 は 村々 或は 旅行く 人に 祟る ものと 考へ、 その 魂 を 鎮める 鎮魂の 方法 を 取らな 

ければ ならなかった。 同時に 神人の 持ち歩く 詞章が 此の様に 傳說 的な 內容を 持って ゐ ると 言 ふこと が、 非常に 

威力 を 持って ゐる ものと された ので ある。』 ^ 

かう 論じて なる。 そして 谷 本 氏に 據 ると、 この 『鴨 山の 巖 根し 纏け る』 の 歌 をば、 實際 として 見す 

に、 『鴨 山に 傳 へられた 一 つの 悲しい 傳說の 歌』 として 見る から、 萬 葉 集 所載の 『詞 書』 を も 否定し 

0  0  0  0  0  0  0 

てゐ るので ある 0 


if この 歌 を傳？ 一?^ として 說く爲 に は、 先づ 第一に、 「自ら 傷みて 作れる 歌」 と ある 詞書 を、 否定して かからな けれ 

ばなら ない。 一 體萬葉 集の 詞 書の 無條 件に は 信じ 難い ものである こと は、 先學 者の 等しく 首 はれて ゐる 所で あ 

る。 卷ー、 卷 二の 如く 相當に 統一され てゐ ると 思 はれる もので も、 これ を 直に は 受け 難い ものである。 この 意 

味に 於て、 この 一首 を無條 件に 人 麿の 辭 世の 歌と きめて かかる こと は、 冒 險と言 はなければ ならない。』 

『萬 葉 集の 詞 書が 不確實 な ものである とすれば、 問題の 歌 を も 後人の 作と 言っても、 敢 へて、 暴言で はない と 

思 ふ。』 

かう いふので あるから、 この 人 麿の 『鴨 山の 巖 根し 纏け る』 の 歌の 詞 書の、 『石 見 國に在 て 死に 臨 

みし 時 自ら 傷みて 作れる 歌』 とい ふの を 否定し、 同時に、 この 一首 を 人 麿の 作と せす に、 後人の 僞 

作 だとして ゐ るので ある。 約め て 云へば、 谷 本 氏 は 萬 葉 集の 記載 を 否定して ゐ るので ある。 

折 口 氏、 高 崎 氏の ものに は、 否定の 傾向 を觀 取す る ことが 出來て も、 さう 露骨に 簡明に は 云って 

ゐな いが、 谷 本 氏に 至る と、 もっと 單 純に 分かり易く、 否定 を 遂げて 居る ので ある。 

この 谷 本 氏の 鴨 山の 說に據 ると、 人 麿， こい ふ 人 も複數 であり、 實際 一個人と して 石 見に ゐ たの も 

あやしく、 石 見で 死んだ とい ふの も 疑 はしく、 鴨 山 はた だ 共同墓地で、 石 見 だか 何處 だか 朦朧と し 

て 居り、 あの 歌 も 人 麿と いふ 個人の 作で はなく、 後人の 僞作 だとい ふので あるから、 先づ否 i ル成就 
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の說と 云っても いいので ある。 

かくの 如く、 谷 本 氏の 看 方 は 辛辣で、 萬 葉 集 そのもの を も 否定しょう とする ほど 勇猛な もので あ 

るが、 一 方 柿 本 族 巡遊 神人 說に對 して は 毫も 辛辣で はない ので ある。 

私. "鴨 山考を 立てた とき、 『第 一 。 人 麿が 石 見國で 死んだ とい ふこと を 認容す る こと』 とい ふの を 

要約と したの は、 谷 本 氏の 論文 出現 を豫 想した わけではなかった が、 或は 學 者の 想像が 放恣に なつ 

て、 萬 葉の 詞書を も 飛越え る やうな 說の 出現の 可能 を、 念頭に 置いた ためであった こと 無論で ある- 

出 雲能義 郡安來 町の 海岸通り 四 五 丁を距 つた 海岸に、 佛 島と いふ 岩礁が ある。 そして 其處に 高さ 

四 丈餘の 碑石が 斜 立して ゐる。 昔 柿 本人 麿が 都から 歸る 時、 乘 つた 船が 此 岩礁に 觸 れて顚 覆し、 人 

麿 は 遂に 卒去した ので、 土人が 碑 を 立てて その 靈を 祭った とい ふ傳說 である。 

この 傳說は 近時、 島根 縣史、 島根 縣 口碑 傳說 集に も收錄 せられて 居る。 この 傳說は 萬 葉 集の 歌の 

むかつく 

詞書 だの、 人 麿： Jfi- の 長歌な どと 無關 係に 傳 はって ゐる ものの やうで ある。 これ は 長 門の 向津 具の 傳 

.說 (總論 篇ニ七 九 頁) や、 石 見 月 田の 傳說 S 論篇六 s> が、 萬 葉 集の 歌め 飼 耆 に無關 係に 傳 はった やうに 


この 人 麿の 歿處を 石 見 以外の 地に ひろげて 行かう とする 心理 は、 義經を 蝦夷 地に 渡らせたり、 滿 
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見える のと 同樣 である。 

人 丸秘 密抄 に、 人 丸灌項 和歌の 項が あって、 『ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧に 岛 がくれ ゆぐ 船 をし ぞ 

おも ふ』 をば 人 麿の 辭 世の 如くに 解した ところが ある。 

叉 云。 人 丸、 高 市 親王に おくれ 奉りて、 世隱 行ける 時に、 幡磨國 明 石 浦に て讀 給へ りと 云。 ほの くと は、 我 

等 無明 長夜に 迷 ひ、 生死に 流轉 する が、 適、 菩薩 心を發 によって はる、 事 を、 ほの くと 明 石の 浦と はよ み 給 

ふなり。 朝霧と は惡 業煩惱 につ. - めら れて、 眞如眞 相の 法 を しらす、 被レ 隔ニ礙 {4| 中 霧 1 不レ 見事に 喩也。 嶋 がく 

れ行 は、 此鳥眞 の 島に あらす、 我等が 無明の 暗 はれて、 百 法名 門 を さとりえ たれば、 惡 業の 霧、 煩 惱の嶋 と 云 

かくれう せて、 彌陀來 迎の船 筏に のりぬ とい ふ 心なり。 . 

これに 據 ると、 人 麿 は 石 見で 死んだ ので はなく、 明 石で 死んだ ことにな つて ゐる。 


一 六 八 

洲に 渡らせたり、 また 豊臣秀 賴を薩 摩に 免れし め、 西鄕 隆盛 を 支那に 免れし める のと 似て ゐる 心理 

が ある やうに 思 はれる。 

義經の 場合 は、 和田義 盛、 梶原景 時の 二人が 首實儉 をした。 吾妻 鏡、 文治 五 年 六月 十三 日の 條に、 

『泰衡 使者 新田 冠者 高 平。 持；； 參豫州 首 於 腰 越 浦 一 言；； 上 事由 一 仍爲， 加 n 實檢？ 遣 >1 和 田 太 郞義盛 • 

梶原平 三景 時 等 於 彼 所 一 各 著 二 甲 直垂， 相；； 具 甲冑 郞從 二十 騎ー 件首納 11 黑漆櫃 1 浸， 1 美酒 一 高 平 僕從ニ 

カテ  タモト 

人。 荷- 1 擔之ー 昔 蘇 公 者。 自擔二 其猴？ 今 高 平 者。 令-,, 人 荷 n 彼 首 一 觀者皆 拭，, 雙淚 ^ 濕，， 兩衫ー 云々。』 

と ある。 さう いふ 方面に 極めて 銳ぃ 神經を 持って ゐた賴 朝が、 僞首を 以て 義經の 首 だと 誤魔化され 

る箬 はなく、 選りに も 選って、 義盛 • 景 時の 二人 を 首實撿 者と したの など も、 如何に 賴 朝の 神 經が 

過敏で 且つ 周到で あつたかが 分かる。 

何故 私 はかくの 如き 分明 過ぎる こと を 此處に 書く かとい ふに、 專門歷 史家の 間に は 最早 この 問題 

に 就いて 疑問 を 挿む 餘裕 もない とお も はれる のに、 なほ 昭和の 年間に 至って、 依然として、 義經は 
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成 吉思汗 だと 唱 へて、 相讓ら ない 人 も 居る からで ある。 

また、 木 村 鷹太郞 氏に 據 ると、 石 見 は 埃 及の 北西に 當る 地中海 沿岸の ゃラ である。 木 村 氏 は 本 

居 • 平 田め 睾を 『狹 隙なる 舊 知識』 となし、 帝 國大學 の學問 を、 『帝 國大學 の 無知 無 憫む べし』 と 


なし、 『怠惰 者 流』 となして、 『吾 民族 は 現存 諸人 種 中の 文明 的最舊 民族』 とい ふ 結論に 達した もの 

であるから、 若し 木 村 氏が 現存して ゐて、 鴨山考 について 會談 したなら、 埃 及の 沙漠の 丘 あたりで 

人 麿 を 死なし めて ゐ るので あった だら う。 木 村 氏 は 希臘の 紀元前 五 世紀 頃の 陶器 畫の ァテ ー ナ 女神 

の髮 飾と 日本の 明治時代の 新 嫁の あづま 帽子と は 同 一 歷史 で、 『ァヅ マ 帽子』 は、 『ァテ ー ナ 帽子』 だ 

といって 居る ので ある。 

私 はな ほ 鈴 木 天眼 氏の 說を も观 いた ものである。 松 村 • 北 里 氏 等の 語原 說をも 一 顧して ゐる もの 

である。 そして、 さう いふ 說 からの 聯想に よって、 人 磨の 歿處 をば 石 見 以外の 地に 擴 めて 行った な 

らば、 高 津說も 濱田說 も 國府說 も 神村說 も、 私の 江.^ 川 沿岸 濱原說 も 微塵の ごとくに 果敢なく 見えて 

しま ふに 相違ない。 

併し、 私 はさう いふ 放恣な 聯想の 事 實に對 して は、 旣に 馴れて しまって ゐる。 そこで、 如是の 新 

說 は新說 として 傍に 取って 置いて、 先づ、 萬 葉の 詞 書の、 『石 見國に 在.^ て』 から、 平凡に 出發 しょ 

うとした のであった。 

併し、 この 詞 書の 谷 も、 ただ 漫然と したので はなく、 私 は 『鴨 山の』 の 一首 をば 人 麿 作と して 

味 ふこと が出來 た。 卽ち、 後人の 僞 作と 鑑定す るよりも 人 麿 自身の 作と 鑑定す る 方が 眞に 近く、 且 
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ゥ この 歌 をば、 丹比眞 人の 擬歌 などと その 作歌 衝 迫の 根本に 於て 違 ふこと を直覺 し、 さう いふ 根據 

のうへ に 立って、 萬 葉 集の 詞書を 認容した ので ある。 

萬 葉 集 を 撰した 時、 旣に人 麿の 事蹟が 明瞭でなかった こと は 總論篇 にも 述べた 如くで あるが、 昭 

和の 人々 が 軍 純な 想像で 補充す る ほど 間隙が 大きくなかった と 看て いい。 また 撰の 方法が 周到で、 

一 に 云。 或 本の 歌に 曰くと 1 々注して あるく らゐ であり、 『天 離る 夷の 荒野に』 の 歌に も、 『右の 一 

首の 歌、 作者い まだ 詳 ならす。 但、 古本 この 歌 を 以て この 次に 載す』 と 左 註して 居る くら ゐ である 

が、 萬 葉の 卷ニ 撰當 時には、 『鴨 山の 巖 根し 纏け る』 の 歌 をば、 言ひ傳 へ、 書き 傳 へられた 儘に 人 麿 

作と して 受納れ、 また、 當 時の 「古本」 とい ふ 一本 も 人 麿 作と して 疑問 を揷 入し なかった ことが 分か 

るので ある。 

さう いふ 性質の 歌の 『詞 書』 を 否定し、 歌 そのもの を も 後人 假託 歌と して 否定しょう とする に は- 

餘程 有力な 積極的な 根據 がなければ ならぬ。 然るに 今のところ その 根據が 極めて 薄弱で ある。 客觀 

的な 根據が 薄弱で あるの みならす、 この 歌 をば 人 麿 作で ない と 鑑賞す る、 その 眼力の 程度 を 私 は 疑 

ふ ものである。 この 歌 をば 巡遊 神人と しての 持 廻り 歌、 見本 歌、 槪念 歌と して 味 はねば ならぬ とい 

ふ 鑑賞 力 を 私 は 認容し 得 ざ る ものである。 


鴨 山 考雜補 


一 

鴨 山の 所在地に 就き、 松 平 新 清の 石 見 名所 松葉 集 をば、 濱田 城山說 としたの は (il ，一一)、 『新淸 

云。 ま 田に て は 城 山と もい ふ。 風土記の 說 によれば 益 田の 町の 頭 七 尾の 城 山と 云』 に本づ いて ゐ る- 

に ひすが 

新淸が 濱田說 であるの は、 香 川 景隆の 石 見 名所 集に、 評して、 『新淸 は 神道の 達人、 一流 をた てし 程 

の 人なる に、 いか なれば 此集を 撰ぶ にいたり て は、 髙田山 • 石 川 • 鴨 山 等の 糙 なる 所 を 誤りけ んぞ 

や。 これ 誠に 所び いきと やらん の 俗 意 を はなれ 得す。』 と 云って 居る の を 見ても 分かる ので ある。 

また、 藤井宗 雄の 石見國 名跡 考 にも、 『名所 記に、 鴨 山に 濱 田の 城 山 を 云 ふ 云々』 と 引用して ゐ るの 

を 見ても 分かる。 名所 記と いふの は 名所 松葉 集の ことで あると おも ふ。 よって、 私 は 濱田說 に 分類 

したので あった。  . 
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1 七 二 

一一 

松 平 新淸、 都 築 唯 重い む；)^ れ嫌 1 等の 著書 は、 時代 もはやく、 新淸の もの は 荷 田春满 よ， 9 も 早い 

ので ある。 

ついで、 香 川 景隆、 江村 景憲 とい ふ 人の 石 見 名所 集 賊き解 「」 石^ S ほ 1 が出來 た。 これに は 安永 三年 

の 序文が あるから、 これ も 明 和の 柿 本人 丸事 跡考 より 稍 後れ、 文政の 柹 本人 麻 呂 事蹟 考辨 よりも 早 

いとい ふ 順序になる。 この 寫本 は、 坊間で は 得難くな つて 居る から、 必要な 部分 を 手抄して、 世の 

便利 を 計らう とお も ふ。 景隆の 序文 は 次の 如くで ある。 

夫 石 見の 國は 遠き ひなの さか ひながら も、 昔より 世に なだかき 人 數多出 給へ る、 中に も 人 丸の 御 事 は 當國美 

濃 郡の 柿 本に 降誕 在し、 高角 山に 跡 たれて、 正 一位 柿 本大明 神と あ ふが れ神德 天下に みちて 和歌 一二 神の 壹人 

と 尊敬せられ させ 玉 ふこと 世 たれ かこれ を しら ざら む や。 この 神い まだ 御 在世の 時 こ --彼 所に 遊行し 玉 ひけ 

る 故に や 名所 甚 多し。 然は あれ ど 世 變り時 移りて 知人 も なくなり ゆく 事 心 有人 たれ か 歎 かざらめ や。 その か 

こ れ しげ 

み濱 田の 好 士都築 唯 重 ふかく これ を かなしみ 卅六ケ 所の 名 を あつめ 其內廿 六ケ所 その 風土 を 察し、 相 繼て同 

に ひすが 

鄕の 人に 新淸 とて 遠き 神 世の 道に 通じ 一 ッの流 を 立し 人、 卅八ケ 所の 名 を あげ、 內貳 十六 ケ所地 景を畫 き 顧 


に 歌す とい ふと も、 或は 壹 所に ニッの 名を揚 て、 喩ば賀 茂 川 を 石 川と いふ、 また？ g 美の 小 河と 出す よふの 事 

あり、 或は その 地 利 を 誤りて 東 を もって 西と し、 あるひ は 所に 至らす して 居ながら に圖 して 其 地景を 誤る の 
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たぐ ひ 少なから す。 故に 兩好士 の 志 をつ ぎい ま. - た！!..^ 意 を 同 ふし、 古書に 探り 所々 に 逍遙して は 村 老に浦 

山 を たづね、 求る 所の 名所 卅 七に 至る。 いま 俗に 石 見 は卅六 名所と いふ は 唯 重の 撰 出より なるべし。 その 內 

ケ所 とく 相 しらる-といへ どもい ま 五ケ所に" ⑩贿^ け な 至て 如何 求れ ども 更に しれす して こ 

ころばせ を くるしめ ける。 さて あるべき にも あらねば 先 一所 一 首の 愚 詠 を も よみてし。 知れた る 限り を畫き 

て 氏 社の 寶 前に 懸けた てまつ らんと す。 折し も 館 湯永經 東の たびに おもむき 玉 ふ。 暇の ため 迚景隆 城下に ま 

かりいで ぬ。 歸る さに 高角 山の 宫に詣 で 五ケ所の 事 心中に 祈念し 社頭に 一夜 を 明し、 朝に 霧を拂 ふて 川邊に 

出で 舟よ ば ふ 折節、 三 隅の 湊に歸 る 一 葉の 小船 ありい まだ 殘の暗 さ强く 殊更 こ ち あしかりければ 幸に 便 を 

乞て これに 乘る。 舟人 もやが て 諸 用 を 調へ、 巳の 下り 斗り に 中洲と いふ 所まで ふね を 下しぬ。 忽ち 北風 荒く 

吹て 舟 出すべき やうな し。 さらば 陸より 歸 らんと いへば 舟人が いわく、 今より 陸地 を 經て三 隅へ 五 里 なれば 

急て 暮方 にも 着 玉 ふべ し。 心地 もつ ねなら ねば その 程 も はかりが たく 社。 この 風、 夜の 中には しづ まり 侍り 

なん。 波 は 高く もみへ す 候 得ば、 風 だに 鎭 りなば 夜中で も 漕て 歸 らん 物 をと いふば かり。 實も迚 まち ぬれ ど 

夕べ に はいと 風 強みて 詮方な くその 夜 は 中洲に 上り 舟 長が 伯父なる もの 所に 宿りぬ。 所がら なれば と 思 

ひ 出で、 鴨 山の 昔を尋 ぬれば 八十 餘 りと おぼしき 老人 一 間なる 所より 出で、 コ 《珍 敷 も 尋ねし 玉 ふ。 若き 辈 
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0 しる 事に あらす。 抑 高角 浦と 申 は 沖に 鴨 山 鍋 嶋底干 浦。 地に檎眞若高^^浦などぃふ有て北國め廻船こ .-に 

寄ぬ もな し。 無双の 湊 なりし とか や。 然るに 何れの ころに か 有、 M 大波 超て 嶋々 浦々 悉く 崩れ 嶋は千 ひろの 底 

となり、 浦 は 砂 泥に 埋れて 今 は漸 中洲の 壹村 となり、 此 浦の 邊 りより 飯 浦の？ II なる 砂山 を 吹 上る と は 申も實 

は 其 時の 打 上た る 砂山と ぞ聞傳 へて は 侍るな り。 實に さもと 覺る こと も 有な り。 先年 この さとの 地中より 梵 

字 彫た る 切 石 堀 出しけ る を 福 王 寺の 住僧 見 玉 ひ、 これ は 十三 重の 石塔な りとの 玉 ふに つき、 かよ ふの 石は爱 

の 溝、 井の 邊り にも あり、 彼 所の 石橋に も ありと いへ る を、 彼儈 ひろ ひ 集めて 程なく 九重に 組立 福 王 寺の 庭 

にあり。 近き 年に も 川底に 石像の 大佛 見へ し 事 も あり。 又 此邊に 井 を 堀け るに 底に 大木 ありて 井 調 は ざり し 

こと も 候な りと 申。 景隆 さて 珍 敷む かし 語 を 承りぬ。 もし 菊 豆久の 岡、 さな つらの 岡と 申 は 聞 玉へ る こと は 

なきや。 翁が 云、 未だき かす、 併 三 隅の 西に かまでと いふ 山 あり。 爱に 菊の 岡と 申 あり。 叉 益 田の 東南に さ 

りが 山と 云 あり 此兩處 名に ふる 名所と 傳聞 侍る。 此ら 何と 申 所に 侍 ふやらん。 景隆 云、 予 もしら す。 翁が 云 

されば こ の兩 所相聯 で其邊 りに 岡 見と 申 所 も 侍ば、 さな つらの さの 文字に より さりが 山と いひ 習した る こと 

もや 侍りなん、 菊づ くの 岡 も是に 同じ からん。 外に 思し 當り もな くば これなん 其 所に や。 よく.^ 思 ひ 玉へ 

と 云。 景隆思 ふ、 誠に かりそめに 鴨 山 を 問 ふて、 思 ひ よらす 數 年に 心を盡 せし 三ッ浦 たちまちに 相 しれる 事 

明 神の 御し めしに 社 侍る めれ、 されば 二 ッの岡 も 彼 翁が いふに 任ん と。 さりが 山 を さな つらと すれば、 菊つ 

く は 鎌 手 山、 菊の 岡 を 喜 久津久 とさ だめ、 日頃の 本望 一時に 達した る 心地して よもすがら 眠り もやら す。 曉 


に 至れば 風お たへ、 波靜 にして ふね 漕 出し、 その 日の 巳の 刻 斗に 湊に 着ぬ。 これより 陸路 を 經て古 鄕に歸 り： 

三十 七ケの 名所 悉く 繪圖に 露し 畢ぬ。 され ども 此ニッ の 岡 は 未だ その證 據 とする 事な し。 後の 人 能く 改正し 一 

玉 は 三 一子が 黄泉の 良なら むと 云云。 于時 安永 三秋 菊月 大吉の 日。 平 景隆述 之  ん 

註。 文中、 『飴』 は 敬語。 『湯ノ 永經』 は 香 川 隆の師 である。  一 

これ を 見ても 分かる 如く、 景隆 等は必 すし も 新 淸 • 唯 重の 說に は從 つて ゐな いので あり、 また、 一 

人 麿 を 尊敬し、 正 一位 柿 本大明 神の 神德を あがめ 讚へ た あま.^、 老翁のお 告げに 接した こと を も 記 

して ゐ るので ある。 そして、 『抑 高角 浦と 申 は、 沖に 鴨 山 • 鍋嶋 • 底 干 浦』 云々 とい ふので あるから" 

景險等 は 明か に 鴨 山 を 高津の 浦に あった ものと 考 へ てゐ るので ある。 なほ 鴨 山 • 石 川の 說明を J 仏せ- 

ば 次の 如くで ある。  一 

0 鴨 山贿ぼ IT に 細 赚頻啦 き^" I き。 ども 鴨 山 は 高角 浦の 沖に あり。 いま は鴨嶋 とい ふ。 此島昔 は 犬なる 一 

嶋 にて、 人 丸の 社、 木像 等 ありけ るが、 人 王 六十 八 代 後 一條 院の萬 壽三两 寅と し、 大波 起て、 此邊 りの 沛山ー 

夥しく 崩れけ る。 かも 山な ベ 島 等 も、 ことごとく 崩 すれ、 木像 も 失われ 玉 ひける が、 その後 木像 は 浮 木に 乘 

て 高角 浦に 上り 玉 ふに より、 ふたたび 社 を高津 ベり いまの 處に鎖 座 在せば、 高角 山すな はち 鴨 山な り。 高角 一 

山の 西に 鍋 山 八幡と 祟み 祭れる は、 むかしの 鍋 島 を うつせる なり。 鍋 島の 跡 はい ま 鳴かみ 瀨と 云。 鴨 島の 塞 
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にあり。 かもし ま、 地 を はなる る こと 十五 歩ば かり 立 二十 歩 斗り、 淺き處 は四尋 深き 處は 十二 三尋斗 立と ぞ。 

海上 ー步は 七十 尋 にて、 間にして 五十 四 間 程な り。 むかしの 鴨 山 かたち は浪に 沈み 底の 岩瀨 のみな りと いへ 

に ひすが 

ども、 其 名 は 千歳の 今にく ちす して 諸人の よくしる 處 なり。 新淸は 神道の 達人 一 流 をた てし 程の 人なる に、 

舞 

いか なれば 此集を 撰ぶ にいたり て は、 髙田 山. 石 川. 鴨 山 等の 糙 なる 處を 誤りけ んぞ や。 これ 誠に 所び いき 

とやらん の 俗 意 を はなれ 得す。 伊勢 物語の 獨の 伎を專 一 とせした ぐ ひならん か。 萬 葉。 かも 山の 岩根し まけ 

る 我 を かもしら すて 妹 か 待つ . "あらん 人 丸。 

〇 石 川。 石 川 は 美 濃 郡 (の) 川な り。 或說 に、 濱田靑 川な り。 脇に 住 吉の社 有と 書た る は 誤な り。 住 吉の社 

は濱田 浦に 有て、 はるか 隔り、 高角 川 は 石 川に て、 しかも 貝な ども ある 川に て、 古歌に も 叶 ひたり。 靑川は 

小 河に て 貝な ど ある 川に も あらす。 かたかた 古歌に 叶 ひがたし。 

-1 

また、 石 見の 海底 迺 伊久 里の 說 をば、 美濃郡高津鴨嶋說とした(|^^，ーー)のはその 一 說を取って云 

つたので あり、 また、 名跡 考が、 『此山 を 八重 释 • 底迺 伊玖 理 とも、 美 濃 郡 高 律の 沖に 鴨嶋 とも 云て 

在し が、 萬壽 三年の 海 溢に 崩れたり と あれ. ど』 云々 と 云った のに 從 つたので ある。 併し、 底 迥 伊久 


里に は その他の 說 をも载 せて ゐ るので ある 

〇 方角 集 云。 一 說ニ 那賀郡 はま だ ノ城山 也 トイへ ド、 風土記 一一 ョ レバ 美 濃 郡 益 田ノ城 山也ト 名所 記 二 モシ 力 

ヒ ガゴ ト 

〇 我 友 秋 田周考 云。 熊 臣ノ云 所 大方 If ハザレ 共、 鴨 山ハ今 鴨嶋 云々 ト アル ハ、 名ノ似 タル ヨリ 思 式 タル 非 也- 

昔 ヨリ 鴨島ハ 高角 ノ 沖-一 在テ、 鴨 山 ハ濱田 ナル今 ノ城山 也。 鴨 山 高角 ノ 沖-一 在 云々 テフ ハ スヂ 二 石 川 ノ條- 一 

云ル 如ク、 彼 依 羅ノ貝 二 交 テア リト 云ハズ ャモ、 雲 タチヮ タレ 見ッ ヽ シ ノバ ン トイ フ歌ニ カケ 合ズ。 訂 

四  I 

なほ 補記す るに、 辻 村 直 氏が、 和漢 三才 圖會 から 人 麿に 關 する 部分 を 手抄して 送って くれたな か 

に、 次の 如き 參考 になる のがあった。  . 

〇 下 宇津宮、 石 見 高角 山、 播磨明 石、 以上 三 1^. 有 二人 丸 神社？ 

〇人，^,^%「和1守護神； 尋常 所 ％ "也。 且 當社續 W は 護 二 安產" 避 二 火災" 安產取 二人 圓之義 1 乎。 禦 い 火、 取-火 

之義- 乎。 於レ 今其靈 驗數. ^有い 之。 神 怫之妙 不：. 可 レ誣。 

〇 柿 本人 i 塚。 在 二 柿 本 村 一 有 二 草堂 一 稱ニ柿 本 寺？ 人 丸 生 二 於 美 作國ー 出 二 平 城 一 事- 1 高 市 皇子； 稱， 一柿 本人 丸ハ 

則 此處乃 宅地 矣。 慕， I 舊跡 1 遣レ 誌、 後人 以爲レ 墓 者 非 也。  - 
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〇 宇津宮 大明 神。 在 二 宇都 宮城 灵.； 社 領七百 五十石。 祭神 柿 本人 麻 呂靈。 神主 社僧 . 

僧顯 常の 柿 本人 丸事 跡考 に、 『又 播州 明 石 一一 祠ァ ソ。 林 學士ノ 碑文 ァリ。 未， 知 一一 何 世 何人 之 所.， 建ト 

すホ クラ 

云 ヘリ。 增鏡 ュ 人 麻 呂ノ廟 播磨大 倉 谷ノ側 一一 在ト ァソ。 明 石ノ祠 、ノ コ レヲ遷 シタ； <  一 一ャ』 と あるの 

を 見れば、 增鏡 時代に は、 播磨大 倉 谷 あたりに 人 麿の 碑が あった ことが 分かる。 


遊 
行 
記 
其 
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昭和 五 年 十一月 二十四日、 京 城 驛で平 福 百穗、 岡 田三郞 助、 富 澤有爲 男の 三畫 伯と 落 合 ひ、 連絡 

船 德毒丸 は 二十 五日の 于前七 時に 下關に 著いた。 そこで 朝食 をす まし、 岡 田 • 富澤ニ 氏と わかれて 

を ご ほ ゥ 

百穗畫 伯と 私 だけ は 小 郡驛で 降りた。 そして 驛 前の 石 田 旅館と いふのに 入って 一休みし、 午後 一時 

十一 分 著で 布 野から 来る 中 村 憲吉君 を 待合せ てゐ る。 二人 は 理髮に 行ったり、 給 r カキを 買って 友 

人に 便したり、 其 處で簡 單な晝 食 を濟ま したが、 その 間に も畫伯 はしき りに 欧羅巴 風俗の 下等な 點 

を 指 樋せられ た。 

午後 一時 十一 分で 中 村 君 は 著いた。 二人 は むさぼる やうに して この 友を迎 へた。 一服して 五分 も 

經た ぬう ちに 畫伯 は、 像へ 切れぬ と 云った 風に、 洋行 中の 事 を 中 村 君に 話しかけた。 ライプチヒで 
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土 也の 人：^、 自曼 して 畫 伯に 見せた マックス • クリング.〃 の 彫刻な どの、 低級で 到底 駄目 だと 喝破 

した 話な ど を、 吐き出す やうに 話して 頗る 元氣 である。 三人 は 午後 三時 廿 五分 小 郡 發で益 田へ 向か 

つた。 汽車の 中で も 畫伯は つづけざまに 西洋の 話 をして ゐる。 中 村 君 は 直接 熱心な 聽手 であ b、 私 

も 時々 口を出して ゐる。 

汽車が 下關を 出てから、 山が 低くて いかにも 美しい。 綠も 濃く、 その 間に 眞紅 になった 紅葉が 見 

え 見えして ゐる。 稻 刈が 終 はって、 田に それ を 乾かす ために 農夫が 働いて ゐる。 車窓から 見える 蜜 

柑の 木に 蜜柑が 熟して 澤山 になって ゐる。 ある 處 では 田 一 めんに 午前の 日が 當 つて、 踏切の 處に尼 

と 少女と 媼が 立って ゐる。 満洲 を 満洲 里まで 行って 來た 眼に は、 二た び 異鄉を 旅して ゐる やうな 氣 

持で ある。 

この 小 郡. 益 田 線 もい い。 山 口に は 午後 三時 四十 五分に 著いた。 此處も 紅葉が 美しく、 汽車から 

女學 生が 澤 山に 降りた。 何 かの 祭禮が あるら しく、 太鼓の 音な どが 聞こえる。 窓の 外に は、 『伊藤 君 

御 苦勞ぢ やった ネ』 などと いふ 特有の アクセント を 持った こ ゑが 聞こえたり する。 山 ロを發 つて か 

らふと 思 ひ 出して、 津和 野で 一 汽車 だけ 降り、 森鷀外 先生 誕生の 場 處を訪 ふこと を 提議した ところ 

^>  二人 も贊 成して 津和 野で 降りた。 停車場から 自動車で 行く に、 町に は 天神の 祭醴 とい ふの が あ 


つて ひどく 雜沓 して ゐる。 御輿 を かついだ 群衆の 先登に たった 若者が、 私 等の 乘 つて ゐる 自動車に 

向って 足で 蹴る やうな こと をす る。 自動車 は 慌てて 逆行しょう とする が、 群衆の 中 だから、 さう 簡 

單 こよ 一 t かな、，'。 若者 まさう いふ ことに は 毫も かま はす、 ぐんぐん 足で 職る やうな 風 をす る。 自動 

車 は 難儀した すゑに 辛うじて 橫 道に 出た。 街に は 酒樟を 山の やうに 積んで、 ドス コィ、 ドス コィな 

どと 離して 來た， 0 注 連 梵天 を 飾った 牛の 一 列が 通ったり した。 

それから. 幾た び も 問 ひ 問 ひして、 昭和 四 年 七月 九日に 建てた、 「森 鳴 外 博士 誕生 地」 とい ふ 木標の 

まへ にた どり 著き、 三人 は敬禮 をして 暫く 其處に 立って ゐた 。夕闇が 押して 來て、 木標の 文字 も 辛 

うじて 讀み 得る ぐら ゐの 時刻に なって ゐた。 津和 野で はかへ りに 靜 かな 武家 町の やうな ところ も 通 

つた。 そして 停車場 まへ で 一休みし、 午後 六 時 四十 七 分に 津和 野を發 して、 七 時半 近くに 益 田に 著 

き、 靑木屋 旅館と いふのに 投じた。 

三人 は狹ぃ 中二階 見た やうな ところに 通された が、 其處 でも 畫伯は 非常な 元氣 で、 酒が 少し 廻つ 

て來 たころ、 洋畫の 古いと ころで も 何でも かま はすに 罵倒される。 それに 向って 私 は 駁論 を 試みる- 

畫伯 は、 『僕 は眞 面目です ぞ』 などと 云 ふ。 私 も、 『僕 も 無論 眞 面目です』 などと 答へ る。 さう いふ 

話が、 飯 を 食って しまって 風呂場まで 績 いて ゐる。 何しろ 111 人 水 いらす の 旅で、 畫伯は 溜めて ゐた 
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鬱憤 を 漏らす やうな 氣 持で あり. 私 もまた 畫 伯の 洋畫觀 に つ いて は畫 伯の 通信 をと まして 讀， 

て、 溜まって ゐた 駁論 をしょう と 云 ふの だから、 話が つづく わけで ある。  ， 

翌 二十 六日、 番頭の 案內 で、 益 田の 名所のう ち、 萬 福 寺の 庭園- 醫 光寺の 庭園 を 見た。 醫 光寺 は 一 

雪.^ の 設計に 成った 築庭で 自然の 山 を 背景と して ゐる。 木々 は 紅葉して、 松風の 音の して ゐる のが； 

好かった。 萬 福 寺 は 今 は 時宗の 寺 だが、 この 方 は 庭 は 低く、 昔の おもかげ がく づ れてゐ るら しかつ 一 

た。 ただ 向う の 方に 砂丘のう ね ，0, が 見えたり して 一 種靜 寂の 氣 分が ある。 萬 壽の海 嘯で 流された * 

物な どが 保存され てあつた。 百 穂 畫伯は 雪 舟 を 尊敬して ゐ るので- いっか 益 田 を 訪ねて 見たい とお 一 

もって ゐ たとい ふこと であった。 

それから 三人 は 高 津の柿 本人 丸 神社に 參拜 した。 これ も 前々 から 希って ゐた處 であるが、 今 三人 一 

一し よに なって 人 丸 神社に 參拜 する ことが 出來 るな どと は、 實に 幸福な ことであった。  ： 

一 

近頃 發行 になった、 柿 木 神社 案 內の緣 起に は、 次の やうに 記されて ゐる。 『往古 此の 地の 磯よ 

突出した る 地 績の地 あ. o、 鴨 島と 云 ふ。 神龜 元年 甲子 三月 十八 日 人 麿 此の 听 にて 世 を 去り 給 ふ。 神 


龜 年間 社殿 を此 所に 建て 神 體を安 僮し、 奉 務の寺 を も 建つ。 人 丸 寺と 稱す。 萬壽 三年 丙 { 成 五月 海 £ 

の爲 め其岛 湮滅し、 社殿 人 丸寺數 千の 人家と 共に 跡 もな く 地形 全く 變 化し 了り ぬ。 然るに 二股の 松 

神 體を乘 せて 海演に 著く。 之に 依りて 其 所 を 松 崎、 こ稱 し、 社殿 を 建で、 其 神體を 鎮座し 人 丸 寺 を も 

再興す。 之より 此の 寺の 山號 を松靈 山と 

稱す。 宽文 元年 八月 始めて 神 幸 式 を 執行 

す。 同年 旅 殿 を 創建す。 延寶九 年 龜井豊 

前守兹 政海濱 にて 風波の 難 あらん こと を 

恐れ、 現今の 社 地に 社殿 を、 麓に 人 丸 寺 

をも遷 す。 祌龜 元年よ， H 孚保八 年まで 一 

千年に 及ぶ。 此の 年 二月 正 一位の 神 階 を 

賜 ひ、 宣命 位記 官符を 納め 給 ひ 社 號を柿 

本 大％ 神と 勅許 あ、 り。 人 丸 寺 を眞福 寺と 改めら る。 同時に 御製 以下 和歌 五十 首の 御 短 i 及 御 撫物を 

賜る。 當 年よ， 9 毎年 正月 禁廷へ 御 祈 禱の御 神 札を獻 す。 延享 元年 八月 寳曆十 年 五月 明 和 四 年 五月 宽 

政 十 年 三月 天 保 十四 年 六月の 五 度 共 御製 以下 御 短冊 五十 枚 宛 奉納 ぁク、 且延享 寶暦明 和の 三度 は 金 
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二 枚 宛 賜 はる。 寛 政 九 年 八月 天 保 十四 年の 二度 

御 撫物を 賜 はる。 延享 元年 四月 寳曆九 年 十二月 

明 和 四 年 正月 安永 三年 五月 同 八 年 九月 天 保 十四 

年 十 一 月 同 十五 年 五月 以上 七 度 古今 御 傳授に 付 

眞福 寺へ 御 祈禱仰 付ら れ金ー 枚 宛 下し 賜 ふ。 慶 

應 三年 以來 神社 改正に て 同 四 年 社僧 眞福 寺を廢 

し、 神官 をして 奉務 せしめ 給 ふ。 明治 六 年 五月 

縣 社に 列 せらる。 同年 四月 一 千 百 五十 式 年 大祭 

に 際して は、 龜井 伯爵の 主催 福 羽 子爵の 斡旋に 

よ， 0 東京 上野 松 源樓に 於て、 當社 奉納 歌 會を催 

され、 閑院宫 殿下 を 始め 奉 b 諸 大家の 獻詠 あり。 

同 三十 一 年 一 千 百 七十 五 式 年 大祭に 際して は、 

宮中よ，^ 萬 葉 集 古義 全 三宮百 四十 一 冊 を 納め 給 

ふ。 同 卅九年 十月 神饌 |£ 帛料 供進 神社に 指定せ . 


宗 y、 ヘム 私. - d  .-^^t«s^ 

. 仏 傅岸ホ 依 5:"^ム£ 所き t  く 

從 5 译行 t 從ト 祁，. や 

御值： つ 令 導 持- へ 八 き、 れ從す 

聞 食ん えて 早 安， 林 f 装.^ 

尺 叟 ； I 毛 チ 常 务 堅 昏." 護 賜 比 

力 ^1$>. 付. ヌク波 


專更年 二月  一 a 


らる。 大正 十二 年 は 一 千 二百 式 年 大祭に 相當 する を 以て、 縣社柿 本 神社 一 千 二百 式 年 大祭 奉 贊會の 

組織 あり、 地方 官民 多數の 熱心なる 奉贊 によ.^ て數 萬の 寄附 あ- o、 神域の 莊嚴 祭儀の 鄭 盛大 を 期 

しつ 、あり。 又 古来の 吉例に 傲 ひ 奉納 歌會 開催に 就て は 宮內省 御 歌 所長 始め 寄 人 諸家の 御贊助 あ， o、 

歌 會當日 寄 人の 內 より 御 出張 を 得る 事と なれり。』 

この 邊、 卽ち鴨 島が 人 麿の 歌の 鴨 山で、 人 麿が 其處で 歿した とい ふこと は、 幾つ も 疑問が あって 

信じが たい。 これ は旣に 前賢 も 論じて ゐ るが、 大體の 萬 葉 注釋書 はこの 高 津說を 採用して ゐ るので、 

私 もい つ か高津 の 土地 を 踏み、 柿 本 神社 に 參拜 した い 念願 を 有って ゐ たのであった。 

柿 本 神社 は、 高津 川から 日本海まで も 見お ろす 地に 建って 居.^、 風光明媚で、 歌聖 人 麿 を 祭る 地 

として は 誠に 處を 得て ゐる やうな 氣 がした。 三人 は祌 前に 額づ いて、 作歌の 上手に ならん こと を 祈 

願した。 それから 柿 本 神社の 神錢を 引いた ところが、 皆吉が 出た。 中に も畫 伯の は 第 八番の 大吉で、 

蓮 勢 は、 『思 ひかけ ぬ 幸 あり。 心 を や はら かに もてば、 目上の 人に 引立てら る、 事 あ，.^。 萬 事 心の ま 

まなるべし』 であった が、 神道 訓話の なかに 次の やうな ことが 說 かれて あった。  . 

神 さまから おやく めつ くせと 下さった 此 からだ を 以て、 のら， o- くらり あそんで ばか， 0 ゐて、 神 

樣 におた すけ を 御 願す ると 云 ふ は 無理な 事で ある。 御 助け 下さらぬ などと 御 恨みして はならぬ。 
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畫伯は 笑って、 『これ は 人 丸 神 祉に當 てられた。 のら.： > くらり あそんで ばかり ゐて だから、 それに 

相違がない。』 などと 云 ふ。 ® 朝の 中途で、 山陰 道な どを步 いて ゐ るの は 確かに、 『のら.^  くら， 0 あ 

そんで』 ゐ るのに 相違なかった ので、 三人 は 相 顧みて 偸 快に 哄笑した。 

それから 境 內を？ g 遙し、 四阿の 建って ゐる ところに 立って、 高津 川の 寫生圖 など を、 北 平 以來持 

つて 步 いて ゐる 手帳に 私 は 急いで 畫 いた。 それから、 土產物 を賣る 店に 來て、 繪 たガキ など を 買 ひ- 

石 階 を 下. 0 て、 自動車に 乘 つた。 妙 喜 山 東 光寺の 雪 舟 終焉 地 は 時間がない ので、 またの 機 會に. ゅづ 

り、 益 田の 停車場 前で 自動車から 降， o、 停車場 まへの 茶屋に 寄った。 その 時、 私 は ポケットに 入れ 

てゐた 害の 丰 帳が 無い のに 氣 付いた。 

『はて、 を かしい な』 と 私 は 思った。 つい さっき 柿本祌 社の 四阿のと ころで 手帳 を 使った の だか 

ら、 自動車の 中に 落した かも 知れない と 思って、 停車場 前に 休んだ ばかりの 自動車の 中 を 見た が、 

無い。 今し がた 步 いて 來た 僅かの 距離の 往來に は 無論 無い。 これ は 確かに 柿 本 神社の 土 產を賣 る 店 

に 置いて 來 たに 相違な い と 突 嗟の あ ひだに 私 は おもった。 

そこで、 旅館の 番頭に、 若し 其處で 手帳 を 見つけたら、 東京の 家に 送っても らふ やうに 頼んで、 

1 二人 は 出 雲の 大社に 向って 出發 した。 今 市から 乘換 へて 大社に 著き、 いなば や 旅館に 落 著く と、 直， 


ぐ 益 田の 靑木 IIH- 旅館に 電話 を かけて、 番頭 を 呼び出して 手帳の こと を 問いた。 すると 番頭の 返 洞に 

いふに、 柿 本 神社の 店に も 無い、 神社の 境內 にも 無い。 私 は當が はづれ て、 急に 心が 不安に なって 

來た。 そして、 『を かしい な、 を かしい な』 と 心中に 繰返した。 爲 方がない から 夕の 瞎に 就いた。 酒 

も 飮んで 見た けれども 少しも 旨くない。 中 村 君 は 云った。 

『齊 藤？ 大丈夫 だよ。 今に 見つかる から そんなに 心配 せんで いい』  . 

ほんもの  いか 

『何しろ？ S は 現代 歌聖 だなん て 朝鮮の 新聞で 云 はれた から、 本物の 歌聖の 怒りに 觸れ たのお や。 

今に 御 怒が 解ける から、 まあ 一杯 やりた まへ』 

『試しに 一 寸君を 罰して 見た だけなん だよ。 神罰の 眞似 だよ』  . 

こんな VJ と を 中 村 君が 云 ひ 云 ひ、 如何にも 偸 快 さう であるが、 私 は、 つまらぬ 手帳 だけれ ども、 

北 平の 土地 を 踏んで 來た 手帳 だけに、 惜しい 氣 がして、 さう 單 純に 諦めが 付かない。 特に 私の 性質 

はかう いふと きに、 人一倍 諦めが 惡 くて、 煮え きらないの である。 私 は 夕食後もう 一度 益 田に 電話 

を かけ、 番頭に もっと 丁寧に 柿本祌 社の 境內を さがす こと を賴ん だ。 そして 電話 を かけ 乍ら、 『番頭 

の 奴、 碌に さがし もしない ので は あるまい か』 などと いふ 疑念 を 起した.^ した ほど、 私 G 心 は 諦め 

が惡 かった。 
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『何しろ、 のらり くら. 遊んで ばかり だから、 齋藤 君、 それく らゐな 神罰 は あるか も 知れん』 

『明日 あた， 9 は 見つか， o ます。 僕 等が 東京に かへ る ころ は、 手帳 はと どいて ゐま す』 

かう いふ こ と を 百 穗畫伯 も いはれ た。 そして 畫伯も 中 村 君 もとても 偸 快 さう に 見えた。 

いき 

その 夜 三人 は 床 を 並べて 寢た。 畫 伯が 先 づ鼾を かき、 中 村 君 は 寢酒を 傾けた ので、 これ も寢 たき 

づ かひに なった。 私 一人 なかなか 眠れす、 手帳 紛失の 徑路を 想像しつつ、 惡ぐ 番頭 を 疑ったり して 

ゐ たが、 私 も いつのまにか 寢 入った。 

三 

二十 七日、 朝 三人して 出雲大社に 參拜 した。 中 村 君 は 前に 旣に 參拜 して ゐ るので、 案內 役の 格で 

萬 事の 說明 をし、 神社 建築の 様式な どに 就いて こまごまと 話して 吳れ た。 私 等 は 大社の 御 守護 をい 

ただいた，.^ して、 なほ 御神樂 をお 願しょう かな どと 談合って ゐた とき、 私 は 突 嗟の あ ひだに、 二た 

び 益 田に 行く 氣 になり、 二人の 止める のも聽 かす、 大社 驛 から 汽車に 乘 つた。 發車 時間 は 多分 九 時 

二分ぐ らゐ でなかった だら うか。 さう すれば、 今 市に 九 時 十六 分に 著き、 今 市 を 九 時 二十 三分に 發 

てば、 益 田に 午後 一 時 九分に 著いた わけで ある。 


私 は 大社に 二人 を その 儘殘 して 自動車に 乘 つたと き、 笑 ひながら 私の 益 田 行 を 止めた 二人の 顏を 

ありあり と 思 ひ 浮べつつ 車 房の 中に 一息つ いた。 この 私の 突 嗟の 行動 は、 いつも 逡 巡して 煮え 切ら 

ない 私と して は 誠に 不思議な ものであった。 併し、 手帳 は 殆ど 必ゃ柿 本人 丸 神社の 境內で 落した の 

に 相違ない とい ふ 氣持も あるから、 ある 程度の 希望 を 有って ゐ たと 謂って 好く、  丁度べ だ リン、 、ノ 

ム ブ ルク 間の 汽 車中で 信用 狀の盜 難に あつたと きも、 、ノ ム ブ グクの 知人のと ころに 信用 狀を 置き 忘 

れて來 たものと 思った ことがある、 その 心理に 似て ゐた。 

益 田驛に 降りる と、 きの ふ乘 つた 自動車が ゐ たので、 直ちに 乘 つて、 靑木屋 旅館に 行く こと を 命 

じ、 その 途中 も 自動車の なか を隄 なくさが したが 手帳 は 見當ら ない。 また 運 轉手も 昨 H 以來 さがし 

たけれ-ども 見つからな いとい ふこと であった。 旅館に 著く と、 番頭が ゐて、 きの ふ 以來處 々手帳 を 

搜 した けれども 見付からない。 柿 本 神社の 境內を さがした けれども やはり 見付からない。 もはや 搜 

す 術がない とい ふこと を、 困却した やうな 面 持で 話した。 

番頭と 一 しょに 直ぐに 高 律の 柿 本 神社に 參拜 して、 念のために 昨日 歩いた あ り を さがし たがや 

はり 手帳 はない。 それから 精" ガキ など を賣る 店に 行き、 いろいろと さがして 直 ひ、 私自身 も繪ハ 

ガキの 間 だの、 棚の 雜貨の 間 だの を さがし たがや はり 見つからない。 それから 御 守護 授與 所に 行つ 
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て、 恐 多い こと だが 赛錢 箱まで しらべて 貰った。 それでも、 無い。 さう して 見れば、 手帳 は 神社 境 

內で 落した ので は 無い のか も 知れない。 併し、 昨日 はこの 祌 社の 境內で 手帳に 寫生 など をした の だ 

から、 此處の 參拜を 終へ て、 益 田の 停車場 前の 茶店に 行った 間の 出來 事で ある。 そして、 柿 本祌社 

の 入口から 益 田まで は 自動車に 乘 つて ゐ たの だから、 若し 落した とすれば、 やはり 柿 本 神社 境內が 

1 番 可能性が 多く、 益田驛 近くで 自動車から 降りて 茶店に 行く までの 十數 間の あ ひだの 路上に 落し 

たと はどうしても 考 へられない。 また、 其處に 落した とせば、 蓮 轉手も 居り、 番頭 も 居り、 平 福. 

中 村の 二 氏が 居る の だから、 誰かの 目に 觸れ る箬 である。 

手帳 を 落した 場處は その 二 箇處の 中の いづれ かで、 益 田 停車場 前に 可能性が 尠 いとせば、 やはり 

柿 本 神社 境內に 落した のに 相違ない。 この 見當に 遺漏 は 無い と 私 は 極めた。 そこで、 先 づ柿本 神社 

を 出で て、 高津 町の 兩 側の 家並に 立 寄って 手帳の こと を 頼んだ。 それから 高津 川の 橋へ 曲る ところ 

まで 來て、 そこで 戶 別に 賴 むの を 止めた。 それ は、 あと は 方嚮が 全く 違って しま ふからで あった。 

次に 巡査 駐在所に 行き、 事の 次第 を 話して 發 見方 を 願った。 警官 は 丁寧な 人で 私の 話 をに こに こし 

て閜 いて ゐて、 神社の 人に もまた たづね て 見ようと 云って 吳れ た。 次に 高 津小學 校に 行って、 事の. 

"次第 を 話し、 若し 小學兒 童で 手帳 を 拾った ものが 居たら 屆 けても らふ やうに 願った。 丁度 校 111^ は^ 


守で 首席 訓導が 私の 話 を 聞いた。 『 一 寸 お待ち 下さい』 と 云って 訓導が 面 會室を 出て 行った ところ 

が、 忽ち 鐘 を 鳴らした。 そして 放 課 時間で 遊んで ゐた兒 童 を 集めた 模樣 である。 私が 面會 室で 聞い 

てゐ ると、 『東京の 靑山腦 病院 長』 などと いふ こ ゑが 聞こえる。 訓導が 兒 童に 若し 小さい 手帳 を 拾つ 

たら 屆 けよ とい ふこと を 訓示して ゐる らしい。 暫くして 訓導が 室に 這 入って 來、 『よく 子供に 申 付け 

て 置きました から』 とい ふので、 私 は 深く 訓導に 謝して 校門 を 出た。 

それから、 高津川 •  の 橋の たもとの 茶屋で 簡單な 食事な ど をし、 そこで。 ホス タァを 五六 枚 かいた。 

赤 インキで 二重丸 三重 丸な ど をつ けて、 人々 の 注意 を ひく やうに し、 發 見者に は相當 の謝禮 をな す 

旨 を 大きく 書いて、 それに も 赤い 二重丸 をつ けた。 

そして、 高津 町に 全力 を そそぐ ことにし、 益 田の 方 は 可能性が 微 いが、 ただ 念のために 停車場と- 

益 田 町の 目立つ 處に  一二 枚 貼る ことと し、 搜 索の 方法と して は、 これ 以上 は 今のところ 出来ない。 

これで 見つからなかったら 先づ 諦めようと いふ ことにした。 この ボス タァ のこと は 私が 澳太 利に 留 

學 して ゐ たをりに 學んだ 方法で、 これ も 困却した 揚句に おも ひ 出した ものであった。 

午後 四時 四十 八 分の 益 田發が あるが、 A 气た 少し 時間が あるので、 吉田村 乙 吉の妙 喜 山 東 光寺の 雪 

舟 終焉の 地に 行って 見た。 此處は 昨日 は 汽車 時間の 都合で 見に 行かなかった ところで ある。 なる-ね 

一 九 三 


1 九 四 

ど>  海 を 向う に 見 はるかす 靜 かないい ところで、 昔に は 所謂 大喜庵 八景が あった。 私 は 暫時 其處に 

佇立して ゐた。 雪 舟 は 永 正 三年 二月 十八 日 八十 七 歲で此 地に 歿した ので ある。 

私 は、 右の やうな 手替 をし、 蓮轉 手と 番頭と に 見お くられて、 午後 四時 四十 八 分の 汽車で 益 田 を 

發 つて 小 郡へ 向かった。 爲る こと だけ は爲 てし まって、 あと は 何 か 大きい 力に 任せる と 謂った やう 

な氣 持で、 割合に 落 著いて 居った かとお も ふ。 

さて、 汽車が 靑原驛 に 著いた とお も ふと、 一人の 驛 員が いそいで 車 房に 入って 來、 手帳の 見付か 

つたこと を 報じた。 益 田から 靑 原まで は 中 一 つ 石 見 横 田と いふ 驛を 置いて 直ぐの 停車場で、 益 田 か 

らニ 十六 七 分のと ころで ある。 私は驛 員に、 『それ は、 どうも ありがたう』 と 云って、 しばらく 動き 

だした 汽車の 車 房の 中で 沈默 して ゐた。 その 時の 氣持 は、 大正 十 年の 暮に、 べ产 ソンで 盜難 にあつ 

た 信用 狀が 出て 來た ときの 氣持 そっくりであった。 實に 何とも 云 へ ぬ 不思議な ものである。 

私 は 汽車 中から、 益 田 靑木屋 の 番頭に 感謝の 電報と、 今日 大社から 自動車で 備後布 野へ 越した 箬 

の 平 福 • 中 村 二 氏へ 手帳 發 見の 報せ の 電報 を 打った。 


それから 車 房 は 私 一人な ので、 また 手帳の こと を考 へて 見た。 手帳 は 矢張り 高津 町で 見つかった 

に 相違ない。 高津 とせば、 自動車に 乘 るまでの 柿 本 神社の 境內に 相違ない。 或は あの 石段 あたり か 

も 知れない。 そして や は， 0 小學兒 童が 拾って ゐ たのに 相違ない、 或は その 兒 童ら の 家の人 達 かも 知 

れ ない。 何に しても 難 有い こと だとお もった。 そして 夜に 入って 小 郡驛に 著いた。 

小 郡で 上，^ 列車に 乘換 へ、 食堂で 麥酒 など を 飲んで、 夜の 十二時 近くに 廣島に 著いた。 廣岛で 一 

泊し、 翌日 布 野の 中 村 家に 行き、 二た び 三人が 落 合った ので、 いい 氣 持で 一日 を 過ごし、 百 穗畫伯 

は 油 繪具を 使って 南天の 繪を かいたり、 手 打 蕃麥の 馳走に なったり して、 翌 二十 九日 は 三次 町の 江.' 

川の 近くで 食事 をし、 自動車で 廣 島に 出て、 夜行で 東京へ 向った。 

東京に 著いて 數日經 つと、 益 田から 手帳と 番頭の 手紙が 屈いた。 私 は處々 に謝禮 をしても らふ や 

うに 番頭に 依頼 をして やった。 番頭の 手紙 は 次の 如き 文面で ある。 

拜啓。 御 尊 臺樣に は、 御 道中 御 無事にて 御歸 東な され 候 や、 御 案じ 申 上 候。 先般 は 山陰 地方 

御來 遊な され 候 際 御宿 泊 下され、 實に 有りが たく 御 禮申上 候。 其 際 は 重用なる 御手 帳 御 ふん 

失に 相 成、 御 心配 成され 候 段 は、 實に 私と していかん にたへ 兼 申 候。 色々 御 心配 仕り 候へ ど 

も、 見當ら すに て殘 念に 候へ 共、 御尊臺 樣 丁度 四時 四十 八 分の 列車に て、 益 田 驛出發 後、 私 

1 九 五 


九 六 


は叉驛 前に 出で、 所々 家々 により 尋ね 候 ひしが、 驛前 運送店の 小 使なる 者、 彼の 手帳 を 拾 ひ 

たる 事 聞き 申 候に て、 直ちに 參り 候へば、 一 人の 男 申す に は、 荒木なる 者ノ ー トー 冊驛 前に 

て 拾 ひ 居る 旨 申し 候に て、 其樣子 承.^ 見れば、 表紙に、 北 平ノ其 二と 記し 有る 旨 申し 候に て、 

, 現品 は 見ね 共、 御 尊 臺樣に 御 安心 致さ 


す爲 め、 驛に 行き 靑原驛 到 著 頃 二等 室 

御客樣 にて 齋藤樣 と 申す 御 方に 申し 下 

さる 樣、 驛長樣 に 依頼 致し、 御 電話に 

て 申し 御 知せ 致し 候 次第に 御座 候。 翌 

廿 八日、 私が 參上 致し 受領 仕り 候。 早 

, 速 御 送附申 上ぐ る 都 八 3 に 候へ ども、 丁 

, . 度 私 も 風邪に て 休み 丰し 候に て、 御延 

引 仕 候 段、 平に 御 許し 下され 度 候。 本日 小包 郵便に て 御 送 仕 候 間、 御 著 御査收 下され 度 候。 

御歸. ^の 際、 拾圓也 頂戴 仕.^ 候へ ども、 內五圓 也 を 主人 樣へ 預け 置き 候て、 殘，. >  五圓は 郵便 

小爲替 にて 御 返金 申 上 候 間 御 受領 下され 度 候。 主人の 方よりも 五 圓の內 にて 拾 ひたる 御 鱧 を， 


出し、 殘佥御 返金 致さる 可く 申 居られ 候 間 左樣御 承知 下され 度、 丁度 廿七 日夜より 御客様 多 

くして 多忙 を 極め 候爲 め、 延引 實に 相す まざる 次第に 御座 候 へ ども惡 しからす 御 許し 下され 

度、 驛 前の 廣 4" が實に 腹いた みの 時 注射の 如き 者に て、 其廣 を 見て 早く わかりた るお に 御 

1! 候。 私 も實に 心配 をいた しました。 是れ だけ 心配 致して わからねば 致し方 もな く， こ 思 ひ e 

り 候へ 共、 私の 知人よ，.^ 廣吿を 見た が、 君 は 其 事で 心配 致す か、 彼の ノ I トは 荒木なる 者 拾 

ひ 居る との 事に て、 私 も 其 樣子を 聞き、 喜びい さみて 參り御 電話 申し 候。 

次に 高 律 町 小學校 及び 駐在所 及び 廣吿を 張りた る 家へ も 私が 參上 仕. >  御嚒は 申した る 故 御 安 

心 下され 度、 御 旦那 樣も さぞ かし 御喜び の 御 事と 存じます。 拾 ひたる 者靑 年に て 早く わかり 

申した るに 付此 上な き 御喜び であ 6 ます。 御 旦那 樣驛 前にて 自働車 下車な され、 七 四 五 間 位 

御 あるきに 相 成 候 頃お ちた る ものに 御座 候。 廣 島中 村 樣へも 私より 御 通知 申 上 置 候 問、 御 安 

神 下され 度 候。 先 は 私と しての 誠意 御 申し送り 申 上 候。 甚だ 失禮 なる 御 書面に 候へ ども-態し 

からす 御 許し 下され 度 候。 御身 御大 切に 遊され 度 御 祈， 9 申 上 候。 本館 々様よりも 〈且敷 申さ 

れ候。 此 書面 は 御主人 様 以外 私と して 御 通知 申 上 候。 次に 自働 車蓮轉 手よりも 宜敷 御喜び 申 

し吳れ との 事に 御座 候。 十 一 月廿 九日。 靑木屋 旅館 內 番頭 中島 好吉。 齋藤御 旦那 様。 

,  - 一 九 七 


一 九 八 

この 純朴な 番頭 は 五圓を 返送して 來 たから、 二た び 柿 本 神社へ も 幣饌料 を 奉納す る やうに 賴んで や 

つた。 

手帳 紛失の 事件 は 右の 如くで あるが、 この 手帳 を 紛失した ため、 私 は 柿 本 神社に 二度 參拜 する こ 

とが 出來 たわけで ある。 それから、 どうしても 手帳 は 柿 本 神社 現內に 落した ものに 相違ない と見當 

をつ け、 その 結論に は 間違が 無い つもりであった ところが、 實際は 間違って ゐた。 そこで 私 は 手帳 

を 落した 時の こと を 種々 と 想起して 見た。 私 等 三人 は 柿 本 神社の 參 拜も濟 まし、 時間が あったら 雪 

舟 終焉の 地に も 行く つもりであった が、 時間がない ので、 それ を またの 機會 とい ふこと にし、 停 直 

場の 廣 場の 入口のと ころの 街で 自動車から 降りた。 中 村憲吉 君が 先づ 降り、 ついで 百穗畫 伯が 降り 

た。 すると 蓮轉手 臺に乘 つて ゐた 番頭が 先き に 降りて 畫 伯の 小さい カバ ンを 持た うとす る。 畫伯は 

持つ に 及ばない とい ふ。 番頭 は 御 客 を 待遇す るつ もり だから 持た うとす る、 畫伯は それ を 叱る やう 

にして、 自分で 持 たれた。 私 は"〃 ビンで 買った 勞働者 向の 露西亞 外套の だぶだぶ したの を 著て ゐ 

たが、 その ポケット は 小さくて 淺ぃ。 併し その ポケットに いつも その 手帳 を 入れて 満洲から 北 平、 

京 城と 廻って 來て 落さす にゐ たのが、 益 田の 停車場に 來て 落して しまったの である。 その 出 來事は 

實. y 間髮 を容れ すと 獮ふ ベ き狀 態で も あり、 私は畫 伯と 番頭との 問答の.；： > きさ つ ；-氣 を 取られて ゐ 


たの だと 今でも 解釋 して ゐ るが、 この 解 釋も當 になる もので はない。 また、 五 人 も 人間が ゐて、 誰 

一人 落した 手帳に 氣が 付かす、 また、 私が 手帳 を 落した のに 氣づ いたの は 落してから 五分と 經 つて 

ゐな いのに、 もう 荒木と いふ 青年から 拾 はれて ゐ るので ある。 そして 拾った 靑 年が 拾った まま、 懷 

に 入れて しまった ものである。 
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•  二 〇〇 

石 見 瞥見 記  、 


昭和 九 年 五月 九日。 水曜。 晴。 昨日 中 村 憲吉君 (林 泉 院釋淨 信憲吉 居士) を 葬， 9、 今朝 家族 親戚の 

人々 に附 いて 骨 上げ をした。 午 近く、 岡 麓 先生、 土屋 文明 君、 私の 三人が 自動車で 寂しく 布 野を發 

つた。 遺族の 人々 と 暇 乞 をして 自動車に 乘 つたと きも 悲しい 氣 持で堪 へられぬ 程であった。 乘っ 

てゐる 自動車 は憲吉 君が 生前 幾度 も乘 り、 また 尾 道から 憲吉 君の 遺骸 を乘 せて 來た 三次の 自動車で 

ある。 

赤 名 峠に 來 ると、 蓮轉 手と も 四 人が、 中 村 家 所有の 山に 入って、 其 處で中 村 夫人の 心づ く，. -の辨 

當を 開いた。 山上 一面の 春光で、 花疾き 鳥うた ふとい ふ 文 その 儘で ある。 中 村 君が 健康のと き屢植 

林の 監督に 來た その 山で ある。 土 屋君は 記念 だとい ふので、 イカリ サク (淫 羊藿。 Epimediutn,  mac- 

rantufn: 一  を 掘って 家苞 にした。 此處の は 淡 紅. 淡 紫の 花 をつ けて ゐた。 

それから、 暫 らく 徒步 しながら 切通し の兩侧 から 蕨 を 採った。 それから 自動車に 乘り、 赤 名 村 を 


さは だに 

過ぎて 澤谷村 近くに なった ころに、 土屋君 はまた 何 か 植物 を 採集し に 自動車から 降りたり した。 

がう が は  み よし 

暫く 行く と、 向って 左手に 江ノ 川が 見え 出した。 三次で 見て、 それから 一度 も 見ない 江ノ 川に 會し 

-M ま はら 

たので、 物珍しく 車窓から 川の 流 を 見つつ 通った。 其 處は濱 原 村で、 山間の 靜 かなところ である。 

かすぶ ち  お ほ だ •  I 

それから 柏 淵 を 經て無 事大 田に 著いた。 

ます だ 

大田を 汽車で 發 つて 夕が た 益 田に 著き、 靑木屋 旅館に 投宿した。 宿帳 を 見て 女中 は 私の 事 も 手帳 

のこと も 知って ゐた。 番頭の 中島 氏 は 保險會 社の 勸誘 員に なった とかで この 旅館に は 居なかった。 

それから 旅館の 主人が 見えて、 主人 は 百穗畫 伯の 亡くなられた こと も、 つい 近くに 中 村憲吉 君の 亡 

く なられた こと も 知って ゐて 悔みの 言葉 を 言って くれた。 滿 三年 半 も 過ぎて ゐ るのに、 手帳の こと 

など を 思 出して くれたの が 私に は 嬉しかった。 夕食に 三人で 一 本の 酒 を飮ん だば かりで 陶然と して 

しまって、 け ふ 膝って 來た蕨 を 明朝の 味噌汁の 實に する やうに 女中に 命じて 寝た。 

五月 ゲ日。 木曜。 雨。 益 田の 醫 光寺 を 訪ひ雪 舟 築造の 庭園 を 見た。 昭和 五 年に 來た ときには 晚秋 

であった が、 今度 は 青葉の 候で、 藤の 花な どが 長く 垂れ いて ゐた。 書院の 緣が 高く、 池の 水 を 見 

おろす 趣 は實に 心を靜 かにした。 ここに は 雪 舟 筆 山水の 圖が ある。 それから 萬 福 寺に 行って ここで 

も 雪 舟 築造の 庭園 を 見た。 この 方 は 平庭 式で、 當 時のお も かげ は壞 されて ゐる やうで ある。 竹 柏の 
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二  o 二 

木 も 松 も 楓も立 石の 具 八 口 も 三年 前と 變ら なかった が、 向って 左手に 本堂ら しい 建築が はじまって ゐ 

た。 ここに は 雪 舟 筆の 鷹の 0 が ある。 

それから 旅館の 主人 も 一 しょに 高 津の柿 本 神社に 參拜 した。 丁度 そのと き 小雨が 降って 來 たが、 

三人 は 暫く その 境 內にゐ て、 祌社緣 起 や 岡 熊 臣の柹 本人 麻呂 事蹟 考辨 などに 書いて ある、 鴨 島と か 

松 崎と かいふ 方面 を 眺めた。 今日 あたり は參詣 人は少 いと 見えて、 繪 ハガキ など 賣る 店は閉 ぢてゐ 

た。 其處 をいで て、 高津 川の 川口と 益 田 川の 川口との 間、 つまり 昔の 鴨 島の あつたと いふ あたり を 

見に 行き、 其 處が人 麿の 歌の 鴨 山で、 萬壽 三年の 海 嘯で 無くなつ たとい ふので、 それに 就いて 土星 

君の 意見 を 叩いた のであった。 

この 鴨 島傳說 は實に まちまちで、 高津 川の 川口の 處が 入海 をな して ゐて、 其處 にあった 島 だと も 

いひ、 或は 現今の 海岸の あたりから 突出て ゐた 島山であった ともい ひ、 或は 現在 も 暗礁と なって 殘 

つて ゐる ともい ひ、 實に まちまち なので ある。 それが 萬 壽の海 嘯で 無くなった としても、 どうい ふ 

作用で 無くなつ たか、 もっと 科學 的な 說 明が 欲しい ので あるが、 萬壽 三年の 海 嘯に ついての さう い 

ふ 研究論文の 有無 を 私 はま だ 知らぬ ので ある。 それに 加 ふるに、 徹 書記 物語な どに、 人 麿の 辭 世の 

歌と して、 『石 見の や 高角 山の 木の間より この 世の 月 を 見 はてつ るかな』 とい ふの を傳 へ、 その 高角 


.s は、 髙津の 山と 解して ゐ るの だから、 その 間に 俗說の 混入が あって、 どうしても 具合が 惡 いので 

ある。  • 

か むら 

三人 は 益 田を發 ち、 濱 田に は 降りす に 都 野津で 降，. > た。 これ は 神 村 を 踏査して、 吉田東 伍 博士の 

鴨 山の 說を 調べ ようとす るつ も， 0 なので 

ある。 驛 前から 跡 市 行の バ スに乘 つて 山 

間の 方まで 行き、 中途から 今度 は 徒步で 

あと 戾 りしながら、 鴨 山の 特徵 らしい も 

の を 心中に 持って 步 いた。 この 憑 は 赤土 

の 山と 砂山と が 交って ゐて なかなか 面白 

いところ である。 併し、 山が 低く、 石 川 

の 貝の 石 川と い ふやうな バも 見當ら す、 

結果 は先づ 陰性に 終った と 謂って いい。 島 星 山 は 雨雲の 中に あった。 途中で 人家の 軒下に 雨 を 避け 

つつ バスの 歸 つて 來 るの を 待って ゐ たりして、 一 汽車 だけ 神 村の 調査に 費した わけで あるが、 これ 

も 私の 鴨 山考證 のために さう して 貰った のであった。 
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都 野 津を發 つて、 今 市から 乘換 へ、 大社に 參拜 した。 此處は 昭和 五 年の 冬に 平 福 百 穗. 中 村憲吉 

二 氏と 共に 參拜 し、 私 は 手帳 を さがしに 此處 から 益 田へ 引返した 處 である。 今日、 神社 を案內 した 

者 は、 純 粹な出 雲 辯 を 使 ひ、 石 見の 言葉と は 違って ゐた。 その 日 玉 造 温泉の 暢神亭 に 泊った。 散步 

して 玉 造 湯 神社 を參拜 し、 玉 造 部の 昔 を んだ りして、 安らかな 氣分 になって 居た。 

五月 十 一 日。 金曜。 雨。 玉造溫 泉から 自動車で 松 江 市に 行き、 市外の 有澤 山の 不味 公の 茶室 奢 田 

庵 を 見た。 其 處で岡 先生と 土屋 君から 種々 の 有益な 話 を 聞いた。 太平の 世 だとい つても、 封建時代 

の 大名 は 面倒な 生活 をして ゐ たの だから、 かう いふ 處に 安息 處を 作った とも 解釋 する ことが 出 來る。 

それから 鳥 取 市の 玄忠 寺に ある 荒木 叉右衞 門の 墓に 詣 でた。 叉右衞 門が 伊賀上 野の 仇 討の 時、 肌 

身に つけて ゐ たとい ふ 御 守護な どが あった。 私 は 眼鏡 をはづ して 顔 を 近づけて それ を 見 終った が、 

岡 先生 は 御 守護に は 首 を 傾けて 居られた。 それから 叉 右衞門 はなせ 鳥 取に 來て 間もなく 死んだ かと 

いふに ついて 星 野 日子 四郞 氏の 說が あるの を土屋 君が 話された。 星 野 氏の 說と いふの は、 叉 右衞門 

は 鳥 取で は、 あまり 外出せ ぬので、 神經 衰弱 症の やうな ものに なった ので はなから うかと いふので 

あった。 それから 香 住驛で 降り、 大乘 寺に 行って 應擧 の繪を 見た。 もう 時間 を 過ぎて ゐ たが、 見せ 

て もらった。 鷂ゃ 孔雀 や 山水 や 人物な どに いいのが ある。 私 はこの ごろ 記憶が 惡く なって 直ぐ 忘れ 


るので、 繪ハ ガキを 買って 忘却し ないた めの 補助に せねば ならない。 夜に なって 天の 慮 立な かや^ 

館に 著いた。 

ここ は 日本三景の 一で、 私 は五歲 ぐら ゐ から 天の 橋 立の 話 を 聞き、 五十 三歲 になって はじめて 來 

たが、 これ も土屋 君のお 蔭であった。 此處は 旅人の 集まる 名所 ゆ ゑ、 流石に 旅館" 女中の 愛敬が よ 

く、 私な ども もっと 若かったら 二度 來 たいやう に 思 はれる ところがあった。 『お 客 さま は X  X 子爵 

さまでせ う』 などと いふ こと も 云 ふ。 

一夜 明けて、 朝 はやく 文殊 堂に 詣で、 いろいろのお 願 をした。 それから 雨の 降る 中をモ オタ ァボ 

オトで 天の 橋 立 を 見、 山に 登って 遠望した。 丁度 女學 校の 修學 旅行と 一し よに なり、 少女 等の 股の 

ぞ きする の を 見て 與 ある ことに 思った， 0 した。 與 謝の 海と、 それ を圍む 山々 で、 やはり 日本 三 佳 E 一：：^ 

の 1 である ベ きもので ある。 

五月 十二 日。 土曜。 雨。 天の 橋 立を發 ち、 京都に 著く と、 土屋君 は上諫 訪のァ ララ ギ歌會 に 出席 

する ために 午後 一時 三十 九分の 汽車で 發っ た。 岡 先生と 私と は 京都 ホ テグに 落 著き、 京都 は 岡 先生 

から 萬 事案內 して 頂いた。 二人 は 龍 安寺 C 庭 を 見、 其 處に數 時間 ゐた。 それから 雨の 中 を圓山 公園 

の 平野 屋 いもぼう に 行って 夕食した。 女中 を 呼ぶ と、 "ァ I ィ ー とい ふ 具合に、 長い 聲を 引いて 返 
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詞を する。 誠に 可哀 らしい もので、 此處の 幾 代 か 前の 主人の 工夫で あつたの かも 知れない。 

五月 十三 日。 日曜。 雨。 京都の 町 見物。 法 然院。 銀閣寺。 詩仙 堂 (石 川 丈 山)。 詩仙 堂に は 年老い 

た 尼が 留守して ゐ たが 實 にまめであった。 二階 四疊 半。 三階 三疊 半。 午後 一時 三十 九分 京都 を發し 

て、 午後 九 時 二十 分 東京に 著いた。 


昭和 九 年 七月 二十 一日、 午前 八 時 三分、 大阪 驛發。 土屋 文明、 高 安 やす子、 岡 田 翼、 一一 一枝 凡 平の 

諸君が 見送る。 十 時 十五 分か  11 驛著。 柏 原 は 山間に 入る 手前の 驛 である。 十 時 五十 四 分 福 知 山 著。 

辨當、 鮎す しを賣 つて 居る。 山陰 本線に 乘換、 十一 時 二分 福 知 山發。 豊 岡に 近づいた 頃、 空が 暗く 

なって 大 雷雨が 降って 來た。 其 處の鐡 道 沿線の 稻 田に 白鷺が 澤山 住んで、 雷雨の なか を 飛" さまが 

偷 R で b つた。 圓山 = ^に は 帆船が 上下し、 また 渡船な ども 見える。 玄武 洞驛の 近くに 玄武 厳の 洞が 

ある。 午後 零時 三十 三分 城 崎 著。 一時 四 分力 香 住 を 通過した。 この 春 は 岡. 土屋ニ 氏と ここで 降りて 

大乘 寺の 應擧 の繪を 見た のであった。 松 江 五 時 十八 分。 宍道湖 赤く 濁り 波が 立ち ゐる。 六 時 四十 八 

分^^浪驛。 汽車が 浪 際に 近く 走る。 往昔 はもつ と 海から 離れた 處を 通った ので あらう。 波 根驛ま 
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で 六つ も トン ネ〃 を 通った。 部落が 見え、 谷が 淺く、 山の 方に 入り込んで ゐる。 その あたり を 道が 

通って ゐ るの かも 知れない。 波 根 は 海濱の 村で 松並樹 などが 見える。 久手 も大體 海岸の 衬 であるが 

稍海濱 から 離れて ゐる。 午後 六 時 五十 七 分大田 著。 雨が 降って ゐる。 通り を 少し 行った ところの 橋 

本 星と いふのに 投宿し、 濱原 のこと を たづね たら、 上さん いふに、 そんなら 鮎が 澤山 食べられ ませ 

う。 江ノ 川に は 鮎が 多く 住んで ゐ ると 見える。 大 田の 天神 町に 柿 本人 丸 神社が あるが、 宿の 主人 も 

上さん も 委しい こと は 何も 知らない。 1 夜 寂しく 寢た。 

七月 二十 二日。 八 時 五分に 乘合 自動車に 乘 つて 濱 原に 向った。 中途に 川 八 口村が あ. cs、 式， 物 部 神 

S 力 力へ  かすぶ ち 

社 か ある。 山 坂 を 通， o、 湯 抱 あたりの 使 山が 目 を 引いた。 九， 時 四十 五分 粕淵 著。 一休みし、 十 時 過 

ぎに 濱 原著。 江 ノ川增 水して 濁流な がれ 居る。 橋が 無くて すべて 渡. 船 ゆ ゑ、 對 岸の 龜 村に 渡る こと 

が出來 ない。 山中 星 旅館に 荷物 を 置いて、 濱原村 を 見て 步き、 津目山 を 見、 これ を 人 麿の 歌の 鴨 山 

だら うとい ふ 見當を 付けた。 村長 小 野賀榮 氏、 小學 校長の 末田齊 氏に 會 つた。 小 野 氏に は 今年の 初 

. 夏 以來、 書面で 御世話にな つたの だが、 會談 して 見る と 鄉土史 に 興味 を 持ち、 澤山 有益な 話 をして 


吳れ た。 私 は 夕食の 御馳走に なり、 夜お そくまで 話を聽 いた。 村長の 奥さん は 備後布 野の 人で， 中 

村憲吉 君の ことな ど をよ く 知って 居た。 

.E 中 尾 旅館 は 小さい 旅館 だが、 蚤が ゐ なかった。 隣室に は縣廳 から 役人が 出張して 何 か 調べて ゐ 

る。 私 も衞生 方面の 視察と いふ ことで いろいろ 話 をした。 村長の 住宅 は 丁度 山中 屋 旅館の 向 ひ 側で 

旅館の 二階から 村長の 家の 中が よく 見える ぐら ゐ である。  .  、 

夜に 人 磨の 事を考 へて なかなか 眠れなかった。 濱 原の 東側の 山で 杜 K がしき りに 鳴く、 鬵が嗚 く 

それから 曉 天の まだ 暗い のに、 晚蟬が 群 をな して 鳴く、 濱原 とい ふところ は、 想像して 來 たよりも 

もっとい ぃ處 であった。 $? 水し なければ 江ノ 川に は 河鹿が 幾つ も嗚 くさう である。 また 鮎の 產 地で 

あるが 增 水して あま，.^ 捕れない と 云って、 宿の 夕の 膳に は 小さい 鮎 二 尾つ いた。 

七月 二十 三日。 月曜。 朝早くから 自動車で、 濱 原の 主要部 を 見、 澤谷村 方面、 石 原、 熊 見の 方面 

を 見、 役場で 小字 を しらべ、 ついで、 粕淵 村に 行って 小字 を 調べ、 歸 つて、 津目 山の 寫眞 をと り、 

津目 山. 龜 方面の 寫生 をした りした。 暗れ たかと 思 ふと 雨が 降り、 とうとう 龜に 渡る ことが 出来な 

い。 夜 は 村長 宅に 行き、 小 野 氏から いろいろ 話 を 聞き、 大體の 調査 を 終り、 不足の 分 は 補充す る こ 

と を依賴 して { 伯に 歸 って寢 た。 次に.' 濱原. 龜の 小字の 名 を 調べた の を SS 入して 置く。 

.  二 〇 九 


二 一 〇 

ヮ？. 'プ シン ワク  n 力 ドナ 力 ダン 

濱 原の 小字 名 和津。 家臣。 和津曾 根。 仁 平屋 敷。 坂ノ 下。 小 門 久兵衞 屋敷。 小 門中ノ 段。 

川原。 土 井 之內。 木綿 畑。 猿 部。 朴ノ 木。 井後 田。 名 子 田。 文 右衛門 家 敷。 馬 ノ脊。 馬 ノ瀨。 

小 月。 神 田。 鹿岛 尻。 馬場 川原。 馬場。 八.. 幡。 宫ノ 前。 古 屋敷。 宫ノ 上。 小 丸。 觀音 田。 地 

マ イリ ジ ヨウ トン  カイ セキ  ナ、 トホ リダ  ゥへ ハラ ヤホダ ン 

主 原。 馬 入。 淨頓。 谷川 添。 海關。 南 谷。 流レ。 七 通 田。 ソリ 田。 細 田。 上ノ 原。 大段。 七 

サコダ  サン カク バタ  ビラ カイ ダウ 

ッ墓。 大白 r 迫 田。 迫 ノ奧。 門前。 隱居 田。 小 林。 報恩 寺。 三角 畑。 三角。 鍛冶屋 平。 萱堂。 

トウ n ダ  ョ n  口  ダニ カケド  ダ ウタ  ヱ ビス メン  ゥ. ン 口 ヂ  +ハ テゾへ イチ 

柬 光田。 橫路。 ffi 谷。 掛戶。 イノ キ田。 堂 田。 胡 面。 五ケ所。 後路 地。 田 村 田。 繩手 添。 市 

/後。 竹ノ 下タ。 東上 市。 東 中 市。 東 下 市。 南 上 市。 南中 市。 南下 市。 貝ケ 谷。 南 谷 梨ッ谷 

ハン ダザ 力へ  ィ ハ クラ ャ ハタ ャマ カイ セキ 

尻。 梨ノ木 谷。 半駄 抱。 一. ノ瀨 尻。 岩 倉。 八幡 山。 階 石山。 植松。 岩 倉 山。 土橋。 小 門/前。 

ツイ ガサ ネ  シシ サコ 

龜の 小字 名 紙屋。 土地 ノ子。 杉ノ 谷。 夏燒 尻。 比和久 保。 對重。 r ザ マ。 下 角。 猪ノ 迫。 

サ n  サ n  すキ 

鯉ノ 迫。 中原 沖。 菖蒲 田。 北ケ 市。 迫田屋 沖。 船津。 大前 沖。 宮ノ 沖。 廣 本屋 沖。 掛ケ。 庵 

コンビ ラサ n コ エヂ ォク n エヂ  サコ ノ ボリ テ  ナツ ャキ 

床。 大 井後。 金比羅 迫。 越 路奧。 越路。 林ノ 迫。 登 尾。 紙屋 山。 夏燒。 家ノ 谷。 寺 畠。 宮風 

呂。 前 田。 迫 田屋。 室屋。 神 田。 尾 崎。 堤ノ 奥。 中原。 土 井田。 屋敷 ケ谷。 間 野。 門 畠。 堂 

ノ前。 岡 田。 ナ メラ。 寺 田。 釜 田。 林ノ 迫。 三久保 田。 竹ノ下 上へ。 曾 根。 臺田。 竹 ノ下タ 

#^KO 中 田。 働 先。 


七月 二十四日。 火曜。 午前 八 時 四十 分濱 原發。 十 時半 大田 著。 橋 本 星に て 一 休みし、 午後 零時 五 

十八 分大 田發、 二 時 二十 八分濱 田に 著いた。 この 線は旣 に數囘 通った ところで あるが、 人 麿 地理 を 

目 中に 置きつ つ 窓外 を 見て ゐ るので 飽くことを知らない。 

大 田の 次の 驛は靜 間で、 靜間 は海濱 にある。 五十猛 も 海岸で、 國道は 巖の麓 をよ けて 通って 居る。 

それから 直ぐ 海岸 近く 通る。 神 別 神社が ある。 海岸に 近く 漁村が あって 風景が いい。 山 を 背負 ひ！ 

る。 それから 山 を 越す。 海から 稍 離れ、 桑畑な どが ある。 海 を だんだん 離れ、 トンネルが ある。 ま 

た 海に 近づいて 行く。 國道は 汽車に 沿うて ついて ゐる。 

仁万驛 のと ころ は、 崎が 見え、 小山が 見え、 その 先に 小島が 見え、 巖石が 見える。 工場な どが あ 

つて 風光の 佳い ところで ある。 この 近くに 韓島 があって、 人 麿の 歌の 中の 『辛の 畸』 が 仁 万 • 宅 野 

の邊 だら うとい ふ說が あるが、 さう すれば、 この 邊 までが 道順で、 この 邊 から 川 合 あたりへ 越えた 

のか も 知れない。 馬 路驛。 琴濱 海水浴場が ある。 荒い 崎が あ，..^、 此處 から 仁 万の 方の 海岸が よく 見 

ゆか か へ 

える。 その あたりに 辛の 崎が 見えて ゐ るの かも 知れない。 トン ネグが ある。 笹が 小さくて 湯 抱の 方. 


の 山のと は 違 ふ。 汽車 は 岩山の. あ ひだ を 通..^、 長い トン ネ〃 一 つ 通る。 溫 泉津。 山 深いの が 見える。 

この 柬の山 を 越える と 平地が あるので あらう。 港で 汽船が 見える。 ここ を 出で てまた 山に なり、 短 

ふくみ つ 

い 征 が ある。 トン ネ产を 通る。 福 光。 海岸で、 礫が 見え、 小島が 二つ 見える。 川が あり、 トンネ^。 

くろま つ 

海岸から 山 を 越えて ゆく 道な どが 見える。 黑松。 低い 山が ある。 トンネ^。 砂丘。 松林。 

あさり 

淺利。 この 驛に 近づく と 形の よい 山が 見える。 これが 淺 利富士 で、 小 富士、 高 仙 山な どと もい ふ。 

この 山 は 淺利驛 を 過ぎてから も 見え、 その 方の 形が 却ってい い。 人 磨の 歌の 『屋上の 山』 とい ふの 

は、 この 山 だら うとい ふこと になって ゐる。 この 山 は 八； a 村の 西北、 淺利 村の 東南で、 その 間に あ 

る 山 だから、 人 麿 時代に は 屋上の 山と 云って ゐ たのであった だら う。 • 

江 ノ川を 渡って 江 律に 著く。 今 は此處 から 江" 川に 沿うて 三 江 線が 出來 た。 昭和 五 年に 來た ときに 

はこれ が 未だ 出 來てゐ なかった。 都 野津。 此處は 今 は 町に なって ゐる。 瓦の 產地 である。 人 S 時代 

しまの ほし 

の 角の 里の 一 部で、 左に 島 星 山が 見えて ゐる。 これが 人 麿の 歌の、 『高角 山』 である。 つまり、 ッ ヌ 

お ほと し 

の 里の 山 だから、 ッヌャ マと 云った ものである。 現在 都野津 町の 村 社の 大歲 神社 を 祭って ゐる 小山 

つの やま 

を 都 山と 稱 へて ゐ るの は、 その 名稱 の名殘 であ，.^ 得る ので ある。 その ッヌ 山の 高い 山 だから、 タカ 

ッヌャ マな ので あり、 美 濃 郡の 高津 町の 山と は 全然ち がふので ある。 この 山の 中腹 を 縫うて 江ノ川 


の 岸に 出た ものの 如ぐ、 渡と いふ 渡船場 は 今の 鐵橋 よりも 上の 方に あつたと 考へ ていい。 さう すれ 

ばな せ 往昔の 旅人が 島 星 山の 邊を 通った かとい ふ說 明が つく わけで ある。 この 邊には 砂山が 多く、 

赤土の 松 山と 相 交って ゐる。 敬 川な どに 殘 つて ゐ る傳說 など を參考 すると、 海が 現在よ ももつ と 

入り込んで ゐ たらしい ので ある。 

波 子。 下府。 この 下府は 往昔 伊 甘鄕の 一部で、 石 見國府 のあった 處 である。 人 麿が 晚年石 見國府 

の 役人 をして ゐ たなら、 此處に 居た 箬 である。 午後 二 時 二十 八分濱 田に 著き、 土地の人 にきいて 龜 

山 旅館に 投じた。 それ か-^ 濱 田の 城 山と 濱田 川と を 見た。 これ は 人 麿の 歌の 鴨 山 は卽ち この 城 山で 

f、 依羅娘 子の 歌の 石 川 はこの 濱田川 だとい ふ說が あるから である。 それから 岡 鹿 太郞、 大島幾 

太郞兩 翁に あ ひ、 大島 翁から 石 見の 古史に ついて 有益な 說を聽 き、 夜の 更 くるの も 知らぬ ほどで あ 

つた。 夜更けて 床に 入った が、 『鴨 山』 と、 この 旅館の 『龜 山』 と 何か關 係が ある だら うな どと いふ 

空想 を 描きながら、 いつのまにか 眠った。 

七月 二十 五日。 水曜。 朝早く、 郊外の 內村 にある、 牛 尾 龍 七 君の 墓. に詣 でた。 牛 尾 君 は 朝鮮 群 山 
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に ゐてァ ララ ギの會 員であった が、 不幸に して 病歿し、 鄕 土の 此 地に 葬られて ゐ るので あった。 そ 

れ から 直ちに 岡 鹿太郞 翁に 導かれて、 下府に 行き、 古の 國府址 から 伊 甘 神社、 その他の 遺跡 を 見、 

上府の 方まで 踏査し、 小學 校と 役場に 寄り、 遺物な ど を 見、 國分 村に 行き 國分 寺址を 見、 小學 校長 

泉 氏、 金藏寺 住職 朝 枝 誓實師 とも 逢 ひ、 親しく 案內 して 貰った。 

この 國 分寺址 は、 瓦な ども 桑畑の 隅に 積まれて あって、 幾らでも 拾 ふこと が出來 るし、 この 金藏 

寺 は 金堂の あとに 建った もので、 その 礎石の 大きい のが 未だ 殘 つて ゐる。 それから 經藏の 東方に あ 

る 雜木山 は 七重 塔の 遺址で あり、 三門 は 今の 本堂 正面の 地點 であった と 看て よく、 字 名 も 大門と し 

て その 名殘 をと どめて 居る。 また 天平 式 蓮華 紋樣の 古 瓦、 磚の 破損 しないの もこの 寺に 保存して 

ゐ るが、 この 遺物 を 見ても 當 時の 國分寺 七堂伽藍の どんなに 立派な もので あつたかが 分かる。 私 は 

「金藏 寺 由緒 記」 から 次の 文 を 手抄して 遺 忘に 備 へる。 

〇| 廣き境 內地も その 多く は 畑と 化し、 攙 かぶ 舊 金堂の 遺跡に 堂宇 を 設け、 往昔より 相 傳の藥 

師如來 像聖武 皇帝 御 牌國分 寺々 號 勅額 佛具等 を 安置し、 其 當時は 眞言 宗に屬 せし も 日夕 奉拜の 

住 僭 すら 居らざる 狀態 にて、 複畑 姓を稱 する 一豪 農の 私有物と 變じ 所謂 狐狸の 棲息 所と も 云 ふ 

可き 悲境に 沈淪 せり。 金藏 寺. y 傅 ふる 顧 分 寺に 關 する 古文書に 曰く 「乍 恐 申 上 侯。 口上の *、 


國分 寺の 儀 は 先年 聖武 皇帝の 御 時 御 建立に て 七堂伽藍と 語 傳及承 候。 然る 所に 其 後 a 世の 砌 > 

次第に 衰敗仕 候 由に て、 右 寺領： e 藍 礎石な ど 有 之 候 所まで、 御繩 入御 公儀 地に 相 成 候て、 本尊 

藥師 如來小 堂の 內に被 成 御座 候 得 共、 元 來ー國 一 寺の 國分 寺に 候へば、 衰敗仕 候と も斷 絕は不 

仕 候。 榻畑 淸左衞 門と 申 百姓 持の 畑の 內に、 小 堂に 本尊 藥師如 來被成 御座 候處、 以下 略 之」 と 

記載し あり 是れ 這般の 消息 を 語る 證左 なり。 

〇 金藏 寺の 祖先。 天 正 年間、 大阪 石山 本願 寺 勢と 將軍織 田 信 長 勢と 所謂 石山 戰爭を 開始す る や、 

藝 州山縣 郡新庄 日の 山城 主 吉川元 春の 部 將朝枝 筑後守 春 善と 呼べ る 一 勇將 は、 淨 土眞宗 信徒な 

るの 故 を 以て 本山の 危急 を 救 はんが 爲め、 去って 石山 本願 寺 勢に 加擔 をな し顯 如上 人の 尊慮 を 

慰めた.^。 後兩勢 和睦 成立して 顯如 上人の 石山 を 織 田 信 長に 譲.^、 紀州鷺 森に 移轉 せらる、 や 

朝 枝 筑後守 春 善 も 亦 侍して 赴き、 大に烕 する 所 あり、 請うて 剃髮染 衣して 弟子と 成，. >、 善 生と 

改名して 顯如 上人に 奉 侍し 居し が、 故 ありて 藝州山 縣郡大 朝 村に 移り、 小 庵 を 結びて 家族と 共 

に 念 a を 事と し、 俗塵に 遠ざか b 居し が、 其 後 石 州：： 巴 智郡市 木 村に 入り 淨泉寺 を經營 して 開基 

となり、 專ら眞 宗敎義 の 宣傳に 一身 を 捧げた， o。 この 善 生 法師の 三男 幼名 は 未詳なる も 後に 善 

西 師と稱 せし が、 各地を遊歷して遂に國分村に入，..^、 住僧す ら缺 き衰頹 見る 影 もな く、 攙 かに 
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一 豪農 檨畑 姓を稱 ふる 人の 私有地 所內 にある、 同人 所有の 一 堂宇 國分 寺と 呼べ る廢 寺に 根據を 

占め、 父 善 生 法師の 讓與 せし 顯如 上人 眞筆六 字尊號 を奉揭 して 專ら 眞宗敎 義の弘 通に 努力し、 

村內 及び 近 村の 歸向を 受け 其の 結果 は 後裔 西 玄師と 呼べ る 人に 至て は、 遂に 信徒の 寄進に 依.^ 

父祖の 借用せ し 國分寺 堂宇 並に 本尊 附屬物 一 切 及び 境 內地を も、 所有 主檨畑 淸左衞 門よ.^ 購求 

し 頷 有する に 至れり。 金藏寺 所傳の 古文書に 依れば 「右 百姓 稷畑淸 左衞門 身上 不如意に 相 成、 

右 之 繩入畑 屋敷 並に 藥師 如來堂 共に 賣拂度 由に 付て、 寬文 年中に 金 藏寺先 a 西玄 代に 被 買 求 云 

々」 と あるに 徵 して 明かな り。 兹に 於て か 父祖 以來 の根據 たる！： 分 寺 堂宇 並に 敷地 等 公然 吾 所 

• 有に 歸せ しかば、 父祖の 遺業と 吾 宿望と を 達する 爲 めに 國分寺 を改稱 して 金藏 寺と 呼び、 眞言 

宗を 改めて 淨土眞 宗へ轉 じ、 本山 下付の 木 佛阿彌 陀如來 尊像 を 奉安し、 邑智郡 市 木 村 淨泉寺 を 

上 寺と 仰ぎ、 初めて 淨 土眞宗 本願 寺 末金藏 寺と 公稱 する に 至る。 是れ洵 に 寬文五 年の 事に して 

西玄 法師 を 金藏寺 開基と 仰ぐ。』 

〇 國分 寺に 關 する 參考 書。 辻 善 之 助、 日本 佛敎史 の 研究。 吉田東 伍、 地理 的 日本 歴史。 重田定 1、 史說史 話。 橋 川 正、 日本 

佛敎 文化史の 研究。 佛 敎大學 編、 佛敎 大辭棄 。八 代 國治等 編、 國史大 辭典。 其 他。 

それから 濱 田に 歸り、 濱 田の 町 を 見、 圖書 館に 寄って、 石見關 係の 書物 を いろいろ 見た。 その 

に ひすが  つ づきた； f いしげ 

部 は旣に 東京で たもので ある。 石 見 名所 松葉 集 (松 平 新 淸)。 石 見 名所 方角 集 (都 築 唯 重)。 石 見 八 


重雍 _ 、石 田 權左衞 門 春 律)。 石 見の 海底の いくり (金子 杜駿 )。 石 見 年表 (藤 井宗 雄)。 石 見 外お (中 川 

顯允) 等で ある。 「底の いくり」 の 序に は、 『七十 叟獨 醉園獨 醒識』 として 杜駿之 印が ある。 また、 「八 

重 #」 の 原本 は 目下 石 田の 分家、 S 城 村 石 田春昭 氏の 處 にある さう である。 0 書 館で 松 陽 新報の 佐 

ft 木淸 一 郞 氏に 會 つた。 

夕方に なり、 念いで 龜山 旅館の 勘定 を濟 まし、 有 福 温泉 主 IS 旅館に 投じた。 温泉 は 透明で、 旅館 

の內？ Ji 式で なく、 共同 浴場に なって ゐ るから 量 は 充分で ある。 また 掃除な ども 行 屈いて ゐる。 給仕 

に 出た 女 巾 は 可 哀ぃ顔 をして 居り、 人 麿の 妻の 依羅娘 子の ことな どが しき，^ に 聯想 せられた。 顏容 

は 越後な どの 女の 系統に 似て ゐる。 言語 は備後 • 安藝 系統で、 出 雲 系統で ない。 その 可 哀ぃ颜 をし 

た 女中 は、 給仕しながら 居 眠したり して はじめは 變に おもった が、 それ は 疲れて ゐ たためで、 あと 

の 調子 を 注意す るに なかなか 甲斐甲斐しく 働いて ゐた。 隣の 旅館に 湯治に 來てゐ る 土地の 若者な ど 

が、 時時 その 女中に 言葉 を かけた，. > し、 こちらから も 多少 づっ 反應 して 居った，. > した。 その 夜、 査 

が 二つば かり ゐて なかなか 眠れなかった。 今度の 旅行で 氣 付いた こと は、 旅館に*^のゐなぃことで- 

濱 原の 山中 s あたりで も 1 がー つも ゐ なかった。 この 有 福で 1 のゐ たの は 温泉 場の 關係 か、 或は 掃 

除の. 關係 か、 多分 後の方の 關 係であった だら う。 
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七月 二十 六日。 木曜。 有 福 は 山間に あるので、 うしろの 山の 谷間の 方まで 步 いて 行って 見たり し 

た。 いつも 『鴨 山』 のこと が 念頭に あるので、 さう いふ 氣 持で 見て 步 いて ゐ るし、 話す るに も その 

つも. 0 でして ゐ るが、 共同墓地だった やうな 遺跡 もな く、 愚見に 該當 する やうな 山 もない。 また、 

つぬ さと 

往昔の 角の 里 をば この 有 福の 方まで 範圍を ひろめて 考 へ る こと も出來 るか も 知れす、 岡 田 正 美 氏な 

ど は 現に さう 考 へて ゐ るら しいが、 それにしても、 人 麿の 残處 を國府 だとす ると、 や は h- 近 過ぎて 

この 有 福 を 鴨 山と して は 具合が 惡 いやう に 思 へる のであった。 

雨が 降って は 止み、 止んだ かとお も ふと また 降った。 今日は 案內を 雇って 徒 步で惠 良 村から 神 主- 

神 村の 方 を 踏査して 都野津 町へ 拔 ける 豫定 であった が、  雨が 降って 駄目な ので、 諦めて 入湯 靜 養す 

る ことにした。 湯に は 劇しく 働く 若者が 來てゐ て 湯治して か へ、 ると 二 年 も 利 目が あると いふ やうな 

こと を 話して ゐた。 

德川 時代に、 「安藝より 石 見 を 通過す る 道の 記」 とい ふ 旅行記が あって、 有福溫 泉の こと も あり、 

參考 になる から、 次に 記して 置く。 


十六 日。 1:^ 下 刻濱田 をた ち、 山の すそに つきて や、 行、 上府 村に いたりけ るに、 此 村に っゝ 

ける 下 府村を 抉の 里と いひ、 其 あたりに うぶ 湯の 里と い へ る も あ ，0 と 聞 ゆ。 ^；^;^ か g# せ； 1;^ 

うみて ける を、 所の 者お いやら ひければ うみし 子 を 抉に つ、 み、 つぎの 里に いたり うぶゆ させし より、 里 Q  ^  f  tw- 目 

名と し 其 女 のちに、 うきと き はお もひぞ いづる 石兑 なる 抉 g 里 Q 人 Q つれな さとよ めり など 里人 かたり つ。 より？ 1^ あ 

村 を 過 高 田 山 を ふり さに 見つ、 行 ほ 汕 い St; ほどなく 那賀郡 有 福 村 it 谷 

へ 着て 見る に、 山 々と..^ ま はして、 谷 合に て 家居 三十 四 五軒、 かなた こなたに かまへ、 皆 ゆ あ 

みする 人 を 宿して すぎ わ ひとし、 きょら なる も 多 かれば、 一日 二日 も ゆあみせ まほし ぅ留 りぬ 

悄 ほ^ 出湯 は 山の なから 石垣の すき 間より 瀧な しわき 出る を、 かけ 樋 もて 室の 內へ おとせ 

り。 熊 野の 湯 もき よら なれ ど、 湯の花と て 白く こりた る もの ゆ 船の そこに 溜ぬ る を、 こ、 の 湯 

はさる こ ともなく、 のぼせつ かへ によし とい ひ、 ぁぢは ひや はら かにて あまみ あ， 。此里 は 朝 

夕の もの も此湯 もてて うしぬ るに、 聊 もに ほひな く、 飯 を 初めよ ろ づの物 味 ひいみ じ。 いさり 

する 濱 もちかければ、 あま 人 日に日に あざら けき 海の 物く さ A\ 持來. ON ひさぎ などし、 都 近く 

にあら ばいと いと 賑 ひぬ ベく お ぼ ゆ。 

I 七日 十八 日 十九 日。 三日と も、 おなじ 所に やど. 0 て ゆあみす。 

廿日。 け ふ は 空も晴 わた， CS けれど、 此 比の 雨に て 行 先の 山川と も 水 まし、 ことに 玉 江の わた 
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ひとて、 海流れ おつる 入江の 水かさ まさりて、 越が たしと 聞え ければ せんすべ なく、 はた こ、 

より 百 町 あま， 9 行ば 琴 高の 機と て、 見所 も 多し と 聞 ゆる を見殘 さむ も 口お しければ、 巳の 時ば 

かり 湯 谷 をいで 上府 村より 山路へ か、 り、 玉 府村を 過、 國分 寺へ まう で、 唐金の 浦へ いづ。 古 

へ は、 國分萬 軒 唐金 千 軒と て、 脤 ひし 湊 なりと いへ ど、 今は衰 へ、 國分 はきた なげなる わら 星 

二つ 三つ 見へ わた， o、 唐金 は 海への 家の み 百 あまり も あ. 9 ぬべ く 見 ゆ。 此 浦より あまの 乘れる 

舟に 乘て 出る に、 犬 島 猫 島と いふ 島の 間 をす ぎ、 岩屋の 內 へこぎ 入る。 大きさ は 相 模の國 江の 

島の 洞 ほどに て、 奥へ 三十 間ば かり 行ば、 いはほに 佛の狀 ちした る あや 自然に ありて、 穴の 觀 

音と いふ。 そこより 脇の 方へ 別る ゝ ほらの ぁン なる を 行ば、 又 海へ いづ。 は.|5观ぉ|1^|:^腿| 

や、 こぎ 行。 琴 高の 磯へ 下， o て 見る に、 そびえし 岸に そ ひて、 長さ 六 七 丁 海の 表 三 四 丁 叉 は 二 

丁ば かりさし 出た る のた 一  ひらにた、 み 出しけ る 如く、 いと/ \ 平らかに、 ゆ ほひ かなる 

所々 に、 巾 二 尺 ほ どづ、、 みぞの 樣 にく ぼかなる すきま ありて、 潮 魚な ども 行か ひぬ る を、 飛 

越つ、 沖の 方へ うち 出て 見 わたせば、 海原 かぎ b なう 西の はてな， CS と閜 しもし るく、 日 も 月 も 

波に 入ぬべく おも はる。 此 先の 岸に 大签小 釜な どい へる 石 とびこ ゆべき 程の. B して、 深さ は^ 

りが たき 淵な ども ぁトノ と、 舟人 ども かた.^ けれど、 潮み ち 風 あしければ、 えいた. りが たぐ、 も 


との 道 を かへ. -、 湯 谷の やど， - につく。  gi^^^g 辣 一一 

廿 一日。 辰 上刻 湯 谷 を 立て、 有 福 村の は づれょ 6 山路 を 行。 頂きに 古へ 火の いでし 穴と て、 

わた b 五六 尺ば かり、 けたなる 石 を ふたと し、 內も 石して 箱の 如く かまへ、 疊六 ひら 程し かれ 

ぬべ しとい へる は、 例の はう ぶりの あなたに や、 高 田 山の すそへ 下り、 唐 山 "利 "まき 棘き 

"；^ ゆな ど ふり さけ 見つ、、 都 野津、 加久 志、 江 津を經 て、 玉 江の わたし を こえ、 tl  、百 I 付 

； If て 渡 津村を 過、 海邊 へいで、 加 is 苗淺利 ^^似 ま の 浦々 を 行。 尾濱 黑 松浦吉 

浦 今 浦な ど皆缓 のみす める 蘆の 屋 にて、 福 光村より 溫泉津 に いづ。 大船つ どふ湊 にて、 家居 多 

くにぎ はし 。滞 、逃れ P ま 出湯 はこ、 も 山の なかばより わき 出る を、 室の 內へ ひけり。 にごりて し 

ほ は ゆぐ、 やま ひに はよ かなれ ど、 きょら ならねば ゆあみ 一 たびにて やむ。 


七月 二十 七日。 金曜。 朝から 雨が やう やぐ 止んだ。 里 神樂の 一 圑が來 て、 入； 价場 のまへの ところ 

で いろいろの 藝當 をして ゐ るが、 この 里 神樂も 久しぶりで 見る ものである。 午前 八 時 四十 分で 有 福 

を發 ち、 都 野 町に 著いて、 それから 神 村の 二宮 村役場で 字 名 を しらべ、 それから 小川と いふ 少年 

ニニ 一 
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社 神 本 柿 町 津野都 


に案內 して 貰って 惠良村 を しらべた。 ここが 矢張り 人 麿の 歿處 だとい ふ說が あるから である。 

其處を 去って 神 村の 谷の 方 を 見、 島 星 山の 寫眞 • を 幾 枚 か 撮った。 島 星 山の 前面に は 砂丘が 起伏し 

て 見える。 この 砂丘 は 往昔. S ち 人 麿 時代に は どんな 具合であった だら うかと いふ こと を、 學 問の 上 

から 追 尋出來 るし いいので あるが、 それ 

が 現在の 私に は 困難で ある。 、 

それから 都野津 町の 柿 本 神社に 參拜し 

た。 「井上 鎮座 柿 本 神社」 とい ふ 木 額が 懸 

かって 居り、 祭禮は 舊曆の 八月 十五 日で 

ある。 社 前に は 大きな 松樹が ある。 濱田 

で大島 翁から 聞いて 來た ごとく、 成程 千 

年ぐ らゐ經 たもの かも 知れない。 

それから、 午後 一時 五十 分 S 野津發 にて 三時 四 分に 大 田に j 者き、 五 時 發赤名 行の 乘八 n 自動車で 粮 

淵に ゆき、 寫眞師 に 津目山 その他 を 明朝 撮っても らふ やうに 賴み、 濱 原に 著く と、 S: 歲 になった 男 

の 子が 江 "川で 溺死した とい ふの. で 大騷ぎ をして ゐ る 最中であった。 村總 出で 搜 したけ、 el ども 見： 


からす、 もう 江津 あた.^ まで 行った かも 知れぬな どと 云って ゐた。 

今日は 舊曆の 六月 十六夜で、 東の 方から 月が 出 \^、 空氣が 濁って ゐな いので、 月光が 非常に 美し 

い。 すすみ 臺を 道の 上に 出して 涼みながら、 龜村 のこと を いろいろ 聞いた。 村の 古老な ども 來て、 

龜村 のこと を つぎつぎに 話して れ るし、 東京の 醫學 專門學 校に 行って ゐる靑 年な ども 來て 話が は 

すんだり した。 旅館の 上さん も 女中 も、 夜く やみに 行きお そく 歸 つて 来た やうであった。 

小 野 村長 は、 老 船頭 を 呼んで、 江ノ 川の 瀨の名 を 訊いて 吳れ た。 『ニコ ゼ、 ォホ ゼ (ォ ホラ)、 ィ 

トゼ、 セン ジ ヨウ、 シホ ガセ、 ナガ セ、 ァ カナ ゼ、 ァヲ イシ、 ヲソ ガセ、 ヒデ マ ガリ、 マチ ノウ シ 

口、 ッ ノメ、 ゴン ゲン、 タク レ』 などが あった。 ッ ノメ、 ゴン ゲン は瀨 でな く 淵の 名で あるから、 

つのめ 

粕 淵の 津 目山卽 ち 私の 考 へる 鴨 山 は、 江ノ 川の 淵の 名が 先で、 それから 山の 名に なった ものである。 

この 瀨の 調査 は、 ひょっとして、 江ノ 川の 瀨な どに、 カモ、 イシ 力" などの 名稱が あると 都 A 口が いい 

と 思った からであった。 

七月 二十 八日。 土曜。 今朝 はやく 粕 淵の 寺の 下の 處の 淵で 童子の 死體が 見つかつ たので、 村總出 

で それ を迎 へて ゐる。 私は粕 淵の 寫眞師 を 連れて 處々 寫眞を 撮って 步 いた。 そのうちに 乘八 "自動車 

が 行って しまったので、 タク シィを 雇って 午後 零時 十五 分大 田に 著き、 零時 五十 七分大 田を發 し、 

ニニ  一二  ， 


ニニ 四 

あげ か  みさ さ 

W 時 五十 四 分 上 井に 著き、 そこで 降 h^、 乘合 自動車で 三 朝 温泉に 行き、 岩 崎 旅館に 投じた。 此處を 

流れる 三 朝 川は豁 をいで て 平地の やうな ところ を 流れて ゐ るが、 水が 豊かで、 河鹿が 鳴いて ゐる。 

物 を 洗 ふに も 皆 岸に 來 てこの 川の 水で 洗って ゐる。 旅館の 庭に は合歡 木の 花が 溢れる ほど いて ゐ 

る。 池に は澤 山の 鯉が 泳いで ゐる。 私 は 夕食の 後 も 心 しづかに それ を 眺めた。 湯 は單純 泉で 氣 持が 

いい。 ただ 湯から 上った あとが 汗が なかなか 納まらす 困った。 近くの 部屋から 三 朝 小唄と いふの を 

藝 者が 歌 ふの がき こえて 來て 睡眠が ひどく 邪魔され た。 小唄 は 到る ところ 流行して ゐ るが、 文句 も 

節 も 大同小異で、 ちっとも 面白くな いものば か hs である。 それでも 一夜 泊る と、 汽車で 通して 行く 

のと は 違って 體が 休まる やうで ある。 

み ささ  あげ ゐ 

七月 二十 九日。 日曜〕 朝から 雨が 降って ゐる。 午前 七 時 五十 分 三 朝を發 ち、 九 時 一分 上 井 を發ち 

午後 一時 五十八 分. 福 知 山 著。 ここで 乗換へ て、 四時 二十 九分 京都に 著いた。 

京都で は 三條小 橋の 吉岡家 旅館に 投宿した。 氣 がいらい らして ゐ たが、 ただ 高瀨 川の 水に 近く 部 

星が あるので、 枕に 直ぐ 水の 音の して ゐる のがめ づ らしかった。 

車馬の 音が 夜ぢ ゆうして、 殆ど 眠られない。 今度の 旅で 寐られ なかった の は此處 だけで ある。 

七月 三十日。 月曜。 午前 八 時 二十 一分 京都 を 發ら、 午後 四時 五十 五分 東京に 著いた。 


上 井 停車場で 汽車の 時間 を 待って ゐるぁ ひだに、 驛 前の 鐡道 開通 之 碑の 文 を漫讀 して ゐた。 明治 

三十 六 年 十二月 鳥取縣 知事 寺 田 祐之氏 撰 文で、 『鳥 取縣之 地、 北面 海、 港灣甚 稀、 風濤頻 起、 舟栂之 

利 絕焉。 南负 山、 峻嶺 重疊、 地勢 隔絕、 交通 之 便 難矣。 昔 封建 之 世、 恃爲 天險、 井蛙 自安、 而 不知 

天下 之 大勢、 是 所以 至 今 見聞 不廣、 而 不能 伴 世 蓮 也。 縣下 志士 慨之、 相 謀 奔走 鐡路之 敷設、 政府 亦. 

有 所 察焉』 云々 の 文句が あった。 漢文 流の 誇張が あるに しても、 人 麿 上來の 道筋 を 考察す るう へに 

何等かの 參考 となる だら う。 


ニニ 五 


ニニ 六 

備後石 見 紀行 


測 

昭和 十 年 五月 五日 は、 中 村憲吉 君の 一周忌に 當 るので、 その 時墓參 をし、 いろいろ 話 も 溜まって 

居る ので、 それ も 話して しま ひたいと 思った が、 五月 五日 は 別な 都合が あ，..^、 恰も 山 ロ茂吉 君が 嚴 

君 還曆賀 のために 歸 省して 居て、 數 日間 は 私の 連れになる ことが 出來 ると いふので、 その 方の. 都合 

など をも考 へながら、 四月 十五 日の 午後 九 時に 東京 驛を發 つた。 そして 墓參 のつ いでに 石 見へ 拔け • 

鴨 山考の 補遺 を 作る ことが 出 來れば 好い と 思った。 

十五 日 は天氣 が荒氣 味で あつたが、 幸に 雨 も 降らす、 翌十 六日 午前 九 時 明 石に 著く と、 山 口 君が 

. 汽車に 乘 込んで 來た。 窓の 外に は 人 丸 神社と か、 人 丸 市場な どと いふ 文字が 目に付く 程 人 麿に 關係 

ある 處 なので、 はじめの 豫定 では 此 地の 人 丸 神社に 參拜 し、 淡 路の方 も 見、 稻見 野の 一 驛 あたりで 


一泊しょう としたので あつたが、 若し 雨に 降られる と 豫定が 狂 ふので、 それ を罷 めて 布 野へ 直行す 

る ことにした。 

. 九 時 十八 分^ 古川 驛を 過ぎた。 明 石から この 邊ー帶 が稻見 野、 稻日 野、 印南 野で 萬 葉の 歌に 關係 

t 人 麿の 歌に 關係 があって なつかしい ところで ある。 加 古川 を 渡る と、 西の方に 小山が 績 いて 

こ ほ 

ゐる。 其處 を. 過ぎる と 又 暫く 平野になる。 人 麿の 歌の、 『稻日 野 も 行き過ぎが てに 思 へ れ ば心戀 しき 

ザ 古の 島 見 ゆ ^ き g ふ。』 とい ふの は、 多くの 注釋 書に 西へ 向って 行く 歌と し、 加 古島 を 高 砂 あたり 

ときへ てゐ るが、 若し 東へ 向って 行く 歌と すれば、 加 古川 西岸の 小山つ まり 白墙 まじりの 松 山 あた 

,9 を も 含めて ゐ たの かも 知れない。 汽車で 通っても あそこに 形の 好い 山が 見える から、 西の方の 海 

近く 漕ぐ 船から も それが 見える ことと なるべく、 一  に 云、 『湊見 ゆ』 だから、 高 砂の デ〃 タも、 この 

小山 あたり も 一し よに 眼中に 入って 來て、 『加 古の 島』 と 云った のか も 知れない。 私 はこれ を 東へ 向 

つて 行く 歌と 考へ、 稻日 野が 加 古川 以西まで も ひろが つて ゐ たと 考へ てゐ るので 汽 取から もこん な 

観察 をした ので あるが、 ほかの 研究者が 旣 にこの あたり を 踏査して 居る 害で ある。 

九 時 三十 六分姬 路發。 十一 時 一 分 岡 山發。 午後 零時 十七 分尾ノ 道發。 一 一時 一 分廣島 著。 下寐。 .中^、 

新延、 寺 本、 友廣、 扇 畑、 藤 井、 金 井 諸氏に 會ひ、 珈琲 一杯 飮ん で、 藝備鐡 道 二 時 三十 六 分に 廣島 

ニニ 七 


を發 つた。 満員の ため 立づ めで、 豫定 より 後れて 四時 五十 七 分に 三次に 著いた。 自動車 運轉 手の 今 

まさひろ 大  , 

正 博愛 君が 迎に來 て吳れ た。 今 正 君 は 昨年 も 岡 • 土星の 二 氏と 私と を 石見大 田まで 届けた 運轉 手で 

なかなか 因緣の 深い 人で ある。 そして ついでに 尾關山 公園の 櫻が 滿開 だから 見よ と 云って 連れて行 

つて 吳れ た。 

は せん  さいじ やう 

公園から 遠望して、 馬 洗 川と 西 城 川と が 合し、 それから 吉田 川が 合して 江ノ 川と なって 流れて 行 

く 趣が 見える。 公園に は 花見の 人が 1 ばいで 車座に なっても の を 食 ひ 酒を飮 み、 そこに 藝 者が 交り 

つづみ 

間が 交 b 虚無僧が 交り 門附が 交って ゐる。 朝鮮人 勞働 者の 一 團が 大きい 鼓 を 叩きながら 舞って ゐ 

る。 そこ を 去って 來 ると、 昭和 五-年の 冬に、 憲吉 君が 百穗畫 伯と 私と を この 公園に 案內 した 時に 飼 

はれて ゐた 鷹が、 いまだに 丈夫で 居る の を 見た。 

布 野の 中 村 家に 著いた の はもう 日 幕であった。 憲吉 君の 寫眞 に燒香 をし 遺族に 久濶 を敍 して、 そ 

の 夜 は 達 吾 君 も 交って 夕餐の 御馳走 を 食 ひ、 芳醇に いつしか 醉を おぼえた のであった。 それから 中 

村 (重 孝)、 笠 岡、 升 井 三 氏の 歌な どを閱 して、 十一 時 過ぎに なって 床に 就いた。 併し 萬感 至って 安 

眠と いふ わけに は 行かなかった。 そして 『もうお 酒 は飮め なくなった』 などと ひとり 思 ひながら 眠 

に 入った。 


二 

四月 十七 日。 水曜。 暗。 朝食 を濟 まして 直ぐ 憲吉 君の 墓に 詣 でた。 中 村 家の 墓地に は憲吉 君の 新 

しい 墓硝 はもう 立派に 出 來てゐ た。 私 等 は、 計ら や も 同時代に 伊藤左千夫 先生に 師事し、 喜 憂 を 共 

にしつつ 來て、 その 間の 年月 は 決して 短い とい ふこと が出來 ない。 醫科 大學の 一 年生であった 私が- 

五十 四歲 にな ク たの を つて 見れば その 間の 消息 はよう く 分かる ので ある。 そして、 左 千 夫 歿し、 

赤 « 歿し、 千 徑 歿し、 徳 歿し、 憲吉 歿し、 ァ ララ ギ 二十 五 周年 記念 號で 調べた やうに、 あの やう 

に 同人が 歿して ゐる。 これ は 人間の 常 だから 爲方 のない ことで ある けれども、 願 はく は 人 ra ももつ 

と 長命で ありたい ものである。 不老の 藥を 東海に 採った 晋話 も、 探った 本人 は藥の 到來を 待ちに 待 

つたこと であった だら う。 

それから 達 吾 に案內 して 貰って、 布 野の 舊 街道 を 見た。 布 野 川に 近く、 水の 湧く 池が 殘 つて ゐ 

て、 其 處に据 ゑた 石の 龜 などが まだ その 儘に なって ゐる。 多分 此處は 繁昌した 茶 見 世であった やう 

に 思へ る。 其處を 通り 橋 を 渡って 行く と、 布 野 川の 右岸、. つまり 赤 名の 方へ 向かって 左手に 出る。 

それが 僵道 である。 暫くの 間 そこ を步 いて 行き、 土筆な ど を 摘んだ。 今日は 麗 かな 天氣 だが、 穴 を 

ニニ 九  ， 
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出た 蛇が 未だ 活潑 でな く、 驚かしても 逃げない のに 出逢ったり した。 

午 食 S とき シヅ子 未亡人が 種々 な 野の 草 を 料理して 食べさせて 吳れ た。 午後 は、 いろいろ 溜まつ 

て ゐる話 を. し、 掛 物の 箱 書な ど をし、 暫く 午睡 をした。 憲吉 君の 嚴君 とも 母堂と も 話 をした。 達 吾 

君に 頼んで、 布 野の 古い 歷史を も 調べて 貰った。 これ は、 私が 人 麿の 上來の 道筋 を 想像した とき、 

石 見から 赤 名 越 を させ、 此處の 布 野 を 通らせて ゐ るからで ある。 そして この 村 だの 隣村 だのに ある 

古墳の こと を も 話して 貰った。 それから、 天鈿女 命の 出雲路 への 御 通過 傳說、 後鳥羽 上皇 隱岐 への 

御 通路 等に ついて 話して 貰った。 御 通路 は 船で 御調 郡 三 原 絲崎邊 に 著き、 山間 を 縫うて 吉舍 (雙三 

郡吉舍 町) に 出で、 西 城 川の 盆地 を 縫うて、 比 和から 國境を 越えられ たの だと i ふこと である。. 

夜 は 金 井、 藤 井 氏 等と 歌の 話して、 夜遲 くな つて 寐た。 憲吉君 は 丈夫の 頃、 雙三郡 あたりの 古史 

を 調べようと 思って、 種々 參考書 を も 集め、 また 布 野の 古墳から 出た 土器な ども 所持して 居て、 そ 

れに 就いても 調べた ことがあ つたの だから、 私の 鴨 山考の 結論が もう 少し 早く 片付き、 憲吉 君が 丈 

夫で ゐた なら、 大に 喜んで 吳れ ただら うと 私 はいつ も 思 ふので ある。 併し 鴨 山考の 結論の 出來 たの 

は 、憲吉 君の 葬送 を濟 ませて 石 見 を 通った とき 結 象して 行った の だから、 愚案の 鴨 山と 憲吉 君と は 

離るべからざる 不思議な 關 あり、 特に 岡 先生 も 土 屋君も 同道であった のな ども、 やはり 不可 ra^ 


議緣と 謂 ふべき である。 中 村家傳 來の醇 酒を飮 み、 達 吾 君の 手す さびの 繪畫を 鑑賞しつつ、 私 は 遺 

族の 人々 の 健勝なら むこと を 祈った。 

廣 ft の 甞 店から 買った、 廣島縣 雙三郡 誌に は、 『備後 は 固より、 出 雲 を 中心とし 畿內 附近に 到る 迄 

の國 十： は、 素*^鳴尊：^に其子孫にょりて、 經營 せられた る は、 上古史に よ，.^ て 明かな り。 而 して 本 

郡 地方の 經 资に關 して は 史籍の 傳 へらる ると ころな しと 雖も、 素戔鳴 尊の 子孫が 分 f し 給 ひた.^ し 

は 必然な りと す。 卽ち 今の 布 野 は、 和名 抄の布 努鄕の 地に して、 尊の 子孫た る 天 之 冬 衣祌の 母の 父 

なる 布 怒 豆 怒 神に よりて 化 服せられ しもの なるべし。 布 怒 豆 怒 神の 布 怒 は、 此の 地名より 起，.^ しも 

のなら <e と 本居宣 長の 古事記 傳に い へ り。 舊事紀 に 據れば 天孫 降臨の 際陪從 せられし 三十 二 神の 一 

に、 乳 速 日 命 ^sgm 古 あり。 三谿郡 地方 は 最も 古く、 此の 神に 依て 治められ、 三次 郡 地方 は、 その 

姬神卽 ち 知 波 夜比賣 命， によりて 治められし なるべし。 今兩 地方に 知 波 夜 比 古神、 知 波 夜 比 K 神の 古 

社の 存 する によ， 9 て 之 を 知るべし』 と 書いて ある。 

憲吉 君の 祖母 君 は 九十 餘歲の 長 壽を保 たれた 人であった が、 その 人の 話に、 むかしの 道路 は惡く 

て 道に 水な どが 湧きいで、 飛石で 渡った ところがあった。 また、 十日 市と 五日市との 間 も 河原の 飛 

石 を 渡った ものである。 明治 九 年 ごろ 道普請が 始まり、 人夫 を 村から 出して 働かせた ことがある。 
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云々。 

ミ 

四月 十八 日。 木曜。 晴。 裏 田の 紫雲英のう へに 霜が 眞白 

に 降って ゐる。 それほど 布 野の 曉は 寒い。 名殘を 惜しみつ 

つ 布 野を發 つた。 中 村 達 吾、 中 村 重 孝、 藤 井 夏 子の 諸氏 も 

同道した。 

舊 街道 は、 布 野 川の 右岸 卽ち赤 名 峙 の 方へ 向いて 左岸 を 

通った。 それから 一 本は佛^^.の方から山手の方を通h^、 あ 

る 時期に は 人力 も 通った さう である。 中 村 重 孝 氏は鄕 里が 

赤 名な ので、 この 邊の 地理に 精し く 一々 說 明して 吳れ た。 

舊道は 上った， 下った .o' して ゐ るが、 國 道から そんなに 離 

れ てし まふ ことなく 赤名 峠を越え る ことにな つて ゐる。 そ 

の 具合 を、 現在 も斷績 して 見る ことが 出來 る。 おも ふに ffl 


雲の 方から 赤 名 峠を越す の は樂で 距離 も そんなに 遠くない。 また 布 野の 方から 赤 名 峠を越す にも 決 

して 難路と いふ わけで はない。 赤 名 峠の 頂上で、 備 後と 出 雲との 國 境のと ころに 休んで、 去年 岡 • 

土星 二 氏と 共に 中 村 家の 山に 入って 食事した こと を 話し、 山 口 君に その 山 を 見せた。 その 中 村 家の 

山 はが 溢^ (iw) と 云った。 それから 下りに なり、 上 赤 名 を 過ぎて 赤 名に 著いた の は 午前 十一 時 ご 

, ろであった。 赤 名 は 昭和 九 年に 町に なった。 此處で 中 村 重 孝 氏が 私の ために 赤 名 村 誌 一 册 求められ 

. た。 また 赤 名と 澤 谷との 問の 道普請で 自動車の 通れない の を 難 して 通して もらった。 流に 細い^ 

二；^ ばかり 渡して あると ころ を 通る の だから 危險 この 上ない ので ある。 併し 皆が 自動車から 降りて 

辛うじて 其處を 通った。 

赤 名 は 赤 穴と も 書いた。 松 尾の 鄕、 松 尾の 庄、 赤 穴の 里な どと も 云った。 松 尾 鄕は石 見 邑智郡 都 

|<村 から g ぎ 村に 至る 二十 餘ケ村 を總稱 したと いふから、 赤 穴 は 昔 は 石 見に 屬 したので はない かと 

村 誌に 云って ゐ るが、 これ はもつ と 調べなければ ならぬ。 此處は 佐 波 氏、 赤 穴 氏の 時代 を經 て、 毛 

利 • 尼子兩 氏の 戰 地で、 布 野と 同じく 吉田 物語 ゃ陰德 太平 記な どに 記事の 出て 來る ところで ある 

^村 重 孝 氏な どが 少年の ころ、 ここの 城趾 で矢鏃 など を 幾つ も 拾 ふこと が出來 たさう である。 なほ 

ぎ じ ま 

中 村 氏 話す i^、 行 カヌ 力と いふ こと を、 赤 名で は 行 カンナと いふ。 それが 一 村 隣の 來島 では 行 力 


聽 
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ンネ とい ひ、 布 野で は 行 カン/とい ふさう である。 

さよ だ こ  さけ だに 

自動車 は澤 谷へ 向かった。 ここ はすつ と 下りで， 酒 谷 を 

經て 九日 市に 來 るまで は、 相當に 距離の ある 坂道で ある。 

其 處は大 體ニ里 あるから、 坂道 一里 半 は 登る ことと なる。 

若し 人 麿 時代に ここ を 登る とせば、 赤 名 峠よりも、 ひよ つ 

とせば この 邊が 却って 難儀であった かも 知れない。 併し 古 

の 人の 足 も 體カも 現在の 私の 狀 態と は 比較に はな. ら ない。 

そして 德川 時代に も、 布 野を發 つて 九日 市 或は 濱 原まで 步 

ぐの が 一 日の 行程であった から、 難路と 云っても たいした 

ことが 無い と 看做して いい。 現在 は大 田から 赤 名まで 乘合 

自動車が 往復して ゐ るし、 出 雲 今 市から は 三次まで 省線 バ 

スが 通る やうに なった。 舟 木賢寬 氏の 記憶に 據 ると、 赤 名 

の小學 校の 校庭の 高さ は 四 四 六 米で、 澤谷 (九日 市) の 小 

學 咬の 校庭の 高さ は 1 六 五 米であった らうとの ことで あ 


む 望 を 山 H 津り ょ村龜 


る 0 

十二時 を 過ぎて 濱 原に 著いた。 此地 のこと を 赤 名で はハ 

マ ワラと 發 音して ゐ たから、 これが 本當 らしい。 併し 濱原 

の 旅館の 人な ど は 、ノ マ " ラと 云って ゐた。 山中 屋に 寄り、 

そこで 大急ぎで 午 食を濟 まし、 シヅ 子さん の心盡 しの 辨當 

をば 今日は ここで 食べた。 それから 一行 は 江" 川對 岸の 龜 

村 を 調査した。 この 龜村は 私の 考 へて ゐる 古の カモ で、 去 

年 この 濱 原に 來た 時には、 江.^ 川增 水の ために 渡る ことが 

出來 すに 空しく 歸 つた 處 である。 

舟で 渡る とき 河鹿が しきりに 鳴いて ゐた。 それから 粕淵 

の 方 嚮に三 瓶 山が 直ぐ 目前に ある やうに なって 見えて ゐ た- 

龜には 平地が あ， 9、 丸 尾 城の あつたと てろ だら うと は 想像 

出來 るが その 址を 確かに は 誰も 知る ものがない。 丸 屋城は 

當時、 靑杉 城、 鼓 ケ崎狨 と共に 數町を 隔てて 鼎の 如き 形 を 

二 111 五 
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なして 居り、 陰德 太平 記に 所謂 木 積 三 高 城で ある。 正 半 五 年 高 師泰が 攻めて 來て、 遂に 觀應 元年に 

落城し、 佐 和 善 四郞顯 連が 自殺した が、 この 濱原 • 龜 で 江 ノ川を 挾んで 劇戰 があった ので ある。 ま 

たこの 村の 人 は 多く 外に 働きに 出て 居て、 家の 中が 空に なって ゐる のが 多い。 偶 一 人の 老爺が 裏手 

の 畑に 甘 藷を植 ゑつつ あるのに 會 つて、 いろいろ 龜の 古事 を 訊ね たがや は， 9 分からない。 ただ 金毘 

羅 山に 不思議な 石の あつたの を、 今は嘉 m 'さんの 築庭に 置いて ある。 その 金 S 羅 山に 案內 しょうと 

いふので 附 いて 行く に、 江.' 川 を 眼下に 見お ろす 山へ 登って 行った。 其處に 金毘羅の 祠が あったら 

しいが 今 はもう 無くなって ゐる。 それから、 若 王子 神社、 下 角樣、 寶大 寺、 海圓 寺な どの 址も今 は 

さだかで は 無く、 ただ 山に 登る 入口の あた b に 平 かな 處 があって、 何 かさう いふ 建物の あった こと 

を 暗 指して ゐる にと どまって ゐる。  . 

それから 嘉卢氏 を 訪ねて、 老爺の いは ゆる 不思議な 石と いふの を 見せて 貰った。 表に 奉 請 金毘羅 

大權 現" 南 波 新 吾 重德。 文化 八 龍 集 辛 未 三月。 裏に、 『たのしみ はこのう へ もな き 三味線の 世のう き 

こと を わ 壽禮龜 くらし』 いふ 一 首の 和歌 を 彫して あった。 

龜に 龜大明 神が あり、 蓍の 木が あると いふ こと は 八重 蘀 などに あるが、 どの 邊 にある のか 今 は 誰 

も 知る ものがない が、 今年に なって、 小 野賀榮 氏から 報告が あ，. -、 龜 村の 東北 隅、 濱 原から 粕 淵に 


行く 道で、 大きい 巖 石の ある あたりの 對 岸に 相當 する 龜 村の 部分 は、 江， 川の 島の やうに なって 突 

出で てあつた ものである。 ュ、 こに 龜大 明祌 とい ふ 1  祠が あり、 相撲な どが 來 ると、 いつも 其 處で與 行 

した ものであった。 その 相撲 を 龜の澤 田 氏な どが 泊めた とい ふこと である。 併し 今 はさう いふ 形跡 

も 無くなって おる。 一口に いふと、 龜 Q 地勢 は 原始時代の 生活に は 適して ゐ るが、 文明 時代の 今日 

に は 適せない とい ふこと になる ので ある。 

大體、 龜を觀 察し、 それから 濱 原べ 引返し 皆 を 妙 用 寺の 境內に 案内して、 私の 得意な S: 目 山を展 

望せ しめた。 そしてもう 三時 を 過ぎた ので、 皆が 布 野へ 向って 還って 行った。 夕食 を濟 ました ころ、 

大きな 月の 東 山から 出づ るのに 逢會 したが、 計らす も舊曆 三月 十六夜の 月であった。 昨年 七月、 二 

度 目に この 濱 原に 來た時 にも 十六夜の 明月に 會 つたので あるが、 今夜 もまた 思 ひがけな くも この 明 

月に 會 した。 濱 原の 天は淸 いので、 月光 はお も ふ 儘に 照る がごと くで ある。 

今夜 は 村長 宅で 村長と 小學 校長と 松 村 訓導と で 雜談に ふけり、 夜の 更ける の を 知らぬ 程であった。 

村長の 話に、 先月 二人の 炭燒が 小舟で 江 ノ川を 渡らう としたと き 舟が 轉 覆して 一人が 死んだ。 そし 

て 死骸が 見付から すに ゐた ところが、 三十 五六 日 目に 舟の 覆った その 近くで 見つかった。 それから、 

松 村 氏の 話に、 tt 淵で 今 道路工事 をして ゐ るが、 昨年の 慕に 1 つの 土器 を發 掘した。 そして、 なほ 
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發 掘せられ る 見込が ある。 これ は 私の 鴨 山 考發表 以後に 屬 する ことで あり、 この 邊は 決してた だ 山 

間の 空漠た る 地で なく、 何 か 意味 あ，.^ げな こと をし じゅう 暗 指して 居り、 また 繼ぎ繼 ぎに 私の 說を 

證據 立てて 吳れる 實績の あがる のが 如何にも 偸 快で ある。 なほ 村長 話して いふに、 川 本の 土木 管區 

出張所に、 河川 圆と いふ ものが ある。 その 圆に犬 神 島な どが 載って ゐ るが、 それ は 今 は 無い。 それ 

と 同じ やうに 龜大明 神の あった 島な ども 今 は 地勢が 變 つて ゐ るので あらう。 云々。 また、 濱 原の 道 

にも 松並樹 のあった ところが ある。 それ も 洪水で 流れて 無くなった。 云々。 夜が 更けた ので 私 は 宿 

に歸 つて 寢た。 誠 i しづかな 樂 しい 夜であった。 

四月 十九 日。 金曜。 晴。 午前 六 時 五十 分の 川 本 行乘合 自動車で 濱原 を出發 した。 粕淵を 過ぎて、 

津目 山の 麓 を 江.' 川の 右岸に 沿うて 自動車が 走って ゐ る。 津目 山の 麓 を 通って 見る と 其邊は 皆巖石 

から 成って ゐる。 これ は 昨年 旣に 書いた こと だが、 もう 一度 念 を 押し 置く。 左手 對 岸に 野 井が ある 

これ も 古い 部落 だとい ふこと も 旣に鴨 山考に 書いて 置いた。 高 畑 •  を 過ぎて 午前 七 時半に 吾 鄕本鄕 に 

著いた。 此處 に式內 社の 天津神 社が ある。 郎 ち この 邊 から 濱原ぁ たりに かけて、 古代人の 住みつ き 


2S ぃ場處 であった とい ふこ と を 念？？ に 置いて 觀 察す る ことが 出來 る。  . 

此處 で 自動車が 江 ノ川を 舟 u 乘 つて 渡る ので あるが、 針金 で 舟 を 吊 つ て 置き 水流 を應 用し て 何時 

の 間に か 渡って しま ふとい ふ爲褂 で、 これ を 岡 田 式と 謂って. „ ^る。 一 體江" 川 は 橋の 無い ところで、 

江津の 汽审鐡 橋の ほかに、 最近 川 本 町に 橋が 一 っ出來 たのみで ある。 そして この 岡 田 式 渡 舟 場 はこ 

の 吾 鄕と川 本と 都賀の 三ケ處 のみに ある。 ほか は 皆 小舟で 渡って ゐ るの だから、 文化が 後れて ゐる 

と 云へば 後れて ゐる やうな ものの、 今まで は それで 間に合つ てゐ たもので ある。 併し、 少し 江ノ川 

に增 水で もす ると 交通が 杜絕 し、 減水す るまで 氣根 よく 待たねば ならぬ とい ふこと にな. cZ  丁度 昨 

年 私が 龜村を 踏査しょう として 遂に 果たし 得な か つ たやうな 場合が いつも ある ことと なる ので ある。 

其處を れば、 今度 は 自動車が 江ノ 川の 左岸に 沿うて 走る。 江 ノ川を 主として、 風光が なかなか 佳 

く、 若し この 三 江 線の 鐵 道が 備 後の 三次まで 完成したなら、 この 線 は 日本での 一名 所と なる であら 

う、 それほど 風光の 感じが 佳い。 その 曉には 踏査 も 便利になる し、 私の 鴨 山考に 顧慮し 贊 成して 吳 

れる學 者が 出づ るに 相違ない。 そんな こと を 私 は 自動車の 中で おもった。 

をん はら 

自動 は 乙 原に 著いた。 此處は 稍 廣ぃ處 を 占め 生活が 何となく 活 澄で、 小學兒 童が 自動車に 寄つ 

て來て 物言 ふので も 何となく 賑か である。 自動車から 見える 向 ひの 家に、 諸 藥請賣 業。 安產 一粒 丸 
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などと いふ 看板が 懸かって ゐて、 これ も 一 つの 旅行 氣 分と いふ ことが 出 來る。 しばらくして 對 岸に 

吾 鄕湊が ある。 明 神 岩の 蔭に は洲が 出來て 居り、 急流で なく 淵の 趣で ある。 そして 其處 から 小 谷 • 

地頭 所へ 續く豁 谷が あるので 自然に 津 となった もので あらう。 湊の 名稱は それに 本づ いて ゐ る。 

午前 八 時半 川 本 町に 著いた。 それから 直ぐ 小學 校に 校長 舟 木 賢 寬氏を 訪ねた。 舟 木 氏 は 昨年 以來 

調査に 就き 種々 助力 せられた 人で ある。 小 學校は 九 時に はじまる ので 舟 木 氏 は 未だ 見えて ゐな いが 

その 間に 他の 訓導が 阿須那 地方から 發 掘した 石器 土器 刀 劎の類 を 見せて くれた。 そのうち 舟 木 氏が 

見えた ので 初見の 挨拶 をし 調査 助力に 就いて 感謝し、 取 あへ す、 土木 管區 出張所から 江川 河川 圖を 

借りて 見せて 貰った。 それから 鴨山考 に關聯 したいろ いろの 談話 をし、 今度 は 連れ立って 江 ノ川、 

仙 岩 寺 方面、 八幡 社、 街の 大體を 見て 廻った。 川 本 町 は 古の 石 河邑で 私の 鴨 山考の 大切な 根據 とな 

つた 處 であり、 現在 その 地に 鄕土史 に 素養 深い 舟 木 氏の 居られた こと は 私の 鴨山考 にと つて は 甚だ 

合せで あつたので ある。 

石器時代の 遺物 發 見の 如き も、 拙著 柿 本人 麿 を 書いた 時 參考し 得なかった 調査 書 及び 發行 後參考 

した 縣史 等に 載って ゐる 遺物の ほかに、 なほ 新しく 發 見した もの も あり、 なほ 現に 鐡道 工事 進涉中 

發見 する もの もあって、 その 點增 補せ ねばなら ぬので あるが、 幸に 舟 木 氏 は 郡史の 資料と して 調査 


した もの を 見せて 吳れ たから、 それ を 左に 摘記す る ことと する" これ は 最近 粕 淵で 發 見せら わた も 

の を 除き、 今のところ 邑智郡 全部の 發見 石器と いふ ことになるの である。 


濱原村 大字 上川戶 

濱原村 上 川 戶字乙 原 畑 中 

布施 村 

賴淵村 小學校 敷地 

阿須那 村 

都賀村 

^淵 村 小學校 敷地 

都贺村 

都贺村 

都贺村 

粕淵村 小學校 敷地 

w」 鄕村 


磨 製 石斧 

同 

打 製 石斧 

自然 石 利用 石斧 

石 鏃 

重り 石 

石 棒 

男根 石 


三 個 
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粕淵村 字？ I 抱  男根 石  一 個 

粕淵村 大字 高 畑 字 唐 谷  同  一個 

以上 は 石器で あるが、 そのほかに 土器の 類 は なかなか 多く 出て 居， 9、 今後 も 出る 見込が ある もの 

である。 舟 木 氏 云 ふに、 粕 淵から 出土した 土器に は彌生 式と いは ひべ 式と 二と ほり あるから、 住ん 

でゐた 氏族の 年代 を も 想像す る ことが 出來 るで あらう。 云々。 郡史 稿に は、 『粕淵 村 小學校 敷地 出土 

の蚶の 破片、 横 式 環狀三 繩紋を 劃し、 下方に 直線 櫛 目 型 を 刻した，.^。 叉 略式 繩紋 型の もの 數個 を發 

見せり』 云々 と ある。 私が 鴨 山考を 立てた 時には、 この 粕淵 • 濱 原 • 龜 • 都賀 界隈つ ま， 9 佐 波鄕に 

ついて 說 明した けれども、 いまだ 如是の 考古學 的な 證據を あげたので はなかった。 然るに 鴨 出考を 

發 表してから、 愚案に 有利な 證據 が續々 と 出て 來てゐ るの は 實に偸 快で ある。 津目山 (愚案の 鴨 山) 

の 麓の 粕淵は 斷崖地 だから 遺物が 發 見され 易い が、 龜 • 濱原 あた.^ は 平地 だから 發 掘せられ る機會 

に 遭遇し 難いと いふ ことになるの であらう。 なほ 中 野 村から は 二 個の 銅 繹を發 掘して ゐる。 一個 は 

架婆櫸 模様で 一 個 は 流水 模樣 である。 この 銅鐸 は 那賀郡 石 見 村 (石 見國府 Q あった 隣 地〕 から 出た 二 個の 

銅鐸と 共に 考古學 的 貴重品で ある。 中 野 村の 方 は、 梅 原 末 治 氏の 銅鐸の 研究資料 篇 (ニニ 頁) に 記載 

せられて ゐる。 石 見 村の 方 は それ 以後の 出土で ある。 耍す るに、 粕淵 • 濱原  一 IW の 江ノ川 沿岸の 地 及， 


K 江， 川 支流の 中 野. 矢 上. 阿須那 あたり は、 國府 地の 下 府界隄 と共に、 人文 的に 決して 空漠た る 

處 でない とい ふこと が立證 せられた ので ある。 なほ 舟 木 氏い ふに、 江ノ川 沿岸で も 川 本 以下に は 遺 

蹟が 却って » いのは 興味 ある ことで ある。 云. <。 これ も 私の 鴨 山 考には 極めて 大切な ことであった- 

それから、 神社と 移住 種族との 關係 についても 談話した が、 これ は旣に 鴨山考 補註に 書いて 置いた 

いら、 ここに は卷恪 する。 次 は 古墳で あるが、 邑智 郡の 現存 古墳 は 次の 如くで ある。 


中 野 村 大字 森實  發掘 

中野村字^？ノ木  發掘 

粕淵村 大字 湯 抱  未發掘 

矢 上 村 字 後原 小字 塚ノ木 發掘 

阿須那 村 大字 雪 田 字 川 淵 發掘 

澤谷村 大字 熊 見 字 熊 見 山 

賴淵村 小學校 敷地 


圓墳 

墳穴 

同 


石 見の 古墻 はな ほ那賀 郡下府 村、 二宮 村、 三 保 村、 周 布 村、 石 見 村、 美 濃 郡 益 田 町、 安田 村 (津 

田、 鵜 鼻)、 中 西 村、 都 茂 村 等に も ある。 そして 以上の 場處 は大體 として 海岸と 江ノ川 沿岸、 江 ノ川支 
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流の 沿岸の 地で ある 

私の はじめの 旅行 豫定 は、 川 本 町 を根據 として 中 野 • 矢 上の 方 を 踏査す るに あつたが、 道路工事 

のために 自動車 交通 遮斷の 場處が 數ケ處 あって 駄目で あるから 今囘は それ を 止め、 旣に發 表した 舟 

木 氏の 調査に のみ 據る ことにした。 そして 旭 旅館で 午 食を濟 まし、 大急ぎで 零時 五十一 分の 汽車で 

發 つた。 途中 風光 好く、 特に 渡の 對 岸の 甘 南備寺 山が 好かった。 この 山に 就ても 嘗て 八重 释、 名跡 

考 等から 摘記した ものが あるが 此處に は 書かない。 谷間に 見える 寺 は 元は もっと 山の 上の 方に あつ 

たさう である。 渡 は 人 麿の 歌の 中の 渡 だと 解す る說も あるが、 此處の 渡で なく 江 律に 近いと ころで 

か はと 

あった だら う。 次に 川 月 に 著く。 川 B; 村 字 小 田の 俗稱 天神 山 は 石 見 四 王寺址 だと 考 へられて 居る。 

川 tr; は 八月 川が 江ノ 川に 入る 處 である。 午後 一時 五十 分 江津に 著いた。 江 律に 著く 前の 左手に 人 麿 

の 歌の なかの 渡船場 卽ち 渡が あつたと 看て いい。 その 位置 は大體 今の 江津 あたりで あらう か。 つま 

,.^島星山の麓を來て此處の渡船場に出たものでぁっただらぅ。 

同日 午後 一時 五十 七 分 江 津を發 し 美 濃 郡戶田 小濱に 向った。 戶田は 卽ち小 野 村 田で、 其 處に人 


丸 神社が ある。 その あた. > で 柿 本人 麿が 生れ 

たとい ふ 俸說が あるので、 今度の 機會 に其處 

を 見、 序に 山 口 君と また 高 律の 柿 本 神社に 參 

拜し、 鴨 島の あった ところが、 今でも 鴨 島の 

瀨と稱 へて 暗礁に なって ゐ ると いふから、 そ 

れをも 調べ るつ もりであった。 

三時 四十 分に 益 田に 著いた。 此處は 曾遊の 

地で あり 感慨の 深い 處 である。 此處で 十二分 

停車した。 其 處を發 車して 高津 川の 橘 を 渡る 

と、 昔から 鴨 島の あつたと 稱 すると ころ は 1 

目に 見える。 併し、 靜 かな 砂 濱で、 暗礁な ど 

は 想像す る こと も 出来ない。 また、 高津 川と 

益 田 川との 間の 吉田 村に も 丘陵が あって 松樹 

が 生えて ゐる のみで、 中： 竭ナ 、塚の M も 極めて 
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平凡な 平静な ところで ある。 

木 村晚翠 氏の 石 見物 語に、 雪 舟の 大喜 庵の 

こと を. 記述した とき、 『雪 舟 隱栖の 主因 をな 

した 瀟湘洞 庭の 景は、 元 和 年中 津和野 藩が 高 

津 川の 河口 を 開鑿して 益 田 川と 分離した 爲め、 

港 津價値 を 損し、 入港の 船舶 を 減じ、 古への 

景觀 は頓に 消失して 有名なる 大喜庵 八景 は 其 

一 を 損した』 と 云って ゐ るの を 私 は 注意し、 

古地 圖を 見る と、 いまだに 益 田 川と 高津 川と 

は 合流して 海に 入る やうに 畫 いて あり、 今の 

中島と 中須と は 三角洲から 出來た 島の 形 をな 

して ゐる。 中島の 北方で 兩川相 通じて ゐ る， 

處に は、 『此 川ノ長  一丁 程、 ョコ 四十 間 程、 

深 五 尺 七 尺 所々 舟 入 置 申 候』 とい ふ說 明が 


(肚ii:ii本11iJは；f^、の央中'i 


.9、 兩川 合して 海に 入る 川口の 處に は、 『此 川口 深 サニ尺 程 

舟 か ゝ ，0 なし。 所々 から 舟 ハ波 出入 申 候』 とい ふ說 明が あ 

り、 高津の 浦の 處 を， 『高津 浦 荒磯 一一 テ舟か 、 りなし』 と說 

明して ゐる。 もう 一つ の 地 園に は、 川口の 處に、 『コノ トコ 

口論 所ト 云フ。 此 川口 深 二 尺 ホト舟 力、 リナ シ』 と說 明し 

て ある。 さう いふ 具合で あるから なほ 更鴨岛 の 存在 は 疑 は 

しい ことと なる ので ある。 若し あると すれば、 中須邊 にな 

ければ ならない ところで ある。 

中 須の海 濱ー帶 は、 昨年 春に、 岡. 土星 二 氏と 見に 來た 

とほ， o である。 そこで 今囘は 態々 あの 海濱を 踏む 必耍 のな 

いこと が 分かった。 して 見れば 歸 りに 益 田で 下車して 高津 

の 柿 本 神社に 參拜 する の は 一 日が かりにな るので 先づ ここ 

で遙拜 した。 その 邊の 海濱は 一 帶の沙 原で 小さい 松が 生え 

てゐ る。 現在 さう いふ 砂原に 道路 を 造..^ つつあった。 多分 
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自動車 道路に する つもり かも 知れない。 その 南の 方に 蟠龍 

湖が ある。 

. 四時 五分に 田 小濱に 著いた。 今夜 は 此處に 一 泊す るつ 

も. 0 'だから、 先づ 旅館の こと を 問 ひな どして、 二人 は 柿 本 

神社の 方へ 步 いて 行った。 停車場 を 出て 左へ 五六 町 行く と、 

右 へ， 通す る 道路が あって 其處に 鳥居が 立って ゐる。 『御 生 

誕地柿 本 神社，』 とい ふ 扁額が あり、 鳥居に は奉獻 大正 十二 

年 四月 一 日 桑原 政 雄 建 之と 彫って ある。 向う に は 人家が 見 

え、 丘陵が あり、 その 丘陵のう しろに 樹の繁 つたと ころが 

ある。 それが 柿 本 神社ら しい。 道が 漸く 丘陵に 沿うて 迂囘 

し 行く と 一 村落に 出た。 これが 5, 田の 一 部で ある。 そして 

もう 神社の 赤い 鳥居が 見えて ゐる。 鳥居に は 柿 本社の 扁額 

が ある。 その 右側に 池が あって 眞 中の 石 上に 陶製の 蛙を据 

ゑて ある。 石 階 は 皆で 百 二十 階ば かり ある。 社務所、 土藏、 


殿 拜社神 本 柿 田 戶村野 小 


神官 住宅、 社殿が ある。 二人 は 神社に 參拜 し、 社務所 をお とづれ たが 返詞 がない。 神せ 住宅の 方 も 


同樣 であるから、 誰も 居ぬ らしい。 寶 前の 石 獅子に は- 


った 


安政 三年 丙 辰 三月と か、 四十 六 代： m 語 家と 

か、 世話人 月 田 村 桂 澄 H 門な どと いふ 文 

字が 彫 まれて ある。 それから 石燈 籠の 處 

に 手帳 一 つ 落した 者が あった。 山陰の 社 

寺 を 巡って 步 いた 人ら しく、 出雲大社に 

參拜 した ことが 簡單に 書いて ある。 私 は 

昭和 五 年の 山陰の 旅で 落した 自分の 手帳 

のこと を 想 出し、 何とかし てこの 手帳 を 

持主の 處に送 屈け て やりたい もの だと 思 

つたが、 住所が 書いて ない ので 駄目で あ 


それから 神社の 境內を 去り かけた とき、 山 口 君が 神社 寄附 金 公吿を 見て ゐた やうで あつたが、 『こ 

れは 千倍 か 萬 倍 かにして あ すね』 とい ふから 見る と、 成程 萬圓 級ぐ らゐ のが 幾ら もあった。 こ 
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れは 明治 大正に なつてから 思 付いた 方法で なく、 恐らく もっと 古い 時代からの 慣例な のか も 知れな 

神社 をお...' て 村の 道 を 行き、 道の 左側に ある 語 家の 綾部 政 之 助 氏 方 を 訪ねた が、 四十 七 代が 旣に 

歿せられた らしく、 さう すれば 四十 八 代に なった ことと なる だら う。 綾部 語 家 氏の 傳說 では、 綾部 

氏 はもと 大和に 住んで 柿 本 氏に 仕へ、 柿 本 氏が 石 見へ 下られる に陪 從し來 て、 美 濃 郡 月 田鄕小 野に 

住み、 世々 語 家と 稱 して ゐた。 然るに 柿 本 某が 語 家の 女を嬖 幸して 一 男 を 生んだ。 それが 卽ち柿 本 

朝臣 人 麿 だとい ふこと になって ゐる。 それから 人 麿が 大和に のぼり 朝廷に 仕 へ て 正三位 までにな ケ 

年老いて 致仕し、 鄕里石 見に 歸 つて、 神龜 元年 三月 十八 日、 高角 鄉鴨 島に 歿した。 語 家で は その 遺 

骨 を 奉じて 還り、 小 野に 納め 祠を 建て 代々 これに 奉 事した。 第三 十代に 城武 とい ふ 者が あり、 それ 

から 平內、 助內、 又右衞 門、 彥 四郞、 市 兵衞、 三 龍、 七 郞右衞 門、 久左衞 門、 佐右衞 門、 茂 右衞門 

などと いふ 人々 が繼 ぎ、 四十 一代 佐右衞 門の 時 享保十 年 八月 二十 五日 人 麿 朝臣の 墳墓 を發 見し、 四 

十二 代 佐 右衛門、 四十 三代 義明、 四十 四 代 只 明、 四十 五代 平 治、 四十 六代秀 三郞秀 治、 四十 七 代 政 之 

助と 傳へ、 明治 十三 年 はじめて 政 之 助が 柿 本 神社 祠 掌に 補せられ たもので ある。 柿 本 神社 は 小 野 村 

の 村 社に なって ゐ る。  , 


；?^ 等 は t 部 家に 行って 綺 、ノ ガキを 求め、 庭に 苔 蒸して ある 文字 無き 人 麿の 墓と いふの を拜 した。 

石の 鳥居の 破壞 された のが その 墓石のう しろに 積んで あるの を 見れば、 地震 か何ぞ のために 倒れた 

ものの やうで ある f 

延寶三 年刊の 人 丸 秘密 抄には 次の 如くに 書いて ある。 

『人 丸 は、 天武 天皇 御 時、 三年 八月 三日に、 石見國 ti; 田 郡. E 里と いふ 所に、 語" 家 命と いふ 民の 

家の 柿 本に 出現す る 人な hs。 其歲 二十 餘。 家 命 尋問に 答 云、 我 は 家な し。 來る所 もな し。 父母 

もな し。 知 所 もな し。 只 和歌の 道の み 知れり とい ふ。 時に 家 命.' 主、 丹後國 司秦. '冬 通に 申す。 

冬通淸 御原 天皇に 奏す。 帝 よろこび 思 召て、 歌道の 御侍讀 たり。 是歌姓 流水 之 速、 于時任 二 石 

見權 守, 始賜， 姓 號ニ柿 下人 丸 ご \ 

これ は 旣に明 和 九 年刊、 僧顯 常の 柹 本人 丸事 跡考に 引用 批評せられ、 上田 秋 成の 歌聖 傳、 岡 熊臣の 

柹 本人 麻呂 事蹟 考辨 等に も 論議 せられて ゐ るの だから、 割合に 古い 傳說 かも 知れない。 そして、 こ 

の 傳說を 人 麿 傳に應 用しょう とせば、 先づ、 『我 は 家な し、 來る所 もな し』 など を 除去し、 人 丸事 跡 

考が 漢文 體に 直して、 『答- プ曰、 フレ父 モナ ク母 モナ シ、 風月 ノ主 トメ 敷島ノ 道ヲシ ダト』 などと い 

ふの を 除去し、 綾部 家 傳說の 人 麿 墳墓 發 見の 事柄な ど を 除去し、 そして、 なせ かう いふと ころに 人 
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麿の 傳 記と 結 付けられた 遺跡が 殘 つて ゐ るかと いふ ことに 顧慮す る 順序と なる だら う。 

さすれば、 柿 本 氏 も 小 野 氏 も、 孝昭 天皇から 出で た 同族で あると いふ ことに 直ぐ 聯想が 向く ので、 

これ は 少しく 頭の 働く 人であるなら ば、 一 度 は 通過すべき 聯想 機轉 なので ある。 それから 學 問が 新 

しく 進步 すれば、 その 聯想が 一種の モ デフ イカ チョンの 色彩 を帶 びて、 折 口 博士な どの 唱 へる 學說 

と 相 接近して 來ても かま はぬ とい ふこと になる ので ある。 

私 はそんな こと を 思 ひながら、 元 來た道 を 房って 來た。 私の 人麿傳 は、 人 麿が この 月 田に 生れた 

の だとい ふの を 疑って 居り、 否定して ゐ るので あるが、 歌聖の 生涯 を 彩らせる に、 かう いふ 山陰 海 

邊の もの しづかな 處を 生誕 地と しても 別 一-邪魔に はならぬ だら うと も 思 ふので あった。 人間の 空想 

は實に 勝手 氣儘 であって 見れば、 縱ひ 正史が あっても、 忽ち その 側に 傍若無人の 空想 說が 生長して 

ゐ るので ある。 人麿傳 もまた その 例に 漏れない。 . 

はや  ほど 

二人が 步 いて 來た 道ば たの 家で 女の子が 繩 飛び 遊び をして ゐる。 『速 イチ フテモ 程 ガァ〃 ！』 と 

いふ 笑聲 などが 聞こえる。 もう 濱原 あた，.^ とも 違った 語調に なって 居る。 そこ を 通って 砂山の 上に 

ある 墓 を 見る に、 釋眞進 童子。 釋得 聞歡喜 居士と いふ 小さい 墓な どが あった。 

今 衣 は 月 田に 一 泊するっも..^でぁったが、 停車場に 來て 見る と 間もなく 上り列車が 來る らしい。 


そこで 思 切って 午後 六 時 三十 一分 發で 東上した。 間もなく 大きな 太陽が 海に 落ちて 行った。 今囘は 

津 田の 古墳 を 見る こと もやめ た。 さて、 汽車 中で、 今夜 は濱 田に 泊ら うか、 それとも 下府に 泊ら う 

か、 下府の 調査 を 明日 するとせば 下府に 泊った 方が 便利で ある。 下 府を濟 ましてから 岡 • 大 島 • 佐 

佐 木. 9 諸氏に 會 はう。 高 津柿本 神社の 中島 氏に も會 ふ豫定 だった が、 それ も今囘 はやめよう。 さう 

二人 は 相談した。 そして 午後 八 時 十 一 分 下府に 著いた。 濱 田から 乘 つた 多くの 娘 達が 皆 下府で 降り 

た。 これ は 田の 錯詰 工場に 勤めて ゐる ものであった。 驛で たづね て驛 前の 沖 田 旅館と いふのに 行 

くと、 今 は 旅館の 方 は 副業の やうな 形に なって 居た が、 鬼に 角 上り 込んで 泊った。 私 は疲勞 してへ 

とへ とに なって 居た。 併し ここの 上さん は 親切で 夕食な 一 ども それから 心配して 吳れ、 十 時 近くに 食 

事 を 了へ それから 入浴して、 寢 たの は 十一 時 過ぎであった。 . 

ー寢 入して 私 は 夢現の 中に 腹痛 を おぼえて ゐ たが、 そのうち 時計が 十二時 を 打った。 腹痛が 現實 

的に なって 來て、 通じ を 催す らしい。 併し 夜 は 全く 靜か であるし、 客 は 私 等 二人の みで あるし、 具 

合の 惡 いこと 夥しい。 そこで 私 は 我慢の 出來る だけ 我慢し ようと 思 ひ實は 床上に 輾轉 して ゐた。 併 

しどうしても 我慢し 切れ なくなって、 起きて 服の 隱 しから 紙 を さがさう とすると、 山 口 君 は ひよ い 

と 起きて 小さい 懷中電 燈を點 けた。 それが 殆ど 反射的 だとい つても よかった 程、 山：！ 君 は 直ぐ 床に 
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もぐり 込んで しまった。 私 ははば かりの 中で 便 を 足しながら 腹痛 を 我慢して ゐ ると、 痛み は 段々 輕 

くなる やうで ある。 私は三四十分もはばかりにゐてそれから部屋にか へ^^、 床の 中で 微かに 呻って 

ゐ たが、 痛み は 段々 に 遠の いた。 私 は 人 麿の 病 志を考 へ、 痢疫で 死なせて ゐる。 そこで 聯想 も 自然 

そんなと ころに 向き、 今度 は なかなか 眠れない。 二 時 ごろで あったら うか。 一人の 男が この 旅館の 

SS を 叩いた。 併し 誰も 起きない。 幾遍 呼んでも を 叩いても 起きない。 男が 立 去った かとお もって _ 

三十 分も經 つと、 また 大聲で 呼んで、 la- を 破れる ほど 叩いた。 それでも 返詞ー つし ない。 それから 

呼ば なくなった から、 今度 は 其 處を立 去ったら しい。 男 は 多分 一泊す るつ もりであった の だら うが • 

旅館で は 起きぬ ので 爲方 なく 立 去った ものである。 立 去って 何處に 行った か。 下府に はこの 宿 一軒 

のみ だから、 唐 鐘まで 行ったら うか。 併し 唐 鐘 も 停車場の 無い 村 だから 旅館 はどう か 知らん。 さす 

れば、 何處 か、 伊 甘 神社 あたりで 一 眠した かも 知れない。 

四月 二十日。 土曜。 天氣 淸朗。 朝 八 時 宿 を 出で、 下府 川の 左岸に 沿うて 行く。 左手に は 低い 山が 

績 いて ゐる。 凡そ 下府 村上府 村の 地勢 は、 中間に 下府 川の 平地 を 置いて、 南の 山地と 北の 丘陵と か 


ら 成って ゐる。 南の 山地と 云っても 低い 山績 きで、 石 見 村から 濱 田の 方へ 績 いて ゐる. ものである。 

下府の 山のう ちで 一 三 三 米と いふの が 一 番高 いの だから 大體の 見 當が附 ぐと おも ふ e この 山地に 二 

つば かり 谷が あって 小川が いでて 下府 川に 入って ゐる。 濱田 街道 もこの 谷の 一 つ を 通る わけで ある。 

.  ささや i  かた やま 

北の 丘 は 砂丘と 丘陵との 混合で、 延びて 來 たものに 笹 山と いふ 小高い 處が ある わけで、 片山 つづき 

の 丘陵 も その 北の 丘の 部に 屬 して ゐる。 中央の 平地の 中に、 下府 川、 國 府址、 伊 甘の 池 等を觀 察す 

る ことが 出 來る。 

今步 いて ゐる 道の 左手の 山つ づきに、 中の 古墳が あ..^、 高さ 六尺 奧行三 間 廣さ兩 側 及 天井 は 五 尺 

四方 位の 石で 疊 まれて 居り、 だいぶ 前に 刀劎 土器の 類 を 掘 出して ゐる。 それで あるから 往古に はこ 

の邊を 墓地と したと も 想像す る ことが 出来る。 鴨 山の こと を 常に 念頭に 置いて 步 いて ゐ ると、 何も 

彼 もさう 見えて 爲 方がない。 

それから 左方の 谷へ 入って 行き、 多陀 寺を訪 うた。 坂のと ころに 堇が 群生して 花^き、 然も スミ 

レ (viola  chinensis) とコ スミレ (viola  japonica) とが 相 隣って ゐる のが 目立った。 三門に は、 高野山 

大師 敎會 嶋根敎 M 多陀寺 支部、 密敎 親友 會 本部と いふ 札が 掛かって ゐた。 丁度 僧侶の 讀經 時に 際會 

したが、 なかなか 好い 讀經 であった。 多 陀寺は 藤井宗 雄な ども 鴨 山を考 へたと き 顧慮した 寺で ある 

二 五 五 
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が、 人 麿 時代の 北ハ同 墓地と 想像す るに はい まだ 距離が ある 

やうに 思うて 門 を 出た。 

それから 元来た 道 を 戻って、 橋 詰の 處 から 下 府 川の 橋 を 

渡った。 渡る 手前の 酒屋の 立派な 家の 裏手に 和 泉 式部の 腰 

掛の 岩が あるが、 人 麿と 關 係がない から 見ない。 今度 は 下 

府 川の 右岸に 沿うて 行く。 もう 川口に 近いので 川幅 も相當 

に廣 く、 小舟な ども 泊て、 向う 岸に 蘆が 群生した 處が 見え 

る。 遂に 川口に 出た。 そこに は洲が 二つば かりあって 川が 

海に そそいで ゐる。 砂丘の 上に 立って 見渡す に なかなか 景 

色が いい。 併し 人 麿 時代に は 川口が もっと 上手に あった も 

のらし く、 從 つて 國府 はもつ と 海と 接近した 狀態 にあった 

と 想像して いいやう である。 

それから 海邊の 砂を步 いて 唐 鐘の 方へ 行った。 唐 鐘の 前 

の琦に 近く、 千疊 敷が 見え、 小さい 島が その 前に ある。 人 


敷疊 千と ■ ^と 川 小の 浦 鐘 席 


麿の 歌の 中の 辛の 琦と いふの はこの 埼 だら、 つと いふ 一 說が 

あるが、 ひょっとせば 此處 かも 知れない などと 思 ひっつ 行 

くに、 唐 鐘の 部落に 近づいた。 その 手前に 東から 流れて 來 

る 小川が あって 兒 童が 遊， でゐ る。 併し 靴の 儘で は 渡れぬ 

ので、 流に 沿うて 上へ 步 いて 行きつ ひに 縣 道へ 出た。 そし 

て 橋 を 渡った。 

唐 鐘 は國分 村の 字で、 漁業の ために 人家 も 殖えつつ ある。 

と ある 家に、 『モ チゴ メアリ マス』 などと いふ 貼 紙が あった。 

郵便局が あり、 金藏 寺宣傳 部の 揭示 板に は、 『永代 終 法要、 

四月 五日 夜 座 ヨリ 十日 日中 マデ』 などと いふの が 未だ^え 

すに ゐる。 道が 右手に 曲り 少し 坂路 にな h^、 小學 校が ある。 

校長の 泉 哲三氏 は 昨年 一 しょに 國分 寺址を 見た 人で あるが、 

今囘は 急ぐ ので 訪問す る こと を 止めた。 その上 手に 新築 さ 

れて 立派に なって ゐる 役場が ある。 小字 名の 調査 をした と 
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二 五八 

ころ だが、 これ も 今囘は 素通りして 行った。 

この 縣道 は國分 村から 波 子に 出て、 敬 川で 國 道と 合して 

山陰 道と なる ものである。 少し 步 いて 行って、 國分 寺址を 

同道の 山 口 君に 見せ、 瓦な ど を 拾 ひ、 麥畑 になって ゐる北 

方 波 子方 面 丘陵の 寫眞を 撮った。 昨年 は金藏 寺を訪 ひいろ 

いろ 調べた のであった から、 今年 は金藏 寺に は 入らな かつ 

た。 

其處を 出て 縣 道に 來 ると、 一軒の 農家が ある。 其處 から 

西南へ 向って ついて ゐる 道路が あって、 ところどころ 松 並 

樹も ある。 この 道路 は舊 街道であって、 砂丘 を 縫うて 下府 

に 通じて. Q るので あるが、 縣 道が 出来てから は 人通りが な 

く、 今 は 途中の 川の 橋が 破壞 されて ゐ るので 通行 叶 はぬ と 

農夫が をし へて 吳れ た。 この 川と いふの は 先程 云った 唐 鐘 

の 海へ 入る 川の ことで ある。 この 道路 は縣 道と 稍 別に や は 


b 波 子の 方に 出る ので あるから、 往古に も大體 こんな 道路 を 通った ものの やうに 想像 せられる。 つ 

つぬ さと 

まり、 想像 すれば、 人 麿が の 里に 通 ふのに、 かう いふ 海邊に 近い 丘陵 を 縫うて 行った ものである- 

その 舊 道から 戾 つて 來て 再び 縣道を ゆく と、 右手に 石 見 國國分 寺と いふ 小さい 寺が ある。 庭に 僧 

侶 一 人ゐ たが 何も 知らなかった。 この 寺 は 近世の もので 金藏 寺のと ころの 國分 寺と は 別 ものである- 

そこ を 通って 國分 寺の 村 は づれに 行く と、 右へ 通す る 道路が ある。 これ は 11 分 村から 上府 村へ 通す 

る 道路で 私 等 二人 は その 道を步 いて 行った。 道 は 松の 生えて ゐる 丘陵の 尾根 を 行き、 中腹 を 行く、 

クラ ジ が 背高く 群生して もう 新芽が 出 はじめて ゐる。 峯を 行く ときには 西方に 蒼く 澄んだ 海が 見 

える。 蛙が 鳴いて、 其 處の谿 に 水田が 二三 枚 ほどあった りする。 道 は 上下し 谷に な，. -又峯 になって 

丁度 下 府驛に 行く手 まへの 鐡道 トン ネ〃 の 上を步 くと ころに 來 ると、 眼界が ひらけて 來て、 歩いて 

ゆく 方嚮 と反對 に、 北方の 都 濃 村、 二宮 村、 都 野津町 ー帶に つづく 低 山と 丘陵との うへ に 島 星 山が 

ただ f つ 高く 聳えて H ク んてゐ る。 私 等 二人 は麗 かな 春の 日光に 照らされて、 暫 らくこの 風光に 對し 

て. Q た。 この 風光 は、 上府、 國 分から 川 波、 二宮、 都 濃へ 連結す る ものであって 見れば、 遠き 過去 

世に 人 麿が 角の 里つ まり 今の 川 波 •  二宮の あた-.^ の 妻の もとに 通 ふのに は、 かう いふ 道路 を 通った 

と 想像す る ことが 出来る。 先程の 舊 街道が 一 つの 道で あり、 この 道が また 一 つの 道であって いい。 

二 五 九 


先 程の 舊 街道が 人 麿 時代 に はま だ 海であった とせば _ 

この 道路 あたり を 通った かも 知れない。 そして この 

道路の 先 は 北へ 向って 一つ は 波 子へ 通じ、 一つ は 山 

路を 過ぎ 敬 川 を 渡つ て 二宮 村へ 通す る 小路 も あるか 

ら、 或は さう いふ 道順であった かも 知れない。 いづ 

れ にしても なつかしい 古い 匂の する 道路で ある。 私 

の今囘 の下府 調査の 主な 目的 は 親しく こ の 道路 を步 

いて、 古の 道順 を 想像す るに あつたので あるから、 

今日の 上天 氣を 喜んだ のであった。 . 

道 は 谷間に 人家の ある 上な ど を 行く。 出 口 君 は 人 

家まで くだって 行き 道筋 をた だしたり して、 水田の 

ある 谷 を 過ぎ、 また 坂路 になり、 松林の 間 を 過ぎり 

水の 湧いて ゐる ところな どが ある。 其處 ではじめて 

咽 をうる ほす ことが 出來 る。 林 中には 躑躅 が^き、 


址會鄉 と 宫幡 八と 寺國 安村 府上 


雉が 啼き、 鶯が啼 く。 暫くす ると 谷川の 水が 私 等の 步 いて 

あらわ 

行く. 方嚮へ 流れて ゐる。 私 等 は旣に 分水嶺 を 越え、 荒 相、 

上府の 方へ 近づいた と 見える。 暫くす ると 果して 少し 幅の 

廣ぃ 道へ 出た。 向って 左に 行けば 荒 相へ 出る。 私 等 は 向つ 

て 右へ 折れて 步 いた。 道 は 小川に 沿うて 附 いて ゐる。 この 

小川 は下府 川へ 合する 流で ある。 そしてと うとう 上府 村へ 

著いた。 暫く 步 いて、 大きな 酒 醸造 をす る 家の まへ を 通つ 

て 行った。 ， 

七 

上府の 平地に 出て 午 も 過ぎた ので 直ぐ 下府の 宿へ 行かう 

としたが、 ついでに 片 山の 古墳 を 見た。 これ は 山の 中 股に 

f、 俗に 千年 比丘と 稱 へて ゐる。 途中の 家の 前に 蹲って 

ゐた 草鞋 を 穿いた 一 人の 老爺が 十ぐ らゐ になる 女の子に 吩 

二 六 一 


山 片 村 ぬ： - 下 


咐 けて 案 內 させて 吳れ た。 女の子 は雜 木の 中の 道 をの ぼ， 9 

石 穴のと ころまで 行って、 それ を 指示した かとお も ふと、 

『もう 去ぬ るけ え』 といって 踵 を かへ した。 私 は 女の子に 

禮を 云って 小さい 銀貨 を 一 っ與 へた。 この 石 穴 は 高さ 五 尺 

奥行 三 間 兩侧及 天井と もに 七 尺 四方の 大 石で 疊み 造った も 

ので ある。 古老の 言に 據 ると 右側に ある 横穴 か ら布類 土器 

などの 出で た ことがある とい ふこと である。 石に は 人工が 

加 はって ゐる。 そこ を 下りて 來 ると 半 場と いふ 處の 桑畑の 

中に 大きな 石が 立って ゐる。 これ は 石 穴の 口 をふさいだ 大 

石で あるら しい。 この 石に ついては 次の やうな 傳說が ある 

千年 比丘の 父が 寵宮に 行つ. たが、 何も 土産に 持って 來 なか 

つた、 ただ 穿いた 袴から 魚の 肉の 片が 落ちた の を 千年 比丘 

が 食べる と 千人力 を 得た、 そして、 持って 投げた のが こ ゆ 

石で ある 云々。 この 片 山の 麓に 近く 下府 川が 流れて 居り、 


1^ いたと ころが あつたが、 其處は 可な， 9 廣ぃ。 それ だから 人 麿 時^に はもつ と廣 かった かも 知れな 

い。 そして 石 川の 性質が あるから、 鴨 山 を 是非 下 府上府 あたりに 求めねば ならぬ とせば 或は この 片 

出の 方が 寧ろ 穩當 かと もお も ふ。 昨年 あたり は， 丧 山を考 へたので あつたが、 今年 見る と片 山の 方が 

いいやうな 氣 もして ゐる。 但し 餘り 低い 

■ 


片 


山で 具へ 口 わるく、 私の 鴨山考 では この 邊 

の 出 をば 否定して ゐ るの だけれ ども、 若 

し 鴨 山 を この 逡に擬 するなら 片山 であら 


う 


力 


C 下 府川は 一 に大 川と もい ふ。 誠に 小さ 

い 川で、 『石 川に 雲た ちわ たれ』 などと い 

ふ 感じの ない ものであるが、 昨年お もつ 

たよ. 0 も 長い 川で、 源 は 一 つ は 雲 城 村の 大 谷の 方から、 一 つ は 今 福 村の 今 福 五十石の 方から 出て 來、 

金 田、 佐 野、 宇津井、 宇 野 を 經て上 府に來 るので 五 里 二十 四 町ば かりの 長さで ある。 鴨 山の こと、 

石 川の こと を 思 ひっつ 步 けば、 皆 さう 見えて ならぬ もので、 この 下府 川な ども その 一 つの 例で ある。 

.  二 六 三 


二 六 四 


それから 泰林寺 庵の 千手觀 音を拜 した。 實に 貧寒た る 堂に 安置され てゐ るが、 一見 銀紙 金 紙で 貼 

られて ゐる觀 がした ので、 白 鳳 時代 或は 藤 原初 期の 佛像 だとい ふ 說明を 疑った ので あるが、 これ は 

約 一 一十 年ば かり 前に. 安國 寺で 塗替 へ て 新し く I - たのであった。 それまで は 全く 黑ぐ なって しまった 

像 だとい ふこと を 老爺が 話して 吳れ た。 

今年の 一 月 ごろ この 佛 像の 寫眞を 専門家 

に 見せて 鑑定して 貰った ところが、 德川 

初期ぐ らゐの もの だら うとの ことで、 そ 

の 距離の 大きい のに 驚いた ので あつたが、 

今お もへば 塗替 へたた めに 感じが すっと 

新しくな つた 結果と いふ ことになるので 

はなから うかと おもへ る。 

そこ を 去って 直ぐ 近くの 泰林 寺の 礎石 

を 見た。 これ は 成程 立派な ものである。 礎石の 中央に 大きい 穴が ある。 直徑ニ 尺七寸 位、 深さ 六寸 

位で ある。 その また 中央に 穴が ある。 直 徑五寸 位、 深さ 三寸ぐ らゐ であらう か。 く はしく は 計れな 


かった。 濱 田の 大島 幾太郞 翁の 說に據 ると、 この 礎石の 寸 

法 は 隋尺を 使って ゐ るから 大化 革新 前後の もの だら うとい 

ふこと である。 或は 和 銅 年中の 開 甚だら うとい ふの が これ 

伊 までの 說で、 私 も旣に 人麿國 麻^ 處說に 書いた 箬 である。 

其處を 去って 笹 山の 北側 を 通り、 小學 校に 藤 •  似 訓導 を訪 

甘 

ね、 宿に 歸 つて 粥 を 喫し、 それから 去年 見た^ 府址、 伊 甘 

の の 池な どに 行って 見た。 伊 甘 池、 また 御所の 池、 伊廿 川な 

池 どと もい ふが、 豊かな 淸 水が 湧いて、 人 磨 時代の 國 府の飮 

料 水 を 想像す るに 充分で ある。 泉 を 現在 三つ 觀る ことが 出 

の 來、 一番 大き いのは 深さ 二 尺 東西 十五 間 南北 四 間の 池と し 

i て 群 鯉 を 飼って ゐる。 その 東方に ある もの も、 西方に ある 

もの も 小さい 池 だが、 同じ 系統の 湧水で 淸 くて 且つ 豊かで 

ある。 おも ふに、 往古 は それ を 一 つ 池と して 飮用 料に 使つ 

たものと 思へ る。 

二 六 五 


(二の そ） 池 の 甘 


二 六 六 

. それから 一 體 伊甘鄕 とい ふの は 今の 下府 • 上府 • 1: 分の 

三 村と 有 福 村の 宇 野 ， 姉 金の 方まで を も 指した もので あつ 

たらしく、 國府. g は 現在 小學 校。 前面、 伊 甘 神社の 南から 

東方 伊 甘 池 あた， 0 を 含めた 場處 にあった ものである こと は 

私 は 去年と 今年の 調査で 大體 我慢せ ねばなら ぬと おも ひ 

腹 を 損じた た めに 濱田を 訪問す る こと を： i め、 午後 四時 十 

八 分の 乘合 自動車で 有 福 湯 谷へ 向かった。 途中、 敬 川と 有 

福と に 分 か れる處 の 大津は 山陰 道 の 通路 だ か ら、 汽車の 通 

する 前まで は榮 えたと ころ だが、 今 は 寂れて ゐる。 五 時 近 

くに 湯 谷に 著き 大崎 三階 旅館と いふのに 投じた。 樋 口 旅館 

に ゆく 豫定 のと こ ろ 自動車 に 同乘し た 若 い 女が 大崎 旅館 を 

すすめた ので 其處 にした のであった。 

その 夜、 入 3! し、 粥 を 喫し、 按摩 をと つて 休んだ。 藥が 


大體利 い た と兑ぇ 下 ，1 も 止まった 様子 で あ る 。 溫泉 は 共同 浴場 で 湯錢 は 上等 (御前 SS) 八 錢、 中等 (樱 

§ 四錢 地元の 人 はー錢 である。 この 邊 では、 『都 野津 男に 和 木 をん な』 とい ふこと を 云 ふ。 和 木 は 

都野津 と江津 との 中間に ある 村で ある。 そのこと を 按麼に 訊ねる と、 按摩 は、 『和 木の 女が 通る と 道 

ばた の 草 も 枯れる けえ ね』 と 云って 笑った。 

私 は 藤 原 氏に 頼んで 有 福 村の 字 名で、 力 モ に關聯 した 類似 音の ものが 無い か を 調べ て 世 s; つたが、 

さう いふ もの は 無かった。 また 人 麿 時代に はこの 溫 tl^ はい まだ 發 見せられて ゐす、 恐らく 人家な ど 

の 無い 豁 谷であった に 相違な く、 從っ て 鴨 山の 考察 を この へ ん まで ひろげる 必要 は先づ 無い と 做 

していいだ らう。 さう 私 は 今度の 調査で も 結論した ので ある。 

四月 ビ 十一 日。 日曜。 晴。 朝 はやく 入 f ゆし、 粥 を 食 ひ、 それから 按摩 をと つて 少し 眠った。 午前 

十 時 四十 分乘合 自動車で 有 福を發 し、 十一 時 二十 分 都野津 著。 その あ ひだに 道路 は 敬 川の 流に 沿う 

て附 いて 居り、 對岸 の 山の 中腹な ど を 通って ゐる道 も 見えた。 往古の 道路 は國分 村の 方から こ の 山 

地 を 來て敬 川の 流 を 渡る のも必 すあった ものに 相違ない と 思った。 

.  二 六 七  ， 


二 六 八 

ぁデる 

午前 十一 時 五十一 分 都 野 津を發 し、 午後 五 時 七 分 上 井驛に 著いた。 その あ ひだの 風光 等 は 去年 大 

體見 たので 今度 は 氣を樂 にして 通った。 人 麿の 歌の 屋上の 山、 卽ち淺 利富士 はこの 上り 汽車で 淺利 

驛を 過ぎて からの 方が 形が 好い やうで ある。 

み ささ 

上井驛 から， H: 動 車 三十 分で 三 朝 温泉に 著き、 岩 崎 旅館に 投宿した。 日が 未だ 暮れぬ ので、 川上の 

方へ 行って 水害の 跡な ど を 見た。 腹の 具合が どうにか 好くな つたので 普通の 食事 をした。 石斑魚 一 

尾 も 膳に のぼった。 丁度 加 藤 海軍 大將が 同じ 旅館に とまって 居た。 私 は 昨年の 七月 末に この 旅館に 

一泊した ので あるが、 もうお 上さん の顏を 忘れて ゐた。 

み ささ  あげ ゐ 

四月 二十 二日。 月曜。 晴。 午前 七 時 五 卜 分 三 朝發。 八 時半 上 井 著。 停車場で 八 時 三十 九分の 下.^ 

列車が 發った あとで、 子供 を 連れた 細君 連な ど 彼此 五十人ば かり、 泣きながら 歸 つて 來 るので、 訣 

を 訊いて 見る と、 この 町の 一家 を 纏めて 朝鮮に 移住す る 人 を 送った のであった。 小さい 子が 三人 ゐ 

て それ も 一 しょに 發 つたと いった。 九 時 一 分 上 井發。 大阪の 新聞 を 買って 讀 むと、 小 宮三保 松 翁の 

記紀 萬葉單 語、 記紀 萬 葉 全歌譯 註の ニ册 より 成る 「記紀 萬葉大 辭典」 完成の 記事が あり、 「異鄕 で 焚 

刑され た南蠻 お化けの 正體」 の 記事が あり、 臺灣新 竹州臺 中州の 震災の 記事が あった。 丹 波 竹 田 近 

くで を 鋤いて ゐた 牛が 汽車に 駭 いて 逃げる 有樣 などが 見える。 牛 自身に とつ て は眞 面目な 行動で 


も 汽車の 乘 客の 目に は それが 滑稽に 映る と 見えて 皆 笑った。 市島驛 附近で、 『丹 波路の たたな はる 

山 ふり さけて なほ 奧 がなる 山し こ ほし も』 とい ふ 一 首 を 待 へ た。 

石 生 は古驛 のあった 處。 ^原 は 故 加 納曉の 生れた 處。 篠山驛 から 女 二人 子ども を 連れて 乘 込んだ。 

話す るの を 聞く に、 ラデ ォで條 山の 樱花 を宣傳 する ので 來て みると 樱花は 一 つも 無かった。 神 I：； の 

楠 公 ま へ を 通る ときには 誰でも 鱧拜 せねば ならぬ やうに なった。 楠 公 前と いふ 市電の 停留 場 は大楠 

公 前と なった 云々。 午後 五 時 十六 分大阪 著。 大村、 岡 田、 高 安、 鈴 江、 神 田の 諸氏に 會 ふこと が 出 

九 

中 村 重 孝 氏の 好意で、 赤 名の 小字 を 調べて 貰った から、 次に 載せて 置く。 將來 誰かの ために 便利 

な點も ある だら うとお も ふので ある。 

〔 一 〕 赤 名 町 大字 上 赤 名 新 町。 上 市。 中巿。 下 市。 地藏 前。 町 裏。 井手 下タ。 川原。 沖。 井手 

上ュ。 叶 松。 天神 原。 SS -。 瀨 月 ノ貝。 一 里 塚 沖。 櫂ノ 神。 « 同 谷。 芋平。 中奧。 上 原。 箕ノ コ シ。 

大奥。 向 切レ。 仁 左衞門 田。 宫ノ 脇。 下モ 田。 古 屋鋪。 古 屋敷。 同家 屋敷。 二 郞右衞 門。 出店 田。 

二 六 九 


.  二 七 〇 

苷田。 大田 切レ。 屋敷 田。 家ノ 前。 宮ノ 前。 北 野。 木 原屋。 寺 屋敷。 道 上へ。 道 下。 迫 田。 北 野 門 

田。 三贰 場。 f$ 田。 祌田。 勘 兵 H 田。 深 田。 關ノ 井。 稗 田。 峠ゲ。 ^。 廻。 橋 詰。 神 子 田。 畑ノ垣 

•ST 川 向。 甲龜 山。 四 畝 場。 大 新開。 五献 場。 大芝 原。 中 曾 根。 ヲレ田 切。 屋敷 田。 録 ノ內。 道ノ 

上。 錚。 堂/前 _。 四郞 丸。 四郎丸 川原。 ヲトナ 田。 下 川原。 下 堀 越。 堀 越。 上 堀 越。 上 堀 越 門 田。 

澤田。 堀 田。 高 取。 柳 田。 中ノ 切。 高 取 川原。 川原 切。 下ノ 谷。 中ノ 堀。 竹 添。 a 添。 甚左ュ 田。， 

新星。 杉 之 谷。 下澤 田。 前澤 田。 上澤 田つ 畑 堀。 五郎八 田。 中 田。 深 田 切。 垣內。 道 バタ。 川 バタ。 

先 原。 田 中。 一 里 塚。 門 所。 道 下。 森ケ 下。 石ケ 坪。 砂 五 砂子 田。 外鐡 穴。 吞谷。 高 頭。 門。 

屋敷" 御崎 谷。 大畑ケ 切レ。 摺鉢。 彌平 田。 尻ノ 切レ。 谷摺 鉢。 二 反 田。 硎屋。 棋ケ 原。 構 田屋。 

堤 尻。 堤 谷。 猪の 迫。 長： まシ。 名 子 田。 小早稻 田。 鍛冶屋 田。 七 通 田。 七 通 田臺。 下 原 田。 中原 田。 

風呂 ノ本。 家 ノ臺。 堂ノ 迫。 寺 田。 堤 外。 六 助。 臺ノ I 佳。 家ノ 廻リ。 垣內。 山 根。 彌太郞 畑。 堤 谷。 

上 仲。 藤屋。 竹 之 内。 千切^。 連 光寺 川原。 丸久保 切。 花 田。 寺ノ 谷。 高 林坊。 寺ノ 前。 寺ノ 上へ。 

寺の 奧。 寺の 向。 掛 田屋。 家ノ 脇。 中 野屋。 小 太郞。 深ケ。 野 田 臼。 フケ田 切。 來岛 星。 家 ノ奧。 

栗屋谷 C 先奧。 九 畝 場。 荒 田 川原。 祧ノ木 谷。 苗代 所。 田 尻。 瀧ノ谷 尻。 一 ッ田。 祖父 田。 口羽 cir 

金屎。 "イカ セ。 門 田。 荒 田。 家ノ 下。 水 無：：！。 下ノ 切レ。 上ノ 切レ。 肉 上 肉 10,。 上 肉 月 道 上 


へ。 下 肉戶。 家ノ 後。 新田。 家 ノド。 嫁 本。 塚 拫屋。 畑 堀。 據塚。 中屋。 白 石。 小 丸 下。 小ぶ-。 蛇 

蝮つ 蛇 だみ。 掛 川原。 掛。 中掛。 褂奥。 上 之掛〕 部屋 掛。 竹ノ 下。 ニ久 保。 五畝久 保。 川 側。 堂，. 5^ 

澄 田。 七 反 田 切。 川端。 堂而 切。 栗 之 宮臺。 御堂 ノ前 川原。 御堂 ノ前。 祈に-。 栗 之宮。 谷川」 谷川 

奧。 谷 ノ奧。 上 谷川。 落 井。 井後 田。 六兵衞 田。 臺。 下田。 丁ノ 原。 佛ノ 原。 尻 田 川原。 吞田。 中 

問。 鍛冶 垣內。 川原 沖。 原 尻。 面 坪。 上屋。 源左^-田。 上^。 中 岡。 源 左衞ュ 深ケ。 長 田。 下 岡。 

.签 田。 掛 ノ屋。 後原。 小 田屋。 竹澤。 五通リ 田。 分 窪。 繩^ 上へ。 繩手 切。 上ノ 迫。 前門。 山 根 田- 

櫓。 上ュ 門。 門。 丸 田。 金次郞 深ケ。 丘 境。 道 免。 谷奧。 上半 田。 半田。 下半 田。 石不 お。 ffi 廢寺ー 

手水。 養 安寺。 上 養 安寺。 篠ケ ハ仓。 松ノ 前。 ィ ゴタ。 八反步 川原。 八 反步。 中ノ 谷。 元 山。 御供 掛- 

.E 白屋。 四 反 田。 平 畑。 大阪 谷。 堤 谷。 堤 尻。 隱レ 田。 旱田。 五反田。 紺 尾 田。 岡 屋敷。 川. sr 石 

田 ciT 六 反 田。 小鐡 田。 上 乙女。 栗 原。 長左^-田。 中 曾 田。 霞 峠。 茶畑。 荒神。 澤田。 五 郞左衞 門 

鐡穴 €:。 中 茶畑。 上 仲屋。 才ノ^^。 西ノ^£。 下 仲屋。 天 田屋。 尾 數臺。 鹿 瀧。. 乙女。 屮 田屋。 伏ケ 

原。 大 光寺 前。 大 光寺。 上 殿 敷。 殿 敷。 殿 敷 前。 複ケ 坪。 馬場 前。 古神 田。 馬場。 馬場 奧。 堂ノ原 _ 

代官 星 敷。 代官 屋。 宮ノ 下。 八幡 原。 宮ノ 前。 天神 原。 te々。 下ノ 谷。 釜ケ 谷。 坊主. H。 線 水ケ以 

後。 本 谷。 帶ケ 迫。 瀧ノ 谷。 石 築。 道ケ曾 根。 小澤 谷。 峠 ノ北平 。 ^ノ南 平。 峠ノ 以後" 原ハ 《气 篮 


ケ谷。 山 神 以後。 梨ノ木 原。 大 以後。 地 ノ內。 面 下リ" 模 ノ屋。 松 平。 古姆。 段 原。 大 宇根。 明 石 

ケ平。 明石ケ 原。 犬 神。 四反久 保。 御崎 不呂。 神 田 平ケ。 家ノ背 月。 墓ノ 上。 寺 ノ奧。 花 田 空。 妙 

見。 堂ケ 谷。 獅子 ノ谷。 花 田 山。 仁井屋 山。 家/上。 三角。 落 道。 上 鄕呂。 從道。 中 鄕呂。 梨ノ木 

段。 タカ ノス 向。 祖父 畑ケ。 段 頭ケ。 段平 ラ。 サイ カセ 尻。 以後。 水口 上へ。 橋ノ 上へ。 井手口。 

大谷。 中 曾 根。 白 石 原。 高山。 小 丸 山。 柳 原。 温路 平。 大畠。 合 呂谷。 篠三 原。 瀧ノ 上。 日 南平ラ 

一 /渡 リ。 中ノ 谷。 ケラ。 上リ 以後。 瀧/谷 頭。 大 ダラ 以後。 長 以後。 橫手 上へ。 谷川 曾 根。 水 越 

背 1!;。 棚 畠ケ。 堂 面 以後。 源 十 畠ケ。 次 右衛門。 録 ノ內。 向平。 録 ノ內。 立 平。 暮ノ 谷。 長 畠ケ。 

鹽 貝テ。 鹽貝 越。 松ケ 谷。 大平 谷。 大平。 陷 ノケ。 カフ 力 原。 香ケ 原。 金屎， 原。 面 坪 録。 中 山。 作 

ま 畠。 狼 堂。 宗越。 原 空。 柳。 力 ヤノ 木。 大年。 大年 空。 竹澤 頭。 長 谷。 夏燒 原。 女 良 谷。 草下シ 

場 向。 良 助 釜。 岩 谷。 鍛冶 垣內 畠。 木 クソ谷 原。 小松ケ 以後。 室祖谷 原。 茶畠ノ 峠。 四 反 田 越シ。 

西藏寺 山。 堂ノ 原。 板屋。 門 ノ奧。 奧谷。 半田 上へ。 手水。 小 井手。 觀音 鼻。 上 永 安寺。 永 安寺 奥 

川 平。 櫸ケ 谷。 後 元 山。 下大坂 谷。 靑山 谷。 岩 敷 山。 石 田 星 上へ。 六 反 田。 神 田 迫。 板屋 峠。 板屋 

越。 山ノ 神。 大澤 田。 石 休 之，：！：。 本 谷。 下 本 谷。 峠 向。 ヌ クイ。 大岩 谷。 保賀 山。 茶 畠 ケ奧。 大田 

屋。 堂 之奧。 ニノ 足。 中 田 屋上へ。 仁井屋 坂。 殿 敷 上へ。 馬場 上へ。 馬場 奥。 宮山。 疊ケ 岩。 大 仙- 


金 井谷。 外鐵 穴。 淸水ケ 谷。 御符 池。 明 見。 掛ノ 星。 

〔一一〕 赤 名 町 大字 下 赤 名 石 次 向川原。 上ミ 川原。 中 田。 寺 田。 沖 田屋。 下田 星。 家ノ {41。 上田 

星。 和 田 星。 下 堀。 堀 ノ內。 源 五 田。 石神。 塚ノ 本。 表テ。 家 ノ臺。 落 段。 古川。 尻リ 田。 七 石。 

水田 屋) 水ケ平 上ュ。 水ケ 平。 西屋。 大窪。 杉 谷屋。 家ノ 下モ。 田 中 星。 養 笹院。 墓ノ 上。 門 田。 . 

前 杉 谷。 上 杉 谷。 古姆。 迫 田。 姆跡。 竹 添。 隱居。 財鄕。 乙女 田。 兵 部屋 鋪。 京 千 田。 上京 千 田，、 

釜ケ 以後。 六 百 田。 黑岩 坂。 坂 根。 ilsr 黑 岩奧。 鳶ケ 城。 古 屋敷。 芝 原。 上黑 岩。 向田。 田 中 田。 

張戶。 森 山屋。 兩堤。 奥 張 月。 小 深。 田 中奧。 山 崎。 階。 後呂 谷。 左衞門 次郞。 洗 町。 芝 本屋。 中 

屋敷。 前 洗 町。 鍛冶 分。 お 田 星.。 長 崎。 古川 跡。 長 崎。 眞 向寺。 寺 以後。 釘拔。 五反田 切。 五反田 

川原。 杉 田屋。 前 田 中。 前 明 窓院。 元兵ュ 屋敷。 上 明 窓院。 明 窓院。 原 田。 寺 田。 竹ノ 花。 古寺 跡。 

倉士 ：！ 屋。 與右ュ 門 田。 竹ノ 垣內。 谷 尻。 大役 寺。 金 井原。 東。 首 棚。 首 塚。 大松。 淸所。 «門。 門 

前，) 寺 脇。 大 畑ケ。 安樂 寺。 安樂 寺 前。 裏道 上。 道 上。 道 上， s-。 妙法 寺。 妙法 寺 空。 妙法 寺 脇" 山 

中 寺。 山中 寺 空。 « 道 上。 寺 前。 蓮 光寺。 寺 上。 御 下。 寺。 西藏 寺。 殿 町。 寺 跡」 上 町。 屮町。 下 

町。 裏道 下。 藥師。 金屋 谷。 山 屋敷。 獺 淵。 井手上。 千 束。 梅ケ 迫。 熊 谷 墓。 松 尾屋。 砂 田。 ケ 

峠。 舛田屋 e 的 場。 地蔵 下モ。 寺 田。 中 星。 一 ノ坪。 辰 巳屋。 御藏。 木 利屋。 御藏 脇。 御藏 前。 岩 
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敷 田。 三：， 田。 隱居 田。 三 反 田 下 川原。 下 川原。 醱添。 井手 向。 仲 ノ屋。 河 內屋。 家ノ 後。 小路。 

寺 屋敷。 竹薮。 八 神屋。 仲ノ 切。 藤 井田。 樋 ノロ。 井ノ 尻。 塚 之屋。 板屋。 木 佐屋。 鉢屋 田。 杉 谷 

田。 岩 井田。 大工 田。， 家ノ 沖。 上 中原。 中原。 池 尻。 門 先。 鐡塚。 竹 田屋。 花屋 田。 折 橋。 古市。 

尾通屋 e 横 貝。 尻 田。 横 川。 永代 田。 番城 木。 高 光。 後澤 田。 下モ 大道。 繩 手奧。 蛇 池。 市場 山。 

鐡穴 原。 南屋。 大道。 前 原。 階 向。 六 石 田。 田 中 田。 常久 沖。 曾 根 畑。 法 蓮坊。 長 尾。 幸 野屋。 古 

屋敷。 岡 田。 常久。 門 畑。 坂 井。 畑 堀。 寺 田。 來 光明。 原。 越 道。 棬田。 古屋 垣內。 奧田。 道 原。 

萱原。 畑 堀 田。 屋敷 久保。 上萱. 原。 風呂 ノ元。 石不呂 頭〕 坂 田。 大 年奧。 梅ノ木 代。 家ノ 下。 幸屋。 

大年。 下 岡 田。 井手上。 狐塚。 稻荷。 田 島 屋。 錢法。 於 里 橋。 一 里 松。 佐 古。 石 次。 石 次上ノ 川原。 

石 次 下 川原。 石 次 山。 酒 谷 城。 酒 谷 越。 小 城 越。 水晶 ケ丸。 平 城。 田ノ 迫。. 下 岡 田 空。 硫 岩.^ 野武 

士ケ 以後。 中島。 中ノ 谷。 玉鄕。 坂 田 空。 下ノ 迫。 萱原 奥。 石 風呂。 鐘撞堂。 妙ケ 谷。 若宮 谷。 弥 

ソク。 瀧ノ 谷。 签替。 ナ メラ 谷。 本 谷 平。 大 夏燒。 小 夏燒。 石 休。 堂 床 原。 塔ノ 谷。 風呂 ノ谷。 引 

木 谷。 鍛次屋 原。 重專 寺。 井手 ノ谷。 天狗 平。 登 尾。 ドン デ。 3! 舟。 地蔵 峠。 田 中 山。 蔵ケ曾 根。 

五三 丸。 京樂 平。 家ノ 向。 祖母 以後。. 隱居 山。 小 丸 山。 城 山。 長 尾。 高 平。 栗ノ 木。 栗ノ木 迫。 金 

井谷。 裏道。 衣掛 山。 愛 宿 下タ。 稻荷山 下タ。 志よう/ \ 谷。 妙 見 平。 堤 原。 ^谷。 砥谷。 瀧の 谷。 


割 谷。 上リ 以後。 大 横手。 中 倉。 大藥 寺。 淸水ケ 以後。 段 原。 後谷 尻。 張 1^ 城。 古 深。 キダ 橋。 雨 

坪。 巾ノ 谷。 留 ST 山鳥 道。 岩掛。 小 立 原。 花栗ケ 原。 馬子 ノ谷。 鄕廻。 シ テン 谷。 盗人 以後。 田 

代ケ 谷。 上黑 岩。 京 仙 田 以後。 古城。 小 城 平。 平次郞 以後。 マ n モカ 谷。 塚ノ 本。 水ケ平 上。 寺 後 

呂。 藏脇。 越 道。 不 呂ノ. 本。  . 

〔三〕 赤 名 町 大字 上 赤 名 墓地 天神 原。 s々。 叶 松。 町 isT 地藏 前。 一 里 塚。 門 所。 森ケ 下。 石 

ケ坪。 砂子 田。 高 頭。 新田。 ffl 屋。 棋ケ 原。 構 田屋。 廸田。 堂ノ 迫。 垣內。 彌太郞 畑。 山 根。 彌太 

郞。 S 上へ。 竹 ノ內。 寺ノ 上へ。 新開。 以後 畑 頭。 粟屋 谷。 大芝 原。 ヲ レ 田 切。 堀 越。 澤田。 新 cir 

前澤 田。 前 原。 先 原。 箕ノ コ シ。 宮ノ 脇。 北 野。 前 北 野。 峠ケ。 神 子 田。 畑ノ 垣內。 川ノ 向。 甲龜 

山。 金 保。 荒 田。 水 無口 道 上。 水 無口。 下 肉戶。 塚 根屋。 井手口。 迫。 白 石。 下ノ 谷。 上掛。 部屋 

掛。 家 廻リ。 栗 之宮。 谷川 奧。 谷川 家ノ 上へ。 谷川。 佛ノ 原。 鍛冶 垣內。 姆 ノ內。 原 尻。 中 山。 掛 

ノ屋。 . 上 岡。 中 岡。 小 田屋。 上ノ 迫。 竹澤。 上 門。 前門。 手水。 養 安寺。 元 山。 四 反 田。 五反田。 

六 反 田。 石 田屋。 茶畑。 姆。 鐵 穴內。 才ノ 峠。 上 仲 星。 下 仲屋。 大 田屋。 鹿 瀧。 乙女。 中 田屋。 伏 

ケ原。 大 光寺。 馬場。 寺 向。 岡田屋 空。 栢ノ 木。 板屋。 大阪 谷。 姆堀。 

〔四〕 赤 名 町 大字 下 赤 名 墓地 家ノ 空。 家 ノ奧。 家ノ 上。 塚ノ 本。 以後。 水ケ平 上ュ。 養 岳院。 
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段 原。 签ケ 以後。 黑岩 坂。 黑 岩奧。 鳶ケ 城。 二 井屋。 張戶。 後呂 谷。 來 島屋。 井手口。 洗 町。 古 堤- 

乘越。 明 窓院。 上 明 窓院。 垣 ノ內。 竹ノ 垣內。 大役 寺。 首 棚。 首 塚。 大松。 寺 上。 安樂 寺。 奧谷。 

妙法 寺 空。 妙法 脇。 山中 寺 空。 山中 寺。 寺。 御 下。 衣掛 山。 舊惠巖 寺。 殿 町。 藥師。 金屋 谷。 山屋 

敷。 千 束。 熊 谷 墓。 一 ノ坪。 古市。 竹 藪。 伍三 丸。 高 光。 市場 山。 鐵穴 原。 曾 根 田。 階ノ 向。 大以 

後 尻。 石 次。 小 丸。 

つね つら  まさ つ ら 

赤 名の 小字 は 右の 如くで ある。 赤 名家の 支族で ある 佐 和 家 は、 常連の 次男 正 連から 出で て 居る。 

常連が 赤 名 庄內の 一 部 凡そ 三分の 一 を 正 連に 吳れ た。 その 應永 十三 年 八月 讓渡狀 の 中に、 『かめ かた 

におつ る さかゑへ ゆく みちお かぎる。』 とい ふの が ある。 この 文書 は 舟 木賢寬 氏から 示された もの 

で、 私 は カメ カタに 興味 を 有った ので あるが、 今 は カメ カタと いふ 地名 は 赤 名に は. 1" い 力ら 稍 離 

れた ところ かも 知れない。 


鴨山考 のみの 補充と いふ わけで はなく、 寧ろ 人麿傳 補遺と も 謂 ふべ きもの も 交って ゐる 私の 雜〕 

記帳の 內容 のうちに は、 棄て てし まふの も 惜しい 部分が あり、 また、 紀行文な ど を 書いて しまった： 

後に 見付けた 材料な ども あるので、 それ 等 をば 無 統一に 維 然と 此處 に收錄 した。  一 

世の中の どうい ふ 人々 が此 部分の 資料 を讀ん で吳れ るか、 それ は 私に は 不明で あるが、 かう いふ 

雑然た る 资料は 寧ろ 私自身の ための 溜 籠の ごとき もので、 時に 親密の 心 を 以て 相對 する ことが 出來ー 

るし、 また ひょっとして 未來. に 私と 志 を 同じう する 人士が 出た 場合に、 徒らに 時間と 勢力と を 浪費 

せしめない 效果を も 持って ゐ ると 思 ふので ある。 .  ， 

I 

.  一 

正 倉 院文睿 其 他の 古文書 (：^Jg^) を 見て ゐて、 人 麿 傳に關 係 あると おも はれる もの を抄 記す る。 j 
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天平 十四 年 十一月 十五 日の 優 婆 塞 貢 進 解 g 院 に、 『柿 本臣 大足 醉 翁に す默 IS 側 i 士 駄』 とい ふの 

が ある。 これで 見る と、 大和 添 上郡大 岡に 柿 本 族の 1 分岐が 住んで ゐる ことが 分かる。 これ は 朝廷 

の 役人と しての 記錄 でな しに、 住んで ゐる 村の 記錄 であるから、 柿 本人 麿の 生地な ど を 考察す る 一 

つの 手がかり となる だら う。 そして 一 面に は 人 麿の 生地 を 大和 だら うと 想像す る說の 1 つの 傍證と 

もなる ので ある。 . 

天平 勝寶 元年 十二月 十九 日の 丹 後 國司解 § 默畴の 中に、 署名のと ころに、 從 五位 下行 守 柿 本 朝臣 

市 守の 名が 見えて ゐる。  . 

天平 勝 寶八年 十月の 雙倉北 雜物出 用 帳-奴 院 の 署名のと ころに、 少 判官 正 六 位 上 柿 本 朝臣 猪 養の 

名が 見えて ゐる。 

これ を 見ても、 柿 本 族の 人々 が 官吏 をして ゐる ことが 分かる ので あるから、 柿 本人 麿 もまた 官吏 

として 石 見に 下り、 官吏 をしつつ 石 見で 歿した だら うと 想像して 毫も 差 支 はない ので ある。 これ は 

人 麿が 石 見に 生れ、 石 見の 小 野鄕月 田に 育った ので、 晩年 其 處に歸 省した だら うとい ふ說と 關聯し 


てゐ るから、 さう いふ 說を 否定す るた めの 1 根據 とも 考 へ る ことが 出來 るので ある。 

天平 神 護 二 年 十月の 越 前 國司解 院 中には、 いろいろ 參考 になる ことがある。 ここに 嶋 野、. 鳴 

し ぎ しぎ 

田の 地名が 出て 來る。 私の 鴨 山 考の石 見邑智 郡の 信 喜と 鴨と 何か關 係が あるまい かとい ふ 想像が、 

此 等の 地名に 據 つて 一定の 支持 を 得るなら、 現在の 邑智 郡の 龜と 鴨との 間に、 その 關聯を 求め 得る 

一 つの 暗 指と なる だら う。 次に、 賀茂鄕 が 出て くる。 これ は賀 茂と いふ 地名が 當時 地方に ひろがつ 

てあつた 證據 となる。 次に 垂水 里が ある。 志責 皇子の 歌と 關聯 せしめて 何等かの 參考 となる だら う。 

次に、 『野 田鄕月 主依羅 \9\ 麿』 とい ふ 名が 出て 來る。 依羅氏 は旣に 二と ほり ある こと を 記した が、 い 

づれ にしても 依羅 氏が 地方に 土 著して ゐる ことが 分かる。 そこで、 人 麿の 妻、 依 羅娘子 は、 石 見に 

e つた 娘 子 だとい ふ 想像 も 決して 荒 唐で はなくな つて 來 るし、 人 麿が 石 見から 麥に 別れて 上來 する 

時の 長歌の 中に、 『玉藻な す 寄り 寝し 妹 を 露霜の おきてし 來れ ば』。 『さ 寐し夜 は 幾 だ も あらす』 な 

どと あるの も、 依羅娘 子と 人 麿と が 石 見で 婚 したと すれば、 極めて 自然に 解 釋が附 くので あるから、 

その 說を 支持す るのに、 この 一 つの 記錄が 役立って 來 るので ある。 
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四 

门石見 A 重 #〕 針 is 毛 利本鄕 贊ノ鄕 g 中 I 妹 山 今 靑野ケ 嶽ト云 g 中 

柿 本人 丸 二度目 ノ妻ハ 鹿 足 郡 妹 山 ノ麓森 村 ノ住杉 森 氏 ノ娘竊 一ず 一 ノ娘子 也。 此腹 一一 一 女 ァソ人 丸 

廿五 歲ノ時 母子共 一一 親元へ 預 ケ置キ 都へ 上リ 玉フ。 

〔石 見 八重 #〕 針 .15 同上 (七日 市鄉 之內) 木部 谷 村^ 中. 

人 丸公 高角 ヲ發 シ靑原 商人 笹山ノ 諸 村 ヲ歷テ 都へ 御上 リノ 時 妻 君 御 見送 リ玉 ヒ此處 一一 テ 御別ノ 

萬 葉 十三 廿七丁  妻 ノ依羅 娘 子 

サ ョ フケテ イマ ハ ァケス ト トチヒ ラキテ キ へ ュ クキ？ * チイ クシカ マタム 

左 夜 深 而今 者 明 奴 登 開 月 手 木部 行 君 乎 何時 可將待 

同書 返歌  柿 本人 丸 朝臣 . 

力 ドニ テルオ トメ ハウ チ ニイ ヌル トモ イタ クシ nt ハイ マ 力 ヘリ コム 

門 座 郞子內 爾雖痛 之 戀者今 還 金 

これで 見る と、 人 麿と 石 見の 鹿 足 郡の 土地と を關聯 せしめて 書いて 居り、 人 麿 上來の 道筋 をば、 高 

津 から 南方へ， 向 はしめ てゐ る。 


〔明 良 洪範〕 一一 一一 十 

板 倉 重 宗諸司 代の 節、 播州 明 石の 城主へ 申されし は、 責 殿城內 に古來 より 人 丸の 社 これ 有 由 承 

,0 及び 候が、 人 丸 は 和歌 三人の 內 にて 候 程に、 歌道 を 執心 致し 候 者 は 僧俗と も 參詣申 度と 願 ふ 

にて、 御城 內の 事故に 遠慮 有て 空しく 打 過 候 事に て 候、 諸人の 爲 なれば 御社 を 御城 外へ 移し 出 

され、 海邊の 高みに 建ら れ往來 の 者 も 參詣仕 候樣に 成され 候ら は、. -、 我等 も 燈籠を 寄進 申す ベ 

くと 有し かば、 城主 も 重宗の 申さる ゝ事 なれば、 餘儀 なく 海邊の 高き 所へ 移されし かば、 約束 

の 如く 周 防 守よ，.^ 大きなる 燈籠を 寄附 有て 常燈を 建ら れ ける。 以前 播磨 灘を乘 ける 船 夜中 風替 

,.^杯して明石前は破船せし事など有し、 向後 は 彼燈籠 を目當 にして 入け る 故 破船の 愁 ひなし。 

S| 防 守の 心 は 畢竟 此目當 に 至る ベ き爲 なり。 され ども 城主より 此 所に 移させ 後に 燈籠を 寄進せ 

られ、 初より 自分の 功 を 頸 さす、 後に 人の 心 付樣に 諸事 を 致されけ る。 誠に 思慮の 厚き 人 也け 
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〔™ 陰德 太平 記〕 十三 赤 穴 城 明 渡 事 

/一, >  r>  ヅ ガリ  エフ ァ クル 

同 (f  一  @ 七月 十八 日 毛 利 右 馬頭 元 就 先陣 トシ テ津 賀ノ渡 ノ東ノ 地へ 打 越 給。 翌 十九 日陶、 杉、 

！; セッァ カナ セト  DhL  タ フフ 

內藤、 其 外 與國ノ 諸 士共馳 集テ赤 穴、 瀨戶ノ 山ヲャ 攻ダ。 g 中 陶隆房 ィャ武 任ノ宣 所有， 謀 二 似 

(右京亮)  ス  ミト ャ  ク 

タレ 共 於 二 赤 穴 1 ハ中々 降 參ハ致 侯 ハジ。 故 如何 ニト申 一一、 三澤、 三 刀 星ヲ先 トシ- ズ多ノ 國士共 

大內 家へ 靡 キ隨フ 其 中 一一、 赤 穴 唯一 人 尼 子 一 味 ノ約ヲ 金石/如 ク守 タレ ノ 義士 ナレ 、ノ、 如何 一一 方 

カル  n ゥキ  タツ  . トタ  ハイ フ 

便 共 今更 降旗ヲ バ 不， 可， 建 候 間、 唯一 時 力 間 一一 攻破テ 通リ侯 、ノ ン。 富 田 ョ リ肺 府ノ地 ト賴ミ タ 

々 ノミ キテ ノン テ ヲヲク  マシ ュ ウテ  タ、  セ イス ル r 

〃此 城ヲ攻 落シナ ハ敵" 彌吞， 機飮， 聲 臆シ、 味方 ハ益レ 勇 添， 氣候 ナン。 但シ又 心腹 已壞則 制 一一 

コレ ゾラ  テノヅ カラ 

其肢體 一易 キ 道理 一一 テ 候へ バ、 富田ノ 城ヲサ へ攻 取候ハ ハ這 般ノ城 、ノ 何十 ケ 所有 共 自 返散ス 

ヒマ ツイ ヤシ  ノ 力 タク 

ぺキ 間、 今 是城ヲ 攻ン事 ハ不， 入 隙 費 ユー テ 候へ 共 富 田 城 堅守 テ數月 ヲ送ダ 事ナト ノ候ハ ン時ハ 

メ  ヅゥロ レ フサが ラ. ウタ ゥ タエ  ハイ ソゥ •  つ,, 

赤 穴カ爲 一一 石州ノ 通路 ヲ被 ， 塞 テ、 糧道 絕 ナパ 味方 敗走 ノ基 タラン 力。 g 中 

〔I 陰德 太平 記〕 十四 尼 子 晴久石 州 發向之 事 g 中天 文 十二 年 七月 三日 石見國 へ 發向 スト 與國 ノ諸士 

ケ キマハ  キ  クリノ ハウ 

へ 徵書ヲ 廼シ、 晴久ニ 萬餘騎 一一 テ石 州へ コ ソ 出張 セラ レ ケレ。 同 七月 十四日。 久利 鄕中ヲ 放火 


キヤウ  ハ カラ  ノリ  ァケ  チ 

シテ 敵ノ强 弱ヲ見 計ヒ、 城ヲ 一時 一一 乘破ン トテ、 秋 上 三 郞左衞 門 立 原備前 守、 森 脇 長 門 守 等 一 

千餘 一一 テ 先陣 一一 打 出 彼鄕中 一 宇 モ 不レ殘 放火 シ テケリ。 久利淸 六 兵衞、 同 左 馬 助暫 、ノ 家城ヲ ァ 

フセキ  ヮッゥ  リウ 

防戰ヒ 敵少々 討 取ケレ 共、 僅 三百 ノ勢 一一 テ當城 守 得へ キ樣 モナ ク、 又 大內家 ヨリ 後詰ノ 賴ミモ 

スナ ハチ  サ ヮ 

無リケ レ ハ無， 力 城 ヲ去テ 防 州へ コ ソ 下リケ レ。 晴久 便久利 カ城ヲ 破却シ テ ソ レ ヨリ 佐 波 新 介 

ッラ  リ  コッミ サン 力 ウノ  ゴゥ  タム P  t シ  ハカ ラヒ 

隆連カ 籠 タだ木 積 ノ三高 城 ヲ攻ン トテ、 江ノ 川ヲ隔 テ陣ヲ 屯シ、 彼此 ノ 利害 ヲ計テ お ラレ ケリ。 

隆連 、ノ 智勇 相兼タ ダ者 ナレハ 渡瀨 一一 テ モナ キ所 一一 軍士 三百 許 出シ、 愛 ヲ渡サ レ 侯へ、 此 川トテ 

モ渡 サン トク 一一 思給ハ 、ナト 力 渡シ得 給ハデ ハ 有へ キ § 中 海ヲコ ソ渡シ 給 r サ ラメ、 責 テ川ヲ 

アサ ムキ  ノニク It  ンハ サ マコト セン ソノ 

ハ渡シ 給へ ト欺 タリ ケ レ バ， 尼 子 左 衞門大 夫 憎 キ敵ノ 言 事 哉、 愛 ヲ不， 渡眞 一一 先祖 功迄モ 無力 如 

クニ 成 ナン ス。 觀應ノ 古毛 利 少輔太 郞元春 此川ヲ 渡 テ佐波 善 四郞ヲ 攻落セ シ 吉例 モ ァレ ハ、 ィ 

サ渡 サン 續ケャ 者 共 トテ旣 二 打入ン トシ 給 所へ、 小 笠 原、 本庄馳 來リ、 是ハ 物-一 狂 ハセ 給 乎。 

リ . ヮタセ  力  セ イシ 

散 方便 テ渡瀨 モ無所 へ 人 ヲ出シ 招 カセ候 ナ〃。 誠 ノ川瀨 ハ是 ヨリ ハ遙ノ 下 一一 テ候 トテソ 制止 ケ 

テキ  力 キン 

\o 晴久モ 又 軍使 ヲ以 テ渡瀨 モ知ヌ 大河 ヲ渡シ 溺死 ナト セラ レ ぺ 永キ 弓矢 ノ瑕瑾 也。 舟共ヲ 

集メ夜 一一 入 テ渡ス へ. シ。 先 暫待給 へ ト堅ク 被， 諫ケ 〃程 一一 、 金 吾 無. 力 忿ヲ押 へ テ 陣中 へ 被， 入 二 

クッ. ャゥ  スク 

ケリ。 其 後卅餘 日攻ラ レ タリ ケ レ共、 城ハ 究竟 ノ 要害 ノ地 也。 佐 波 父子 ハ勝 レタ グ 勇士 也。 更 
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ヅ  タヅ ラ  ツイ ヤス  レ  キン 

- 可. 落樣モ 無ソケ レハ、 徒 一一 當城  一一 ノ ミ 日數ヲ 可，， 費コ ソ 愚昧 ノ至ナ レ トテ、 其ョ リ當 國ノ銀 

サン  ァゥ リャゥ  ヌ 

山へ 打 入、 是地 ヲ押領 セラ レケリ 。抑 》.此 銀山 ハ 去ル大 永年 中 ヨリ 中興 シテ 大內 是ヲ領 セラ レ ケ 

チヒキ 

〃ヲ、 今 尼 子 吾 物 一一 セ ラレ ニケリ。 力、 レハ 石 州 一一 益 田、 吉見、 福屋、 佐 波 力 外 、ノ 皆 尼 子 へ 靡 

從シ カハ、 晴久是 迄 也トャ 思給ケ ン頓テ 開 陣シテ 雲 州 へ コ ソ歸ラ レ ケレ。 

昭和 十 年 五月 四日 (土曜)、 午前 九 時發の 特急 列車で、 土屋 文明 • 柴 生田稔 二君と 共に 東京 驛を立 

つた。 五日 大阪 にある 中 村 憲吉君 一周忌 歌會に 出席す るた めに 行く ので あるが、 東京 驛で、 大阪か 

ら 著いた ばかりの 灘 万のお はんさん に 逢った。 それから、 撗濱を 過ぎた か 過ぎぬ ころ、 食堂で 偶然 

川 田 順 氏に 逢った。 まことに 奇遇で、 ために この 汽車 は 毫も 返 屈で ない。 麥 酒な どを飮 みっつ 時の 

移る の を 知らぬ ほどであった。 

それから 座席に 歸 つて 來て、 柳 田 先生の 「一目 小僧 その他」 (昭和 九 年、 小山 書店 發行) を卒讀 した。 そ 

して 計らす も 人 麿に 關 する 傳說を 幾つか 知る こと を 得た。 こ の 書物 は餘程 前に 買って ゐ たもの だが、 

なかなか 讀む 暇がなかった ものである。 然るに 今日 1 通り 目を通す こと を 得た の は なかなか 爲 合せ 


であった が、 買った 時 直ぐ 讀 めば もっと 好かった わけで ある。 左に 數項 を抄 記す る。 

〇 

此 郡に 今一 つ 驚く やうな 類例が ある。 其 は 旗 川 村 大字 小 中の 人 丸大明 祌に關 する もので、 安蘇 史の 記す 所に 依 

れば、 昔 柿 本人 丸と 云 ふ 人、 手傷 を 負うて 此 里へ 落ちて 來て、 小 中の 黍 畑に 遁げ 込んで 敵 を 遣り過し 難 を 免れ 

たが、 其 節 黍殼の 尖りで 片目 を 潰し、 暫く 此 地に 留 つて 居た ことがある。 其緣を 以て 土人 人 丸の 靈を 社に 祀り、 

柿 本人 丸大明 神と 稱し、 以來此 村で は 黍 を 作る のを禁 する ことにな つたと 云 ふ。 歌の 聖の姉 本人 丸が 目 一 つで 

あつたと 云 ふこと は 他の 記 錄には 無い から、 事によると 此 落人 は 偽名 かも 分らぬ が、 それでも 將來に 向って 永 

く 作物の 制限 を 命令して 居る ので ある。 (同書。 一 つ 目 小僧より) 

〇 人 丸 大明神  ， 

神職 目 を 傷く とい ふ 古い 口碑に は、 更に 一 種の 變化 があった。 I 野 州 は 元 來彥狹 島 王の 古傳を 始めと して、 皇 

族 俺留の 物語 を 頻りに 說く國 であった。 さう して 一方に は 又 神の 目 を 傷け た 話 も 多い ので ある。 例へば 安蘇 郡 

では 足 利 中 宫亮有 綱、 山鳥の 羽の 箭を 以て 左の 眼 を 射られ、 山 崎の 池で 其 目の 疵を洗 ひ、 後に 自害 をして 神に 

祭られた とい ふ、 京と 鎌 倉と 二種の 御 靈を總 括した やうな 傳說が ある 外に、 別に 村々 に 人 丸 大明祌 を 祭る 社 

多く、 其由來 として 俗間に 傳 ふるもの は、 此上も 無く 奇異で ある。 一 つの 例 を擧げ るなら ば、 旗 川 村 大字 小 中 

の 人 丸 神社に 於て は，、 柿 本人 丸 手 負と なって 遁れ來 り、 小 中の 黍 畑に 逃げ込んで 敵 を 遣り過して 危難 を 免れた 
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が、 其 折に 黍稃の 尖. りで 片眼 を溃 し、 暫く 此 地に 滞在した。 そこで 村民 其靈を 神に 祀り、 且つ 其爲に 今に 至る 

まで、 黍 を 作る こと を 禁じて 居る とい ふ。 

I それよりも 玆に 問題と なる の は、 神の 名が 野 州に 於て 特に 柿 本人 丸であった 一事で ある。 其 原因と して 想像 

せられる こと は、 自分の 知る 限に 於て は. 4r の 宇都 宮ニ 荒神 社の、 古い 祭式の 訛傳 とい ふ 以外に 一 つも 無い。 此 

社の 祭神 を 人 丸と 謂った の は、 勿論 誤りで は あるが 新しい ことで 無い。 或は 宇都 宫 初代の 座主 宗圓 此國へ 下向 

の 時、 播州 明 石より 分靈勸 請す とも 傳へ たさう だが、 それで は延喜 式の 名 神大は 何れの 社 かとい ふこと になる 

から、 斷 じて 此 家の 主張で は 無い と 思 ふ。 下野 國 誌に は此 社の 神寶に 夙く 人 麿の 畫像 のあった のが 誤解の 原因 

だら うと 說 いて 居る が、 それの みで は 到底 說 明の 出來ぬ 信仰が ある。 此 地方の 同社 は 恐らく 數 十を算 へる と 思 

ふが、 安蘇 郡 出 流 原の 人 丸 社 は 水の 神で ある。 境 內に神 池 あり、 舊 六月 十五 日の 祭禮の 前夜に、 神官 一 人出で 

て 水 下 安全の 耐禱を 行へば、 其 夜に 限って sf^si として 神靈の 出現 を 見る と 謂った。 さう いふ 奇瑞 は弘く 認めら 

れ たもの か、 特に 社の 名 を 示現 神社と 稱し、 又 所謂 示現 太郞の 神話 を傳 へた ものが 多い。 近世の 示現 神社に は 

本社 同様に、 大己貴 事 代 主 御 父子の 神、 或は 畳 城入彥 を配祀 すと も 謂って 居る が、 那須鄱 小 木須の 同名の 社な 

ど は、 文治 四 年に 二 荒神 社 を 奉還す と傳 へて、 しかも 公簿の 祭神 は 柿 本人 磨 朝臣、 社の 名 も 元は 柿 本 慈眼 大明 

神と 唱 へて 居た。  、 

I 一方 人 丸 神の 信仰が、 歌の 德 以外. の ものに 源を發 した 例 は、 旣に近 幾 地方に も 幾つと 無く 認められた。 山城 


大和の 人 丸 寺 人 丸 塚 は、 數百歲を隔て 、始めて俗衆に示現した^^-のでぁった。 有名なる 明 石の 言 杖 櫻の 如き も 

由 來を談 る 歌 は 至極の 腰折れで、 寧ろ 野 州 小 中の 黍 畑の 悲劇と、 聯想 せらるべき 點が ある。 防 長 風土記 を通覽 

すると、 山ロ縣 下の 小 祠には 殊に 人 丸 さまが 多かった。 或は 「火 止まる」 とl^^て防火の神德を慕ひ、 或は 

「人生 まる」 と こじつけて 安産の 悅 びを禱 つた。 又 さう でなければ 農村に 祀る わけ もなかつ たので ある。 人 は 

之 を 以て 文學の 退化と し、 乃ち 石 見の 隣國 なる が 故に、 先づ流 風に 浴した ものと 速斷 する か 知らぬ が、 歌聖 は 

共生 時 一介の 詞人 である。 架して 高角 山 下の 民が 干 年の 昔に、 之 を 祭る だけの 理由が あったら うか。 若し 記錄 

に 明證は 無くと も、 人が さう 說 くから 信す るに 足る とい ふなら ば、 石 見で は 四十 餘 代の 血脈 を傳 ふと 稱 する 綾 

部 氏 (一 に 語 合 氏) の 象に は、 人 丸 は 柿の 木の下に 出現した 神童 だとい ふ 口碑 もあった。 或は 柿の 樹の 股が 裂 

けて、 其 中から 生れた とい ふ 者 も あり、 若く は 二十 四 五 歳の 青年であって 姓名 を 問へば 知らす、 住所 を 問へば 

言 ひ 難し、 只 歌道 を こそ 嗜み 候へ と 答へ たと も 謂 ふ。 是 では 井澤 長秀 の考證 した 如く、 前後 十五 人の 人^が あ 

つたと しても、 是は又 十六 人目 以上に 算 へなければ ならぬ ので ある。 

播 磨の 舊記峯 相 記の 中には、 明石の人丸祌實は女體とぃふ  一 ^^；^を錄して居る。 因幡の 廿术 地に あった 人 丸の 社 も、 

領主 聽井璺 前 守の 實見談 に、 內陣を 見れば 女體 であった とい ふ。 さう すると 芝居の 惡七兵 衞景淸 の 娘の 名が、 

人 丸であった とい ふ 話 も 亦考へ 合される。 景淸の 女 を 人 丸と いふ こと は、 ^^|1曲にはぁって舞の本には無ぃ。 盲 

目に なって 親と 子の 再會 する 悲壯 なる d 1 マンス も、 さう 古くからの もので 無い ことが 知れる 上に、 景淸目 を 
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拔 くと いふ 物語す らも、 實は 至って 頼もし からぬ 根據の 上に 立つ ので ある。 それに も 拘らす 日向に は 儼た る 遣 

迹 があって 神に 眼病 を禱 り、 叉 遠近の 諸國に は屢. ^其 後裔と 稱 する 者が、 連綿と して 其 社に 奉仕して 居る。 卽 

ち 是も亦 一 個 後期の 權五郞 神であった ので ある。 その 1 つの 證據は 別に 又發 見せられて 居る。 

以上 引用した 文章 は、 人 麿に 關 する 種々 の 事柄が 含まって 居り、 一 つ 目 小僧から 出發 して、 神が 片 

目 を 突かれた。 人 丸 も 黍殼で 片目 を 潰した。 それから 人 丸 は 慈眼 大明 神で 眼病の 神に 傾き、 また 水 

の 神で も あり、 旣に 記した iU とく、 安產の 神、 防火の 神で も あ.^、 時には 人 丸 神 は女體 のこと も あ 

る。 

私 は、 人磨傳 をば 想像 を 以て 補充す るに しても、 如上の 民間 傳承 をば 素直に 受納れ る ことが 出來 

す、 それ を 取扱 ふこと を 知らす、 ただ 馬鹿らしく 感じ、 出鰾 目に 感じ、 荒唐無稽に 感じる 先入 感が 

先立って、 幾つ 話 を 聞いても ただ 棄て 去る のみで あつたが、 今度 は 氣を落 著け て 傾聽し 得る までに 

至った の は、 本書の たまもので あり、 今度の 旅行の 所得であった。 なほ、 本書に は 次の 如き 記述が 

ある。.  . 

〇 三月 十八 日 

人 麿が 柿 本大明 神の 神號を 贈られた の は、 享保 八年卽 ち江 戸の 八 代將軍 吉宗の 時であった。 其 年の 三月 十八 日， 


に は 人 麿 干 年忌の 祭が 處々 で營 まれて 居る。 卽ち當 時 二種あった 人 麿 歿年說 の、 養老 七 年の 方 を 採用した ので、 

他の ー說の 大同 二 年で は、 餘 りに 長命なる べき を氣 遣った ので ある。 月日に 就ても 異說が あり、 些 しも 確かな 

る ことで は 無かった C  r 鑌 日本 紀を 見れば 光仁 天皇の 御宇 三月 十八 日 失せた まふと 見えたり」 と、 戴 恩 記に 言 

つて 居る の は 虚妄で あるが、 r まこと や 其 日 失せた まふ よしを 數箇國 より 內 裏へ、 同じ様に 奏聞したり とい へ 

り」 と あるの は、 筆者の 作り事で は 無い と 思 ふ。 卽ち 何れの 世 か は 知らす、 相應に 古い 頃から 此日を 人 丸 忌と 

して 公け に 歌の 會を 催し、 又 之に 伴な う. て 北 野天 神に 類似した 神秘 化が 流行したら しいので ある。 

そこで 自分が 問題に して 見た いのは、 假に人 丸 忌日 は本來 不明だった として、 誰が 又 どうして 之 を 想像し 若く 

は發 明した かとい ふこと である。 誰が とい ふこと は 結局 我々 の 祖先が とい ふ 以上に、 具體 的に は 分らぬ かも 知 

ら ぬが、 如何にし てと いふ 方 は、 今少し 進んだ ことが 言 ひ 得る 見込が ある。 我 邦の 傳說界 に 於て は、 三月 十八 

日 は 決して 普通の 日の 一 日ではなかった。 例へば 江戶に 於て は 推 古 女帝の 三十 六 年に、 三人の 兄弟が 宮戶 川の 

沖から、 一寸 八 分の 觀世昔 を網曳 いた 日であった。 だから 又 三 社 様の 祭の 日であった。 とい ふよりも 全 國を通 

じて、 是が觀 音の 御緣 日であった。 一方に は 又 洛外 市 原野に 於て、 此 日が 小 野 小町の 忌日であった。 九州の ど 

こかで も 和 泉 式部 も、 三月 十八 日に 歿した と傳 ふるものが ある。 舞の 本の 築 島に 於て、 最初 安部 泰 氏の 占 兆に 

吉日と 出た のも此 日で あり、 さう かと 思 ふと 現在 和 泉の 撐 井信 達 地方で、 春 事と 稱 して 餅を搗 き、 遊山 舟 遊 を 

する のも此 日で ある。 曆で 日を算 へて 十八 日と 定めた の は佛敎 としても、 何 か 其 以前に 暮春の 滿 月の 後 三日 を、 
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精靈 の 季節と する 慣行 は 無 か つたので あらう か。 

此間も 偶然に 謠の八 島 を 見て 居る と、 義經の 亡靈が 昔の 合戰 日を敍 して、 元曆 元年 三月 十八 日の 事な りしに と 

言って 居る。 是は 明かに 事實で 無く、 又觀 音の 因緣 でも 無い。 そこで 立戾 つて 人 丸の 忌日が、 どうして 三月 十 

八日に なつ たかを 考へ ると、. 意外に も 我々 が 最も 信じ 難しと する 景淸の 娘、 或は 泰 畑で 目 を 突いた とい ふ 類の 

話に、 却って 或 程度までの 脈絡 を 見出す ので ある。 舞の 本の 景淸 が淸 水の 遊女の 家で 捕 はれた の は、 三. 月 十八 

日の 賽 日の 前夜で あつたが、 是は 一 つの 趣向と も 見られる。 併し 諮の 人 丸が 訪ねて 來 たとい ふ 日向の 生 目 八幡 

社の 祭禮 が、 三月と 九月の 十七 日であった だけ は、 多分 偶 合で は 無から うと 思 ふ。 それから 鎌 倉の 御靈 社の 祭 

禮は、 九月 十八 日であった。 上 州 白 井の 御 靈宫緣 起に は、 權五郞 景政は 康治ニ 年の 九月 十八 日に、 六十 八 歳 を 

以て 歿すと 謂って 居る。 

私 は 今少しく 此例を 集めて 見ようと して 居る。 若し 景政 景淸 以外の 諸 國の眼 を 傷け た 神神に、 春と 秋との 終の 

月の 缺け 始め を、 祭の 日と する 例が 尙 幾つか あ. つたならば、 歌聖 忌日の 三月 十八 日 も、 やはり 眼の 怪我と いふ 

怪しい-口碑に、 胚胎して 居た こと を 推測して よから うと 思 ふ。 ^ 

人 麿の 忌日が 三月 十八 日に なって ゐ るが、 なせ 三月 十八 日に したの か、 空想の 產 物にしても、. なせ 

さう いふ 數字 にした のか、 私に は 第 一 見當も 付かなかった。 然るに、 本文 章 を讀ん で、 『三月 十八 日 


は 決して 普通の 日の 一 日ではなかった』 とい ふの を 知り、 『春と 秋との 終の 月の 缺け 始め を 祭の 日と 

した』 とい ふの を 知った の は、 甚だ 幸福と 謂 はねば ならなかった。 なほ 1 つ 目 小僧と いふ 論文 中に 

次の 一事 實が载 つて ゐ る。 

加賀國 河北 郡 高 松 村 大字 撗山 字龜 山の 縣社賀 茂 神社 

かめ やま 

つまり 、『横 山の 贺 茂樣』 であるが、 この 神社の ある 字 を 今、 『龜 山』 と 云って ゐ るが、 これ は、 もと 

は カモ祌 社の ある 山、 卽ち 『カモ 山』 であった だら うとい ふこと は、 極めて 自然に 解釋 がつ ぐので 

ある。 そして これ は、 石 見 邑智郡 中 野の 賀茂 神社の ある 山 を、 『賀茂 山』 とい ふし、 『龜成 山』 とも 

云 ふのと 同じ 系統に 屬 する 名 稱の變 化で ある。 ごの 類例 は、 鴨山考 補註の 中に 擧げて 置いた が、 此 

處 にも 好い 例が 見付かつ たので 書いて 置く ので ある。 つまり、 『龜』 は 目出度い 緣 起の いい 動物 だか 

ら、 賀茂 神社の 神の 名よりも 有力に なって ゐ た證據 で、 人間 はさう いふ 點 では 極めて 無 遠せ，^) に 我儘 

なので ある。 一 日で も 半日で も 生き延びさせた..^、 一  錢 でも 二 餞で も餘 計に 手に入る やうに して" JK 

れた， 0 する 功德 があるなら、 その 方 を 選ぶ のが 人間の 地金で あるら しい。 石 見邑智 郡の 村の 『龜』 

が 中途から さうな つたので、 もとは 『鴨 -賀 茂』 などであった だら うとい ふ 私の 想像の、 決して 妄 

でない こと はこの 一 例 を 見ても 分かる ので ある。  , 
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それから、 車 房で 土屋 君と 雜談 をして ゐる 時に、 土屋君 は、 往昔の 旅行 は、 縱ひ官 人の 場合で も、 

必す しも 『道』 の 國に從 はない 場 八 口が ある こと を 話して 吳れ た。 それ を 書記して 置く。  il^ni 严 f). 

天平 六 年 尾 張 國正稅 帳の 中に、 

自陸奧國進上御馬肆匹飼糠米！^斛壹斗欽升參合  一 一一 J 、八 別 穎 稻參拾 陸 束 陸 把 束 別 $ - 

下 上野 國父 馬壹 拾匹珠 拾 伍 束 _ー% 一^ 11 別 

これで 見ても 分かる やうに、 東 山道の 陸奧、 上野の ものが、 東海道の 尾 張 を 通って ゐ るので ある。 

天平 十 年駿河 國正稅 帳の 中に、 

依 病 下下 野國那 須湯從 四 位下 小 野 朝臣 社 IJ- 口 六 郡 別 一 日食 爲 m 柴拾 g 日肚 i ハずロ 

從 陸奧國 進上 御馬 部頜 使國畫 工大 初 位下 奈氣私 造 石 島 社-一一 S 六 郡 別 一 日食 爲單壹 拾 g 日肚ぉ fl 口 

下野 國造藥 師寺司 宗藏； |ぃ§ 鴻 f 六 郡 別 半日 食 爲單參 拾 陸 日 吐 物 $^ハ 

從陸奧 國送攝 津織俘 囚部領 使 相 模國餘 綾圑大 毅大初 位下 丈 部 小山 社 一 ^ 三 郡 別 一 日食 爲單陸 日 

上 三 口  . 

從三ロ  、 


つまり、 駿 河と 同じ 道に ある、 下總、 上總、 常 陸" 甲斐 等の 記事 (同じく 鼓 河正稅 帳) など は當然 である 

が、 陸奧、 下野 は柬 山道に 屬 して ゐ るので ある。 

併し、 同じ 道の 國を 通って ゐる例 は 矢張り 多く、 天平 九 年但馬 國正稅 帳の 中に、 『赴任 所 1^:®^ 傳 

.L，」，..- に... n.=-3i^5I 曰將 き^ *4- 卜 $4"、  §t 十、 因幡 國守從 五位 下 丹 比 iEX 家主、 將從九 人、 合 十 人綞ニ 日、 々別 給 米 

使 £1;-"^:^ 拾お 日 從サ四 給米辩 斗辫ヂ 滔^^ 一斗 五 升 五合、 洒 一升、 出 雲 國掾從 .一 ハ 位下 縣犬廿 -Mlsi 呂、 將從三 

I 米 tl"s ヒ细、 iJ; 別』 云々 と あるの は、 京から 山陰 道 を 通って、 因幡 • 出 雲に 行く 道筋 を 示して ゐる 

ので ある。 また、 天平六年の出雲國計會帳に、 『石見國送到移1^5拾柴條』とぃふのがぁるから、 石 見 

から 出-雲 路へ 通った 證 ともなる と 看て いい。  . 

そして 愚考で は、 天平 六 年から 九 年 十 年 あたりに は旣に 驛路の 制が 發 達した から、 かう いふ 道筋 

を經 るの が 便利で あつたに 相違ない。 併し 人 麿 時代に は その 制度が いまだ 完備して ゐ なかった の だ 

から、 地理 的 便利の 道筋 を經 たと 解す る こと も 出來、 その 例の 證據 に、 右の 尾 張 *駿 河 正稅 帳の 除 

外 例が 役立つ とお も ふので ある。 

なほ、 車中で 話した 中に、 夫婦 同居の ことがあ つたが、 大寶ニ 年、 御野國 §i 味 蜂 問 郡 春 部 里 月 

籍、 中 政！！； 春 部 鳥の 月籍の 中に、 寄 人 春 部 安倍 四 と、 安倍 妻 春 部豊賣 t1 とが 同居して ゐる 

そしてい まだ 子が 無い やうに 見える 例で ある。 

二 九 三 


二 九 四 

それから、 土屋 君が なほ 語って いふに、 三 瓶 山 はいつ 頃からの 名稱 であらう か。 これ を ミカ メャ 

メン カメ ャマ 

マと 讀 ませた こと はないたら うか。 それから、 赤 名 峠のと ころの 女 龜山は 一部 中 村 家の 所有で ある 

が、 それと 何 かの 關 係がない だら うか。 

なほ、 人 麿 は 六 位 以下 だから、 若し 役人だった とせば、 掾目 あたり だら うとい ふの が從來 の說で 

あるが、 武田 博士 は、 下國 では 六 位で も國 守と なり 得た こと を說 いて ゐる。 これ も 注意すべき 說で 

ある。 云 々o 

午後 五 時 無事 大阪に 著いた。 そこで 川 田 氏と も わかれた。 

大阪に 著いて、 岡 田 具 君に 會 ふと、 私の 「柿 本人 麿」 總論篇 (三 〇 五 頁)、 人 麿文獻 集の 中で、 金子 

元臣 氏の 「評釋 二 則」 とい ふの を、 大 八洲 學會雜 誌 第二 十五 ニー 十六 號と 記載して あるが、 この 號數 

を 調べても 見つから ぬので、 岡田眞 君に その 調査 方 を 依頼して ゐた ところが、 このごろ やう やく 發 

見した と 云って 報吿 せられた。 それ は 次の 如くで ある。 

人 八洲 二十 六 ノー (明治 四十 四 年 一 月 二十日 發行) 


と 云 ふので、 通 卷三ー ー號 になって ゐる。 つまり 大 八洲 學會雜 誌と いふ 名前 は， その 頃 は 「大 八洲」 

となって ゐ たので、 見つからなかった ので ある。 極めて 小さい 問題の やうで あるが、 岡田^；^がこれ 

を發 見す るまでに は、 相當に 苦心 をして 居られる ので ある。 次に その 評釋の 主要 點を抄 して 置く。 

ァ フミ ノ ミ ュフナ ミチ ドリ ナガ ナケぺ 

r 谈海乃 海夕浪 千鳥 汝鳴 者』 の 歌に つき、 『夕浪 千鳥 は 大膽な 造語で ある。 歌聖 人麻呂 にして、 始めて、 その 成 

. 立 を 認められる 權 威が ある。 夕の 一語、 またよ く、 その 實況を 詩 化して、 情景 兼ね 到る の 趣 を 生す る。 五 句の 

字餘り も、 力 ある 調子で ある。 さて、 この 歌に 就いて 吹 毛の 難 をい へば、 下句の や. -率 易に 失する 傾が 認めら 

れる。 但し、 これ も當 時に 行 はれた 一 種の 形式であって、 人麻呂 ばかりで はない。 他に かう いふ 風の 下句が 多 

タマ モ カル ミズ. K ヲ スギ ナック サノ 

い。』 云. と 云 ひ、 また、 『珠藻 刈 敏馬乎 過 夏草 乃』 の 歌に つき、 『過ぎの 一語で、 これ だけの 道行 を 聞かせた 

の は、 流石に 簡 淨な敍 法で ある。 さて、 句の 仕 立 は、 敏 馬に は珠藻 刈、 野 島に は 夏草のと 修飾の 枕詞 を 冠せ て、 

一首のう ちで、 對 句が 出來て 合掌して ゐ るの は、 實に 珍しい。 歌聖の 口 さきの 自由自在 なのに は 驚く。 また、 

かやう に、 同じ やうな 語形で、 地名 を 並べて 行った ところに、 長 道中の 趣が 見えて、 もはや 船に 倦ん じた 様子 

が 含まれ、 從 つて、 船 近づきぬ の 一句に、 やうく 目的地 或は 準 目的地に 近づき 得た る 無窮の うれし さ 喜し さ 

が 現れて 來 る。』 云々 と 云って ゐ る。 

十 

二 九 五 


二 九 六 

松 永 貞德の 戴 恩 記 (缺 林雜 話) の 中に も 人 麿に 關 する 記事が あつたが、 歌學 文庫 所收の 同書 は、 かつ 

てー讀 した ことがあった けれども、 人 麿が 女體 だな どと いふ ことが 書いて あるので、 俗說 として 棄 

てて しまったので あつたが、 この度 二目 小 潸 その他」 を讀ん だ機緣 に、 かう いふ 說も棄 てて しま ふ 

のは惡 いとい ふこと が 分かった ので、 次に 少しく 抄 する ことにした。 

『又 人 丸相傳 とい ふ 事 あり、 是 はさして よみ 方の 用に た. - ざれ ども、 此 みちを まなぶ 人 は、 必傳 べき 事 也。 た 

とへば 社 人の 其 神の 本 地 を しらす。 住 寺の 其 寺の 緣起を しらざる がごと し。 然者 をし わたりの 歌書 を自 見して 

かやう の 相傳を さる 人の 和歌に 師匠な しと 心得ん は 無 下の 事な り。 あるとき 道 春 ふしみ より 歸 りて 曰、 先日 大 

御所 冷泉 爲滿 朝臣に むかひての たま はく。 人 丸の 傳 たしかに しらる る 事に やと 仰ければ、 人 丸の 御 事 は 神秘に 

てく はしく は存ぜ ざる 事と 申されし に、 我 申さく、 萬 葉 集 を 見る に、 四 人の 人 丸 あり。 其 中に 歌の 上手 は 柿 本 

. の 人 丸な にの 不審 あるべし と 申せば、 爲滿 朝臣 閉口 ありき と 語られし。 此 大御所と 申 は、 かけ まく も かしこき 

いま 日光 山に おはします 東照宮 權 現の 御 事 也。 其 時 丸 曰。 はやく それ は. そこの 卒爾な り。 人 丸相傳 とて 定家 

卿より 有事 也。 和歌の 大儀な り。 儒學の 格に 思 ひ 給 ふべ からすと 云り。 惣 別人 丸の 御 事 は 凡人に は あらす。 一 

. 說に は敏達 天皇の 御 末と 云り。 亦 父母 もな く、 石見國 にて ある 人の 家の かきの 木の本に 童 形に て 出現し 給 ふと 

7^>かへり。 都 本の 耩 式 を 見る に、 せ 1 持 銃 文武 之聖朝 一遇 二 新田 高 市 之 皇子 一と 云-^。 糗 日本 紀を 見れば、 光仁 Hi 


皇 御宇 三月 十八 日に 失せ 耠 ふと 見えたり。 まこと や 其 日う せ 給 ふよし を 七ケ國 より 大裹 へ おなじ やうに そう も 

ん したりと 云へ り。 彼 御 嫁 大和 國添上 郡に 歌つ かと 云て あり C 播磨國 明 石の 浦に も ありと いへ り _」 亦 人 丸，： M の 

集に 曰。 石 見の 國 にて なくなりぬべき 折に よめる。 

いも 山の いはね しまけ る 我 を かもしら すてい もが 待つ あらん  . 

神 山の 岩根の 玉に ある われ を しらぬ かい もが まちつ ませる 

石 見 かたた かつの 松の このまより 浮世の 月 をみ はてつ るかな 

と 御辭世 ありて、 御廟 ありと いへ り。 叉 龜井璺 州い な はへ しるよ しして 入 郡し、 歸路の 時 語られし は、 我領內 

に 人 丸の 社 あり、 內陣を 見れば 女體 にて おは するとい へり。 かやう に 方々 に藿跡 あれば、 うせ 給 ふ 所 もお ぼつ 

かなし。 吉 田の神 龍院 のた まひし はう つの 宫の大 明 神 は 人 丸に てお はすと 云々。 然れば 神に いは \れ 給 ひし 事 

うたが ひなし。 彼御繪 像の あらん 所に て はふ かくつ.. - しみ 崇め 奉るべき 事 也。 又 和歌の 會には 別の本 尊 かけし.， 

例な し。 又 彼 御 鎗像も 一は 信實 朝臣の 父の 夢に 見た まひし 御す がた を、 信實に 仰せて あら はし、 又い はやの 人 

丸と て、 とらの 皮 をし きて おはす といへ り。 是も誰 やらん 夢想の ゆへ と 云々。 いづく にても あれ、 歌よ まん 事 

有 所へ は 影 向 あるべき との 御 誓 ひと 云り。 又 影 供の 會と 集の 詞書 にある は 人 丸の 御猜 像の ひらきの 會の 名な り。 

いづれ の 御代に か 有 けん。 俊頓の 影の 爲に影 供の 會 有しと いへ り。 此 外の 歌人に 影 供の さた 管 見 いまだしら す。 

又 ある 時人 丸の 賛を 幽齋法 印へ たのみ 奉れば、 そこの 用なら ば 一切 經 なりと も 書へ し、 人 丸の 赞はゅ はさる 事 

二 九 七 


二 九 八 

成 まじき と 仰ら れ侍 りき。 此法印 さ へ 御 斟酌 ありけ る 事 なれば 無官 無位の 人 はたと ひ 手跡よ くと も掛酌 あるべ 

き 事 敷。』 

『公任 卿 和歌の 九 品 を えらび 給 ひし も 上品 上 生の 歌 も 下品 下 生の 歌 も 人 丸の 御 歌なら す や、 されば 人 丸 赤 人の 

歌に も 歌く づ ありと 知べ し』 

『此 卿の 服と 見 給へ る 歌書 は 古今 集 一部と せり。 然 者お ほくの 歌仙の なかに も、 貫 之 を 師匠と 定む。 つら ゆき 

は 又 人 丸 を 師匠と 定め 給へ ると 見えたり。 人 丸 世に出 給 はすば いかで か 八 雲の 神 詠 世に おこらん。 つら ゆき 古 

今 をえ らばれ すば いかで か 世に 人 丸を獨 步の才 としらん。 定家卿 邪 正 を 礼され すん ば 古今 集 も 徒な らん。』 

十一 

なほ、 日本 傳說 叢書 播 磨の 卷 (藤 澤衞彥 きを 見る のに、 次の ことが 記載され てあつた。 

怖 本人 麿 (飾 磨 郡 余 部 村 大字 靑山) 

あ を やま  /AM, ン、 

青山の 丸 山 を、 靑 山と いひ、 西の 山 を稻岡 山と 言って、 此處の 社 (稻岡 社) は、 柿 本人 丸 を 祭って ゐる (4;^ 所 

闥會」 に は、 祭神、 宇賀 魂祌、 像 は、) とい. へー說 に、 祌功 皇后 麻 生 山で 射 給 ひし ニノ ことで ちる。 お g,.q-Q 祖ま、 t 

老人 夫婦 農業す る體と 見えて ゐる。 」 v.^ 1- の 矢の 止った 射 目前 社 卽ち此 時と いふ j ことて ある Hen の站： S 者ノ 

つまみ を か 

麿が、 搽磨 守であった 頃、 住居した る 地の 由で、 種々 の 事蹟 を殘 して ゐる。 妻 見 岡と いふ 地 は、 人 麿の 妻の、 

をと め  かしょ ふ も 

石見國 から 追ひ來 つたと ころと いひ、 妻 山と いふ 地 は、 人 麿の 妻よ さ ふの 乙女 を， „ ^ると いふ。 此邊、 歌書が 淵 


、人瞥 Q 誊を躋 み、 效をノ  .5^1^7人麿所持の硯石埋ブ^^ぉ？2 へ 人 麿^ 遙 の ノ  .2^ ど、 人，， も Q お，^ Q 也と. ひ 

I 詠んだ ところと いふ。 ) S 石 〈り ありし とい ふ。 ) ？ に bb パ 地と いふ。 ) なと ノ. Kctn:^ にお」 と V ュ 

こ かげ 

道 遠くい そか ざり せば 青山の 木 影 はいつつ 立ちう かう まま 

靑山 をよ こぎる 雲の いちじる くわれと ゑみし も 人に 知らる る 

青山の あさかげ 沼の 水が くれに あはん とすれ ど 逢 ふよし もな し 

人 麿の 歌 も かなりに 見える。 

十二 

なほ、 閑窗 一得と いふ 隨 筆に、 『播州に 人 丸 塚 あり。 又 石見國 にも 所 あ と。 人 丸 生死 知れす とい 

ひ傳 ふ。 併 ある 本に 曰、 柿 本人 丸 大同 二 年 八月 二十 三日 死す。 八十 四歲 時に 石見國 にて 卒すと』 と 

あるの を 見れば、 人 磨が 平 城 天皇の 大同 二 年に 歿した とい ふので ある。 若し 和 銅 二 年に 人 麿 四十 七 

歲位 とせば、 大同 二 年に は 百 四十 五歲 位になる わけで ある。 どうして かう いふ こと を 云 ふの か、 私 

にも 分からぬ。 

なほ、 菌藩 地理 拾遺 集と いふ 書物に、 大隅阈 嘴ず、 郡、 名所、 氣色杜 府中に あ.^ として、 『我爲 につ 

らき 心は大 隅の 氣 色の 森の さもしる きかな。 人 丸』 とい ふ 歌を载 せて ある。 人 麿が 大 隅の 國に 行つ 

二 九九  j 


三 〇o 

て 作歌した やうに して ゐ るので あるが、 これ も あやしい 事の 一 つで ある。 


人 麿 神社が、 安産の 神で あるの は、 『人生 まる』 に關聯 して 居る からだと 云 ふこと を 前言した が、 

.H  ロ茂吉 君が 近 ごろ、 懷姙 のこと を、 『ひどま，.^』とぃふことを發見して報吿して吳れた。 

ひど まり (懷姙 )。 『承 曆ニ年 七月 九日 御 誕生お はしける その まへ 御 懐胎の 御け しきと て、 中宮 御 心地 例なら す 

おはしけ る、 つとめての 睦月 中 比、 關白藤 原師實 公參內 おはして ゆかりな く 御 まかりの たまり 水 を、 主上に う 

ちかけ させお はしける、 主上お ほし かけさせ 給 はざる 御 事 なれば、 いかに ぞ やくとば かりにて、 あきれさせ 

おはしけ る を、 辨內 侍と いふ 人、 年 四十 を 過ぎ 有職に なれたる 內侍 にて おはしけ るが、 これ はさ 御け しきな さ 

せ 給 ひそ、 中宮の 御 火、 とまりの 料に、 殿の いは \ せ 給う りて 侍らう と 申されければ、 主上 も 御 ほ.. -ゑ はせ 給 

ひて、 おもはゆき ことぶき は、 丸が まう けと もえ おぼえす とてなん、 うつ ふし わら はせ 給 ひぬ、 そ も-. (-御 火 

とまりと 內 侍の 申しけ る は、 女人 はなべ て經 水. のお ヒな はる V- 事、 一月と して を こたる ことなく、 十四の 年よ 

りかくの 如し、 され ども 懷胎 のこ- - ろばへ おはし 侍れば、 さやう のお こな はる  >- こと やみ 侍るな り、 なべて 后 

Is のこと わざに、 經水を 火と 名付け 來 たる こと は、 對屋に 出で、 別 火 を かま ふること よりお こりけ る、 經 水お 


こな はれねば、 霊に 出す 別 火 を かまへ ねば、 御 火と まりと は 申し 侍る』 (后宫 名目 抄) 

『凡ソ 人生 ノ宅 胎モ、 火-一因 ッ テ經水凝 ルヲ 俗語 二 火留ト 云ヒ、 人身 ヲ？ <ト 呼 ブ義、 大山 祇ノ 女子 二 感ズル 

應也』 (神代 卷 御抄) 

これ を以 つて 見る に、 室の 神の 人 麿 神社 は、 『人生 まる』 { も、 『ひど まる』 (懷姙 ) の 方？ 

きで あつたの かも 知れぬ が、 『人生 まる』 の 方が 普通の 人民に は 理會し 易い ので、 和漢 三才 圆會 其の 

他 こ は.、 『人生 まる』 として 說 明した もので あらう。 

なま、 近時 章 規矩 雄 君が、 矢 部 霊 氏 著 「神 札考」 の 中から 人 麿に 關 する、 次の 條項を 報 せら 


れた 


消防 方に なった 歌聖 人麻吕 

古今の I と 仰がる あ ノ本乂 麻呂公 も、 その 足跡が 廣 いのと、 其の 終りの 地が 明確で ないた めに、 傳 f ま- 

の 傳セこ 因む 祭 記が 諸國 にある が、  一に、 公の 塞 だと 云 はる^ 和の 添 上 都の 柿 本 村の 柿 本 神社から は、 r 

時、 面白い 御影が 出て わた。 像 そのもの は、 百人一首の 人 丸 を據 り どころ として ゐ るから 珍ら しくな、 力 公一 

を、 が 1 の 靈神 に 祭り上げた 處に、 絶大 (？) なる 苦心が 存 する。 卽ち、 霞の 上に、 W 1 位 人 5<刺と！ . 一 

1 首の 歌 を 記して ある。 歌に 曰く。  一 
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ひと 

我 宿の かきの 本まで やけて こば 一 こえた のめ そこで ひとまる 

ひ とま  ひ ぶ^^ 

と。 人 麻 呂が火 止ろ、 火 止ろ が 火 止る、 卽ち火 防の 妙薬になる 所以で ある。 和歌 三聖の 一 柱に、 此の 名歌と 此 

の 附託 はけ だし、 秀逸と いふべ し。 

これで 見る と、 添 上 郡の 人 麿 神社 も、 明 石の 人 麿 神社 同様、 『火 止まる』 として、 火難 除の 神社に 

なって ゐる ことが 分かる 。人 麿 を 歌人と して 彼此 研究しょう とすれば、 かう いふ、 『我 宿の 柿の 本 ま 

で燒 けて 來ば』 などの 歌 は 全然 否定して かかる の だが、 普通の 人に とっての 日常生活 は、 歌人 人 麿 

の 存在な どと 何等の 關 係が 無い の だから、 安産の 神、 火 防の 神と して はじめて 參詣 心が 成立つ ので 

ある。 それ ゆ ゑ この 二つ を 混同して しまへば、 もはや 人麿傳 など は 成立し 得ない。 

十四 

近頃 私の 鴨山考 が、 島根 縣高津 を 中心として 問題に なって ゐる こと は、 旣に 前言した が、 高津称 

本 神社 社 司 中島 匡彌 氏が 主唱 者と なって、 しきりに 私の 鴨 山考を 否定し、 同時に 高津 終焉 地 說を固 

守しょう と 心 懸けて 居る 趣 は、 次の 新聞 報道に よって 明かで ある。 今 試みに その 1 二 を ここに 轉载 

する ことにする 0 


人饔 朝臣 終焉 地 史談 會を 開く 

翁に、 齋 藤茂吉 博士が ァ ララ ギ 所載の 邑智郡 濱原村 地內柿 本人 麿 朝臣 終焉 地 云々 問題に 依り、 古來 口碑 傳說其 

他に 依り 確定 的に たって ゐ る 美瀵郡 高津町 地內鴨 島に おける、 神覯 元年 甲子 三月 十八 日 同 朝臣 終焉の 事實に 一 

石 を 投じ、 寢 耳に 水の 同町 史談 會に 於て は爾來 之が 對策 考究 中の 處、 愈々 今囘同 朝臣 終焉 地 史談 會を 開催、 以 

て 所有 材料 i 集の 上 同 終焉 事 實の强 調に 努 むる ことに 決定、 八日 午前 九 時より 同町 柿 本 神社 寶物 陳列 所 內に於 

て、 大 谷高津 町長、 田 中 郡 敎育會 長、 高 梨 益 田 高 女 校長 外多數 臨席し、 第一 囘同 朝臣 終焉 地 史談 會を 開催、 劈 

頭 田 中 郡 敎育會 長 を 座長に 推し、 各自 持論 を徵 したが、 甲 論乙駭 極めて 盛況 裡に 同日 午後 五 時散會 したが、 當 

日 史談 會豫想 以上の 效果的 結果に 鑑み、 更に 第二、 第三と 引鑌き 開催、 同 會本來 の 目的 達成に 邁進す る こと X 

なった。 (昭和 十 年 六月 十日 松 陽 新報) 

權威者 を 網羅し 人 丸 研究 史談 會を 開く。 

,  齋藤 博士の 著が 問題と なり 八日 益 田小學 校で。 

齋 藤茂吉 氏が、 此程 その 新著 「柿 本人 磨」 で、 人 丸 生誕 地 並に 死 の 地に 關 して、 新 研究 を發 表した 高 津柿本 

人 磨 神社 云々 は、 全國 的に 反響し、 殊に 地元 高津 及び 關係 民の これに 對 する 非難の 聲は囂 々たる もの あり、 終 

に來る 八日 同町 小學 校を會 場と して、 中央の この 方面に 對 する 權威者 を 網羅す る 『史談 會』 なる もの を 開催、 

徹底的な 研究 をす る ことと たった。 (昭和 十 年 六月 五日 山陰 新聞) 

1 一 1〇一 一一 
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歌の み を 基礎と する 主観の 斷案を 一 蹴。 

柿 本人 麼 研究の 史談 會を 開く。 

旣報 高津町 史談 會 主催の 『人 丸 研究』 の會 は、 八日 午前 九 時より 人 丸 祌社寶 物 館に 開催、 美 濃、 鹿 足、 那貿三 

郡 下の この 方面に 於け る 權威者 二十 數名 出席、 互に 意見 を か はし 眞 面目な 研究 を 終へ たが、 齋 藤茂吉 博士の 新 

著 「柿 本人 麿」 に 表 はれた る 如き、 『高 津』 そのものに 認識不足の、 しかも 唯 單に歌 そのもの のみ を 基礎と した、 

主觀の 勝った 斷 案に 對 して、 高津 そのものに 育ぐ くまれた 人々 に 依って、 民族、 考古、 傳 說各學 等の 愼 重なる 

側面 的 研究に 依る、 最後 的 斷案卽 ち 人 麿 終焉 地 は高津 町た る こと を、 廣く 世に 紹介し、 齋 藤茂吉 博士 論 を 一蹴 

する ことと なり、 第二 囘 研究の 會を 七月 上旬に 開催に 決定、 午後 五 時閉會 した。 (昭和 十 年 六月 十三 山陰 新聞) 

かう いふ 具合で ある。 『最後 的 斷案卽 ち 人 麿 終焉 地 は高津 町た る こと を、 廣く 世に 紹介し、 齋藤 

茂吉 博士 論 を 一蹴す る ことと なり』 の 內容の 奈何なる もの だかが 私に は 分からない。 從 つて それに 

向って 駁擊を 加 へ る こと も出來 ない。 

私 は 一刻も早く その 內容を 知り、 駁搫を 加へ たいので あるが、 此處が 校了になる まで は、 つ ひに 

その 內容を 知る ことが 出来な いのは 殘 念であった。 

なほ 傳說 について は、 藤 澤衞彥 氏 編、 翻， 明 石の 卷、 石 見の 卷 中に いろいろ 書いて ある。 『ほの 


ぼのと 明 石の 浦の』 の 歌 は 特にく はしい が、 人 麿に 因緣 ある 塚、 神社、 寺に ついては、 總論篇 で 5^ 

載した ほかに、 京都 住吉 町の 人 丸御靈 (京都 坊城高 辻 南の 人 丸 塚から 移 轉)。 八阪の 法觀寺 境内の 人 

丸 神社 (烏帽子 塚、 人 丸 櫻と いふの が ある)。 京都 中立 賣千本 西 入 三 間 町 西 光 院人丸 寺 等 を 記載して 

ゐる。 

長い間 かかった 校正が 今や やう やくに して 終らう として ゐる。 そこで ここの 餘 白に 三つの 文章 を 

挿入し ようと 思 ふ。 德富蘇 峰 先生 云。 『凡そ 精 善の 寫眞師 は、 巧妙の 修正 師だ。 旣に 寫眞と 云へば- 

現實 其の儘で ある 可き だ。 然も 世人 は現實 其の儘で は 承知し ない。 故に 修正の 必要 は 出で 来る。 卽 

ち 寫眞の 名目の 下に、 掩醜顯 美の 技巧 を、 逞 うする もの を稱 して、 精 善の 寫眞師 と 做し、 美人 は 愈よ 

美な らんが 爲 めに、 醜婦も 亦た 美婦 ならん が爲 めに、 其の 門 月に 趨 くの だ』 (近世 日本 國民史 朝鮮 役 上卷) 

幸田^^-^：先生云。 『太公望の 三 字 を惡く 連ね 讀ん で、 太公望， 子の 傳說が 生じた ので あらう。 そして 

又—： 1: と 望との 同 韻であった こと も、 彼 を 呼び 此を 呼びて、 亂紛雜 を 致す 所以に かづけた ので あらう- 

» 說と いふ もの は 面白い もので は あるが、 多くの場合 は 親切な 介抱 者 ゃ註釋 者の 如き 態度で、 少し 

の 事實に 有り もしない 髭 鬚 を はやした，..^ 冠帶を 着けた，.^ して、 そして 自ら 滿足 だとす る やうな こと 

をす る ものである』 (太 公 so。 柳 田！： 男 先生 云。 『歷 史家 は 文書 资料 ー點 張りで 歷 史を考 へる。 傳說 
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を 直ちに 史實 と考へ る ことの 出來ぬ こと は 前述した 通りで ある。 岡 山 縣に吉 備の中 山と いふ 土地が 

二つ あり、 吉備 神社が 二つ ある。 本家 爭 ひが ここで 生す るので あるが、 さうな ると 文書の 存否と い 

ふこと が 重大な ことになる。 しかし 文書の ある 方が 正統で、 文書 を 有たない 方 は虛妄 なりと は、 我 

々に は 決して 斷 定出來 ない ので ある』 (民間 傳承 論)。 『社寺の 緣起は 我々 から 云 へ ば 傳說の 零落した も 

の、 變 化した もの 或は 發 達した ものな ので ある。 緣起 は必す 我佛を 尊し として 勿體 をつ けて ある。 

寺ゃ宫 では 當事 者が それ を 自分 も 信じ 人に も 信せ しめよう とした ものである。 是が 文書になる まで 

長い間 口の 傳 承であった こと は 明かで ある I 社寺の 緣 起と 土地の 傳說と は、 其內容 外形に 可な り 差 

が あるが、 源 頭に 於て は 一 つであった。 傳說の 多く は 曾て 使用 せられた 緣 起の 破片で あり 得る のみ 

ならす、 今の 緣起 とても 其 最も 作意 を經ぬ 部分に は、 まだ 古來の 傳說を 保存して ゐる』 (民間 傳承論 ).o 

十五 

人 麿 同名の 人々 に 就いては、 總論鴛 (二 四 七 頁) に 記載した が、 土屋 文明 氏 は 旣に數 年 前に 姓名 研 

究の 時に 人 麿 同名の 人々 を も 調査して 居る から、 今 囘土屋 氏の 敎示を 得て、 iKl 篇の 補充 をしつつ- 

全部 纏めて 此處に 整理して 置かう と 思 ふので ある。 


【續 日本 紀所 载】 川 侯 連 人 庥呂。 阿部 小 殿 朝臣 人 マ tl。 出 雲臣人 麻呂。 御 炊 朝臣 人 麻呂。 酒 波 人 

麿。 御 使 連 (三 使 連) 人 麻呂。 陽胡史 (楊 侯史、 楊胡毗 登) 人 麻呂。 石 川 朝- £11 人 麻呂。 贺茂 朝臣 (鴨 朝 

臣) 人 麻呂。 山 口 忌寸人 &呂。 

〔續 日本 後紀 所载】 丈 部 人 麻呂。 伊 蘇 志臣人 麻呂。 上 毛 野 陸 奥 公人 麻呂。 

【大日 本 古文書 所载】 石 部 人 マ "。 出 雲 臣人マ p(lgl)。 出 遲人マ p。 江 沿 臣挨人 マ f -。 丸部臣 

人 麻呂。 酒 波 人 麿 (i§i)。 坂 上 忌寸人 麻呂。 上 村 主人 人 麻呂。 古 賴比得 侶。 阿刀 連 人 万呂。 兼 原 

人末呂 (人 万呂。 人 麻 呂)。 伊勢 人 麻呂。 佐 伯 人 万呂。 春 日 人万呂 (人 麻呂。 人 麿)。 物 部 人万呂 (人 麻 

呂)。 秦人 万呂。 山 口人 麻呂 (is 醉)。 神人 万呂。 杖 部 人 万呂。 粟田 入 麻呂。 粟 國加豆 良 部 人 麿。 與卑 

仁 麻呂。 

【塵 添墻囊 所載】 葉 栗 人 麿。  . ， 

【三代 實錄 所載】 秦忌 寸比津 麻呂。 相 模宿爾 仁 麻呂。 

大要 右の 如くで ある。 比 得 ® 侶。 仁 麻 呂をヒ ト マ とし、 比津麻 呂はヒ ツマ かヒ トマ ei か 不明 

である。 なほ 土 屋氏云 ふに、 大日 本 古文書 所載の 出 雲 臣人マ は. H 背 計 帳に あ- > 神龜 三年 綠子歲 二 

歲 である。 それから 續 日本 紀 所載の 出 雲 臣人麻 呂は延 曆十年 播磨國 人で 外從 五位 下 を 授けられて ゐ 
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やましろ 

る。 若し この 二人が 同一人 だとせば、 延曆十 年に は 六十 六歲 位の 老人で あり、 山背で 育った 者が 播 

磨の 住人に なって ゐる とい ふこと になる。 さう いふ 點が おもしろい。 云々。 

それから、 以上 算 へた 人 麿 同名の 人々 は、 三十 五名 ゐる。 その 中、 比 得 萬 侶、 比津 麻呂、 仁麻呂 

を 除去しても 三十 1 名と なる わけで ある。 


I 人 麿 肖像 補遺 
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お 三十 In 木像の 一  is- 三十 二 園 木像の 二 


第三 十三 圆 陶 像の 一  . . 第三 十四 圖 陶 像の 二 石 見 長镇燒 


人 麿の 肖像、 卽ち 影の こと は、 一通，. > 總論篇 に 記して 置いた が、 その後 いろいろ 實物を 見た..^ 寫 

眞扳を 見た ，0 して、 人 麿の 影の 相當に 多い もの だとい ふこと を 知る ので あるが、 眞 淵と 宗武 の考證 

した 以前の もの は、 兼 房の 視 夢が 本と なって 居り、 結局 一人の 老人が 烏帽子 を 冠 h^、 直 衣に 薄色の 

指貫、 紅の 下 袴 を 著して、 左手に 紙 を 持ち、 右手に 筆 を 持って 歌 を 案す る體 となる ので あるが、 併 

し、 全部 皆 そのと ほりと いふ 訣 ではなく、 畫 家が 少しづつ 變化を 試みて 畫 いて ゐ るから、 幾と ほり 

かに 分ける ことが 出來る やうに なって ゐる。 精細に 見れば 1 つ 一 つ 違 ふの だが、 大體 からい へば、 

それ を數 種類に 分類す る ことが 出來 るので ある。  • 

さう いふ 影 を 取扱 ふ 専門家の 間に は、 それ を 四 種 位に 分かって ゐ たやう に 見える。 例へば、 蜷川 

式 胤 氏の 書いた 人 麿 影へ の 附記な どが その 一 つの 例で ある。 蜷川 氏の 文 は 次の 如 さもので ある。 

古人-一人 丸 ノ畫ヲ 認メシ 人 四 人 ァリ。 〇一 《三 井 行 尊、 天台 ノ 座主、 小 一 條院御 孫、 基平ノ 御子 也。 和歌-一長 


ジ、 畫圖ヲ 好 シテ、 人丸ヲ 夢ム。 其形壯 衣冠 ヲ設脇 足 二 凭ル、 詠吟 ノ鉢 也。 人丸畫 是ヲ以 テ始メ トス。 〇 其 二 

ハ、 藤 顯季、 正三位 號六條 魚 名 四 世 正 四 位 隆經男 也。 臻 H 畫圖ー 元 永 元 六月、 修理 太夫 顯季 新-一人 丸ノ 小影ヲ 

畫ク。 一 巾 長 三尺 許、 烏懵子 直衣ヲ 著、 左 ユ紙ヲ 採リ、 右二 筆 ヲ握ル 。年 六十 餘ー I 右 古 圔ハ此 人ナリ ト思ハ 

ル。 〇 其 三、 信實左 京大 夫 隆信男 畫圖ヲ 善 クシ、 人丸ヲ 夢ム。 其 鉢 著 ニ束帶 一硯-一向 ヒ持 筆、 承久 三年 七月 八日- 

後鳥羽 天皇 令， 1 御 飾 落 1 勅 ニ信實 1 奉, 模寫之 丹 卅六畫 歌仙！^。 〇 其 四、 信 實男爲 繼中務 大夫男 伊信 正 四 位 右 馬頭 

男 爲信從 四 位 刑 部 卿 信 伊 弟子 人丸ヲ 圖ス。  . 

文 は 右の 如くで ある。 つまり 蜷川 氏に 據 ると、 從來の 人 麿 像 は、 行 尊 • 顯季 • 信 實 • 爲繼の 四 系統 

と 云 ふこと になる。 併し、 寡聞の 私の 知って ゐ る範圍 では、 是 等の もの は 皆 互に 混合して 居って、 

殆ど 全く 同じ 圖柄 でも、 信實と 謂ったり 顯季と 謂ったり、 その 間に 區別 する ことの 出來 ない のが 幾 

つも ある。 よって、 私 は 兼 房の 視 夢の 記事 を 大體の 墓 本と し、 個々 の畫 家の 考證 に據 るよ，.^ も、 そ 

の 人 麿の 像の 構圖の 奈何に よって、 數 種類に 分類して 見た ので ある。 所詮、 私自身の 備忘に 過ぎす • 

素人の 所爲 であるから、 不満足 もまた 甚し いもので ある。 幸に 護 城 鳳山畫 伯、 廣 野三郞 氏、 橋本欣 

也 氏に よって、 增訂 する こと を 得て 面目 を あらためる ことが 出來 たこと を 感謝す る。 なほ、 次に、 

人 麿 像に 關係 ある 二三の 隨肇を 手抄し 置く。 手抄 は 佐 藤 佐太郞 氏の 助力 を 得た。 


【消閑 雜記】 飛鳥 井の 雅章 卿に、 人 丸の 槍の 赞遊 しくた さる. - やうに と、 たのみ 申 上しに、 御作 意の 贊は憚 あ 

り。 ほの-/., \ との 歌 あそ はしつ か はさる へきよ し 仰 ありて、 一年 あまり とめおかせ、 やう.^ して あそ はしく 

たされぬ。 故い かんとう か \ ひければ、 此歌 一首 あそ はすに 别 日の 御潔齋 あれ は、 いま \ で 御 延引 ありけ ると 

たり。 凡人と してみ たりに 人 丸の かしらに 贊書 ことつ. - しむへ きこと 也。 天神の 贊 また 同し。 おろそかに 思 ふ 

へからす。  . 

【消閑 雜記】 古記に 文武の 時人 丸 四 位に 任す。 年 十八 聖武の 御時從 三位 木工 頭 兼任 太夫。 神龜 年中 三月 十八 日 

セン シ  リ  シャ ゥゾク  ナホ シ 

八十 八に して 薨す。 この 時の かたち を 小 野の 舂高宣 旨 を 蒙う つす。 人 丸の 装束 ゑ ほしに 直 衣 を 著 給へ り。 普通 

の義 にあら す。 故 有事 也。 天子の 御師 坐なる 故 也。 白 青の 直 衣に 藤の 丸 也。 叉 おもだ かすりと も あり。 人 丸の 

あつまく たりの 時、 を はなが 里に 三と せす みて 

三と せ經し 尾花 か 里の 人なら ばお もた かすり をきつつ なれなん 

【秋 齋閒 語】 人 丸の 畫 像の 事。 装束 常と 別にて、 古 來樣々 の說 あり。 畫家 杯に ては傳 とする よし。 何の 事 もな 

C ふし  の ふし 

き 冬の 直 衣な り。 冬の 直 衣と 云 は、 表 は 白綾裘 は淺 黄の 絕 なり。 袖口の 裏へ 半 は 表 を 折 かへ してお くな り。 

古の 畫ェ あまり 丁寧す ぎて 袖 半 幅 は 折返した る 裏の 色と 共に 白く 畫き、 袖より 奥 は 年 はへ を 見せん とて 裘の淺 

黄 を 表へ うつし 見せた る 物な り。 今の 畫ェ 誤て 一向 淺 黄に 畫 かく。 人 丸の 装束 殊 外人の 不審す る 物 ゆ ゑ 爱に辯 

す。 又 業 平の 畫 多く 淺 黄に 畫く。 是は 夏の 直 衣の 圖 なり。 夏の 直 衣は淺 黄の ひとへ なり。 

三 1 H 


1: 甲子 夜話 續篇】 行智が 曰、 昔より 人 麿の 像と 云 は 小 野 直の 像なる べし。 考に 云。 古今 集に いれる、 ほの，^ 

の 歌 は、 もと 篁 家集に 出で 人 丸のに は あらざる よし 旣に論 あり。 然るに 今 案す るに、 人 麿の 像と いふ もの も 同 

じく 秭 本に は あらで、 小 野 篁の 神 像なる べし。 其 ゆ ゑ は 古より 神靈の 現じ 給 ふ 事 度度 ある をお も ふに、 まづ仲 

つきさ かき いづ Q みたま あまさ かるむ かつ ひめつ みこと 

哀 天皇の 御宇に 伊勢 大 神の 名 乘せ給 ひし は、 撞榮木 嚴御魂 天 放 向津嫒 命と 御名 乘ら せまし く、 雄 略の 御世 

よごと ひとごと ま がご とひと ごと こと さかつ へ； み ひとこと ぬし Q  ら  ほむた Q 

に 葛 城 神の 現 はれ 給 ひし 時 は、 吉言 一 言禍言 一 言言 逆 神 一 言主大 神な りと 吿せ給 ひ、 其 後譽田 天皇の 御靈 現じ 

給 ふ 時には 廣幡 八幡 麿と 吿せ給 ひ、 菅 原道眞 公の 神霊の 大峯笙 の 岩屋に て 現 はれ 給 ひし 時には、 天滿 大政 威德 

天と しも 名のらせ 給 ひしな り。 か \れ ば 神霊の 現じ 給 ふ 時の 御名 は、 現 神の 本の 御名と は 同じから ぬ 例なる に 

て 知るべし。 藤 原 朝臣の 夢に 人 麿と 名のりて、 ほの. <\ 'の 歌を唱 へて 顯 はれ 給 ひし は柹 本人 磨に は あらで、 小 

野 篁せ の 神靈を 現じ 給 ふ 時の 御名な りし 事 を 知るべし。 こ を 以て 歌 は ほの- i\ と唱 へ て 篁 君なる 事 を しらせ 

給 ひ、 祌名 はかへ りて 現 身と 異にして 人 丸と は吿給 ひつらん かし。 

ほの/^ と今ぞ あかしの 浦 はれて 名 も たかむらの 神と 知りに き 行 智 

【海 錄】 頓阿作 人 丸 像。 頓阿 法師の 人 丸 像と いへ る 物、 此彼 もてる 人 あり、 淺草寺 中の 本社 も頓阿 作の 像 也、 

この 人 丸 像 は、 頓阿 法師 古今 傳授 すみし 時、 手づ から 百艉を 彫刻して 住吉の 浦へ 流せし 由、 その 海底に 沈みて 

年經 しもの は、 かき がらな どの 附 たる も ありと いへ り。 また 村 田 春 海の いへ る は、 この 像に 目 利 あり、 烏帽子 

下に 銘 ある もの 眞物 也と いへ る 由 C さて 檜 熊 氏 上 終の 人より、 頓阿 作の 人 丸 像 を 得たり し 頃、 春 海が 話 を かね 


て聞ゐ たる 故、 烏帽子の 邊こ、 かしこと 心 を附て 見れ ど、 それと 覺 しきもの も 見えす。 その 像の きょくろ くの 

足 損じた る を もて、 修補 せんとて 鬼 角す る 程に、 はからす 烏帽子 落たり、 あな 過 まちせ しと 手に とりて 見し に、 

糊 もて 附 たる 物な り、 よって その 糊 を 少づっ こそげ 見る に、 烏帽子の つきた る 頭の 方に、 . ^かやうな る もの あ 

り。 是に 於て 始めて 春 海が 說 の由來 ある 事 を しりぬと いへ り、 ^IMI 日 . 

r. ち G もと 

【雲 錦隨 筆】 大和 國添上 郡櫟本 村に、 治 道 山柹本 寺と い へ る 寺院 あり。 當 寺に 人 麿の 木像 あり。 長 凡 一 尺五寸 

餘、 頗る 古物な り。 沙門 慶範 自筆の 柹本像 採 色 勸進狀 あり。 . 

【後 松 日記】 人 磨 像の 服。 孔 夫子に 文宣 王の 謚を 奉りし によりて、 衰 冕の 衣 を 着 給へ る 像 を か、 せた る 例 あれ 

ば、 人 丸の 朝臣に も 享保八 年 二月 一日 正 一位 を 贈られ たれば、 一位の 章 服に かきてむ ベなる ベく やと 問 はせ た 

まへ り" 一位 を 贈られ ぬれば、 一位の 服に 畫き はべらん はさら に 論な き 事に て 侍り。 され どお のれ 考 ふるに、 

孔子に 一：^ 龍の 章 服 を 着せん こと は 孔門の 夫子 を尊榮 する 一 僻なる べし。 夫子 まことに 聖 なりと い へど も、 一 生 

不幸に してな にの 位に ももの せす 過ぎ 給 へれば、 袞 冕の 衣に 畫き はべ らんに は 夫子の 魂の 畫ェの 夢に だに 入て 

辭 さま ほしう 思 ひ 給 ふなるべし。 もし これ を こ ろよ しとして ほこり かなら ば 夫子の 聖德 一 等 下るべき にや。 

され ど 唐土 は德を 以て は 卑賤の 民 も 帝位 をお かす を 常の 例と する 手ぶ りなれば、 我 國の學 者の しらざる 所たり。 

うづ まさの 廣隆 寺聖德 太子の 御 像に よ の 天皇 帝位に なぞら へ 奉り 給 ひて、 黄 攄染の 御袍を 奉らる こと は、 

皇太子の 位に ゐて攝 政し 給 ひ、 用 明の 皇子 にても のした まへば こ はこと わりな りと すべし。 人 丸の ごとき は、 

三 一 五 


詞花 淫風 を さかりに したる のみに て、 國 家の 爲に 功臣と いふに も あらす、 されば 贈位に 及びた まふ まじき を、 

こ は 風流に す X み 給へ る 御 あやまち にて、 尊信の あまりに 極 位 を も 贈りた まへ るなる べし。 誠に 風流の 友に は 

たりぬ ベ けれど、 國の爲 に は 露ば かりの 签 ありし をき かす。 其 風流の 友に はうる はしき 束帶 ならで かり 衣な ど 

にて しかるべき にや。 いまの よなべて 直 衣に かく こと は 古 <Jr 集の 序に 一二 位と みえた るに よれる なるべし。 叉 あ 

がれる よの 人 を 今の よの 一 位の 朝 服に 畫 きたる とも さらに 似つ か はじ。 かくて 人 丸の 神 影と もみえ はべ る まじ 

ときこえ 奉りし が、 もとより 人 麿 を 尊信し 給へ らんに はいと はらた \ しくき かせ 給 へ らん かし。 

【鹽 尻】 或 問、 柿 本人 麻 呂の像 は 何人 か 描 初け る や、 曰、 古記 を 見る に、 人 丸 文武 帝の 御 時 四 位 十八 歳、 聖武 

の 御 時 三位 木工 頭、 神龜 年中 薨 小 野 春 高 勅 を 奉て 其 像 をう つす。 烏帽子 直 衣と 云々 白 青の 直 衣、 紋は 八ッ藤 

一 說に おもた かすりと いふ。 if?sg¥_3i  I： 鹽尻 1 S にも 記事 あれ ど 略す。 

【安齋 隨筆】 人 磨 官位。 人 丸 官不， 詳。 藤原敦 光が 人 磨の 讚に、 仕 U 持統 文武 之聖 朝； 遇， 一新 田 高 市 之 皇子 一と あ 

り。 是れ萬 葉 集の 歌 を 以て 時代 を考 へたる ものな り。 日本 紀の 持統天 皇紀 及び 續 日本 紀の 文武 天皇の 紀に、 柿 

本人 麿の 名 見えす。 官位 昇進 を 載せす。 是 れ賤官 下位なる 故 國史に 載せざる なるべし。 叉 位の 事 は、 古今 集 貫 

之が 序に、 お ほきみ つのく らゐ かきの もとの ひとまろと あり。 淑 望が 眞字 序に は 柿 本大夫 者との みあり て くら 

ゐの名 はなし。 此 たいふと 云 ふ は 後代 五位 を大 夫と とな ふること と はべつ のこと にて、 上古に は 男子の 美稱な 

や。 猿丸大 夫と 同じた ぐ ひなり。 云 *o 


【關 秘錄】 人 丸の 衣。 茂 公御傳 云。 人 麿の 鎗 像に、 袖口に 白き 所有。 誤て 權 袖と 云、 さに は あらす、 是を 下の 

. 衣 はつれ， -\ より 見 ゆる 鉢 を 書た るな り..^。 

【愚雜 5^】 なべての 神 像を畫 くに は、 みな 直 衣に 畫く 法な り。 世に 人 丸の 神 像の 袖 を 白に 畫く は、 ゆへ あり。 

袖ば かり 白き 表 を 折返し、 奥 は 紫の 裏 をつ けたる 直 衣な り。 其 裏の 白き がう つりた るな り。 橘 守 國が畫 きし 手 

本に、 杜撰 を畫 きしょり 惑 ふ 人 多し。 守國は 一 隅 を 上て 三 隅 を 取ざる 事 多し。 心得て 見るべき もの か。 

【遠 碧 軒 記】 人 丸 影に、 信實、 岩屋と て兩流 あり。 粟田 關 白の 孫 明 房の 夢中に 見 給 ひし を、 信實 にか. - せらる。 

叉 行尊吉 野大峯 にこ もらる。 この 人 夢に 見た まふ 像 は、 幕 比に 座す る圖 なり。 岩屋に こもり 居らる \ ゆ へに、 

行 尊 を 岩屋と いふか、 畫ェと は 不ぃ見 也。 可 レ考。 

【第一】 右 向 (右 斜面) 坐像 信實 系統 

如何にも 變な 命名 だが、 黑の風 折 烏帽子、 直 衣、 指貫、 右手に 筆、 左手に 紙 を 持って 坐して ゐるー 

群の 像 を、 三十 六 歌仙の 信 實筆を 以て 代表せ しめて 假に斯 く 命名して 見た。 信實 筆の 寫眞 は總論 

に载 せた。 

(1) 信實 三十 六 歌仙 人 丸 を、 爲 恭の模 した ものが ある。 これ は なかなか 好い 模寫 で、 描 線な ども 

確かで、 新しいだ け暸 然として 居る。 藤の 丸な ど 未完成の 儘で、 ^v.0紋樣の具八ロなどは文字で說明 
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三 一 八 

して ゐる ところが あるひ 雙軒 庵藏。  • 

(2) 信實 筆。 構圖 同様。 顔が 稍 肥って 居， 9、 三十 六 歌仙の 人 麿 像 程 微笑して ゐ ない。 風 折 烏帽子、 

直 衣、 衿 袖 白地 其 他 淡色 無紋。 指貫 淡色 無紋。 下 袴の 紅色が 見えて ゐる。 武者 小路 子爵 家藏。 『此 

一幅、 正 德四年 五月 三十日、 超 嶽院實 陰 公 灌頂御 傳授之 節、 從 靈元院 法皇 御 拜鎮、 永 可 祕藏者 也。 

實建』 とい ふ 添書と、 土 佐 左兵衞 の、 『人 丸 之 一 軸 吟味 仕 候處、 信 實翁正 筆』 云々 とい ふ 書簡が 附ぃ 

てゐ る。 (第一 圔) 

(3) 筆者 不詳。 直 衣、 指貫 無紋の 像で、 信實の 三十 六 歌仙 を 正直に 模 したと 思 はれる ものが ある。 

廣行添 狀が附 いて ゐる。 

(4) 顯季 筆。 緒が 古びて、 損じて 居る が、 園 柄が 殆ど 全く 信實 三十 六 歌仙 圖に 同樣 である。 風 折 

烏帽子、 直 衣 淡色 無紋。 指貫 濃 色無紋 か。 削 落の ため 不明。 今 帝室 博物館で 藏 して ゐ るが、 明治 五 

年、 蜷川式 a の 書いた この 繪の說 明 は、 顯季 系統の ものと 考 へて ゐ るの だから、 その 信實か 顯季か 

の 區別は 現在の 私な どに は 分からない。 (第一 ー圜) 

. (5) 信實 筆。 圆柄 同前。 風 折 烏帽子。. 直 衣 淡色 無紋。 衿袖襴 白地 無紋。 指貫 中 色 無紋" 上部に 敦 

光 讚の 漢文と 和歌が あるが、 損じて 明確で ない。 細 川幽齋 所持。 光廣 傳來。 中 山家 舊藏。 (第一 ー函- 


(6) 信 赏 筆。 圆柄略 同前。 W 箱 は 右 脇に 置いて ある。 襴の 下より 有 核の 單小， し 見えて ゐる。 風 折 

烏帽子。 直 衣 淡色 無紋。 衿袖襴 白地 無紋。 指貫 淡色 無紋。 背景に 梅花 を 散らし、 『ほのぼのと』 の 歌 

を 色紙 形 二様の 中に 書いて ある。 顏 少しく 吧り、 兩眼稍 近寄って ゐる。 日 野 家藏。 (第 四圈) 

(7) 光起 筆。 圖 柄大體 同前。 風 折 烏帽子。 直 衣白 地紋 臥 蝶， 丸。 指貫 白 地紋 臥 蝶， 丸。 讚 無し。 梅 

花 無し。 大久保 家 舊藏。 (第五 圖) 

(S) 光孚 筆。 風 折 烏： g 子。 闕腋白 地紋 臥 蝶 丸。 指貫 白 地紋 同樣。 髮も髮 鬚も眞 白の 老翁に 畫 いて 

ある。 和歌の 讚がない。 松 浦 家 舊藏： (第 六圖) 

(9) 元 信 筆。 圖柄 向 前。 風 折 烏帽子。 直 衣 淡色 無紋。 衿袖襴 白地 無紋。 指贯 淡色 無紋。 W 箱 前に 

ある。 髮、 鬚眞 白に て、 眼 大きく 仰 思の 體 である。 敦光 讚の 文と ほのぼのとの 和歌 を尊錄 親王が 誊 

かれた。 背景に 梅花ない。 方 外 庵 舊藏。 (第 七圉)  . 

常 信 筆。 圜 柄大體 同前。 風 折 烏帽子。 直 衣 淡色 紋臥 蝶， 丸。 指赏 白地 無紋。 硯箱 無く、 背景 

に 何も 無く、 讀 もない。 これ は 三 幅對で 左右に 風景 を畫 いた ものが あるから である。 頭髮鬚 白く、 

脊の 高い 老翁の 氣 持で、 颜容が 柔和で ある。 これ は 恐らく モデルが あるら しい。 この 額の 常 信 筆に 

なった もの は數種 あるら しく、 私 は 二種 見て 2}Q る。 (第 八图) 
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(J!) 雅邦 筆。 風 折 烏帽子。 直 衣白 色 無紋。 指貫の 方 は墨繪 刷毛 描きで ある。 髮も鬚 も 白く、 この 

方 は髯を 長く 畫 いて ゐる。 無讃。 能面な ど を參考 したら しく 思へ る處が ある。 古殿 家 舊藏。 (第 九圔) 

(E5) 宗 達筆。 風 折 烏帽子。 闕腋白 地紋 臥 蝶 か。 指貫 濃 色紋八 ッ藤ノ 丸。 白髮白 鬚髯の 老翁に 畫 いて 

ある。 左手に 短册を 持ち 右手に 筆 を 持ち、 硬 箱 は 右 脇に あ，..^。 ほのぼのとの 和歌の 讚が ある。 和歌 

三 神の 一 。 長樂庵 舊藏。 (第 十 園)，  ♦ 

(S) 抱 一 筆。 大體信 實卅六 歌仙に 據っ たもの らしく、 顏容 と硯箱 あたりに 幾らか 變化を 試みて ゐ 

る。 風 折 烏帽子。 直 衣 淡色 無紋。 指貫 無紋。 千 K が 『ほのぼのと』 の 歌 を 書いて ゐる。 (第 十一 圖) 

(s) 成 起筆。 圖柄 大體信 實卅六 歌仙に 同じい。 風 折 烏帽子。 直 衣 淡色 紋 白色 臥蝶ノ 丸) 指貫 濃 色 

紋 臥蝶ノ 丸。 硯箱右 脇。 『ほのぼのと』 の 歌 は定家 まが ひに 書いて ゐる。 顏容淸 痩と いふ 氣持 である。 

毛 利 公爵 家藏。 (第 十二 圔) 

(SS) 光起 筆。 直 衣、 指貫に 紋樣が ある。 無 讚。 早 川 家 舊藏。 

(S) 行 光 筆。 飛鳥 井雅俊 讚。 奧以 添狀。 高 橋 家 舊藏。 

(55) 光茂 筆。 直 衣 指貫 著 色 無紋。 讚 有り。 北風 家 舊藏。 

(S) 探 幽肇。 探幽 六十 七歲の 筆で、 硬 箱と 紙と を 前に 置いて ある 圖 柄で、 海と、 海邊の 松と 山と 


を 配して ある。 白髮白 鬚の 老翁で、 その 顏容 柔和で、. 常 信な ど はこの 畫 など を も參考 とした やうに 

見える。 贯之、 小町と 和歌 三 神の 三 幅 對のー つで ある。 この 小町 は 唐 風の 女神に して ある。 松 平家 

舊藏。 松 井家 奮藏 品に も 探幽筆 類似 三 幅對が ある。 

(S) 是眞 筆。 丁寧に 著 色した もので、 『天 離 夷之 長 道 從戀來 者 自明 門 倭 島 所見』 の 歌が ある。 

(fs) 光信 筆。 飛鳥 井雅康 讚。 赤 星 家 舊藏。  . 

(JJ) 信實 筆。 勝 川 極。 妙關侯 書付、 具 慶內記 添狀、 松 井 子爵 家 舊藏。 

(II) 應擧 筆。 風 折 烏帽子。 闕腋 淡藍紋 臥蝶ノ 丸。 指 貰 同色 紋同。 紺、 衣 裏の 紅色 見えて ゐる。 

右手 を 膝の 上に 置き、 左手 隱れて 見えす。 硯箱 なく、 紙 もな く、 背景 も 讚 も 無い。 顏も 若く やさし 

く畫 いて ゐる。 應擧の 人 磨と 元 信の 人 麿と を 比較す ると、 畫家銘 々の 主觀が 出て ゐて與 味が あるの 

である。 武者 小路 子 家藏。 (第 ±ー|園) 

(？ 5) 勝 以擎。 風 折 烏帽子。 直 衣 無紋。 指貫 紋臥 蝶ノ 丸。 (第 十四 圖) 

【第二】 左 向 (左 斜面」 坐像 信實 系統 

大 體信實 系統の もので、 左 斜面 畫 像の 一群が ある。 これ は 第一 類の ものと 區別 しなく とも 好い とも 

思 ふが、 假に 便利の ために 斯う 分 顔して 見た。 これ は 集 古 十 種に も载 つて 居り、 「柿 本人 麿」 總論篇 
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にも 旣に轉 載して 置いた。 

(1) 筆者 未詳 (信實 筆と いって ゐ る)。 左手に 紙 を 持ち、 右手に 筆 を 持ち、 左 向に なって ゐる。 風 

折 烏帽子。 直 衣 淡色。 衿袖襴 白色 紋臥菊 か。 指貫 八 ッ藤ノ 丸三戾 り。 『梅の 花 それとも 見えす』 . の 歌 

と、 『ほのぼのと 明 石の 浦の』 の 歌の 讚が ある。 平 山堂齋 藤氏 舊藏。 (第 十五 圖) 

廣定 筆。 圖 柄が 大體 右に 同じい が、 立 膝に なって ゐる やうに も 見える。 直 衣 淡色。 衿 袖襴白 

色 紋臥菊 か。 指貫 淡色 紋 同前。 讚歌 は、 『白波 は』 云々 の 歌で ある。 (第 十六 圔) 

(3) 信實 筆。 左手に 持って ゐる 紙に は 歌が 書いて ある。 風 折 烏帽子。. 直 衣 指貫 無紋。 『ほのぼの 

と』 爲家 讚。 探幽 箱。 大迂草 生家 舊藏。 (第 十七 圖) 

(4) 筆者 未詳。 紙 を 左手に 持ち、 右手 を 膝の 上に 置き、 硯 箱と 紙と が 前に ある。 髮も鬚 も 白い。 

直 衣 (？ )。 衿 袖 白 地紋 不明。 指貫 同色 紋 不明。 梅樹を 見て ゐる ところで ある。 (第 十八 圖) - 

(5) 光起 筆。 圆柄は 廣定筆 第 十六 圖 同様。 『ほのぼのと』 の 歌 は 妙法 院の 讚。 中 山 松 陽 庵 氏 舊藏。 

(6) 光起 筆。 大 體信實 三十 六 歌仙の 如き 體 位で、 脇息に 凭り、 左手. に 紙 を 持ち、 右手 に 筆 を 持つ 

てゐ るが、 顏 だけ 左 を 向いて ゐる 像で ある。 和 田家 舊藏。 

(7) 具慶 筆。 左 向 だが、 右手に 持った 筆 を 右 脇の 硬の 墨に 觸れ ようとして ゐ る構圖 である。 左手 


に 持った 紙 も 稍 右の 方に 寄らせて ゐる。 顏は 比較的 若く 畫 いて ある。 中 山 松？ 1 庵 氏 舊藏。 

(S)  了慶 筆。 これ は 耽 奇漫錄 に 模寫が 載って 居る。 右手に 持った 筆が 下 を 向き、 左手に 持った 紙 

を 抱へ る やうに して ゐる。 體位は 右 向 だが、 顏 だけ 左 を 向いて ゐる。 

【第三】 仰 思 態 像 

(1) 宅 磨榮賀 筆。 赤 星 家 舊藏。 頭に は 風 折 烏帽子 を 冠り、 直 衣 は 白 地紋 臥 蝶。 指貫 白 地紋 八 ッ藤三 

d^^。 黑 塗の 脇息に 凭る。 後ろ を 振 向いて、 何 か (梅花 か) を 仰ぎ見る 態で ある。 顔 容は稍 沈 爆、 眉 

根 さがり、 覷 眉の 態で、 口 » も 結んで 稍 前に 出で てゐ る。 髭 鬚 延び ゐる。 つまり、 歌 を 案じ 沈思し 

てゐる 趣で、 信實 筆な どの 明朗な 颜容と は大に その 趣 を 異にして ゐる。 靈 見の M に、 返 耕杜多 八十 

一、 常 在 光 院主、 本朝 人 丸 遺 像。 芳名 不朽 三千 秋、 吟魔夢 塞 明 浦 月、 抉 桑 國裹同 金 流、 三十 一字 第 

ー祖と ある。 靈見は 足 利義滿 時代 南 職 寺の 僧で 返 耕 庵に 退いた から 退耕杜 多の 文字が ある。 住 古内 

記 廣尙の 添狀も ある。 (第 十九 圖) 

(2) 光信 筆。 中 山家 舊藏。 これ は 殆ど 榮賀 筆の 模寫 の感 ある もので、 直 衣 淡色 紋臥 蝶。 指赏 淡色 

八 ツ藤三 り。 上邊 に、 『ほの^のと』 の 歌が 書いて ある。 (第二 十圔) 

(3) 傳信赏 筆。 人 麿の 圆柄 前に 同様。 背後に 雪の 梅花 を畫 いて ある。 阁 扇の 如き 形した 物の 上に 
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硯と 筆と 文鎮の 如き ものが 置いて ある。 直 衣白 色 無紋。 指貫 濃 色 無紋。 『ほのぼのと』 の 歌 は 色紙 

樣の紙 三枚に 分けて 書いて ゐる。 (第二 十一 圖) 

(4) 岩 佐勝以 筆。 『ほのぼのと』 の 歌 は 信 尹 讚。 眼が 稍 大きく、 顏容 が餘り 陰鬱で ない。 直 衣、 

指貫に 紋様が ある。 小 堀 辆音畫 伯 舊藏。 

(3) 傳信實 筆。 圆柄 同樣。 九條家 傳來、 末 松 家 舊藏。 

如 水宗淵 筆。 圆柄 類似。 背景な く、 漢文の 讚が ある。 高 橋 捨六氏 舊藏。 

如 寄 筆。 圖 柄大體 同じい。 鬚が 靡いて ゐる。 直 衣 指貫 素描 無色 赂畫。 萬 里の 讚、 『和歌 骨髓 

至 今傳、 猶勝周 詩 三. 百 翁、 朝霧 未 晴明石 浦、 隔松曾 見攪殘 船』。 (第-一. HI 圔) 

〔第 四】 如意 輪形 像 

これ は 筆 を 持った 右手 を 顎に 當 て.、 謂 はば 頰杖 をして、 歌 を 案じて ゐる體 の 像で、 脇 本 氏の意見に 

從 つて 假に 如意 輪形と 名 づけた。 これ も數種 見た が.、 その 一 つ を 代表せ しめる。 

(1) 琳 賢 筆。 背後に 梅樹が あり、 梅花が 散り、 硯 箱に は 蓋 を 敷いて 畫 いて あり、 その 左に 盆の 上 

に數 種の 紙が 置いて ある。 脇 e5 に 凭り、 虎 皮 を 敷いて ゐる。 この 虎 皮 を 敷いて ゐ るの は、 行 * の巖 

屋人 麿と 謂 ふらしく、 兼 载雜談 に、 『人 丸 影に. 信 實 • 岩屋に て兩流 有。 岩屋 は 行 尊の 夢 也。 とらの 


か は をし ぐ 也。 信 實のは 粟田の 關白 のま ご、 あき ふさの 夢に み 給 ひし を、 信實 にか、 せ 給 ふ。 信實 

の 夢に あらす』 と あるのに て大體 わかる。 それ ゆ ゑ、 この 像 は 行 尊 形 を も 加味した ものら しいので 

ある。 松 平家 舊藏。 i 二十 三圃) 

(2) 集 古 十 種所载 像。 總論篇 に 載せた。 

(3) 柿 本人 丸事 跡考 所載 像。 總論 篇に载 せた • 

【第五】 唐人 風 像  . 

もろこし 

人 麼の像 を 唐人の やうな 趣に 畫 いた 像が 幾つか 傳 はって ゐる。 これ は、 拾遺 集に 『唐土に て』 とい 

ことづて  ► ♦ 

ふ 題で、 『天 飛ぶ ゃ臈の 使に い つし かも 奈 良の 都に 言傳 やらむ』 とい ふ 歌を载 せて 居る のに 本つ い て 

ゐる。 この 人 磨が 唐土に 渡った とい ふことの 虚妄な こと は、 顯 昭が旣 に、 『拾遺 集 人 丸 入唐 之！！、 

無二 證據 ー歟』 と 云って 居る ので も 明かな のに も拘ら す、 唐人 風の 人 麿 像が やはり 畫傳 へられて 居る 

ので ある。 

(1) 古 土佐畫 家の 畫 いた 人 丸 像が あ， o、 頭巾 を かむ り、 右手に 肇を 持ち 頗に當 て. Q るの は、 大體 

如意 輪形で あるが、 衣裳 も 唐衣の 服装で、 大形 半圓 脇息に 倚り、 欄干 香狹間 附き疊 (高麗 緣) 敷きの 

S 座に 坐して ゐる。 つまり 從來の 像の ごとき 和風 俗に 唐 風俗 を 加味して ある ものである。 陶 陵閣舊 
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藏の ものに これが あった。 (第二 十四 圔) 

(2) それから、 右と 大同小異 であるが、 全 體の感 が 支那 人の 感じで、 兼 房の 視 夢に 本づ いた 像と 

は 大分 違 ふやう になって ゐる。 (第二 十五 圔) 

(3) 傳信實 筆。 第二 十四 圖と 殆ど 全ぐ 同じ 構圖 で、 この 方 はもつ と 古色 を帶 びて 居る。 讚の 文字 

など も 前の もの 程 明瞭で ないから、 或は この 方が 原圆 だか も 知れない。 衣の 襞の 線な ども この 方が 

稍 太い。 安川 養 川 極。 朝 吹 氏 舊藏。 

この 唐人 風の もの は、 なほ 一 ニ點. 寫眞 版で 見た。 併し、 原 圖はー つで、 それ を模寫 して 傳へ たもの 

である。 . 

【第 六】 立像 

.(1) 山城 國寂 光寺 藏の 立像 は、 筆を兩 手で 持って 立って ゐる もので、 旣 に總； にも 載せた。 總 

論篇の 初版で は 集 古 十 種の 複製 を 載せた が、 W 版から は 直接 實 物の 寫眞を 載せた。 

(2) 島津 光久 筆。 衣冠 束 の 神官の 風 をした 人 麿 立像で、 白髯の 老翁に 畫 いて ゐる。 左手に 紙 を 

持ち、 右手に 筆 を 持って ゐる。 『あっさ 弓い そへ は 小 松 誰か 世に よろ つ 代 かねて 種 をう へ 5- む』 と 

いふ 家 光の 歌 讚が ある 。犬 村 伯爵 家 舊藏。 


【第 七】 單純圖 案 式 像 

(1) 宗 達筆。 光廣の 『ほのぼのと』 の 歌の 讚が ある。 衣裳の 描 線も單 純で、 筆 も 持た す、 紙 も 持 

つて ゐ ない。 顏 容は宗 達の 風俗 畫に 見る 如き、 ぼかんと した 顏 である。 中 山家 舊藏。 

(2) 抱 一 筆。 これ も單 純化した 園 柄で、 風 折 烏帽子。 闕腋濃 藍色 紋 海藻 ノ丸。 貫 は 古代紫に 八ッ 

藤 丸 二 H り 紋様が ある。 筆 持た す。 紙 持た す。 (第二 十六 園) 

(3) 抱 一筆。 圖案 風に 單 純化し、 衣裳の 描 線も單 純化して ゐる。 指貫に 丸紋が ある。 海と 海濱の 

松と を圖案 風に 畫 いて ゐる。 青木 家 舊藏。 (第二 十七 固) 

【第 八】 衣裳 描 線 略式 像 

描 線 を 太く かいて、 勢 づけた の も あ， o、 單 純に したの も あり、 どう 命名して いい か、 さう いふ 奪 門 

的 故實的 名稱を 知らないから、 勝手に 斯く 命名して 置いた。 

(1) 松 花 堂 筆。 衣裳の 描 線 を 極めて 素描 略式に 畫 いて ゐる。 『ほのぼのと』 の 歌の 讚が ある。 京 

都 仁 和 寺藏。 (第-一千 八き . 

(2) 烈公 筆。 直 衣、 指貫と も 刷毛で 畫 いて ゐる。 烈 公の、 『足 引の 大和の 道の 聖』 云々 とい ふ 讚が 

ある。 勝 伯爵 家 舊藏。  - 

.  .  11 三 七 


.  三 二八 

(3) 傳 後鳥羽院 御 富肇。 人 麿の 烏帽子 も 衣裳 も硯も その 線が 平 假名から 出 來てゐ る。 それ は 『ほ 

のぼのと』 の 歌ら しい。 帝室 博物館 藏。 

(4) 帝室 博物館 所藏 品で、 人 麿 をば 憤怒して ゐる 老翁に 畫 いたのが ある。 人 麿の 長歌の 威勢な ど 

からお も ひついた もの かも 知れない。 (第二 十九 國) 

(5) 住吉廣 行の 原畫 を畫學 院生 某の 臨摹 した ものが あな。 これ は眞淵 • 宗 武考證 系統の もの だが- 

烏帽子に 模樣が ある。 荻 野 仲三郞 氏藏。 (第三 十圃) 

【第 九】 木像 陶像 

(1) 木像。 普通 頓阿 作と いふ ものより も 顏容稍 厳しい。 S 三十 I 圔) 

(eo 木像。 頓阿 作と 稱 する ものであるが、 烏帽子が 森 繁夫氏 所藏の 物と 稍 違 ふ。 g 三. Hi) 

(3) 陶像。 この 陶像は 淡色 彩が 施されて ある。 仙臺 にて 村 岡典嗣 氏、 藤 森 朋夫氏 これ を發 見し、 

私に 贈られた ものである。 (第三 十三 圜〕 

.S よ ほ 0- き 

. (4) 陶像。 石 見 長濱燒 「巖燒 )。 舟 木 賢寬氏 寄贈。 (第三 十四 圜) 

以上の ほかに、 神冃の 1^ 田 謙 三 氏 藏人麿 木像。 星 ヶ岡 茶寮 北大 路^ 卿氏藏 人麿畫 像。 大谷氏 藏人磨 

畫像等 其 他 を も 見た が、 一 々此處 に記载 する ことが 出來 ぬ。 


索 
引 


、索引 は 事項索引と 歌 句 索引と に 分かち、 歷 史的 假名 遣に よる 五十音順に 排列した • 

、事項索引 は 人名 • 地名 • 書名 等の 索引 を 兼ね、 書名 及び 論文 等に は r 」 を附 した。 

事項索引 は 必要な 事項の 撿索を 容易なら しめる ため、 比較的 重要な 頁の み を擧げ 簡略に 從 つた。 

、歌 句 索引 は 本書に 引用した 歌の 初 句の み を 出した。 但し 初 句 を 引用せ すに 第一 一句 以下の 耍句 のみ 

を 引用した 歌 は、 括^して 引用した 部分の 初出 句 を 「引用 初 句」 と 註した。  • 

歌 句 索引の 括弧 內は、 作者 及び 歌集 名 を 示し、 萬 葉 集の 歌に 限り 書名 を 省略して 國 歌大觀 の番號 

を 記した。 「長」 は 長歌の 略號 である。  . 
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あら をら を a 一一 八 六 1、 志賀 白水 郎 の！：！ ヒ  一一 一二 

あ を やまの (傳說 の 人 麿 欲)  一一 化 

あ を やま を (傅 說の人 麿 欲)  元.^ 


イ 

いその かみ (一 七 六 八、 拔氣大 首)  一ーー：3 

い つし かと (四 四 五、 大 伴 三 中」  一 0 一一 

いでて ゆきし (八 九 〇、 山上 憶 良)  二 0 

いな ひぬ も (二 五三、 人 麿)  三： ん 

いはみ かた (傳說 の 人 麿辭世 欲)  U ぷ 

、- H  .f- 0 う. 5- へ 引用 初，， W 「- もな す」 ノ    rvi レ 

レに みの つみ Un 三 一、 人 磨 )  一一ん 力 

いはみ の や (一 三 二、 人 麿)  八チ L 人 六 人 七 

いはみ の や (傳說 の 人 磨辭世 欲)   <チ< 六 入 ヤー 一 01 一 

い へさか リ (四 七 一 、 大伴家 持)  二ん 

、 / づ とこ へ 引用 初 句 「かひ を. ひり ふと」 ン  - 

レへ つとに U 七 〇 九、 作者未詳  」  二, 

いへ びと Q  (三 三 四 一 、 調 使 首)  一 011 一 

い へびと は (二 五 二 九、 作者未詳)  ；； 10 一 

いへ も ふと (三 八 一 、 兒島)  二： 六 

、 もが t め へ！5^-用初句 「かひ も ひり ふと」 ン  一 一へ 

レも 力た &  ll 一四 五、 作者未詳  」  二 〈 

いもと こし (四 四 九、 大伴 旅人」  lis 

いも やまの (歌仙 欺 集、 人 麿)  一： 九ぶ 


ケ 

うつせみの 

うつ そみ と 

うめの はな 

うら ふちに 

うらなみの 

才 

おくらら は 

お ほなら ば 

おもがた の 

おもちち も 

かくの みし 

か ぜ まじり 

かどに をる 

かみや まの 

かみや まの 

かも やまの 

かも やまの 


(四 八 二、 高 檣 朝臣)  ニル 

、引用 初 IS 「お ほとりの」 ン  コ 一つ 

I 長 二  一  一二、 人 麿 )  一一 ョ 

(八 二 九 * 張 氏 福 子)  一 量 

(三 三 四 二、 調 使 首)  10 一一 一 

(三 三 四 三、 調 使 首)  1011 一 

(三 三 七、 山上 憶 良)  二 0 

(九 六 五、 兒島)  一一 一 m 

(三 五 二 〇、 東歌)  一 110 

(111 三 三 七、 作者未詳)  1011 一 

(一 七 六 九、 拔氣大 首)  5 

、引用 初 句 「ちちはは は」 ン  , 一つ 

一長 八 九 二、 山上 憶 良 J   一  -C 

(三 三 ニニ、 作者未詳)  1ー<0 

(三 〇 一 四、 作者未詳)  10 

(欲 仙 欲 集、 人 麿)  ：.：： ーー.^七 

(ニニ 三、 人 麿)  、一 さ 

用 初 句 「いはね しまけ る」 ン  一一」、. 一一 も. ニーつ 

二  =1* 人曆  j  ,  1 一ぐ 一 一九 一一ら 


^ir^^  、二 ra 三 一 、 人曆 歌集〉  

力 もや まの I 詞林 来葉抄 所載 ^ 

きの ふこ そ (四 四 四、 大伴三 中) …… 

きみが い へ に (五 〇 四、 人 麿の 妻)… 

きみが いへ の (一 四 九 二、 遊行 女婦) 

きみな くば (一 七 七 七、 播磨娘 子)… 

くさまくら (四 二 六、 人 麿)  

ナ. ナ" と へ 引用 初 句 「いし か はの」 ン  

a; ふけ ふと ぐ 三 2、 依 羅娘子 J 

こころに は (二 五 五 二、 作者未詳)… 

ことし あらば ニー 一八 〇 六、 娘 子) …… 

二  0 つ き+<へ引用初^?「ぃっしかと」ン  

このつ き は I 長 三 三 ss- 作者未詳」 

こもりく の f 四 二八、 人縻)  

こもりく の 广長 三 三  一二、 作者未詳) 

こらが い へぢ (三 〇 二、 安倍 廣 庭)… 


サ 

さがみ ぢの (三 三 七 二、 東 欲)  二 5? 

さほ やまに (四 七三、 大伴家 持)  二 < 

さよ ふけて (三 三 二 一 、 作者未詳)  1ー<0 

シ  • 

しほみ てば (二 七三 四、 作者未詳)  二 七 

しらすげ の (二八 一、 高市黑 人の 妻)  一一 一二 

一ろ こ、 10 へ引用初^?「こととは.»」ン  二  J? 

I ス/ へに us 八 一、 高 橋 朝臣 )  ニナ 

た そかれ と (二 五 四 五、 作者未詳)  10 丁 一 0 六 

ただ Q あ ひ は (^^^、句』|紅；^はに」)  1H 一一 HK ニー  5 四 一 

たちて ゐて (二三 八 八、 人^ 欺 集」  101 

たま づさ Q  r 一四 一 五、 作者未詳)  二  5； 

たま づ さの r 一四 一六、 作者未詳)  ニ^ 

まもた ^- 「い へ しらば-ク   一つ, 一 

まもよ し Uk  ニニ 〇， 人 麿  」  5 一一 

た ゆらき の ( 一 七 七 六、 播磨娘 子)…  二  PJ 

たる ひめ Q  (四 〇 四 七、 土師)  ニー 六 

、ソ 

つし まの ね は (三 五 一 六、 東 欲. }  1110 


つぬ さは ふ (刹 T_ ぽ. 「5 麻し よは」)  l?i 

つね やまず 五 四 二、 高 田 女王)  10 一 

つま も あらば (ニニ 一 、 人 磨)  10 一一 

卜 

とほく ありて (1 二 七 1、 人麽^ 集)  二 

とよく にの (一 七 六 七、 拔氣大 首)  ニー 一 S 

とり：^ 1*0  、引用 初 5 「いねた る ひとは」 ン ： .  inii 

とり 力ね の I, 長 三 三 111 六、 作者未詳 」  10 一一 

ヒ匸！ H  I- 引用 初旬 「なごの 5 ら みに」 ン  二.^ 

力 'て！^ 广 EC 三 三、 田き！ 18 暦 」  二, 

、 

はる さらば (八 三 五、 高氏義 通)  111111 一 

ひとごと を (二 五八 六、 作者未詳)  10 了 12C 

ひ ともなき (四 五 一 、 大伴 旅人)  二 0 

ふすま ぢを (二 一  五、 人窘)  一 110 

ふたが みの (四 〇 六 七、 土師)  ニーお 


二- rfi 


ホ 

ほのぼのと 

まさきく と 

まつが へり 

みそら ゆく 

みちと ほく 

みとせ へし 

みやこなる 

むかし こそ 

モ 


(古今 卷九、 人 麿)  ，： 丄 2 

(三 九 五八、 大伴家 持〕  二 九 

(一 七 八 三、 人 麿 歌集)  ニー 二 

(四 四 1 〇、 防人)  11ー0 

(傅 說の人 麿 歌)  -1 一九 九 

(傳說 の 人 麿 歌 ：-  一一 ニー 一一 

(四 四 〇、 大伴 旅人)  …… 二 0 

(四 七 四、 大伴家 持)  二 九 


もみ ぢぱの (二 〇 九、 人 麿). 

もも へに も (四 九九、 人 麿). 

やまと ぢは (九 六 六、 兒 島). 

やまの まゆ (四 二 九、 人 麿 > 


二 

ゆきこ そ は 

ゆき Q しま 

わがお もの 

わが こ ひし 

わがせ こが 

わがた めに 

わがや どの 

わぎもこが 


(一 七 八 二、 人 窘^ 集) 

(四 二三 二、 蒲 生娘 子 > 


(三 五 一 五、 東歌) ……. 

(二 五 四 三、 作者未詳) 

(一 六 七 四、 作者未詳 ノ 

(傳說 Q 人 磨 歌)  

(傳說 の人麼 歌〕  

(四 四 六、 大伴 旅人)：： 
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